
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ダンジョンのとある殺人









　壁かべや天てん井じように染しみついたカビ臭くささと、淀よどんだ空気が漂ただよう、昏くらい静せい寂じやくの棲すみ家か──ダンジョン。

　今はそこに、いつもとは違ちがう異い臭しゆうが立ち込めていた。

「──こいつはひどい」

　忌いま々いましげな嫌けん悪お感を孕はらんだ中年男の低い声が、辺りに響ひびき渡わたる。

　人どころか動物の気配も希き薄はくなダンジョンの一画に、歳とし離はなれた男が二人……

　いずれも同規格の、それなりに整備が行き届いた鎧よろいを纏まとった騎き士しだ。

　彼らは〝通報〟を受け、街の詰つめ所しよからはるばるダンジョンへと駆かけつけたのである。

　あまりの惨さん状じように、男のうち歳とし若い方が思わず顔を覆おおうようにしてから、体ごと目を背そむける。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか。お前？」

「は、うぶっ……」

　隣となりにいる中年騎き士しが声を掛かけたところ、返ってきたのはそんな胃液まじりの吐と息いきだった。

　顔を蒼そう白はくにした青年騎き士しは、吐としゃ物をぶちまけないようこらえるのが精いっぱいで、返事どころではなかったのだ。

　──無理もない。彼は、ついこないだからダンジョンに入るようになったばかりの若じやく輩はい。

　そして、経験豊富な中年騎き士しですら、この光景は少々胃にこたえる有あり様さまだ。

　……騎き士したちの足元は、血の海だった。

　薄うす暗ぐらい中でもはっきり見える、深しん紅くの血ち溜だまりに浮うかぶのは……

　腕うで。脚あし。胴どう体たい……そして、頭。

　一人の人間から分かたれたであろうそれらは、石ころのように無造作に転がっていた。

　屍しかばねが発する臭しゆう気きたるや、免めん疫えきのない者の精神を蝕むしばみ、経験豊富なベテラン騎き士しすら鼻を手で覆おおわずにはいられない、強きよう烈れつなものだった。

「ふぅ……今回も、ずいぶん惨むごいのに当たっちまったもんだ」

　哀あわれな犠ぎ牲せい者に、まずは弔とむらいの礼。それから地面に広がる固まった血を踏ふまないよう慎しん重ちように歩み寄り、遺い骸がいの頭部を覗のぞき込む。その時、

「──また若い娘むすめかい？」

　中年騎き士しは唐とう突とつに掛かけられた気安い声の方へ振ふり向むき、ぎょっと剝むいた目をやる。

　もちろん、同どう僚りようの声ではない。彼はいまだ遺体に背を向け、悶もだえたままだ。

　その向こう側から、こちらへやって来る人物が一人……それが、声の主だ。

　その身に纏まとう鎧よろいは傷だらけでくたびれており、短い茶ちや髪ぱつの頭はくせ毛だらけ……

　何より、野犬のようにギラついた双そう眸ぼうからは、騎き士したる気品など微み塵じんも感じなかった。

　しかし、鎧よろいの下に中年騎き士したちと同じ帝てい国こく騎き士し団の制服を着ている以上、冒ぼう険けん者ではない。

「アンタか、今回はいささか遅おそいご到とう着ちやくだな……」

　男の正体を察した中年騎き士しは警けい戒かいを解き、再び遺い骸がいへと目を向ける。

　間もなくして男は中年騎き士しの横に座り込み、躊ちゆう躇ちよなく生首の方をじっと見下ろす。

　若く、血が通っていればさぞかし可か愛わいらしかったであろう少女は、死してなお恐きよう怖ふの表情を顔に張りつけたまま、人形のような無機質な眼まな差ざしで虚こ空くうを見つめていた。

　胴どう体たいには申し訳程度に胸を守る防具、右みぎ腕うでは力なく剣けんを握にぎったまま……おそらく冒ぼう険けん者だ。

「──状じよう況きようは見てのとおりだ。手口はずいぶん違ちがうが、例の事件の三件目……てところか？」

「ムクロさんは見たところ十五、六の冒ぼう険けん者の娘むすめ……なら、その可能性は高いと思うぜ？」

　やけに確信めいた男の言葉に、中年騎き士しはうんざりしたように溜ため息いきを零こぼす。

「そうか……じゃあ、あとはアンタらに任せる。こちとら、あまり長居したい場所じゃないんでね……ウチの遺体搬はん送そう班は、既すでに手配してある。ま、適当に頑がん張ばってくれ」

「はいよ、お疲つかれさん」

　お互たがい目も合わせず、そっけないやり取りを経て、中年騎き士しは男に背を向けた。

「おい、行くぞ」

「え、あ……はい」

　そして、ようやく多少は落ち着いた同どう僚りようの肩かたを叩たたき、現場から離はなれていく。

「えっと、もう帰っていいんですか？」

「ああ、俺たちはあくまで事件現場の人払ばらいと確かく認にんが仕事だ。もうここに用はない」

　中年騎き士しは、やや投げやりな態度でそう答える。

　……管かん轄かつ外ではあるが、多少は手伝って恩を売りたい。そんなお偉えらいさんの安い打算から押しつけられた雑用だ。押しつけられる現場の人間からすれば、はた迷めい惑わくな話である。

「あの男はいったい……？　我々と同じ騎き士しには見えませんが……」

　すごすごと追従する同どう僚りようの問いに、中年騎き士しはぴくりと眉まゆを動かした。

「──騎き士しだよ、あれでも」

　それから、面おも白しろくなさそうな溜ため息いきとともに、そう零こぼす。

「帝てい国こく騎き士し団〝迷めい宮きゆう騎き動どう小隊〟……〝迷めい宮きゆう犯罪〟専門のいわゆる〝迷めい宮きゆう騎き士し〟で構成された精せい鋭えい部隊だとよ。こんな事でもなけりゃ、俺たちとはなんの関わりもない連中だ」

「迷めい宮きゆう騎き士し……噂うわさには聞いてましたが、本当にいたんですね」

　ぼんやりと呟つぶやきながら、振ふり返かえる青年騎き士し。

　男はこちらに背を向け、座り込んだまま動かない。

　見えなくなるまでついに立ち上がる事がなかった彼の姿は、あの誰だれとも知れぬ少女冒ぼう険けん者の死を悼いたみ、鎮ちん魂こんの祈いのりを捧ささげているように見えた……











第一章　アンヘル迷宮騎動小隊









　帝てい国こく騎き士し団・迷めい宮きゆう騎き動どう小隊所属騎き士し、カルド＝ウォーカー……

　凄せい惨さんな現場を目まの当あたりにした彼は、やがてやって来た、先ほどの中年騎き士しが手配した遺体搬はん送そう班の作業に立ち会ったのち、一いつ旦たんダンジョンを後にした。

　彼が次に立ち寄ったのはダンジョンの真上にある、迷めい宮きゆう騎き動どう小隊の詰つめ所しよだ。

　会議室や休きゆう憩けい室など、いくつかの部屋から成る詰つめ所しよの内、カルドが入ったのは建物の片かた隅すみに急きゆう遽きよ据すえつけられたような、手て狭ぜまなオフィス。

　約十人ほどの小隊用にしても快適とは程ほど遠とおく、内装も至って質素な部屋だ。

　人数分の事務机が所狭せましと並び、インテリアと言えば、出入り口にぽつんと置かれた観葉植物程度。施し設せつ自体は新しいが、いかにも突とつ貫かんで仕上げましたとばかりに粗そ末まつな造りだ。

　この部屋はカルド以外にも不評なようで、彼が配属されてから一度も、ここにすべての隊員が揃そろっている所を見た事がない。

　そんないつも空席ばかりのオフィスの中にあって、一日たりとも空いた事がない窓まど際ぎわ中央の席に、カルドは足を運ぶ。

　そこには、足を生やした新聞紙……もとい、新聞を広げた人物が足を机の上に乗せて、ふてぶてしく座っていた。新聞紙の向こうからは煙草たばこの煙けむりが、ゆらめきながら昇のぼっている。

　騎き士しの詰つめ所しよというよりは、マフィアか何かの事務所のようだ……カルドはそう思った。

「おう、見てきたぜオッサン。今回もまた、ひでぇ有り様だったよ」

「ご苦労さん、カルド」

　カルドの声に応じる、渋しぶみの利きいた低い声……それとともに、その人物は新聞紙をたたみ、ついでに足も引っ込めて、ようやく顔を覗のぞかせた。

　ワイシャツの上にベストを羽織った、整った身なりの中年男性。

　しかし、額を広げたオールバックにこけた頰ほお、そして年下相手とはいえ、くわえ煙草たばこをやめようともしない。表情こそ柔にゆう和わで落ち着いているが、それでも隠かくしきれない悪あく人にん面づらはまさしく、マフィアのボスにほかならなかった。

　が、もちろん違ちがう。これでも、彼がこの部署を束ねる長である。

「やっぱり、〝三件目〟だったかい？」

　人を食ったような薄うすい笑えみを浮うかべ、迷めい宮きゆう騎き動どう小隊隊長・ゴート＝ジヴァルは尋たずねる。

　はなから返事がわかっていると言わんばかりの、癪しやくに障さわる態度だった。

　カルドは、言いたい事の諸々を大きな溜ため息いきと一いつ緒しよに吐はき出だしてから報告する。

「ああ、今度は五体バラバラだったよ……手口こそ前と違ちがうが、おそらく同一犯だ」

　揺ゆるがぬ確信に裏付けられた、結論。

　それには隊長ゴートも異論を挟はさまず、気だるげに机の灰皿に煙草たばこを押し込んだ。

「連続殺人とは……いやはや、まいったねぇ。まさか、ダンジョンでそんな大それた事をしでかす輩やからが現れるとは……」

「ああ、手口を見ても尋じん常じようじゃねぇ……もしかすると、〝例の薬〟が絡からんでるのかも」

　カルドがそう口走るや、「ふむ……」とその双そう眸ぼうに鋭するどい眼光を覗のぞかせるゴート。

　が、それはすぐに消きえ失うせ、一いつ瞬しゆん険しさを見せた目め尻じりがふにゃりと下がる。

「ソイツはまた、難なん儀ぎな話だねぇ……」

「暢気のんきに構えてる場合かよ？　立て続けに同業者が殺やられたとあっちゃ、〝冒ぼう険けん者ギルド〟の連中が黙だまっちゃいねぇ。そろそろ、行動を起こしかねねぇぞ？」

「暢気のんきにしているつもりはないさ。事はダンジョン内の殺人〝事件〟だ……ギルドに横よこ槍やり入れられちゃ、僕らの立場がなくなる」

　飄ひよう々ひようとはしているが、隊長の纏まとう空気が徐じよ々じよに変わってきたのを、カルドは感じる。

　少なくとも、ギルドに仕事を取られてはたまらない……そんな対たい抗こう心が、いや、この男なりのプライドが声こわ色いろからにじみ出ていた。

「帝てい国こく騎き士し団は外敵からの国土防衛及および、帝てい国こく内の治安を守るのがお仕事……その中でも、ダンジョン内の犯罪に特化したのが我々、迷めい宮きゆう騎き動どう小隊だからねェ」

　だんだんと地が出て、薄うすら笑いが取れてきたゴートだが、ここでふと昼行あん燈どんを気取った柔にゆう和わな表情を張りつけ直す。

「というわけで、ギルドにしてやられぬようウチもそろそろ戦力増強をと思って、さっそく手配しておいたよ。期待の新人ってヤツを……」

「あ……？」

「管理職は椅い子すにふんぞり返るだけが仕事じゃない、僕もやる事はやっていたというわけさ」

　寝ね耳みみに水。カルドの理解が追いつかないまま、ゴートはしたり顔で一枚の紙を彼に見せた。

　面おも白しろくない顔で、その紙を手に取るカルド。

　顔写真に、詳しよう細さいなプロフィール……それは、とある人物に関する人事資料だった。

「ラトラ＝ヴァンクス……？」

「可か愛わいい顔してるだろ？　〝ヴァンクス〟といえば、過去に何人もの名騎き士しを輩はい出しゆつしている、帝てい国こくでもかなりの名家だ……大々的に宣伝すれば、ちょっとしたアイドルになるかもね」

「戦力増強に呼んだんじゃなかったかよ、オッサン」

　呆あきれながら、顔写真を確かく認にんする。

　そこには、鮮せん烈れつな印象を与あたえる金きん髪ぱつと碧へき眼がんの少女の顔が写っていた。

　生き真ま面じ目めな仏ぶつ頂ちよう面づらをしているが、確かに可か憐れんだ。

　見た目だけなら、そうそうお目めに掛かかれる水準ではないと言える。

「歳としは十五……騎き士し学校出たてかよ」

　それでも法律上では立派な大人……この国では男女ともに、十五歳から成人と認められており、この歳としで初めて騎き士し団の入隊やダンジョン探たん索さくなどが許可されるのだ。

「しかし、成績は優ゆう秀しゆうだ。特に身体能力がずば抜ぬけて高く、既すでに現場レベルだとか……」

「確かに、能力面は悪くなさそうだ……が、名家出身で成績優ゆう秀しゆう、まさしくエリートってのが気に入らねぇ。帝てい都とにいた方がずっと快適だろうに、なんでまた迷めい宮きゆう騎き士しに……」

　家いえ柄がら、能力、容姿まで良いい人物とあれば、帝てい都との騎き士し団本部が真っ先に欲ほしがるはずだ。

　そんな人材がここへ配属されたという事実が、カルドは妙みように引っかかった。

　帝てい国こく騎き士し団の中でも迷めい宮きゆう騎き士しはなにかと特とく殊しゆなため、他の騎き士しから異い端たん視しされている。常に死と隣となり合あわせのダンジョンで勤務しながらたいした名めい誉よもない、いわば汚よごれ仕事なのだ。

「どうにも、めんどくさそうなニオイしかしねぇな……」

「そんなに気になるんならさ、直接見に行っておいでよ。もうこの街に来てるはずだから」

「あ？」

「実は、今日着任予定なんだよ。ついでだから、迎むかえに行ってやってよ。一応、港で待っているよう伝えてはいるが、勝手に動いて迷子になられちゃ事だからね」

「なんで俺が……」

「これは〝騎き士し長〟からの命令だよ、〝正騎き士し〟のカルド＝ウォーカーくん？」

　イレギュラーな部隊とはいえ、この騎き動どう小隊にも騎き士し団としての規律が存在する。

　騎き士しには階位があり、カルドは下から二番目の正騎き士し……騎き士しとしては一いつ般ぱん的な位だ。

　一方、ゴートは小隊から中隊規模の部隊長に任じられる権限を持つ、騎き士し長……カルドより位が二つ上で、現場レベルでは最上位に就つく人物である。

「……チッ、わかったよ」

　仮にも上司に本気で反はん抗こうしてまで、押し通したい意地でもない。

　ここが折れ時だと考え、カルドはこの命令を受じゆ諾だく。

　現場勤務用の鎧よろいを脱ぬぎ、制服の胸むな元もとを着崩くずしたいつものスタイルで、詰つめ所しよを後にした。







　──今から百年ほど前、帝てい国こく領のとある地から、謎なぞの巨きよ大だい建造物が発見された。

　調査の結果、それはかつてこの地上で繁はん栄えいしていた古代文明の遺い跡せきと判明。

　現在、ダンジョンと呼ばれている物の最初の一つである。

　以降、まるで数百、数千年の長きに渡わたる封ふう印いんが解かれたかのように、世界各地からダンジョンが次々と出現……それらはいつしか、世界を大探たん索さく時代へと駆かり立たてた。

　そして、三十年ほど前。

　帝てい国こく領西部近海より突とつ如じよ、海底に沈しずんでいた巨きよ大だいなダンジョンが浮ふ上じよう。そこもたちまち探たん索さく対象となり、ダンジョンの周りには探たん索さく用の人工島が付ふ設せつされた。

　いまだに国内最大規模とされるこの迷めい宮きゆうは多くの冒ぼう険けん者を呼よび込み、小さな前線基地に過ぎなかった島は、いつしか海上に浮うかぶ大きな〝街〟となった。

　そここそが、カルドが勤務する迷めい宮きゆうが存在する海上都市……〝アンヘル〟である。

　街へと繰くり出だしたカルドは、東部の港をまず目指す。

　例の新人は、そこに発着する帝てい国こく本土からの定期船に乗ってくる手て筈はずになっていた。

　港でおとなしく待っていてくれればいいが、詰つめ所しよと港までを結ぶ中央通りは一直線上にある。もし勝手に詰つめ所しよへ向かっていても、どこかで遭そう遇ぐうできる可能性はある。

　このアンヘルは、ダンジョン攻こう略りやくに挑いどむ冒ぼう険けん者たちを相手取った商業で成長した街だ。

　ゆえに人口のほとんどは冒ぼう険けん者と商人で占しめられているが、年間、本土人口の約四割に当たる数の人々がこの街を訪おとずれ、日々活気付く帝てい国こく有数の大都市となったのである。

　中央通りには数多あまたの商業施し設せつが並び、そこを往来する人の数も半はん端ぱではない。

　顔がわかっているとはいえ、そこから一人の人間を見つけ出すのはホネである。

　しかも、今は昼時……ちょうど、一日でもっとも混雑する時間帯だ。

「頼たのむから、あんまうろちょろしてないでくれよ……」

　そんな祈いのりを口ずさみ、行いき交かう人々に目を配りながら雑ざつ踏とうを進むカルド。

　そのうち、ふと道の片かた隅すみに妙みような人だかりができているのを見つける。

　露ろ天てん商しようや大道芸の類なら珍めずらしい物ではないが……

「痛い目見てぇのかァッ、このアマァッ！」

「最初に絡からんできたのはそっちでしょ！」

「うるせぇっ、おめぇには関係ねぇだろうがぁ！」

　飛とび交かう怒ど号ごうと周囲のざわめきが聞こえてきたのだから、穏おだやかではない。

　放ってもおけず、幾いく重えもの輪を作る人ごみに割って入り、その中心を覗のぞくカルド。

　確かく認にんできたのは、誰だれかを相手にすごんでいる巨きよ漢かんと、その連れらしい小男……いずれも陳ちん腐ぷとはいえ防具と武器を携けい帯たいしているので、おそらく冒ぼう険けん者だろう。

　幸い武器は抜ぬかれておらず、今はまだ脅おどしの段階だ。

　そんな二人を相手取るのは、一人の少女……しかも、ついさっき見たばかりの顔だった。

　写真で見るよりずっと色鮮あざやかな金の前まえ髪がみを風に揺ゆらし、氷のような碧あおい瞳ひとみを熱くギラつかせて巨きよ漢かんを見上げる少女。

　身に纏まとうのは、生き真ま面じ目めに固くネクタイを結んだジャケットに、丈たけの短いスカート……女性用ではあるが、カルドと同じ迷めい宮きゆう騎き動どう小隊の制服だ。

「なんの騒さわぎだい、こりゃ？」

　横で何気なく様子を見守る通行人の男に、気軽に声を掛かける。

「見てのとおりケンカだよ。あの二人が酔よった勢いでその辺の女の子に絡からんでたら、あの女騎き士しサマが割って入ってきたんだ……アンタらんとこの新参者かい、ありゃ」

　昼間から酔よっ払ぱらった冒ぼう険けん者が騒さわぎを起こすのは、どこでも珍めずらしくはない。街を巡じゆん回かいする騎き士しも慣れているため、大きな暴動にならない限りめったに介かい入にゆうしないくらいだ。

　クソ真面目にそれに介かい入にゆうした騎き士しは、よほどそんな日常に免めん疫えきがないのだろう。

　……もう嫌いやな予感しかしてこなかった。

　そして、カルドが状じよう況きようを整理している間に、事態は急転する。

「小こ娘むすめだろうが、もう容よう赦しやしねぇッ！　ぶっ殺してやる！」

　三人の対立は、とうとう口くち喧げん嘩かの域を超こえようとしていた。

　酔よった頭にすっかり血を上らせた巨きよ漢かんが、腰こしに提さげていた剣けんに手を伸のばす。

「ったく、めんどくせぇ事を……！」

　相手に斬きりかかったら、もうただのケンカでは済まない。立派な犯罪行こう為いだ。

　もはや傍ぼう観かんに徹てつしてられず、飛び出そうとするカルド。

　が、その甲か斐いなく、事態はあっという間にクライマックスを迎むかえた。

「ぐぶぇっ……」
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　カルドが動いた瞬しゆん間かん、巨きよ漢かんの体は後ろの野次馬の群れへと吹ふっ飛とんだのだ。

　周りの観衆のざわめきもピークに達し、蜘く蛛もの子を散らすようにばらけていく。

　次に目にしたのはスカートをたなびかせ、軽かろやかに地面に着地する少女の姿。

　一方、巨きよ漢かんの冒ぼう険けん者の方を見ると彼は顔に痛々しい青アザを作り、白目を剝むいていた。

　彼が剣けんを抜ぬくよりも速く、少女が飛び蹴げりでこれを鎮ちん圧あつしたのである。

　しかも、アザは一つではない……空中で一いつ瞬しゆんのうちに二発、三発と、相手の顔一点めがけて蹴けりを見み舞まったのだ。話に聞いていたとおりの身体能力だ……間ま違ちがいない。

「オメェが、ラトラ＝ヴァンクスか……」

　その名を口に出すと、ようやく少女はカルドの方を向き、視線が交かわされる。

　年相応のあどけなさを残しながら、涼すずしげな凜り々りしさを帯びた精せい悍かんな顔立ちだった。

「このクソアマァッ……！」

　しかし、言葉を継つぐ間もなく逆上したツレの小男が、ラトラに逆ぎやく襲しゆうすべく割って入る。

　懐ふところに手を伸のばしたその手をカルドは素す早ばやく摑つかみ取とり、押さえ込んだ。

「この辺でやめにしようぜ。相棒を見ろ。これ以上続けたら、オメェもああなっちまうぞ」

「い、いてぇっ！　なんだテメェ……アイツの仲間か！」

「どうやら、そうらしい。少々やりすぎなのは認めるが、オメェらもいくら酒に酔よってたからって、あんな小こ娘むすめ相手に熱くなりすぎなんじゃねぇか？」

　冒ぼう険けん者といえばトラブルには事欠かないが、悪意があって暴れるのはほんの一ひと握にぎりだ。

　この男たちも酒の勢いに流され、つい羽目を外しすぎただけ……

　それがたまたま、帝てい都とから来たばかりの生き真ま面じ目めな新人騎き士しの目に留まり、不幸な行いき違ちがいが発生しただけなのだ。

　カルドは冷静にそう考え、穏おん便びんに男に言い諭さとす。

　……が、事の本質はもっと別のところにあった事をすぐに思い知らされた。

「け、けどよう……あの小こ娘むすめ、俺らを昼間から飲んだくれてる落らく伍ご者だの、所しよ詮せん冒ぼう険けん者は自由を名目に暴れるだけの無法者だのと、好き勝手言いやがってよう……！」

「あ……？」

　いつしか男は涙なみだをにじませており、よほどショックだった事を窺うかがわせる。

　冒ぼう険けん者を害虫か何かと言わんばかりの暴言だ、笑って済ませられる者はまずおるまい。

　これにはカルドも擁よう護ごのしようがなくなり、むしろ男たちに同情さえする。

「あー、そいつは本当に気の毒だったな……あの小こ娘むすめにはあとで言い聞かせておく、だから今日のところはこれで勘かん弁べんしてくれ……な？」

　カルドの心情はすっかり男たちの方へ傾かたむき、周囲には見えないようこっそり、摑つかんでいた手に札巻きまで握にぎらせた。賄わい賂ろも当然違い法ほう行こう為いだが、口くち封ふうじでなく純じゆん粋すいな詫わびの印だ。

　この恩情が効いたのか、小男の方も素す直なおに引き下がり、倒たおれた巨きよ漢かんを介かい抱ほうしに向かった。

　そして、カルドはこの騒そう動どうの元げん凶きようであるところの少女を一睨にらみする。

「こっち来い、ずらかるぞ！」

「ちょ、何よ……！」

　こんなしょーもないトラブルが〝本隊〟の騎き士しの目にでも触ふれれば、面めん倒どう事が増える。

　騒さわぎをうやむやにするべく、カルドはラトラの手を引っ張って一目散に駆かけ出だすのだった。







　それからしばらく走り、人通りが少ないところまで逃にげ延のびると、カルドはようやく歩調をゆるめ、少女の手を離はなした。ようやく、落ち着いて話ができる。

「──俺は、カルド＝ウォーカー。オメェが今日から配属される迷めい宮きゆう騎き動どう小隊の隊員……階位は一応正騎き士しだ」

「……ラトラ＝ヴァンクス。同じく正騎き士しよ」

　歩きながら、ここではじめて互たがいに名を交かわす。が、カルドに慣れ合うつもりはない。

　彼から無意識に漏もれた刺とげ々とげしさをラトラも感じたのか、態度はむすっとしていた。

「騎き士しになりたてなのに正騎き士しか……たいしたもんだ」

　多くの場合、騎き士しは一番下の〝従騎き士し〟……見習いからスタートする。しかし、ラトラは在学中の成績を評価され、既すでに正式な騎き士しとして認められていた。まさしくエリートだ。

「それほどのエリートで騎き士しになりたてなのなら、多少気が逸はやるのもまぁわかる……けど、いきなり冒ぼう険けん者になりふり構わず喧けん嘩かを売るのはいただけねぇな」

「喧けん嘩かを売ったって何よ！　先に無法を働いたのはあの連中よ！　昼間っから飲んだくれて、女の子に手を出すなんて最っ低！」

「その女の子ってのは？　それらしいのは見なかったが」

「……知らないうちにいなくなってた」

　……それはそうだ。本人からすれば、ちょっと酔よっ払ぱらいに絡からまれただけの話。実害がないうちから騎き士しがすっ飛んでくれば、面めん倒どうを嫌きらって逃にげ出だすのも無理はない。

「とにかく、あれは明らかな過か剰じよう介かい入にゆうだ。あんなの、どっかの誰だれかさんが煽あおらなきゃ、街じゃいつものありふれた風景で終わってたんだ。アイツらも悪気があったわけじゃないだろうし、街の連中はみんな慣れてるから、酔よった冒ぼう険けん者のあしらい方くらい心得てるんだよ」

　実際、もしここが帝てい都とであったら正義の騎き士しが暴漢から市民を守っているようにも見えた一幕だが、あの場にそう解かい釈しやくしていた者は誰だれもいなかっただろう。皆みな、ラトラを応おう援えんせず、むしろ予想に反して大事になった事態にただハラハラしていたのだ。

「アイツらに悪気がなかったなんて、どうして断言できるの？　冒ぼう険けん者なんて所しよ詮せんは根無し草……立場もわきまえず、我わが物もの顔がおでダンジョンを荒あらすような連中なんて信用できないわ」

「荒あらしてるって……オメェこそ、なんでそんなに冒ぼう険けん者を敵視してんだ」

「帝てい都との騎き士しはみんな言ってるわよ。冒ぼう険けん者は自由を名目にして、国の所有物であるダンジョンを土足で踏ふみにじり、無法を働く盗とう掘くつ者だって」

「……なるほどな」

　とんだ言いがかりだが、それが帝てい都とで吹ふい聴ちようされている話であるなら、腑ふにも落ちる。

　騎き士し……特に帝てい都とに勤務するようなエリート騎き士しは総じて、帝てい都との外の実情をよく知らず、自意識過か剰じような傾けい向こうがある。伝統と規則を重んじる彼らからすれば、しがらみを持たず自由意思でダンジョンに潜もぐる冒ぼう険けん者はなにかと目め障ざわりな存在なのである。

　その、翻ひるがえせば妬ねたみともとれる嫌けん悪お感に尾おひれがついたのが、帝てい都とに蔓まん延えんする悪評だろう。

「そんなのは所しよ詮せん、実態を知らない連中がほざいてるデマだ。冒ぼう険けん者は言うほど悪あく辣らつな連中じゃねぇよ、付き合ってみれば意外と気のいいヤツらばかりだ」

「でも、現に迷めい宮きゆう犯罪を起こしてるのはみんな冒ぼう険けん者じゃない。特に、このアンヘルは冒ぼう険けん者の数が多いだけあって、犯罪件数も国内トップクラスなんでしょ？」

「………」

　ラトラにそこを突つかれると、カルドも黙だまってしまう。

　残念ながら、そこだけは無責任な風評ではなく、事実だからだ。

「……あたしはそういうヤツらを捕つかまえるために、ここに来たのよ」

　思いつめたように声こわ音ねを低く落とし、ラトラは言った。

　それだけは、周りのいいかげんな噂うわさに流されて言った言葉ではない。彼女なりの、特別な事情があって心の底から思っている……そう感じさせる口ぶりだった。

　であれば、なおさらタチが悪い……重い息を吐つきながら、カルドは思った。

「大層な目標をお持ちなこって……ソイツは立派な事だが、なんでまたそこまで冒ぼう険けん者を目の敵にするのかねぇ」

「アンタこそ、冒ぼう険けん者を取とり締しまる立場のくせに、なんでそんなに肩かた入いれするのよ。あたしからすれば、そっちの方がよっぽど理解に苦しむわ」

「俺たちが取とり締しまるのは迷めい宮きゆう犯罪人だ……冒ぼう険けん者じゃない。一いつ緒しよにするな」

　どうもラトラは、冒ぼう険けん者全員が犯罪人予備軍などと、極きよく端たんに考えている節がある。

　だとすれば、勘かん違ちがいも甚はなはだしい……下手をすると、命取りになる愚ぐ考こうである。

「一つだけ言っておくぜ、エリートさん？」

「……何よ」

「迷めい宮きゆう騎き士しはダンジョンが仕事場だ。そして、冒ぼう険けん者に嫌きらわれるようなヤツは、ダンジョンじゃ長生きできない……覚えておきな」

　カルドにとってそれは、遊びも皮肉もない本気の忠告だった。

　必要以上に関わりたい人物ではないが、同じダンジョンで活動する者としての最低限の礼れい儀ぎくらいは教えておきたいと思ったのだ。

　その真しん剣けんさが伝わったのか、ラトラは軽口も返さず神しん妙みように黙だまってしまった。

　そうやって歩きながら話しているうちに、二人はやがて目的地に辿たどり着ついた。







　──ここまで来るのに十数分掛かかったが、建物自体は最初から見えていた。

　この海上都市の中心にそそり立つ巨きよ大だいな塔とう……アンヘルは、海底から伸のびたこの塔とうを支柱にして海面に浮うかぶ円えん盤ばん状の都市なのだ。

「──これが、俺たちの職場……〝アンヘルダンジョン〟だ」

　したり顔で、ついそんな事を言ってみる。

　案の定、ラトラは我を忘れたように口を開けて、何十メートルとある塔とうを見上げていた。

「これが、ダンジョン……」

「正確には、ダンジョンはこの塔とうの下だけどな」

「え？」

　アンヘルダンジョンはあくまで、海の底のさらに地下深くまで達する地下迷めい宮きゆうだ。地上に露ろ出しゆつしているのは、今ではダンジョンとしての機能を持たない、改装された施し設せつである。

「──で、地上部分は主に観光用であり、そしてオメェの大っ嫌きらいな冒ぼう険けん者たちが集つどう〝クエストホール〟になっている。俺たち騎き動どう小隊は、そのスペースの隅すみっこを間借りする形で、詰つめ所しよを置いてるってわけだ」

「間借りって……他の隊は？　この街にも帝てい国こく騎き士し団支部があるはずよね？」

　もちろんある。騎き動どう小隊との区別のため、〝本隊〟と呼ばれている。

　カルドが今日現場で会った二人や、遺体搬はん送そう班もそちらの所属である。

　だが、彼らの管かん轄かつはダンジョンの外……街の治安維い持じや防衛の方だ。雑務の手伝いはしてくれるが、迷めい宮きゆう捜そう査さ自体には一いつ切さい関かん与よしない。

「その詰つめ所しよはまた別だ、機会があれば案内してやる。言ったろ、俺たちの仕事場はダンジョンだ。いつでも即そく座ざに急行できるよう、冒ぼう険けん者のところにお邪じや魔まさせてもらってるのさ」

「………」

　ラトラは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

　よほど、冒ぼう険けん者と一いつ緒しよというのが気に入らないらしい。

　そんな彼女を連れて、塔とう正面の大きな扉とびらを抜ぬけてロビーへ。そこにかつてダンジョンだった面おも影かげはなく、立派な役所のような清潔感に満ちた空間だった。

　その広いロビー正面には、クエストホールへ続く入り口があり、その手前に冒ぼう険けん者用の受付席が設けられている。

　詰つめ所しよがあるのはここから少し離はなれた、建物端はしの小さな区画である。

「オメェを連れてなけりゃ、ギルドの様子を覗のぞいておきたいところだったんだがな」

「ギルド？」

「冒ぼう険けん者同士の組合だよ。加入すればパーティーの紹しよう介かい、国からのクエストの斡あつ旋せんとかサポートしてくれる……快適にダンジョンを探たん索さくしたいなら、入っておくのが無難ってトコだな」

「へぇ……冒ぼう険けん者のくせにやけにお役所じみた事もしてるのね」

「そうさ。もっとも、入るにはそこそこ面めん倒どうな手続きが要いるし、冒ぼう険けん者同士とはいえ組織に属する以上しがらみもできる……ソイツを嫌きらって、あえてギルドに入らないっていう冒ぼう険けん者も少なくない。参加はあくまで任意、べつに未加入での探たん索さくは違い法ほうじゃないからな」

　意外と社会的なシステムをとっている冒ぼう険けん者の実態に、「ふーん」と素そ朴ぼくに感心するラトラ。

　彼女の中では、冒ぼう険けん者はよほど野や蛮ばんな連中という認にん識しきだったらしい。

　そんな事を話しながら、やがて騎き動どう小隊詰つめ所しよのオフィスに到とう着ちやく。

　カルドにとっては、さっき見たばかりの馴な染じみの顔と対面した。

　彼はさも歓かん迎げいするように、両手を大げさに拡ひろげて見せる。

「やあ、ようこそラトラ＝ヴァンクスくん。カルドもご苦労だったね。この帝てい国こく騎き士し団アンヘル支部第七特とく殊しゆ分隊所属・迷めい宮きゆう騎き動どう小隊の隊長を務める騎き士し長、ゴート＝ジヴァルだ」

「ほ、本日より着任しましたラトラ＝ヴァンクス正騎き士しです！　よろしくお願いします！」

「はい、よろしく」

　初対面でいきなり満面の笑えみを浮うかべた強こわ面もてに迫せまられ、ぎこちなく敬礼するラトラ。

　上司が相手だからか、それとも顔面と態度のギャップに面くらったのか……やけに緊きん張ちようし、さっきまでカルドに見せていた威い勢せいがどこかへ吹ふっ飛とんでしまっていた。

　席に着いたままラトラの着任を確かく認にんしたゴートは、さきほどよりもわざとらしい笑えみを浮うかべ、しかし同時に何かを見定めるような鋭するどい視線を彼女の顔に向ける。

「さて、ラトラくん……少し確かく認にんさせてもらえるかな。君、我々騎き動どう小隊については、どこまで把は握あくしてる？」

「はぁ、おおよその事は帝てい都との方で聞かされていますけど……」

　──迷めい宮きゆう騎き動どう小隊は帝てい国こく騎き士し団の一部の支部に創設された、ダンジョン専門の特とく殊しゆ部隊だ。

　帝てい国こく騎き士し団は本来、他国との武力衝しよう突とつに投入される軍事機関である。

　しかし、帝てい国こくが世界一の大国となった近年では国家間の争いも減り、主に自国の治安維い持じに機能を傾かたむけている。

　帝てい国こく領内の治安はけして良いとは言えず、皇族や騎き士し団本部が居を構える帝てい都とはともかく、その外の地域は日々窃せつ盗とうや殺人などの犯罪が発生し、その対応に騎き士し団はてんてこ舞まいだ。

　よって、ダンジョンにまで目が届かず、一部のダンジョンは一時無法地帯と化していた。

　帝てい都とにいまだ燻くすぶり続ける冒ぼう険けん者への悪評も、それに端たんを発した物である。

　事態を重く見た帝てい国こく騎き士し団本部は、特に治安の悪いダンジョンを持つ地域に、ダンジョン内の任務を主とする精せい鋭えい部隊を創設……それが、迷めい宮きゆう騎き動どう小隊である。

　そこまでラトラが話すと、ゴートはこくこくと満足そうに頷うなずいた。

「──結構。では、我々がダンジョンで対処すべきものとは何かね？」

「それはもちろん、ダンジョンで法を犯おかす、犯罪人たちです」

「そのとおり。ダンジョンにも法はある……俗ぞくに言う、〝国家迷めい宮きゆう保有法〟だ」

　それは帝てい国こくが定めた、ダンジョンを国の所有物と規定し、守るための法律である。

　冒ぼう険けん者は皆みな、それを遵じゆん守しゆする事を条件に、国から容よう認にんされてダンジョンに潜もぐっているのだ。

　が、中にはそういった束そく縛ばくを嫌きらい、好き勝手に無法を働く者がいるのも事実。

　例えば、冒ぼう険けん者はダンジョン内で見つけた財宝を国に返納する義務があり、その対価に金銭を受け生活している。よって、個人的に財宝を持ち出し、所有するのは違い法ほうである。

「ダンジョン内の犯罪に限らず、地上で何らかの悪事を働いた者が、ダンジョンで問題を起こす例も枚挙に暇いとまがない。なにせ、隠かくれるところはたくさんあるからね。物を盗ぬすもうが人を殺そうが、ダンジョンに潜ひそまれたら簡単には見つからない……まさに〝迷めい宮きゆう入いり〟というわけだ」

　ハッハッハとわざとらしく高笑いするゴート。

　上う手まい事言ったつもりかおっさん、とカルドは心の中でツッコミを入れた。

「そんな連中を見つけ出し、捕つかまえるのが我々の使命だと思っています」

　ゆるみかけた雰ふん囲い気きに一石を投じるように、ラトラは厳おごそかに言葉を発する。

　さっきまで隊長であるゴートのペースに吞のまれていたのが噓うそのような、毅き然ぜんとした佇たたずまい……彼女がいかに、迷めい宮きゆう犯罪人を捕つかまえる事に執しゆう心しんしているかが窺うかがえた。

「ブラボー、上出来だ！」

　そんなラトラの姿勢を讃たたえるように、上じよう機き嫌げんに手を叩たたくゴート。

「その調子なら大だい丈じよう夫ぶだろう。さっそくで悪いけど、君たちに仕事を頼たのみたいんだよね」

「は？　きみ……」

「……たちィ？」

　突とつ然ぜんの宣告に、ラトラはもちろん、カルドもつられて表情を引きつらせた。

　そんな二人の反応を尻しり目めに、ゴートは飄ひよう々ひようと続ける。

「カルド、お前とさっき話してた連続殺人の件だがね……ギルドがさっそく動き出してしまったようだよ。今日にも、冒ぼう険けん者による犯人を見つけ出すための大規模な作戦が始まるそうだ」

「なっ……連中、今日までそんな素そ振ぶりなんて全然見せてなかったぞ！」

「どうやら、彼らは本気で我々を出だし抜ぬき、自分たちの手で犯人を捕つかまえたいらしい。先手を打つために新人まで入れたというのに、一足遅おそかったようだ。この情報も、念のためギルドに探さぐりを入れさせていたあの二人が、ついさっき仕入れてきたものだ」

　ゴートはそう言いながら視線を、机に隔へだてられた奥の談話スペースへ向けた。

　それを合図としたように、そこで待機していた二人がこちらに歩み寄って来る。

　その先頭を歩く人物に、ラトラは目を丸くした。

「ふぅん……きさまが噂うわさの新人かえ。はん、なるほど……いかにも気取ったエリートにお似合いの、小憎にくらしいツラをしておるのぅ」

　明らかに悪意がこもった挑ちよう発はつ的な一声。しかし、それを受けたラトラは腹を立てるより、困こん惑わくした様子でその人物を見下ろした。

「何、この子供……？」

　ラトラに絡からんできたのは、彼女の胸にも届かない背せ丈たけの幼女だった。

　小さな体をぶかぶかのローブに包み、頭をすっぽり覆おおうフード。スタイルは確かく認にんしづらいが、フードからは二本に結んだ銀ぎん髪ぱつを前に垂らし、人形のように整った容姿の可か愛わいらしい顔を覗のぞかせている。が……

「子供とは言うてくれる。きさまこそ、成人したての小こ娘むすめのくせしおって」

　小憎にくらしさでは他ひ人との事を言えない、露ろ骨こつな嘲ちよう笑しよう。甲かん高だかい声で紡つむぐやたらと年季の入った言こと葉ば遣づかい……中身はまったくの別人とばかりに、彼女は外見と言動が一いつ致ちしていなかった。

　この強きよう烈れつな個性にラトラが固まっていると、後ろに控ひかえていた人物がすっと割って入る。

　こちらはカルドと同じくらいの、若い男だ。

　端たん正せいな顔立ち、シワ一つないジャケット、汚よごれ一つない革かわ靴ぐつを几き帳ちよう面めんに着こなしている。ラトラ以上に筋金入りのエリート臭しゆうが窺うかがえた。

　しかし驕おごった態度はなく、爽さわやかな笑えみを浮うかべた、絵に描かいたような好青年である。

「私はウィリアムド＝セルセン〝上級騎き士し〟です。気軽に〝ウィル〟とでもお呼びください。こちらはヴェルサ＝シェルバ正騎き士し……ともに貴方あなたの同どう僚りようです」
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　その名を聞いた途と端たん、ラトラはぴくりと眉まゆを動かす。

「……セルセン？　セルセンって、まさかあの……？」

「ええ、おそらくそのセルセンで間ま違ちがいないかと」

　セルセン家といえば、ヴァンクス家より頭ひとつ抜ぬけた名家である。皇族とも縁えんが深く、皇こう帝てい直属の臣下を幾いく人にんか輩はい出しゆつしているほどの由ゆい緒しよ正しい一族だ。

　ウィルは、そこの御おん曹ぞう司しなのだ。それほどの名家出身なら皇族に直接仕えるか、帝てい都との騎き士し団本部でしかるべき役職を任されるのが普ふ通つうであるのだが……

「なんで、そんなあなたがここで騎き士しを……？」

「ま、いろいろ事情がありまして……それはともかく、どうぞよろしく」

　戸と惑まどうラトラに穏おだやかな微ほほ笑えみを返し、手を差さし伸のべるウィル。

「よ、よろしく、お願いします……」

　自分より階級も家いえ柄がらも上であるにもかかわらず、丁てい寧ねいに対応する青年騎き士しに毒気を抜ぬかれ、ラトラはしおらしく握あく手しゆを交かわす。

「うちの〝姫ひめ〟が申し訳ありません……でも、彼女の愛くるしさに免めんじて、許してください。口は少々おいたが過ぎますが、悪気はないんですよ……ただ罪深いほど可か憐れんなだけです」

「……は？」

　が、いつしか恍こう惚こつの表情を浮うかべるウィリアムド──ウィルに、ラトラはたちまち顔を凍こおらせる。それは忠節、同どう僚りよう間の親愛とかではない。もっと業ごうの深い何かが、すっかり夢ゆめ心ごこ地ちに浸ひたる彼の気色悪い笑えみからだだ漏もれていた。

「ソイツらは生意気なクソガキとただのロリコンだ、気にするな」

　カルドにとっては、これも見慣れた日常。眉まゆ一つ動かさず、吐はき捨すてる。

　そして、ゴートがゴホンと咳せきばらいし、すっかり着地点を見失った場の空気を正した。

「話の続きだけど、カルドとラトラくんにはギルドの冒ぼう険けん者を監かん督とくするという名目で、彼らに同行してもらいたい。騎き士し団に無断で迷めい宮きゆう犯罪の捜そう査さをしようとしたのが公おおやけになれば、向こうもただでは済まない。こちらとの連れん携けいを条件に目を瞑つぶると言ったら、渋しぶ々しぶ了りよう承しようしてくれたよ」

「相変わらず、裏でコソコソやるのがお得意なこって」

「……どうして、そんな回りくどい事を？　騎き士しの捜そう査さを妨ぼう害がいするのは明らかな違い法ほう行こう為いです。立件すれば、ギルドを潰つぶす事だって可能なんじゃ？」

「潰つぶしてどうするよ……」

　遠えん慮りよがちながら過激な提案をするラトラに、カルドは呆あきれながら苦言を呈ていし、ゴートも珍めずらしく当とう惑わくの溜ため息いきを零こぼす。

「ラトラくん、冒ぼう険けん者ギルドはべつに我々と敵対する存在じゃない。ただ、ちょっと融ゆう通づうが利きかないだけさ……それをいちいち摘てき発はつしていたら、騎き士しは冒ぼう険けん者どころか一いつ般ぱん市民の信用すら失う。それに同じダンジョンで働く者同士、仲良くするに越こした事はないんじゃない？」

「はぁ……」

　ラトラはいかにも物言いたげだが、上司の言葉とあって渋しぶ々しぶと引き下がる。

「それに、彼らの目的はあくまで犯人を見つけ出す事……捕つかまえるのは我々の仕事だ。それを君たちにやってもらおうってわけ」

「なんで、俺がコイツと……」

「いやさ、そもそもそれがラトラくんをここに配属させた一番の理由でもあるし、ね？」

　苦い顔をするカルドに対し、ゴートはあっけらかんとそんな事をのたまう。

「日を追うごとに迷めい宮きゆう犯罪は凶きよう悪あく化し、ギルドも度たび々たび制せい御ぎよが利きかなくなっていく……そんな予断を許さない状じよう況きようで、お前をいつまでもソロで遊ばせとく余よ裕ゆうはないんだよ。誰だれと組んでも長続きしないお前でも、右も左もわからないルーキーなら放っておけないんじゃない？」

　事件の性質にかかわらず、危険への対処や違い法ほう捜そう査さの抑よく止しを鑑かんがみて、騎き士しは二人一組で行動するのが規則だ。なのにカルドは他者との協調を拒こばみ、コンビを組むのを嫌きらっていた。

　それを長いこと気に掛かけていたゴートは、ついに強きよう硬こう手段に打って出たのだ。

「この事件は主にヴェルサ・ウィル組に任せてはいるが、ラトラくんには早く現場を経験させてあげたい。ギルドの付つき添そいなら、初仕事にはちょうどいいでしょ。でも、一人はまずい……だから、君にお守り──いや、エスコートを任せたいわけ。これは命令だ」

　とってつけたように、伝家の宝刀を振ふりかざすゴート。〝命令〟と言われたからには、カルドもこれ以上ごねる気はなく、チッと舌打ちして引き下がる。

　ラトラも明らかに不ふ機き嫌げんそうにすねた顔をしているが、命令に逆らう気はないようだ。

「ちょうどいいではないか、カルド。少々気の毒じゃが、これまで一いつ匹ぴき狼おおかみを気取って一人で好き勝手振ふる舞まっていたバチが当たったと思えばよい。せいぜい足を引っ張られぬよう、気をつけて子こ守もりをするんじゃな、ひゃっひゃっひゃ……行くぞ、ウィル」

「はい、姫ひめ」

　ヴェルサは小悪あく魔ま……にしては少々醜しゆう悪あくな笑えみを置き土産みやげに、ウィルとともに去っていく。

　それをにこやかに見送ったゴートの目が、カルドたちに向けられた。

「じゃ、君たちも行っといで。経歴に恥はじない成果を期待しているよ、ラトラくん」

　学生時代のラトラの評価が本物なら、ぶっつけ本番でも十分に通用する……ゴートはそう見み越こしているようだ。その片へん鱗りんを目まの当あたりにしたカルドも、彼の思おも惑わく自体に異論はなかった。

「チッ、行くぞ」

「ん……」

　小さな返事だけ零こぼし、妙みように静まり返ったラトラに、眉まゆをひそめるカルド。

　この数秒の間に何があったのか、彼女の顔からは表情が消えていた。

　……まさか、緊きん張ちようしているのか？　この傲ごう岸がん不ふ遜そんなエリートが？

　そんな疑念がよぎったが詮せん索さくしている暇ひまはなく、カルドはラトラとともに部屋を後にした。







　──ダンジョンに潜もぐるからには、相応の装備が必要だ。カルドは昼間犯行現場に赴おもむいた時と同じく、胴どう体たいを覆おおうくたびれた鎧よろいと武器を慣れた手つきで身に着けた。

　一方、カルドより遅おくれて支し度たくを終えて来たラトラは口を固く結び、妙みように顔が強こわ張ばっている。

　彼女が身に着けているのは、ここに届けられていた自前の装備だ。

　新人にしてはいささか強気な、運動性重視の軽装鎧ライトアーマーに、小こ奇ぎ麗れいな革かわの鞘さやに入った剣けんを腰こしに携たずさえていた。

「まさか、あれだけ大口叩たたいてビビってるんじゃねぇだろうな？」

「ばか言わないで……！　こっちは今日が初仕事の新人よ、人並みに緊きん張ちようくらいするわよ」

「そうかい」

　互たがいに男女別の更こう衣い室から出た道すがらそんな軽口を交かわし、通路を進む。

　やって来たのは、さっきも訪おとずれたロビー。そこから階段を使って塔とうの地下一階へ降りる……その先が、ダンジョンへの入り口である。

　カルドたちがやって来たのは、ちょうどクエストホールの真下に当たる、大広間。

　そこには既すでにギルド所属らしい冒ぼう険けん者が、ざっと見み渡わたした限り三十人弱……

　ギルドに加入する冒ぼう険けん者の総数を考えれば微び々びたる人数だが、それでも旨うま味みの少ない仕事にしてはよく集まった方だ。

　これだけの冒ぼう険けん者に囲まれているとあっては、ラトラもさぞ気が気ではあるまい……と思ったが、彼女は別の物に気を取られていた。

　空間中央に設けられた、巨きよ大だいな祭さい壇だんを思わせる台。その上には円えん陣じんの中に幾き何か学がく模も様ようと複雑な古代文字が描えがかれた、魔ま法ほう陣じんが刻まれていた。

「あれは……？」

「ありゃ、〝転送陣じん〟だ。ダンジョン内に同じ物がいくつもあって、魔ま法ほう陣じんを通して一いつ瞬しゆんで転移できるって代しろ物ものだよ。ここが古代人の棲すみ家かだった頃ころからの、一いつ般ぱん的な移動手段らしい」

「古代人の遺産……はるか昔に滅ほろんだ〝魔ま法ほう文明〟の産物ってわけね」

「それくらいは知ってたか」

「ばかにしないでよ、そんなの学校の講義でみんな教わるわよ」

「みんな、ね……」

　かつてこの地上に存在したという、失われた魔ま法ほう文明の遺産……それが、各国が血ち眼まなこになってダンジョンを探たん索さくする大きな理由である。

　物によればそれ一つで、国家に莫ばく大だいな富と繁はん栄えいをもたらす財宝。

　これを元に、長ちよう距きよ離り移動が可能な機械仕じ掛かけの乗り物や通信機器をはじめとした多くの利器が生み出され、現在の人々の生活を支えている。

　それら古代文明の遺産こそが、ダンジョン探たん索さくを国政を左右する大事業に至らしめ、帝てい国こくを世界一の大国に押し上げた原動力なのだ。

　学校に通った事のある者なら、確かにそれくらいは教わるだろう。しかし……

「──ハッ、学校だとよ。さすが騎き士しサマは育ちが違ちがうよなぁ！」

「やめなさいよ、ケイ！」

　突とつ如じよ横から飛んできた野次に振ふり向むくと、そこにいたのは二人の年若い男女だった。

　おそらくラトラと同じく、成人したてくらいの顔立ちと背格好である。

　少年はずいぶんと品質が悪い革かわの鎧よろいを纏まとい、少女はくたびれた布の服に皮の胸当て、手には長い棒状の物を入れた布ぬの袋ぶくろ……年とし恰かつ好こうと装備を見るに、つい最近冒ぼう険けん者になったばかりの駆かけ出だしのようだった。

「何よ……ずいぶん若く見えるけど、まさかあなたたちもこの作戦に？」

「悪いかよ……というか、あんたも似たような歳としだろ！　だいたい、なんで騎き士しがここにいんだよ！　オレ達の手て柄がらを横取りしに来たのか！」

「よさないか、ケイッ！」

　ヒートアップする一方の少年へ襲おそい掛かかる、恐おそろしくドスの利きいた怒ど声せい。

　それだけで威い勢せいのよかった少年はびくっと体を震ふるわせ、静まり返ってしまった。

　やがて重い足音とともに歩み寄ってきたのは、身長が二メートルはあろうかという巨きよ軀くの男……首から下を強固な鉄の鎧よろいで包み、背中には身みの丈たけほどの大斧おの。

　厳格さと力強さを兼かね揃そろえた傷だらけの顔には、歴戦の勇士たる貫かん禄ろくが溢あふれ出でていた。

　ゆっくりと歩いてきたその男は、カルドたちの前に立ちじっと見下ろす。

　が、きつく結んだ唇くちびるはすぐにふっとゆるみ、恐おそろしげな顔が多少は柔やわらかくなった。まるで旧友とばったり出くわしたかのように、相好を崩くずす。

「騎き士しを寄よ越こすとは聞いていたが、やはりお前が来たんだな……カルド」

　男のずいぶん親し気な言葉にラトラは目を丸くし、カルドの傍そばからおずおずと尋たずねる。

「し、知り合いなの？」

「仕事場が同じなんだ、面識くらいはあるさ」

　一方、そっけなく答えるカルドだが、男の態度から浅からぬ縁えんがあるのは明らかだった。

「そっちの嬢じようちゃんは見ない顔だな……俺は今回この作戦を仕切る事になった、レオヴァルトってモンだ。こっちはケイとリム……見てのとおりの駆かけ出だしだ。悪かったな嬢じようちゃん、ケイに限らず一部の冒ぼう険けん者はどうにも騎き士しを毛け嫌ぎらいしていてな……許してやってくれ」

「気にするな、こっちも似たようなもんだ。な？」

「なんであんたが答えるのよ……」

　レオヴァルトの威い容ようがよほど効いたのか、ラトラの悪態にはいつものキレがなかった。

　彼女に突つっかかったケイと呼ばれた少年も、レオヴァルトの後ろですっかりしょげている。

「で、今回の探たん索さくポイントについてだが、これまでの犯行場所から推定して、既すでにいくつか絞しぼってある。これに複数のパーティーに分かれて当たるわけだが、お前さんらは俺と同じパーティーがいいだろう。ほかの連中といがみ合って、連れん携けいを乱されちゃ困るからな」

「気を使わせて悪いな」

　このレオヴァルトは、風ふう貌ぼうに似合わず極きわめて理知的な男だ。

　人望も篤あつく、ギルドでもかなりの実力者でベテランの冒ぼう険けん者である。しかし、彼はあくまで現場の人間……もっと上の者はともかく、この男に騎き士しと対立しようという意思はない。

　作戦のリーダーが、レオヴァルトのような男でよかったとカルドは思う。

「ちょ、なんでオレたちと一いつ緒しよのパーティーなんだよ、レオヴァルトさん！」

「お前みたいなのに目を光らせるためだよ。異論は認めん」

「うぅ……」

　そう、レオヴァルトが間に入れば、不和による諍いさかいは抑よく止しできる。それに、彼がケイとリムの傍そばにいるのも、一番経験の少ない二人を直接見守るためだろう。

「相変わらずだな、レオ……」

　カルドは彼の頼たのもしさに懐なつかしさを覚え、誰だれにも聞こえないようぽつりと呟つぶやく。

「──ねぇ」

　そんな彼の意識を呼よび戻もどすように、ラトラが声を掛かけた。

「ところで、いったい今回の事件ってなんなの？　連続殺人がどうのって……具体的な説明はなんにも受けてないんだけど」

「あー……たく、あのオッサン。人を試ためすような事ばっか言って、自分は肝かん心じんな仕事を忘れやがって……まぁ、それに関しちゃ俺も悪かったが」

「──ダンジョンにいる冒ぼう険けん者ばかりが立て続けに惨ざん殺さつされている、胸むな糞くそ悪わるい事件だよ。しかも被ひ害がい者は全員、十五、六歳の若い娘むすめときてる」

　カルドの代わりに説明を引き受けたのは、レオヴァルトだった。

　事件の始まりは、半月ほど前……ダンジョンのとある区画で、一人の惨ざん殺さつ体が発見されたのを皮切りに、今日まで三人もの冒ぼう険けん者が犠ぎ牲せいとなったのだ。

「手口は最初の事件が、〝焼しよう死し〟……被ひ害がい者は元の容姿が判別できないほど焼かれていて、人の形をした炭の塊かたまりになっていたそうだ。それから次は一転して〝凍とう死し〟……内臓までまんべんなく凍こおらされて、氷像そのものになっていたとさ。そして、今回が……」

「五体バラバラにされた惨ざん殺さつ体だ、昼間見てきたよ……曲がりなりにも人の形を留とどめてた二件より、今回はずっとひでぇ有り様だった。さすがの俺も、ちょいと胃にキたよ」

　最後にカルドが実体験を交えて説明を締しめるが、これがよほど効いたらしい。

　ラトラもケイもリムも、凄せい惨さんな現場を想像してすっかり顔を青くしていた。

「俺たちが探すのは、そんな非道を立て続けに繰くり返かえすイカレた野や郎ろうだって事だ。じゃ、そろそろ行くぞ……全員、くれぐれも油断するな！」

「おおッ！」

　レオヴァルトの号令で、火が点ついたように一いつ斉せいに声を上げる冒ぼう険けん者たち。

　品行方正な帝てい都とではまず見ない光景に、ラトラは雰ふん囲い気きに吞のまれたように固まっていた。

　この人並外れた冒ぼう険けん者嫌ぎらいの娘むすめが、ギルドの面々と行動できるのかかなり不安ではあったが、これならむやみに喧けん嘩かを売るような心配はないかもしれない。

　カルドは安心し、ラトラと共にレオヴァルトのパーティーに同行するのであった。







　転送陣じんを使った移動は、まさしく一いつ瞬しゆんだった。

　ケイ、リム、カルド、ラトラのパーティー全員が陣じんの上に乗った事を確かく認にんしたレオヴァルトが転移先をイメージ。

　魔ま法ほう陣じんがほのかに光を帯びた瞬しゆん間かん、彼らは別の場所の陣じんに立っていた。

　カルドたちがやって来たのは、アンヘルダンジョン第三層……このダンジョンは海中から地底深くまで長大に伸のびた、巨きよ大だい地下迷めい宮きゆうだ。

　ここはその、地上から数えて三層目……既すでに第二十八層まで確かく認にんされているこの巨きよ大だいダンジョンの中では、かなり浅めの層である。

　今回の一連の事件被ひ害がい者は、ダンジョンの浅層を単独で探たん索さくしていた冒ぼう険けん者たちだ。

　最初の二件は第二層、今日犠ぎ牲せい者が発見されたのは、この第三層。

　犯人が次に事に及およぶとすればここか下の第四層と考え、それぞれの層に三つ、計六つのパーティーが割り当てられた。

　三組のパーティーが第三層に転移。各パーティーごとに分かれ、それぞれ今回の犯行現場を起点とした三方向を重点的に探たん索さくする。

「ここがダンジョン……」

　探たん索さくを開始して間もなく、カルドの後ろをついて来るラトラが、か細く呟つぶやく。

　このダンジョンは古代人が造り出し、そして、彼らが当時住んでいた一種の〝コロニー〟だったとされている。

　中にはかつて街だったと思われる廃はい墟きよに、人工的に再現された森、果ては湖まであり、いまだそのままの姿を保っているのだから、魔ま法ほう文明がいかに現代の水準をはるかに上回る技術力を持っていたかが窺うかがえる。

　カルドたちが進む区画も、日の光は届かず一面が石いし壁かべに覆おおわれた空間ながら、壁かべは小さな光を発する特とく殊しゆな材質で、それが周りに並ぶ朽くちた家屋や生活路をほのかに照らしていた。

　その幻げん想そう的な光景は、古代文明の在りし日々を想起させ、初めて訪おとずれた者は思わず見とれてしまうような美しさと儚はかなさを醸かもし出だしている。が……

「そうか、嬢じようちゃんはダンジョンが初めてか……だったら気をつけな。この辺はあらかた探たん索さくされ尽つくされているとはいえ、まだ発動していないトラップがどこに残っているかわかったもんじゃない。くれぐれも、俺とカルドの傍そばから離はなれない事だ……」

　先頭を堂々と歩くレオヴァルトが、軟やわらかな口調で忠告する。

　このダンジョンは元が居住地にもかかわらず、外敵の侵しん入にゆうを防ぐにしてもやや過か剰じようなトラップが、至るところに仕し掛かけられている。

　毎年、ダンジョンで命を落とす冒ぼう険けん者は数多く、その半数近くがトラップによる犠ぎ牲せい者だ。

　レオヴァルトの話を聞いた途と端たん、さーっと顔を青くするラトラ。それにケイ……二人とも、暗い森に迷い込んだ子供のように、身を小さくしながらレオヴァルトの後を追う。

　それとは対照的に、一番おとなしそうなリムは思いのほかけろりとした態度だった。

「トラップを抜ぬきにしても怖こわいね……幽ゆう霊れいとか出てきそう」

　しかも、何気なしにそんな事を言って、二人をますます震ふるえ上あがらせる。

「ひぃっ」

「や、やめろよ！　そういう事言うの……！」

　最初は威い勢せいがいいかと思えば、とんだヘタレたちだった。

「オメェ、やっぱめちゃめちゃビビってんじゃねぇか」

　すっかり震ふるえているラトラに思わず苦笑いを浮うかべ、カルドは声を掛かける。

「べ、べつにビビってないわよ！　初めての環かん境きように戸と惑まどうのがそんなにおかしい!?」

「戸と惑まどうってレベルじゃねぇぞ……」

　言い訳からして、彼女は既すでに動どう揺ようを隠かくしきれていないかった。

　これにはカルドも呆あきれるが、じきにダンジョンの空気にも慣れるだろうと楽観し、あまり気にする事はなかった。そうしてしばらく、一時間ほど探たん索さくを続けた頃ころ。

　トラップにも犯人にも遭そう遇ぐうする事なく、平へい穏おんに進んでいたパーティーであったが……

「──全員、止まれ」

　これを先導していたレオヴァルトが、不意に立ち止まる。

　カルドも気づいていた……何かいる。

「な、何……？」

　不安だけを煽あおられ狼ろう狽ばいするラトラたちを尻しり目めに、前方……今や瓦が礫れきの山と化した家屋の残ざん骸がいに注意を向けるカルドとレオヴァルト。

　そこから、ヂヂッと火花が爆はぜる音……いや、鳴き声と同時に小さな影かげが飛び出す。

　それは、一目見てネズミなどの齧げつ歯し類るいを思わせる生物だった。

　ただし、小型犬くらいのサイズがあり、まるで甲こう殻かく類のような〝鎧よろい〟を纏まとった、外で見み掛かける普ふ通つうの動物とは明らかに違ちがう生物だ。

「な、なんなの、あれ？」

「何って、〝魔ま獣じゆう〟に決まってんだろ」

「ま、魔ま獣じゆう？　あれが……!?」

　未知の生物と遭そう遇ぐうしたかのように怯おびえるラトラに、カルドは辟へき易えきする。

　知識だけなら、騎き士し学校の対魔ま獣じゆうカリキュラムで教えられているはずだが、じかに見るのは初めてのようだ。ダンジョンに入るのも初めてなのだから、当然ではあるが……

　魔ま獣じゆうは、主にダンジョンの中でのみ生息する魔ま法ほう生物だ。

　古代人が造った人工生物の生き残りとか、外から迷まよい込んだ野生動物がダンジョンの魔ま力りよくで変異したとか諸説あるが、確かな事はまだわかっていない。

　明らかなのは、人間に対して敵意を持ち、狂きよう暴ぼうだという事だ。

　現に魔ま獣じゆうは、前のめりの臨戦態勢でこちらを威い嚇かくしている。

「あれは〝クロガネネズミ〟、この辺じゃ馴な染じみの魔ま獣じゆうだな。普ふ通つうは群れで行動し、一匹ぴきだけでうろつくようなヤツじゃないはずだが……」

「となると……」

　熟達した冒ぼう険けん者であるレオヴァルトの疑念を受け、思案するカルド。

　間もなくして腰こしに掛かけた剣けん……ではなく、その逆側に提さげていた小さなホルスターへ手を伸のばす。

　やがて手に取ったモノに、ラトラはぎょっと目を剝むく。

「ちょ、あんた！　それ、鉄てつ砲ぽう……!?」

　カルドが右手に握にぎっているのは、片手で持てるサイズながら火薬を使った携けい行こう火器として発明され、騎き士し団でも一部でのみ実用化されている〝拳けん銃じゆう〟であった。

「見てくれはそうだが、ちょいと違ちがう。コイツは《魔光銃ワイズマン》つって、魔法そのものを封じた弾たまを撃うつって代しろ物ものだ……〝魔血石ブラデイナ〟を核かくにした、いわゆる〝魔ま道どう具ぐ〟だよ」

〝魔血石ブラデイナ〟は、ダンジョンの至る場所で発見される、魔ま力りよくを内包した特とく殊しゆな鉱石だ。これも国は積極的に冒ぼう険けん者と取引しており、彼らにとっては古代の遺産より手近な収入源である。

「魔ま道どう具ぐ……なんでそんな物を、あんたが？」

「詳くわしくは秘密だが、ちゃんと隊長に許可をとって携けい帯たいしてるんだぜ？　まぁ、見てな」

　言って、銃じゆう口こうをクロガネネズミへと向けるカルド。

　危機を察したように魔ま獣じゆうは殺気立ったが、カルドが引き金を引く方が早かった。

「ヂィッ!?」

　銃じゆう口こうが火を噴ふいた瞬しゆん間かん、ネズミの頭部が炎ほのおを散らして爆はぜた。

　銃じゆう弾だんは唯ゆい一いつ鎧よろいに包まれていないネズミの顔面を正確に捉とらえ、頭部の半分を吹ふき飛とばしたのだ。確かく認にんするまでもなく、即そく死しである。

　今のは火か炎えん弾だんを撃うち出す魔ま法ほう……並み以上の魔ま導どう士しにとっては初歩中の初歩の攻こう撃げき魔ま法ほうだが、カルドに魔ま法ほうの素養はなく、本来なら火花一つとして起こせはしない。

　この銃じゆうはそんな者でも、他者から魔ま法ほうを供給すれば指一本で行使できるのである。

　その効力を目まの当あたりにしたラトラとケイは、すっかり呆ほうけていた。

「ほ、、本当に魔ま法ほうを撃った……」

「すげぇ……」

「つっても、コイツはまだ難点の多い試作品でな。強力すぎる高位魔ま法ほうを弾だん丸がんに込こめると、撃うった瞬しゆん間かん使い手ごと吹ふっ飛とんじまうらしい……便利ではあるが、過信できるモンじゃない」

　今のも所しよ詮せんは低級魔ま法ほう。よほど上う手まく急所を狙ねらわなければ、たいしたダメージにはならないところだ。それで魔ま獣じゆうを一発で仕留められたのはひとえに、カルドの技能あってである。

　しかし、彼の狙ねらいは単に魔ま獣じゆう一匹ぴき仕留めるだけには留まらない。

　やがて、周囲の瓦が礫れきの陰かげからさらに十匹ぴきほど、クロガネネズミがわらわらと現れた。

　本来の生態どおり、この魔ま獣じゆうは群れで行動し、たまたま一匹ぴきはぐれていただけだろう。

　そして、〝魔光銃ワイズマン〟の発はつ砲ぽう音と炎ほのおの光に触しよく発はつされ、近くにいた仲間が飛び出してきた形だ。

「出てきた出てきた、こっからが本番だ。おい新入り、やれるか？」

　声を掛かけると、びくっと体を震ふるわせるラトラ。それも束つかの間ま、彼女の表情に覇は気きが戻もどる。

「と、当然よ！」

「よし、じゃあオメェは……」

　ザコと言えど、集団相手にはそれなりの戦術が必要だ。身体能力に恵めぐまれたラトラを最大限に活用できる作戦を編み出し、指示しようとするカルドだが……

「あんなネズミごとき、あたし一人で十分だわ！」

　彼の言葉など耳にも入れず、ラトラは腰こしの鞘さやから立派な拵こしらえの剣けんを抜ぬく。

「は？　おい、待……」

「だああああああっ」

　制止するのも間に合わず、剣けんを手に魔ま獣じゆうたちへ向かって駆かけ出だすラトラ。

　確かに昼間酔よっ払ぱらいを撃げき退たいした時のような動きであれば、本当に一人で全ぜん滅めつさせる事も可能かもしれないが……しかし、今の彼女の動きは明らかにおかしかった。

「なんだありゃ……！」

　剣けんを構える姿勢は、棍こん棒ぼうを手にするオークのように粗そ暴ぼう。足さばきも同じだ。大おお股またでドカドカと地を踏ふみ、キレもスピードもまるでない。昼間とは別人のような動きだった。

「……ありゃダメだ、完全にパニくってる。今の嬢じようちゃん、たぶん敵も見えてないぞ」

　レオヴァルトが冷静に指し摘てきするとおり、ラトラは敵を間合いに捉とらえる前からブンブンと剣けんを振ふり回まわし、あたかも他の人間には見えない何かと戦っているようだった。

　剣けんさばきもめちゃくちゃ、ただでさえ小さいネズミ相手にはまぐれ当たりもあり得ない。

　カルドが思っていたよりずっと、ラトラは初めて見る魔ま獣じゆうにビビっていたらしい。

　極度の緊きん張ちようと恐きよう怖ふ、そして過ぎた自信……

　それらが変に嚙かみ合あった結果、彼女は理性が吹ふっ飛とび錯さく乱らんしてしまっているのだ。

　敵のど真ん中で予測不能の動きで暴れられては、カルドといえど迂う闊かつに銃じゆうを撃うてない。

　そして、あんなポンコツ騎き士しなど、魔ま獣じゆうにとっては格好のエサである。

　ネズミどもは、見けん当とう違ちがいの範はん囲いに振ふり回まわす刃やいばの隙すき間まをくぐり抜ぬけ、ラトラへ殺さつ到とうする。

「あ、あっ……来ないで……！」

　これを払はらうためさらに激しく剣けんを振ふるうが、ようやく当たった奇き跡せきの一発も〝クロガネネズミ〟の名さながらの堅けん牢ろうな鎧よろいに弾はじかれ、カキンと虚むなしい音を放つのみ。

「あぅっ、あ……あああぁぁぁ～～～っ」

　ネズミとはいえ、小型犬ほどもある大きさに加え、体を覆おおう装そう甲こうもあって相当重いはずだ。

　それら四、五匹ひきに纏まとわり付つかれ、彼女の華きや奢しやな体は悲鳴とともに押し倒たおされてしまった。

　その拍ひよう子しに剣けんも落としてしまい、もはやラトラにはじたばたする以外に術はない。

　そんな彼女の体に、獰どう猛もうな齧げつ歯し類るいが次々と押し寄せ、ガジガジと嚙かみつく。

　布を食い破り、手足はもちろん、服の中に入り込んで腹にも嚙かみつく……

「こ、このぉぉっ、ネズミの分際でぇぇっ！　痛っ、痛ぁ～～っ！」

　今なお気き丈じように体を大きく動かすラトラだが、本能に支配された魔ま獣じゆうは止まらない。顎あごの力はそれほど強くないが、肉に穴を穿うがつまで何度も歯を立てる。

　時間が経たてば体中を食いちぎられ、そのうち失血死かショック死するだろう。

　哀あわれ、血気盛さかんだった女騎き士しは恐きよう怖ふと絶望の中、ダンジョンでネズミのエサとなる……

「──なんてオチにするわけにゃいかねぇよな」

　予測不能だったラトラの暴走が止まり、ネズミどもが一か所に集まった今がチャンスだ。

　カルドは握にぎった《魔光銃ワイズマン》からマガジンを抜ぬき取とり、別の物を装そう塡てん。

　その銃じゆうを、ネズミに纏まとわり付つかれているラトラへ向け、発はつ砲ぽう。

　ネズミともども、彼女の体が淡あわい光に包まれた。

「あうっ……」

　途と端たん、目まぐるしく上下左右していた手足が、ぴたりと止まる。

「じ、じびでぶ……」

　体中を痙けい攣れんさせ、うめくラトラ。ネズミたちも同様に動きを止めていた。

　今カルドが撃うったのは、麻ま痺ひ効果のある魔ま法ほう弾だんだ。

　その魔ま力りよくがラトラたちの体を麻ま痺ひさせ、行動を阻そ害がいしたのである。ひとまずこれで、ラトラに対するネズミどもの蹂じゆう躙りんは止まった。

　カルドは息つく間もなく、彼女のもとへ接近。動けず無む抵てい抗こうなネズミどもをラトラから蹴けり飛ばし、離はなれた距きよ離りに集めるとマガジンを交こう換かん。再び火か炎えん弾だんを装そう塡てんする。

「オメェらも手伝ってくれ！　今のうちに、コイツらを全部始末する！」

　カルドは銃じゆうを構えながら、傍ぼう観かんしていたレオヴァルトたちへ叫さけぶ。

　麻ま痺ひの効果はせいぜい三分……一匹ぴき一匹ぴきトドメを刺さしていては、カルドでも時間が掛かかる。

　確実に危険を排はい除じよすべく、個人の手て柄がらに執しゆう着ちやくせず、躊ちゆう躇ちよなく仲間に頼たよる……それがカルドが長年の経験から学んだ、このダンジョンを生き延びるための秘ひ訣けつである。

「行ってやれ、ケイ、リム。簡単な仕事だ、落ち着いてやれ」

「はい！」

　腕うでを組んで依い然ぜん静観する構えのレオヴァルトの声を受け、ケイとリムが動き出す。

「鎧よろいの上から攻こう撃げきしても無む駄だだ、露ろ出しゆつしている頭か腹を狙ねらえ！　高温度の火か炎えん魔ま法ほうなら、鎧よろいをあぶって蒸むし焼やきにするのもアリだ。焦あせらず、一匹ぴきずつ確実にトドメを刺さしてくれ！」

「蒸むし焼やきか、よし……！」

　さっそく一匹ぴきの頭をブチ抜ぬくカルドの指示に、息巻きながら両手を構えるケイ。

　それから間もなく、彼の目の前のクロガネネズミが一匹ぴき、炎えん上じようした。

　魔ま法ほう自体は、カルドの魔ま法ほう弾だんと同じ低級火か炎えん魔ま法ほう。しかし、カルドはそれを収束した弾だん丸がんを放っていたのに対し、ケイはより広こう範はん囲いに炎ほのおを拡散させ、敵の体を覆おおいつくしていた。

　やがて、熱せられた鎧よろいの中でネズミの体は蒸むし焼やきになるという寸法だ。

「えーいっ！」

　一方で、リムもさっそく一匹ぴき撃げき破は。

　彼女が手に持っているのは、さっきまで布ぬの袋ぶくろに覆おおわれていた棒状の物……それは、鉄の刃はと木の棒で構成された簡素な槍やりだった。

　彼女は地面に這はいつくばるネズミを足で転がし、露あらわになった腹をその槍やりで一ひと突つきにしていた。見た目によらず、なかなか剛ごう毅きな戦い方である。

　そうして、タイムリミットの三分が経過。

　冷静に対処したカルドと、彼の指示を堅けん実じつかつ大だい胆たんに実行したケイとリムによって、時間内にネズミを駆く除じよする事に成功した。

「──なんとか仕留めきれたな……それにしてもたいしたもんだ、あの二人」

「駆かけ出だしとは言え、俺が同行を許しているヤツらだ。見くびられちゃ困る」

　素す直なおに脱だつ帽ぼうするカルドに、さも当然のように吐はき捨すてながら、その実誇ほこらしげに笑えみを浮うかべるレオヴァルト。相当、あの二人を買っている事が窺うかがえる。

　あえて自分が手を出さなかったのも、ケイたちの成長を促うながすためだったのだろう。

　危機は去り、張はり詰つめていた気をゆるめるカルド。

　……が、その最中全身の肌はだを刺さすような感覚が彼を襲おそう。

「あぶねぇッ！」

　その感覚──殺気に促うながされるまま、カルドはリムに向けて声を張り上げる。

　こちらの油断を待っていたのか……新たなネズミが数匹ひき、物もの陰かげから飛び出したのだ。

　それらは、仲間の死し骸がいの真ん中ですっかり気が抜ぬけていたリムへ殺さつ到とう。

　不意のうちに懐ふところまで急接近されれば、槍やりによる迎げい撃げきはできない。

　万ばん事じ休すかと思われたが、彼女の前に颯さつ爽そうと大きな影かげが立たち塞ふさがる。

「小こ賢ざかしいぞ、ネズミどもが」

　──さっきまでカルドと話していたはずの、レオヴァルトであった。

　しかし、殺意に駆かり立たてられたネズミどもの勢いは凄すさまじく、その前に立つのはいくらなんでも自殺行こう為いだ。が、カルドにはすぐレオヴァルトの意図がわかった。

「あの野や郎ろう……！」

　その瞬しゆん間かん、レオヴァルトへ迫せまるネズミどもへ発はつ砲ぽうするカルド。

　咄とつ嗟さゆえロクに狙ねらいの定まらない火か炎えん弾だんは、ネズミの鎧よろいによってあっさり弾はじかれたが、この攻こう撃げきが魔ま獣じゆうたちを足止めした。

　その隙すきを狙ねらいすまし、レオヴァルトは背中の大斧おのを力強く構える。

「ずおおおりゃああァァッ!!」

　そして、保護者から一人の戦士に回帰したかの如ごとく、鬼おにのような形相で叫さけびを上げるレオヴァルト。動きを止めた魔ま獣じゆうに対し、巨きよ大だいな大斧おのを軽々と振ふり下ろした。

　その一いち撃げきは、ただそれだけで地面を割り、衝しよう撃げきだけで敵を吹ふき飛とばす。結果、ネズミどもは辺りの瓦が礫れきや壁かべに叩たたきつけられ、変形した自らの鎧よろいに押し潰つぶされる形で即そく死し……

　致ち命めいのタイミングで現れた第二波は、あっけなく舞ぶ台たいより退場した。

　その後もレオヴァルトは集中を途と切ぎれさせる事なく、周囲を警けい戒かい。

　生き残りがいれば、彼の殺気に触しよく発はつされて飛び出すか、さもなくば逃にげ出だすだろう。

　しばらく静止して、どちらの気配もないのを確かく認にんすると、レオヴァルトは武器を下ろした。

　その彼へ、カルドは冷ひや汗あせを垂らしながら歩み寄る。

「無茶しやがって……可か愛わいい後こう輩はいにいいところ見せるにしちゃ、体張りすぎだろ」

「お前のアシストをアテにしていたのさ。どうやら、勘かんは鈍にぶっていないようだな」

「うるせぇ」

　信しん頼らいの裏返しである軽口を叩たたき合いながら、互たがいに笑えみを交かわすカルドとレオヴァルト。

　そうしていると、そこへケイとリムも駆かけつけて来る。

「た、助けてくれてありがとうございます……！」

「やっぱすげぇぜ、レオヴァルトさんは！」

「いや、お前らもよくやったな」

　今度こそ危機は去り、和わ気き藹あい々あいと互たがいの健けん闘とうを讃たたえるギルド組。

　その陰かげで、カルドは若じやつ干かんいたたまれない気持ちでこそこそとラトラへ歩み寄る。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか……？」

　彼女はというと、衣服はすっかりネズミどもに荒あらされているものの、体の方は無数の歯型から微かすかに血がにじんでいる程度だった。大事なさそうで、カルドもひとまず安あん堵どする。

　麻ま痺ひ弾だんの効果も切れ、ある程度動けるくらいに体の自由が戻もどったらしいラトラは、体を起こし地面にへたり込んで項うな垂だれていた。

「…………」

　しかし、返事はなくすっかり光を失った瞳ひとみで、茫ぼう然ぜんと宙を眺ながめるばかりだった。

「おい」

　念のため、もう一度呼びかける。

「…………」

　やはり、返事はない。

　──そのかわり、ラトラの見開いた双そう眸ぼうからつーっと、一筋の涙なみだが落ちた。

「う……う……うえぇぇ……」

　やがて掠かすれた嗚お咽えつとともに、表情が消えていた彼女の顔はたちまち決けつ壊かい。大おお粒つぶの涙なみだを流し、血気盛さかんなエリート女騎き士しの姿は見る影かげもなくなった。

「──わかっ……こわかったよぉ……！」

　そこにいたのは、心の底から実感した死の恐きよう怖ふに心を折られ、年相応に泣きじゃくる一人の少女だった。

　彼女の体は己おのれの涙なみだはもちろん、さっきのネズミどもの唾だ液えきでべっとり……泣きたくなるのも無理はない、悲ひ惨さんな状態だった。

　しかもあえて直視はしないが、彼女からは鼻を突つく異い臭しゆうとともに、ちろちろとわずかな液体が流れるような音……それだけの恐きよう怖ふを、彼女はこの短時間に味わったのだ。

　カルドを含ふくめ、そこへ声を掛かけられる者は誰だれもおらず、気まずい沈ちん黙もくがしばらく続いた……







　ラトラが行動不能になった事で、カルドたちのパーティーの探たん索さくはやむを得ず中断。

　その日カルドが最後に見たのは、クエストホールの一いつ般ぱん医務室での治ち療りよう後、声を掛かけるのも憚はばかられるほど気落ちした様子で退勤していくラトラの背中だった。




　──そして翌日、彼女が詰つめ所しよに姿を現す事はなかった……











第二章　エリート騎士ラトラの仮面









　──連続殺人犯の足取りを追うための大規模作戦は、結果だけ言うと失敗に終わった。

　約三十名の冒ぼう険けん者による探たん索さくにもかかわらず、犯人はおろか手て掛がかりも見つからず、冒ぼう険けん者たちは解散……カルドが他のパーティーの状じよう況きようを知ったのは、作戦翌日の事だった。

　そして、あの小生意気な新人が姿を現さなくなってから、はや二日。

　その間、カルドは具体的な行動を起こさず、ただ成り行きに任せていた。

　あれだけの醜しゆう態たいを晒さらしたのだ。いくら、あの高こう慢まんちきで鼻持ちならない女騎き士しといえど、落ち込むくらいはするだろう。

　しかし、その性格ゆえに持ち前の自信で勝手に立ち直り、いずれひょっこり現れるに違ちがいない。そう思い、あえて様子を見に行く事はなかったのだ。

　……が、その一方で、どうにも落ち着かない、胸むな騒さわぎのような感覚がカルドを煩わずらわせる。

　今まで、何人かの騎き士しと組んではそりが合わず、喧けん嘩か別わかれか愛あい想そを尽つかされたという経験をしてきたカルドだが、こんな気分になるのは初めて……いや、ずいぶん久しぶりだった。

　やがて、そんな様子を見かねたように、近くの席に座っていたゴートがため息を漏もらす。

「──どうせ暇ひまだし、相棒だろ？　様子くらい見に行っておいでよ……これは命令だ」

「……相棒じゃねぇよ、まだ」

　結局、隊長とのお決まりのこのやり取りを経て、カルドは腰こしを上げざるを得なくなった。

　──ダンジョンがある塔とうから小一時間ほど歩いた、この街に常じよう駐ちゆうする騎き士し団支部の詰つめ所しよ。そのほど近くに佇たたずむ、女性騎き士し用の寮りようの一室が、現在のラトラの住居である。

　カルドは寮りよう暮らしではないが、この近くの男性寮りようなら何度か出入りした事がある。

　今はまだ昼下がりゆえ、ほとんどの騎き士しは部屋を空けている。

　べつに男子禁制というわけではないが、あとで余計な問題にならないようカルドは管理人に許可を取り、ラトラの部屋に向かった。

「おい、俺だ。カルド＝ウォーカーだ。いるか、新入り？」

　声を掛かけながら、ドアを軽くノックする。

　加減したものの、その声と音は人が静まり返った建物に、ずいぶんと響ひびいた。

　にもかかわらず、ドアの向こうからは返事どころか、反応する気配すらない。

　少し間を置いてからもう一度呼びかけてみたものの、やはり変わらなかった。

　……留守か、それならどこに？　カルドは疑念を抱いだきつつ、念のためドアノブに手を掛かけてみると、奇き妙みようなことにカギは掛かかっていなかった。

「……悪いが、邪じや魔まするぞ」

　無む性しように嫌いやな予感がした……カルドは申し訳程度に断りを入れ、ドアを開ける。

「おい、いるのか？」

　中に入り、今一度声を掛かけてみるが、やはり返事はないし人の気配もなかった。

　……何かあったのかもしれない。

　ラトラの姿を求めて、カルドはまっすぐ居間の方へと足早に向かう。

　……そして、そこに広がっていた光景に、怪け訝げんに眉まゆをひそめた。

「おいおい、どういう事だ……こりゃぁ」

　引ひっ越こして二日は経たったはずなのに、その部屋には生活の痕こん跡せきが何もなく、荷物が入っているであろう無数の小包が開かい封ふうもされず、隅すみに放っておかれたままだ。

　そして、唯ゆい一いつ備えつけられたベッドの上に、彼女はいた。

　殻からにこもるように頭からすっぽりブランケットを被かぶり、鬱うつ屈くつとした気配を纏まとう者……

「……なんの用？」

　発した声は、普ふ段だんよりやけにしゃがれて弱々しいが、ラトラにほかならない。

　カルドの突とつ然ぜんの来訪に驚おどろく様子もなく……と言うより、驚おどろく気力もないようにその場に留まったまま、ブランケットの隙すき間まからじろりと視線を覗のぞかせる。

　本当なら憎にくまれ口ぐちの一つも叩たたきたいところだが、予想以上に豹ひよう変へんしていたラトラの姿が、そうさせてくれない。カルドは当あたり障さわりなく、事実だけを口にする。

「べつに、たいした用じゃない……ただ、顔を見に来ただけだよ」

「あんたに見せる顔なんかないわよ……出てって」

　返ってきたのは、明らかに憔しよう悴すいしているものの、他の誰だれをも拒きよ絶ぜつしようという頑かたくなな態度。

　意固地なのは相変わらずだが、今となっては痛々しいだけだ。

「それが、わざわざ様子を見に来た先せん輩ぱいに対する言葉かい。まぁ、引きこもりたくなる気持ちもわからなくはないが……」

「あんたに何がわかるのよ……」

　カルドの言葉をスイッチに、ラトラの視線と声から針のような刺とげ々とげしさが芽生える。

「いいから、出てってよ……！」

　やがてラトラは、生じた激情のままに、纏まとっていたブランケットを投げつけた。

　敵意にも等しい近寄りがたい拒きよ絶ぜつの意思を感じたが、それでもカルドは出て行かない。

　──出て行けるはずがなかった。

「お、おい……！」

　攻こう撃げきしたのも束つかの間ま、ラトラはそのまま前のめりにベッドから転げ落ちてしまったのだ。

　己おのれの意識に反して、自重を支える体力すらなかったかのように。

　ブランケットから露あらわになった身なりも、ひどいものだった。

　着き替がえ途と中ちゆうでずっとそのままだったのか、制服のワイシャツに下着だけのあられもない姿……顔は少しやつれ、肌はだの血色も良くない。

　あの日から、飲まず食わずで引きこもっていた……そんな顚てん末まつが、容易に想像できる。

　その生活が祟たたり、そしてブランケットを投げた事でとうとう力を使い果たしてしまったのか、ラトラは気を失っていた。

「チッ、くそったれ……！」

　カルドの言葉は、彼女自身に対してか、あるいは彼女をここまで追い込んだものにか……それとも、自分に対してか。

　整理のつかない激情に駆かられ、ラトラのもとに駆かけ寄よるとブランケットを乱暴に被かぶせて彼女の体を隠かくし、そのまま抱だきかかえて部屋を飛び出した。







　ラトラの容態は、ぱっと見でも芳かんばしくない。素しろ人うとが介かい抱ほうするより、医者の方が確実だ。

　とはいえ、この状じよう況きよう……騎き士しや冒ぼう険けん者ゆかりの施し設せつはもちろん、適当な町医者にみだりに診みせたりすれば、妙みような噂うわさの種になりかねない。

　そこで、カルドはとびっきり信頼できる医者を頼たよる事にした。

　街の中心部から離はなれ、慣れない者が迂う闊かつに入れば半日は迷い続けるほど複雑に入り組んだ裏通りの、さらに奥。

　騎き士し団の巡じゆん回かいの目もめったに届かない寂さびれた区画に、ぽつんとその診しん療りよう所は佇たたずんでいた。

「邪じや魔まするぜ、シミッツ。急きゆう患かんだ」

　気安い一声と一いつ緒しよに、入り口のドアを蹴けり開けるカルド。

　そこはかつて民家だった建物を少し改装した、小さな診しん療りよう所だった。

　元は居間だったスペースにベッドや机などを持ち込んだだけの、間に合わせの診しん療りよう室。

　診しん察さつ机の椅い子すに腰こしかけた部屋の主は、カルドが姿を現すや否いなや、事の経けい緯いを察したように重い息を吐ついた。

「また、厄やつ介かい事を持ち込んできたのか、カルド。あと、扉とびらは蹴けるな……」

　心底うんざりしたように眉み間けんにしわを寄せ、カルドを出で迎むかえる白衣の男。

　黒くろ縁ぶち眼鏡のレンズを光らせ、彼は第一声に違たがわず気難しげな瘦やせ顔を向ける。

　……べつに、カルド個人と険悪なわけではない。誰だれに対しても、こんなツラである。

「悪いなシミッツ、さっきも言ったとおり急きゆう患かんだ。これが、厄やつ介かいも厄やつ介かいなヤツでな……とにかく、診みてやってくれ。うちの新入りなんだが……」

　カルドはそう言ってブランケットを剝はぎ取とり、診しん察さつ用ベッドにラトラを寝ねかせる。

　シミッツと呼ばれた男は椅い子すから立ち上がり、無言で彼女を見下ろした。

「……なるほど、この娘むすめが例の騎き士しか」

　カルドの短い説明だけで、彼は全てを心得たように呟つぶやいた。

　先日街に来たばかりの〝いけ好かないエリート騎き士し〟の噂うわさは、こんな辺へん鄙ぴなところに住んでいる男にも届くくらい、既すでにあちこちに拡ひろがっているらしい。

　やはり、騎き士し団の目が届く病院や町医者のもとに連れて行かなくて正解だった。

　シミッツが治ち療りようのため、おもむろにラトラの着衣に手を掛かけたところで、カルドは二人から背を向ける。

　エキサ＝シミッツ……今はワケあり患かん者じや専門の〝闇やみ医者〟をしている、カルドの昔むかし馴な染じみである。

　身の上の事は一いつ切さい話さず、なにかと謎なぞが多い男だが、仕事に関しては信用できる。

　口の堅かたさも然る事ながら、何より彼は腕うでのいい〝魔ま法ほう医〟だからだ。

「──軽度の栄養失調と過労だな。この程度なら軽い回復魔ま法ほうで事足りる……もういいぞ」

　シミッツの言葉を聞くと、カルドはあらかたの治ち療りようが終わったと察し、振ふり返かえる。

　治ち療りようの傍かたわら、着き替がえさせたのだろう。ラトラは簡素な患かん者じや衣い姿でベッドに横たわっていた。

　依い然ぜん眠ねむったままだが、さっきに比べれば活力が戻もどっており、顔色はだいぶ良くなっている。

「相変わらず、手て際ぎわがいいもんだ」

「栄えい養よう剤ざいを投とう与よしたみたいなものだ、こんなものは治ち療りようの内には入らんよ……おしゃべり好きな街の連中のおかげでだいたいの見当はつくが、一応話を聞こうか」

　さすがは、裏稼か業ぎようを生業としている医者だ。その耳の早さとこれまでの経験から、ラトラの身に起こっている事を大方把は握あくしているらしい。

　彼のすべてを見み透すかした態度が若じやつ干かん癪しやくに触さわりながらも、カルドは一連の経けい緯いを話した。

　それからシミッツは、答え合わせを確かく認にんするように頷うなずき、腕うでを組む。

「──なるほどな。エリートとしての自負と崇すう高こうな使命を胸に、初任務でダンジョンに乗り込んだ騎き士しが、一転して無様に敗北を喫きつして心しん神しん喪そう失しつ、か……本人にはとんだ災難だったな」

「だからって、急にこんなふうになるような事か？　たった一度の失敗で、ここまで弱っちまうなんざ……コイツのキャラじゃねぇだろ」

「キャラ、か……カルド、所しよ詮せんはついこないだ初めて会ったばかりの人間だろう？　その君が、何をもってそう言い切れる？」

　毅き然ぜんと返された、己おのれの軽けい率そつさを非難するかのような言葉に、カルドは口を噤つぐんだ。

　たとえわずかな付き合いでも、ラトラの意固地さと正義感の強さはだいたいわかる。それがこうもあっけなく心を折られるなど、彼女と接した多くの人間は想像できまい。

　一方で、カルドもそれなりに多くの経験を積んできた大人だ。たった一面を切り取っただけで語れるほど、人間というのは単純ではない事も知っていたはずだった。

　それを忘れていた事を自じ戒かいしながら、カルドは言葉を絶つ。

　そんな彼にシミッツは溜ため息いき一つ返し、言葉を続ける。

「ま、あとはあくまで君たち二人の問題だ。私の仕事はもう終わった……彼女に何が起こったのか知りたければ、本人から聞いてみればいい。ちょうど、目を覚ましたようだしな」

　シミッツの言葉にベッドへ目を向けると、そこに横たわっていたラトラはぼんやりと双そう眸ぼうを開け、天てん井じようを眺ながめていた。

　やがてむくりと上半身を起こし、おもむろに周囲を見み渡わたす。

「……ここ、どこ？」

　まだ意識が覚かく醒せいしきっていないらしく、夢ゆめ見み心ごこ地ちのような曖あい昧まいな声を零こぼすラトラ。

　そんな彼女へ事情を説明するべく、カルドは一歩踏ふみ出だす。

　そのタイミングで、シミッツはおもむろに診しん察さつ室から出ていった。

　さっき本人が言ったとおり、彼の出番はもうない……そういう事だろう。

　シミッツの退室を確かく認にんすると、カルドは改めてラトラを一いち瞥べつし、粛しゆく々しゆくと口を開いた。

「……ここは俺の知り合いの診しん療りよう所だ。オメェ、あれから二日間飲まず食わずで引きこもってたろ。それでぶっ倒たおれちまったから、こうして医者に診みせに来たんだ」

　そう事実をありのままに言ってやると、ラトラは特に動じず、「そう……」と一言だけ。

　体調も精神状態も回復したようではあるが、活力の方はまだ戻もどっていない。

　……そういう印象を受けた。

　そこで会話は止まり、気まずい静せい寂じやくが部屋を包む。

「慰なぐさめにもならないかもしれないが……」

　それを断たち切きるように、おもむろに口を開くカルド。

「新人が初めてのダンジョンでロクに戦えず、やられちまうなんてのはよくある話だ。生きてるだけオメェは運がいい……」

　彼にとってラトラは、けして好感を持てる人物とは言えない。そんな相手を慰なぐさめるなどガラではないが、弱っている相手に追い打ちを掛かけるほど無ぶ粋すいでもない。

　ゆえにこれは、カルドが現在掛かけられる精いっぱいの労ねぎらいだった。

　それを茫ぼう然ぜんと受けたラトラに、ふと笑えみが宿る。

　……ねっとりとした、自じ嘲ちようの笑えみだ。

「……運がいい？　そんなの、並みの冒ぼう険けん者の話でしょ。あたしと一いつ緒しよにしないで」

　憔しよう悴すいした彼女がようやく絞しぼり出だした、まとまった言葉。

　その卑ひ屈くつさといまだ失われない傲ごう慢まんさに、正直ムッとした。

　しかし、カルドが文句を言う前にラトラはベッドから腰こしを上げ、ふらふらと歩き始める。

「世話になったわね……もう帰る」

「帰るってどこへだ？　あのなんにもない部屋にか？」

「……それ以外、どこがあるっていうのよ」

　そこしか自分に居場所はないとばかりに、ラトラは寂さびし気に答えた。

「また、あそこで一人閉じこもるのか？　オメェ、自分の状態をわかってるのか？　また同じ事したら、最悪今度こそ死んじまうかもしれねぇぞ！」

　彼女の投げやりな行動を見かね、カルドはつい声を荒あら立だてる。

　今回は発見が早かったおかげで軽けい症しようで済んだが、あともう数日あのままだったら、命の保証はなかったかもしれない。

　それをわからせ、思い留まるよう叫さけぶカルドだが、そんな彼にラトラはふっと、すべてに愛あい想そが尽つきたような、ひどく冷たい笑えみを向けた。

「……そのまま死んじゃうなら、それもいいかもね。完かん璧ぺきな騎き士しじゃいられない今のあたしなんて、もう生きていく価値もないから」

「何……？」

　ひどく虚うつろな声で紡つむがれた、失意の言葉……それを最後に、ラトラはおぼつかない足取りで診しん療りよう所を去っていく。

　彼女が見せた背中……触さわっただけで倒たおれてしまいそうな小さく脆もろいその背中に手を伸のばす事も憚はばかられ、結局カルドは最後まで動けなかった。

「──完かん璧ぺきな騎き士し、か……どうやら、それが彼女を追いこんだ原因のようだな」

　そのタイミングを見計らったように、シミッツがおもむろにこちらへ姿を現した。

　彼の言葉に、カルドは無言をもって賛意を示す。

「わかっていると思うが、彼女を今の環かん境きようで放っておいたら、また病院送りだぞ」

「……だから、どうしろってんだ？」

「少なくとも当分、彼女には監かん視し役……いや、保護者が必要だ。でないと、いつか本当に誰だれにも知られないまま孤こ独どく死……なんて事になりかねないかもな」

「だから、俺に面めん倒どう見ろって？」

「君たちはコンビなんだろ？」

「押し付けられただけだ、アイツは微み塵じんもそうは思っちゃいねぇだろ」

　アイツは……つい、そんな言葉が出た。

「ほう。その言い方だと、少なくとも君の方はまんざらでもないわけだ」

　それが失言だと気づいた時には、もう遅おそかった。カルドは返す言葉もなく、押し黙だまる。

　苦み走るカルドの顔を見て、シミッツはくっくっと微び笑しようを鳴らした。

「ま、それもそうだな。いくら弱っていたからといって、まったく関心のない赤の他人を、わざわざここへ自ら運び込む道理などないからな」

「……うるせぇよ」

「いいかげん、自分の本心を認めろ。彼女が姿を見せなくなってから今日まで、本当はずっとウズウズしていたんだろう？　今も、すぐにでも追いかけたい自分を、つまらん意地で押し留とどめているように見えるな……違ちがうか？」

「………」

　珍めずらしく愉ゆ快かい気に笑う彼に、不ふ機き嫌げんな沈ちん黙もくを貫つらぬくカルド。が、

「まさか、自分が他の誰だれかの面めん倒どうを見たら、それは〝かつての相棒〟への裏切りになる……そんなつまらん事を、考えていたんじゃあるまいな？」

　──最後の一ひと押おしとばかりに紡つむがれたその言葉に、正直どきりと心臓が高鳴る。

「……余計なお世話だ」

　それをムスッとした態度で隠かくし、やがてカルドは神しん妙みような足取りで診しん療りよう所を後にする。

　シミッツはあえてそれを咎とがめず、後ろから彼の呆あきれたような溜ため息いきだけが聞こえた。

「俺の本心、か……」

　診しん療りよう所を出てほどなく、そんな呟つぶやきが口をついて出る。

　シミッツの言葉はいちいち癪しやくに障さわるが……それでも、的外れではない。

　……あれで、古い付き合いだ。本人よりも、カルドの事を理解していたとしても不思議ではない。実際、シミッツが指し摘てきしたのは、カルドがこれまで目を背そむけていたものだ。

　……そんな彼の背中を、あのぶっきらぼうで仏ぶつ頂ちよう面づらの旧友は、わざわざその本心を詳つまびらかにする事で押したのだ。

「いつまでも、とっくにいないヤツに義理立てしててもしょうがねぇ、か……」

　やがて、自じ嘲ちようを孕はらんだ笑えみを浮うかべ、それまでゆるやかだったカルドの歩調が速くなる。

　──あのじゃじゃ馬娘むすめを放っておけない。

　もはや隠かくすのもバカらしくなったその一念のもと、彼は裏通りの奥へと歩き去るのだった。







　辺りはすっかり日が暮れ、裏通りは薄うす暗ぐらくなっていた。

　土と地ち勘かんのないラトラの事だ。勢いよく飛び出したはいいが、ここが街のどの辺かもわからず、アテもなくさまよっているだろう。加えて迷めい路ろのように入り組んだ裏通り、なかなか抜ぬけ出だせないはずだ……そんな予感が、頭の隅すみにあった。

　──そう思っていれば、案の定だった。

　アンヘルの住民は冒ぼう険けん者や商人など外からの移住者が主で、人の入いれ替かわりが激しい。

　そのため、一時的に無人となっている区画がいくつかある。

　たまたま辿たどり着ついた、そんな寂さびしい建物が並ぶ一画を、彼女はとぼとぼ歩いていた。

「……やっぱ、まだこんなとこほっつき歩いてやがったか」

　呆あきれ半分安あん堵ど半分にそう声を掛かけると、ラトラはぎくりと振ふり返かえる。

　道に迷った心細さからか、彼女の表情は気き丈じようさを失い、涙なみだまで滲にじんでいるように見えた。

　……捨てられた子犬でも見ているかのような気分になった。

　ラトラはカルドの顔を見るや、たちまち反はん抗こう心をむき出しにするように目を尖とがらせる。

「な、何よ。ほっつき歩いてちゃ悪い？」

「べつに悪くねぇよ。迷ってんなら、素す直なおにそう言え」

「ま、迷ってなんか……！」

「いいから、ついて来い……案内してやるよ」

　ぶっきらぼうにそれだけ言って、カルドは身を翻ひるがえし、再び歩き出す。

　心情的にはついて行きたくないだろうが、ラトラとていつまでも迷っているわけにはいかない。やがて、足取り重くカルドの後をついて来る足音が聞こえてきた。

　それからしばらく互たがいに口を閉ざし、淡たん白ぱくな足音だけが響ひびく時間が続いたが……

「──一つ気になったんだが、オメェ……また性しよう懲こりもなく引きこもるって事は、騎き士しはもう辞やめちまうのか？」

　不意にカルドがそう切り出すと、後ろをついてきていた足音がぴたりと止まる。

　同時にカルドも足を止め、後ろを振ふり返かえる。

　ラトラは顔色を隠かくすように俯うつむき、その場に立ち止まっていた。

「……本当に、それでいいのか？」

　そんな彼女へ、カルドは念を押すように神しん妙みように告げる。

「……だって、しょうがないじゃない」

　やがて、ラトラが漏もらしたのはそんな諦あきらめに満ちた言葉だった。

「あんなみっともない姿を晒さらして、どのツラ下げて戻もどれっていうのよ！　あたしはイヤよ、一生笑い者にされて生きていくなんて！　そうなるくらいなら……！」

　そして、胸に溜ためこんでいた物のタガが外れたように、一気にそうまくしたてる。

　それに対し、カルドが返したのは……嘲ちよう笑しようだった。

「死んだ方がマシ、ってか……ハッ、そんなんでよく迷めい宮きゆう犯罪人どもを捕つかまえるなんて豪ごう語ごできたもんだ。それこそ笑っちまうぜ」

「うるさいッ！　うるさいうるさいうるさいうるさい！　あんたに何がわかるのよッ！」

　挑ちよう発はつめいたカルドの言葉に耐たえかね、ラトラはヒステリーを起こしたように喚わめきたてる。

　周りに人の気配がほとんどない静かな裏通りに、その声はやけに響ひびいた。

　その時にはもう、カルドから笑えみは消えていた。が、ラトラの威い勢せいに気け圧おされたわけでもなく、ただ粛しゆく々しゆくと彼女の顔を眺ながめる。

「……なんもわかんねぇ。だから教えてくれよ、オメェの事」

　そして、もしかしたら人生で初めて言うかもしれない言葉を紡つむいだ。

　これにはラトラも意表を突つかれたように、「はっ？」と目を丸くする。

「確かに、俺はオメェの事なんぞなんにも知らねぇ。なんで、あんなに犯罪人を捕つかまえる事にこだわっていたのか、なんでたった一度の失敗でそんなに参っちまったのか。そもそも、なんで騎き士しになったのか……だから教えてくれよ、オメェの事を」

「そんなの……なんで、あんたなんかに」

「そう言うな。これでも、俺はオメェの命の恩人だぜ？　そっちが死ぬ気だったにせよ、その事実は変わらねぇ……その義理くらい、返してくれてもいいんじゃねぇかい？」

　あえて悪ぶるように、カルドはそうのたまった。

　このような恩を盾たてにするような言い方は彼も趣しゆ味みではないが、こうでも言わないとこの意固地な娘むすめは何も話さないだろうと思ったのだ。

　ラトラは困こん惑わくしながら黙だまってしまうが、それでも思うところはあるのか、やがて固くなった唇くちびるを無理やりこじ開けるようにして、言葉を紡つむいだ。

「……つまんない話よ。帝てい都との、騎き士しの家系としてはそこそこ名の知れた名門に生まれたあたしは、自分も当然いつか騎き士しになれるって思って育った……」

　そんな切り出しで、ラトラはやや億おつ劫くうげに自らの半生を語り始めた。

「──でも、あたしが騎き士しになる事に、両親……特に父が猛もう反はん対たいだった。お前は女だ、名家の淑しゆく女じよとして恥はずかしくない振ふる舞まいをしていればそれでいい……なんて言ってね」

　無論、そのとおりにしていれば、今のラトラはここにいない。

　彼女は父の意向に反して、独断で騎き士し学校の入学を決意。それを知った両親から当然咎とがめられたが、その時彼女は一つの約束を両親と交かわした。

「──いずれ必ず、家にも帝てい国こくにも恥はじない立派で完かん璧ぺきな騎き士しになる……そう言って、父を納なつ得とくさせたわ。できるものならやってみろって感じで、半分愛あい想そ尽つかされたけど……」

　そして、ラトラはその公約を果たすべく、必死に努力した。

　当時からすでに優すぐれた能力を持っていた彼女だが、騎き士しに求められる素養はあまりに厳しかった。本来の彼女では、優等生の席にも着けないほど……それでも彼女は諦あきらめなかった。

　身を削けずり、本来の人格を塗ぬり潰つぶしてまで、人々から求められる完かん璧ぺきな騎き士しを演じた。

　その結果、持ち前の身体能力もあって、彼女は誰だれもが目を見張るほどの成績を修め、学校を卒業。晴れて、エリートという看板を背負って騎き士しとしての人生をスタートさせたのだ。

　……が、その時すでに、彼女の心は限界に達していた。

　本来の彼女は、けして不敵で傲ごう慢まんな性格ではない。当初見せていたあの態度は、自身の理想を演じるための〝仮面〟。初めてのダンジョンに怯おびえ、初めて見る魔ま獣じゆうにすっかり舞まい上あがる臆おく病びような少女……あれが、仮面に隠かくしていたラトラの素す顔がおだったのだ。

　その仮面も、今は粉々に砕くだけてしまった。あのたった一つの失敗が、ラトラがそれまで積み上げてきた物すべてを、一いつ瞬しゆんで壊こわしてしまったのである。

「……なるほどな、よくわかった。話してくれてありがとよ」

　一連の告白を聞き、カルドはそれだけ告げた。

　その淡たん白ぱくな態度にラトラがつむじを曲げる間もなく、彼はあっさり身を翻ひるがえす。

「付き合わせて悪かったな……ほれ、行くぞ」

　そして、何もなかったかのように平然と、再び歩き出した。

　その様子を訝いぶかるようにラトラはしばらく動かなかったが、そのうち我に返ったように、慌あわてた足取りで後についてきた。

　カルドの妙みようにあっさりとした態度に、逆に何も言えない様子だった。

　そんな彼女を引き連れ、カルドは黙もく々もくと裏通りを進む。

　……もちろん、今の話を聞いて何も感じていないわけではない。

　そういう事情なら尚なおの事、ラトラをおとなしく寮りように帰すわけにはいかない。

　神しん妙みような態度の裏で、カルドは一つの方針を決めていた。







「──着いたぞ」

　それからしばらくして、カルドはある建物の前で立ち止まった。

　ラトラはその横から覗のぞき込むように、確かく認にんする。

「……ここ、どこ？　騎き士し寮りようじゃないの……？」

　そんな彼女から飛び出したのは、拍ひよう子し抜ぬけしたような疑問の声だった。

　土と地ち勘かんのないラトラはまったく気づかなかったようだが、カルドは最初から騎き士し寮りようを目指してなどいなかったのだ。

　そこは、ダンジョンがある街中心部からほど近い、裏通りの片かた隅すみ。さっきの区画と同じく空き家が目立つここにぽつんと佇たたずむ、小さな一いつ軒けん家や……そこが、カルドの目的地だった。

「この街に於おける俺の拠きよ点てん……つまり我が家だ」

「へー……って、誰だれがあんたの家に連れてけって言ったのよ！」

「俺だって、寮りように案内するとは一言も言ってないぜ。確かく認にんもせずついて来たのはオメェだ」

　屁へ理り屈くつではあるが、正論には違ちがいない。これにはラトラも返す言葉がなく、ばつが悪そうに黙だまり込んでしまう。

　ただ、べつに彼女をおちょくるために、ここまで連れて来たのではない。

「今は魔ま法ほう治ち療りようで持ち直したといっても、オメェにはまだまだ療りよう養ようが必要だ。あんななんにもねぇ部屋にいたら、治るものも治らねぇ……多少は面めん倒どう見てやるよ」

「何よ、急に……いやに優やさしいじゃない」

　カルドの意図を図はかりかね、露ろ骨こつに疑ぎ惑わくの視線を向けるラトラ。

　実際、当初のカルドはラトラの事を軽けい蔑べつしていたし、彼女にもそれは伝わっていただろう。にもかかわらず、急に手の平を返せば不ふ審しんに思うのも無理はない。

　が、カルド本人に言わせてみればこれはむしろ、元に戻っただけだ。

「……あんな話を聞かされて、その上で病人を放っておくほど俺も酷こくじゃねぇ」

　……それどころか甘い。そんな自分の本ほん性しようを、久々に実感する気分だった。

　自じ嘲ちようを孕はらんだ薄うすら笑いを浮うかべるカルドに、要領を得ず首を傾かしげるラトラ。

　……これはあくまでカルド自身の問題。今まで意地を張って胸の奥に押し込めていた物を、解放しただけに過ぎないのだ。

「どのみち、あの部屋じゃ飯もろくに食えねぇし、そんな恰かつ好こうで表通りなんぞ歩いてみろ。下手すると通報されるぞ。悪い事言わねぇから、しばらくうちに泊とまれ」

　今のラトラは、診しん療りよう所で着き替がえさせられた簡素な患かん者じや衣いというナリだ。

　本人も今それに気づき、俄にわかに頰ほおが赤くなる。

　そんな彼女を横目に、カルドは一足先に家のドアを開けた。

　このままぐだぐだ話したところで、ラトラはいつまでも動かないだろう。

　ここから寮りようへはわりかし近いが、彼女がこの入り組んだ裏通りから寮りようがある表通りに自力で向かうのは難しいし、病やみ上あがりゆえこれ以上歩き続ける体力ももう残っていまい。

　その目もく論ろ見み通り、やがてラトラが渋しぶ々しぶと家に入ってくるのを、カルドは確かく認にんした。







　──ここは男一人、しかもほとんど寝ね床どこに使っているだけの家だ。

　それゆえ、たいした物はないが、ラトラの部屋よりはマシであった。

　家には入ってくれたものの、警けい戒かい心と不満から露ろ骨こつに自分を睨にらむラトラにはひとまず、着き替がえとしてカルド自身が使っている着衣を与あたえた。

　明らかにサイズが大きいタンクトップにズボンと、年とし頃ごろの娘むすめにはあんまりな恰かつ好こうかもしれないが、さっきまでの薄うす布一枚の恰かつ好こうよりはいいだろう。

　その後、仏ぶつ頂ちよう面づらを張り付けた地蔵のように、ラトラは居間のソファーから動かなくなった。

　そんな彼女がしばらくしてぴくりと、ようやく反応を示す。

　──彼女が地蔵化している間に用意した夕食を、カルドが居間へ運んで来た時だ。

「それ、あんたが作ったの……？」

「俺でなきゃ誰だれが作るんだよ……あいにく、ここにはメイドもお手伝いさんもいなくてな」

　確かに家事はひととおりできるが、独り身である以上なんの自じ慢まんにもならない。

　今夜の献こん立だてにしても、ラトラの体調を考こう慮りよして消化のしやすいミルク粥がゆにスープ、野菜サラダと非常に質素なものだ……けっして、名家のお嬢じよう様さまにお出しするような物ではない。

　なのにこのお嬢じよう様さまは、豪ごう勢せいなご馳ち走そうを見るように、生気を取とり戻もどした瞳ひとみを輝かがやかせていた。

　……直後、ぐごぎゅるるぅ～と、ベタな腹の音を鳴らす。

　それも無理はない、彼女にとってこれは二日ぶりの食事なのだから。

「魔ま法ほう治ち療りようじゃ腹は膨ふくれねぇからな……とりあえず食え」

　促うながすも、ラトラは腹を鳴らした羞しゆう恥ち心しんと、カルドが作った料理に対する警けい戒かい心から、じっとテーブルを見つめるばかり。

　しかし、空腹は誤ご魔ま化かせない。そのうち我が慢まんできなくなり、ようやく席に着く。

「……いただきます」

　遠えん慮りよ深ぶかく備えつけのスプーンを取り、ラトラは恐おそる恐おそる粥かゆを一口。

　直後、味が彼女の舌に適かなったのか表情を開き、衝しよう動どうのままに搔かきこもうとする。

「待て待て、落ち着け！　弱った胃に一気に物を流し込んだら、吐はいちまうだろ。オメェは自分で思ってるより重じゆう症しようなんだ、もっとゆっくり食え」

「わ、わかってるわよ……」

　カルドに言われ、ばつが悪そうに思い留まるラトラ。それから慎しん重ちように胃を慣らすように、少しずつ、とろっとしたミルク粥がゆを口に入れていく。

　その様を、いつしかカルドは神しん妙みような眼まな差ざしで見ていた。

　ラトラの面めん倒どうをしばらく見る事については、もう腹を決めた。

　本来の自分の心に従った今、迷めい宮きゆう騎き士しになって以来、一番気持ちが楽になったくらいだ。

　しかし、一つだけカルドには解消したい問題があった。

「……一つ、聞いていいか？」

「何よ」

　食事の最中に思いきって切り出すと、ラトラは思いのほか素す直なおに反応した。

　腹が膨ふくれて多少は気持ちが落ち着いているらしい。

「さっきの話だが、おめぇの言う〝完かん璧ぺきな騎き士しになる〟っていう目標は、あくまで親を説得するための物だよな。オメェ自身は、そもそもなんで騎き士しになりたいと思ったんだ？　しかも、ダンジョン経験もないくせに、どうしてまた迷めい宮きゆう騎き士しなんぞに……」

「………」

　話を聞いて、カルドが一番気になったのがそこだった。

　親に逆らい、心を壊こわすほど追いつめられながら、それでも投げ出さずここまで来るのは尋じん常じようではない。その裏には、彼女自身の騎き士しになりたい強い動機があって然しかるべきだ。

　ここに話が及およぶと、ラトラの食事をする手はぴたりと止まる。

「……ずいぶんと不ぶ躾しつけに踏ふみ込んでくるわね、気安くない？　あんた、あたしの事気に入らなかったんじゃないの？」

　会った当初から抱いだいていた、ラトラに対する嫌けん悪お感……直接明言はしていなかったが、言動から滲にじみ出でていたそれを、本人も感じ取っていたらしい。

「最初はな。ただ、本当に気に入らねぇ相手の世話を焼くほど、俺も酔すい狂きようじゃねぇよ」

　反感を抱いだいていたのは事実だ。しかし、それは今回と、そして先のダンジョンでの戦せん闘とうの際に、ラトラを見捨てる理由にはならなかった。

　それらはひとえに、カルドの生来の甘さからくる条件反射に近い行動だったが、改めてラトラを家に招き、保護しようと思ったのは違ちがう。

　それだけは、ラトラの過去の告白を聞いた上で決めた、カルド自身の意思だった。

「……正直、嫌きらいじゃねぇぜ。一つの目標に向かって、バカみたいに突つっ走ぱしるひたむきなヤツってのは。ま、それで心を壊こわすところまで行っちまうのは、考えもんだが」

　だからこそ、手を差さし伸のべるべきだと強く思った。

　カルドにとって、これほどまで誰だれかを放っておけず、傍そばにいたいと思ったのはこれで二度目……今のように、誰だれとも組まなくなる以前の状じよう況きよう以来だった。

「だから、知りたいと思ったんだ。そこまで思いつめるほどの理由ってやつを……」

　呆ほうけるラトラの顔を正面から見み据すえ、神しん妙みように告げるカルド。

　彼女に手を差さし伸のべた以上、少なくとも当分は面めん倒どうを見るつもりだ。

　ただ、その前にまずはラトラ＝ヴァンクスという人間をもっと理解したいと思った。その手段が、彼女の〝根っこ〟を知る事なのだ。

　そんな心情など知る由よしもないラトラだが、カルドの眼まな差ざしから彼の真しん剣けんさは読み取れたらしい。しばらく苦く悩のうするように俯うつむいていたが、やがて観念したように重いため息を零こぼした。

「……ご飯の恩もあるし、わかったわ。話す」

　あまり気乗りしない素そ振ぶりながら、ラトラは器うつわを置き、姿勢を正す。

　いちいち素す直なおではないが、さっきの告白といい、一応恩には報むくいる義ぎ理り堅がたい性格らしい。

　……その点も、少し気に入った。

「まず、迷めい宮きゆう騎き士しになった理由だけど、これはべつにあたしの希望じゃないわ。過か酷こくで、悪人の多い仕事場を指定したら、たまたまここの迷めい宮きゆう騎き動どう小隊が選出されたってだけの話よ」

「なるほどな、道理でダンジョンに無知だったわけだ。にしても、事前に少しは調べておいても良さそうなもんだけどな」

　こう指し摘てきしてやると、ラトラはたちまちばつが悪くなった顔をし、目を逸そらす。

「ほっといてよ……正直、悪党どもを退治できるなら、なんでもよかったのよ」

「おっかねぇヤツだな……オメェ、悪党退治のためだけに騎き士しになったクチか？」

　まぁ、騎き士しになる動機としては珍めずらしくはない。帝てい都との外の情勢に疎うとい上流階級出身の若手騎き士しには、こうした純じゆん朴ぼくというか短たん絡らく的な者が多い事を、カルドも知っていた。

　元よりそのきらいはあったが、そのまんますぎて正直、拍ひよう子し抜ぬけした。

　が、ラトラはおもむろに首を横に振ふって、カルドの考えを否定する。

「違ちがうわよ、それはあくまで手段というか方針ってだけ。あたしの、本当の目的は……」

　否定はしたものの、そこで彼女の言葉は途と切ぎれた。

　つらつら語っていた彼女が、その言葉だけは出しあぐねるように、黙だまり込んだのだ。

「……いぎの……た……」

「あ？」

　そうしたと思うと不意に、俯うつむいたまま何やらぼそぼそと呟つぶやいたので、とっさに反応する。

　いかんせん、発音が曖あい昧まい過ぎてほとんど聞き取れなかったのだ。

　それからラトラはヤケを起こしたようにがっと顔を上げ、

「だから！　正義の味方！」

　半分涙なみだ目めで、力強く叫さけんだ。

「悪を挫くじき、弱き者を助ける正義の騎き士し！　つまり、正義の味方よ！　そういうのになりたくて、あたしは騎き士しを目指したの！　物心ついた頃ころからの憧あこがれだったのよ！　悪い!?」

「べつに悪かねぇが……」

　突とつ如じよタガが外れて一いつ気き呵か成せいに喚わめくラトラに、すっかり圧あつ倒とうされるカルド。

　しかし、これほどまでの羞しゆう恥ち心しんに耐たえて告白したのだ。その言葉が噓うそでないのはわかった。

　興奮冷めやらぬ様子で鼻息を立てる彼女に、ふっと口元がゆるむ。

「しかし、正義の味方たぁ、ずいぶん大層な夢が出てきたもんだ」

「何よ、やっぱあんたもバカにするの？　子供みたいな妄もう言げんだって……」

　軽口を叩たたくカルドを、ぎろりと睨にらむラトラ。

　その口ぶりは、それが原因で学友にでもバカにされた過去がある事を暗に示していた。

　無理もない。正義感が強いだけならいざ知らず、正義の味方などと大真面目に叫さけぶ者は今時上流階級にもそうはいまい。

　それゆえカルドも聞かされた直後は、ハンマーで頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　しかし、それは彼にとって初めての経験ではない。
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　衝しよう撃げきを受けはしたが、ラトラに対する嘲あざけりも侮ぶ蔑べつの感情もなかった。

「バカにはしねぇさ、そういう大それた夢物語聞かされるのは初めてじゃねぇしな」

「え……？」

　その言葉に意表を突つかれたようにラトラがこちらを見るが、カルドにそれ以上話を掘ほり下さげる気はなかった。

　だから、すぐに話を切きり替かえる。

「ま、ともかく……そんな立派な夢があるなら、なおさら死んでるわけにゃぁいかねぇな。それこそ、死ぬ気でこれまで頑がん張ばってきたんだろ？　本当に、諦あきらめきれるのか？」

「それは……でも……」

　先の失態、大きな挫ざ折せつ……死ぬ気で築き上げてきた物が崩くずれ去さってしまった事を思い出したのか、ラトラはさっきまでの勢いが噓うそみたいに消しよう沈ちんしてしまった。

　シミッツの治ち療りようとカルドの食事でメンタルの方はだいぶ持ち直したと思われたが、今回の失敗によるショックはいまだ根強く彼女を蝕むしばんでいるらしい。

　勇ましく気き丈じように振ふる舞まったと思えば、スイッチが入った途と端たん深く落ち込む、この極きよく端たんな二面性……同情心すら込み上げるほど、危あやうい物のように思えた。

　カルドの中で、なおさら放っておけない気持ちが強くなる。

　もとより、今さら手を放そうという気はないのだが……

「……シミッツの言うとおり、オメェには保護者が必要だな」

「は？」

「オメェのその夢物語に、俺も付き合うって言ってんだ……相棒としてな」

「ちょ、相棒って……そんなの勝手に決めないでよ！」

「うるせぇ、こんな目を離はなした隙すきにうっかり死んじまいそうなヤツを放っておけるわけねぇだろ。傍そばにでも置いとかなきゃ、こっちが先に参っちまうよ」

　ラトラの脆もろさは相当だ。過去の無理な生活が祟たたってボロボロになった彼女の心は、またいつなんの弾はずみで壊こわれるか知れたものではない。

　なまじ、実際にそうなった現場を見たからこそ、カルドはその危険性を実感できた。

「そんなの、あんたの勝手でしょ！　あたしには関係ないわ……！」

「だったら、今すぐ辞表出して、この街から出て行くか？　それなら、俺ももう手出しする義理はねぇ。どこでどう野垂れ死のうとオメェの勝手だ」

「ッ……！」

　あえて非情にそう言ってやると、ラトラは返す言葉もなく押し黙だまってしまう。

　彼女も、心の底ではまだ騎き士しを諦あきらめきれていない……この街から離はなれられず、ゆるやかな死を選ぼうとするのは、そんな本心の裏返しなのだ。

　そもそも、すぐ諦あきらめがつくようなら、こうはなっていない。今のラトラのギリギリの精神状態は、どんなに苦しくても騎き士しを諦あきらめる選せん択たく肢しを取れなかったからこそなのだから。

「ほれ見ろ、その気はねぇんだろ？　だったら、だましだましでもやっていくしかねぇよ……オメェが今度こそ取り返しのつかない失敗をしないよう、せいぜい目を光らせるさ」

　薄うす笑えみまじりで、カルドは言う。打算も欺ぎ瞞まんもない、本心からの言葉だ。

　遠えん慮りよがちに彼と顔を合わせるラトラの態度からも次し第だいに固さが取れ、疑念や警けい戒かい心が薄うすれていくのを感じた。

「……ねぇ、なんでそんな親切にしてくれるの？　正直、最初と態度が変わりすぎて気持ち悪いわよ……」

「気持ち悪いゆーな。つーか、オメェに言われる筋合いはねぇ！」

　ゆえに、その疑問は純じゆん粋すいにカルド＝ウォーカーという人間を理解したいがためのもののようだった。カルドと同じく、ラトラもまた彼の〝根っこ〟を知りたいと思っているのだ。

　それを汲くみ取とり、カルドは少し恥はずかしげに口を開く。

「……だから、嫌きらいじゃねぇんだよ。オメェらみたいなの……途と方ほうもない夢を掲かかげて、それを本気で叶かなえようとしてるヤツらが……そういうのに、俺は昔から弱いんだ」

　何度も目を泳がせながら、ぼそぼそと呟つぶやくように、カルドはそう語った。

　この言葉に、ラトラは仄ほのかに頰ほおを赤らめて黙だまってしまい、それ以上の追つい及きゆうはなかった。

　どうやら、照れているらしい。この娘むすめの事だから、能力はともかく人格面の方をこうして肯こう定てい的に言われるような機会はほとんどなかったのだろう。

　カルド本人もこっ恥ぱずかしい気分だが、ラトラの意外に年相応に可か愛わいげのある一面を発見して、つい口元をゆるめる。

　しかし、状じよう況きようは暢気のんきに構えていられるほど穏おだやかではない。

　この、またいつ壊こわしてしまうかわからないガラスのような心を持ちながら、正義の味方という途と方ほうもない目標を持った女騎き士しを手助けする……

　改めて考えてみると、一筋縄ではいかない難題だ。

　が、ここまで踏ふみ込んだ以上、もう後には引けない。

　ひとまずは早くラトラが仕事に復帰できるよう、できる事をやっていくだけだ。

　こうして互たがいに心を通わせた、元孤こ高こうの騎き士しとアンバランスなメンタルを抱かかえた〝難題騎き士し〟の奇き妙みような同居生活が始まる……







　──翌日になると、ラトラの体調及およびメンタルは一応全快しているように見えた。

　とはいえ、油断は禁物だ。大事を見てカルドもその日から休きゆう暇かを取り、しばらく彼女の様子を見る事にする。

　ロクに手を付けてこないで余っていた休きゆう暇かを申しん請せいするためにゴートへ連れん絡らくすると、相棒のケアという名目であっさり許可が下りた。

　なにかと油断ならないあの男の事だ。カルドの性しよう分ぶんを知っている上で、最初からこうなるのはお見通しだったのだろう。

　電話口で終始隠かくしきれない笑えみを纏まとった彼の声を聞けば、そんな推測も容易たやすい。

　その次に、ラトラの寮りようから彼女の私物をこちらへ移すよう手配。いつまでこの生活が続くかはわからないが、当分は一人で生活させられまい。

　二日目以降のラトラはさすがに最初ほど手間の掛かかる状態ではなかったが、それでもカルドの苦労は尽つきなかった。なにせ、彼女は曲がりなりにも名家の令れい嬢じよう……学生時代も基本、寮りように使用人を連れ込んで世話をさせていたらしいという筋金入りだ。

　そんな彼女に自じ炊すい洗せん濯たくの経験はなく、生活能力が皆かい無むに等しかった。

　カルドとて、何から何まで世話をし続ける気はない。

　まずはラトラが人並みには自活できるよう、仕し込こむ事にした。

　まだ騎き士しへの復帰が心もとないとはいえ、悠ゆう々ゆう自じ適てきに引きこもらせる理由などない。

　いわゆる庶しよ民みんの生活に免めん疫えきがないラトラは最初こそ難色を示したが、カルドへの義理もあって、一応は努力する姿勢を見せてくれた。

　……正直、当分は一人で家事など絶対にさせたくないくらい、お粗そ末まつなものだが。

　しかし、何もやらず塞ふさぎ込むよりは効果があったようだ。

　この過程で、ラトラもカルドに対しては変に気取ったりせず素す直なおな表情を覗のぞかせるようになり、互たがいに打ち解け合っていった。

　やがてラトラは本来の向上心も取とり戻もどし、三日目から一日昼と夕方の二回程度、家の裏庭でカルドと剣けんの手合わせをしながら、徐じよ々じよに現場復帰への準備を進める事となった。

　……そんなのんびりした生活を送っている中、カルドには一つの懸け念ねんがあった。

　それが表面化したのは、ラトラが来て五日目の事だった。

　その日、カルドはゴートから急な呼び出しを受け、朝早くから騎き動どう小隊の詰つめ所しよに出勤。

　用件自体は長く掛かからず、三時間程度で家には帰ってこれたものの、気分は最悪だ。

　そんな心中は態度に出さず、帰宅後は普ふ段だんどおりラトラの面めん倒どうを見ながら、のんびり過ごすカルド。昼食後にはいつもどおり、互たがいに木刀を使った手合わせ……つまりは模も擬ぎ戦だ。

　これはラトラのリハビリが主な名目であるが、カルドにとっては彼女の実力を試ためすというのが一番重要だった。

　なにせ彼が見たのは、ラトラが一いつ瞬しゆんで酔よっ払ぱらいを叩たたきのめしたのと、たかがネズミ如ごときにいいように蹂じゆう躙りんされるという極きよく端たんな状じよう況きようのみ……判断材料としてはアテにならない。

　彼女を助ける……つまりともに戦うと決めた以上、その特性を理解するのがまずは肝かん要ようだ。

　よって模も擬ぎ戦を通して、ラトラの普ふ段だんの実力を直接体感しようと思ったのだが……

「──オメェ、ほんと不器用な奴やつだな」

　模も擬ぎ戦開始から十分ほど……カルドの前にいたのは、無様に息を切らして地べたに倒たおれ伏ふしたラトラだった。

　これまで数度軽く剣けんを交かわしたが、一度としてラトラがカルドに有効打を浴びせたためしはない。これはカルドにとっても、意外な結果だった。

「あんたの戦い方が、セコすぎるのよ……」

　はぁはぁと熱気まじりの息を吐はきながら、文句を垂れるラトラ。

　確かに、カルドの戦法は騎き士しとして、けして正道とは言えなかった。

　相手の体力を削けずる事を主眼に置いた、回かい避ひ中心のヒットアンドアウェー。剣けんでの攻こう撃げきと見せかけて拳こぶしで攻こう撃げきするといったフェイントに、足払ばらいなど……

　それらは、正規の騎き士しからはかけ離はなれた、実に無ぶ粋すいな野の良ら戦術だった。

「セコイつってもなぁ、実際効果覿てき面めんだろ？」

　悪びれもせずそう言ってやると、ラトラは不満げに口を閉とざす。

　ラトラに比べ、カルドの能力は正直凡ぼん俗ぞくの域を出ない。ゆえに、彼は自分より格上の相手と戦う際は、こうした搦からめ手てを織り交ぜて実力差を埋うめる戦法が体に染しみついていた。

　もっとも、本来なら正規の騎き士し相手に通用するような手ではない。こうも面おも白しろいように術中にハマるのは、ラトラくらいのものだ。

「つーか、オメェの戦い方がバカ正直すぎるんだ。動きはいいが……攻こう撃げき中はそれにばっか意識が向いてて、隙すきだらけなんだよ」

　それが、これまでの模も擬ぎ戦であぶりだされた、ラトラの弱点だった。

　彼女の戦い方には、〝虚きよ〟がまるでない。性しよう根ねの愚ぐ直ちよくさがにじみ出た、〝実〟ばかりなのだ。

　動きから狙ねらいが丸わかりなので、先読みが容易にできる。

　しかも、攻こう撃げき中は剣けんを当てる事に集中しすぎて、他の動作への意識がない。死角から一発かまされれば、たちまち攻こう勢せいが崩くずれるのだ。

　カルドのような少々手て癖くせの悪いベテランからすれば、これほど御ぎよしやすい相手はいない。

　しかも、まだ本調子ではないのか、彼女の攻こう撃げきからは以前酔よっ払ぱらいを倒たおした時ほどの鋭するどさがないように思えた。その落差は、はっきりとした違い和わ感かんを覚えるほどのものだ。

　単に実戦と訓練の差でしかないかもしれないため、あえて指し摘てきはしないが……

「──せめて、攻こう撃げきしながら常に危険を意識するクセをつけとけ。でないと、調子に乗ってるところに意外な反はん撃げきをくらってオダブツなんて事になりかねねぇ」

「そんなにマヌケじゃないわよ！」

「どうだか。俺程度にいいようにあしらわれてるんじゃ、話にならねぇよ。なにせ剣けんを振ふるなんざずいぶん久しぶりだからな、俺のナマリっぷりときたら相当だぜ？」

　などと、薄うす笑えみまじりに言ってみる。

「騎き士しが自じ慢まんする事か！」

　もちろん怒ど鳴なられた。

　しかし、冗じよう談だんっぽく言ってはみたものの、これは事実だ。

　カルドはかつて剣けんをメインに前線に立っていたが、あの《魔光銃ワイズマン》を使うようになってからは後方からの間接支し援えんに味を占しめ、剣けんを使った直接戦せん闘とうはめったにしなくなっていた。

　その方が楽だから……というのもあるが、自らの特性と照らし合わせた結果の選せん択たくだ。

　カルドは力でごり押しするタイプではなく、成熟した思考と経験を武器に相手を翻ほん弄ろうするタイプだ。しかし、身体能力や魔ま法ほうに優すぐれ、圧あつ倒とう的てきな力でねじ伏ふせてくる相手には分が悪い。

　ゆえに、チームを組む状じよう況きようにおいては、後方支し援えんに徹てつした方が確実だと判断したのだ。

　つまりは適材適所……全員が前衛向きとは限らないのである。と、説明したところで、ラトラは素す直なおに納なつ得とくしてくれない。

　彼女にとっては、正々堂々とした剣けん術じゆつこそが正道なのだ。

　そういう考え方も否定はしないし、実際彼女はそれで成果を挙げてきたのだろうが、それにこだわりすぎて戦術の基き礎そが疎おろそかになっている可能性があった。

　そんなラトラがふと何か気づいたように、怒いかり顔をゆるめ目を細める。

「そういえば、あんたが持ってるあの剣けんは何か曰いわくつきの物なの？　その口ぶりだと、剣けんなんてもう必要なさそうなのに」

　本人からすれば何気なさそうなこの質問に、カルドはぎくりと表情を強こわ張ばらせる。

　直情型の脳筋のくせに、どうでもいい事には目ざとい娘むすめだと思った。

「……べつに、その辺にあるたいした曰いわくもない普ふ通つうの剣けんだよ。それでも、駆かけ出だしの頃ころから使ってた剣けんだからな……おいそれと捨てる気にはならないってだけだ」

「ふぅん、要は男の子の宝物ってわけね……あんたにも可か愛わいいとこあるじゃない」

「うるせぇ、そんなんじゃねぇっつーの」

　疲つかれが抜ぬけたのか、ラトラはニヤニヤとカルドを見上げて呟つぶやく。

　それを鬱うつ陶とうしげにあしらうものの、実際手放すには惜おしい程度に愛着があるのは事実だ。

　そんな未練がましい部分を見み透すかされて、正直恥はずかしい。

「ところで、話は変わるけど……」

　だから、ラトラがあっさり話を変えてくれるのがありがたかった。

　むくりと起き上がる彼女の表情からは笑えみが消え、少し真顔になる。

「あんた、今朝詰つめ所しよに行ってきたんでしょ？　もしかして、例の連続殺人に何か進展が？」

　ラトラがカルドの家に来てから五日、彼女からその話が出たのはこれが初めてだった。

　あの事件から……自身の失態から目を背そむけるように沈ちん黙もくを貫つらぬいていた彼女だが、それでもずっと気き掛がかりではあったのだろう。

　実際、彼女の読みは正しかった。

　カルドが呼び出されたのは、あの連続殺人に関する案件のためだ。

　……が、残念ながら明るいニュースではない。

　カルドの表情は険しくなり、話を切り出すためにまずは重いため息を吐つく。

「……今朝、とうとう四度目の犯行があった。今回はパーティー丸ごと殺やられちまったよ。犠ぎ牲せい者は四人……これで計七人になったわけだ」

「そんな……」

　一度に四人も犠ぎ牲せいになったという事実に、たちまち顔を青くするラトラ。

　彼女にしてみれば、自分が手をこまねいている間の惨さん劇げきだ。ショックもより大きいだろう。

　その心情を気に掛かけながら、それでもカルドは続ける。

「殺やられたのは四人だが、そのうち三人はおそらく巻まき添ぞえだろう。一番の標的はこれまでどおり、若い娘むすめの冒ぼう険けん者だったようだ」

　そう確信する根こん拠きよは、殺害方法の違ちがいである。

　パーティーのうち三人の遺体は、まるで適当な魔ま法ほうでぞんざいに殺したと言わんばかりに、人としての原型をまだ留とどめていた。

　が、本来のターゲットである少女冒ぼう険けん者の惨さん状じようは、そんなものではない。

　他の三人から辿たどる形で、ようやく身元が割り出せたくらいだった。

　……少女の身は粉々に砕くだかれ、血ち溜だまりそのものと化していたのだ。

　現場の状じよう況きようとわずかに残った肉にく片へんの状態から、どうやら魔ま法ほうで体内から直接、爆ばく破はされたと推察できた。

　猟りよう奇き的にもほどがある手口……

　理性のない魔ま獣じゆうとて、そこまで残ざん虐ぎやく的に攻こう撃げきするような者はめったにいない。

　今回ばかりはカルドも、現場を見に行ったのを後こう悔かいしたくらいだった。

「これには、もちろんギルドの連中も黙だまっちゃいない。明日にでも、また犯人捕ほ獲かく作戦をおっぱじめるとよ……つーわけで、オメェにはとっとと復帰してもらいたいって隊長殿どのは仰おおせだ」

　確かに今回の作戦に当たって、人員は多いに越こした事はないが、これまでの模も擬ぎ戦の結果も含ふくめ、ラトラの状態にはまだ一いち抹まつの不安があった。

　正直、ゴートから要よう請せいを受けた時は、時じ期き尚しよう早そうだと思った。

　しかし、改めて彼女の顔をまっすぐ見ていると、そんな心配も薄うすれていく。

　最初こそ顔を青くしていたラトラだが、カルドから話を聞くうち様子が変わっていた。

　いつしか、彼女の表情からは恐きよう怖ふが消え、研とぎ澄すまされた刃やいばのように力強い眼まな差ざしで、カルドの顔を見み据すえていたのだ。

　それは、いっぱしの騎き士しの顔だった。

　少なくとも、彼女自身にはもう躊躇ためらいはないのがわかる。

　しかし、それだけではまだ確実とは言えない。

「……やる気はあるようだが、念のために言っておくぜ。相手はおそらく魔ま法ほうの使い手……しかもその辺の魔ま獣じゆうより残ざん虐ぎやくで、強い。さらに、ヤツの標的はオメェみてぇな若い娘むすめだ。最優先で狙ねらわれる可能性が高い。もし、前みたいなヘマをやらかしたら、今度こそ命はないかもしれねぇ……その辺、わかってるか？」

　あえて脅おどすように、カルドは今回の作戦の危険度を詳しよう細さいに説明する。

　もし、ここで少しでも躊躇ためらいを見せるようなら、連れて行かないつもりだった。

「──上等よ！」

　が、カルドの腹積もりをも一いつ蹴しゆうするが如ごとく、ラトラは一いつ切さいの臆おく面めんもなく声を張り上げた。

「危険なのは百も承知。正直、怖こわい……でも、あたしが躊躇ためらっているうちにまた犠ぎ牲せい者が出てしまった以上、もう黙だまっているわけにはいかない……！　これ以上、ダンジョンでの非道は許さない！　迷めい宮きゆう騎き士しの名に懸かけて、あたしがソイツを捕つかまえるわ！　絶対に……！」

　そして、彼女はそんなこっ恥ぱずかしいセリフを、一いつ気き呵か成せいに吐はき出だす。

　心のうちで燻くすぶっていた炎ほのおが、今紅あかく燃え上がるように、その顔には闘とう志しが宿っていた。

　……少々煽あおりすぎた気がするが、少なくともこの態度を見る限りは、ラトラのメンタルは持ち直したと見ていいだろう。

　仰ぎよう々ぎようしいセリフを吐はいてくれたものだが、それこそ彼女の覚かく悟ごの表れなのだと思った。

　……なにせ、彼女が目指すのはただの騎き士しではないのだから。

「それでこそ、正義の騎き士し様だ」

　そんなラトラの再起を見届け、カルドは薄うすく微ほほ笑えむのだった。







　翌朝、カルドは普ふ段だんの時間どおり、騎き動どう小隊の詰つめ所しよに出勤。

　その傍かたわらには、当然ラトラもいる。実に、約一週間ぶりの出勤である。

　昨日はすっかり気力が戻もどったように見えたラトラだが、今日はやけにおとなしかった。

　ここに来るまでの口数も少なく、明らかに気負ったように顔が強こわ張ばっていた。

　久々の出勤とあって、過か剰じように緊きん張ちようしているらしい。

　二人を待ちわびていたゴートに軽く挨あい拶さつし、正式に任務を受領後、装備を身に着けてクエストホールの地下へ歩き始める。

　が、その途と中ちゆうの通路を歩いていると、正直今もっとも会いたくなかった顔と出くわす。

「およ？　こりゃまたずいぶん懐なつかしい顔を見たものじゃ。まだこの街にいたのかえ」

　──クソ意地の悪いロリババア・ヴェルサと、その忠実なる下げ僕ぼく・ウィルである。

　この幼女、誰だれに対しても喧けん嘩か腰ごしではあるのだが、ラトラには特に当たりが強い。

　カルドも他ひ人との事は言えないが、エリートとか呼ばれる連中がどうもカンに障さわるらしい。

「聞いたぞ、小こ娘むすめ。きさま、初めてのダンジョン探たん索さくでネズミのエサになりかけた挙げ句、失禁までしたそうではないか……それだけ無様を晒さらせば、引きこもってしまうのも無理はなかろう。むしろ、よく戻もどってこれたものじゃ……ひゃっひゃっひゃ」

「おいバカ、やめろ！」

　病やみ上あがりの相手にまったく遠えん慮りよせず、容よう赦しやなく心の傷に塩を塗ぬりたくるヴェルサ。

　……再出発早々、よりによって最悪の展開だった。

　カルドは、ラトラの心が再び壊こわれてしまうのを危き惧ぐする。

　が、そんな彼女の口から出たのは、嘲ちよう笑しようを孕はらんだ溜ため息いきだった。

「ネズミのエサ？　失禁？　なんの事？　どうせ、程度の低い冒ぼう険けん者どもが言いふらしてるだけの噂うわさでしょ？　そんなデマを真に受けるなんて、あなたも相当程度が低いのね」

　そこに、昨日まで見慣れていた愛あい嬌きようのあるポンコツ騎き士しの姿はなかった。

　ラトラは、初めて会った時の傲ごう慢まんなエリート騎き士し然とした姿にすっかり戻もどっていたのだ。

　これにはヴェルサも予想外だったとばかりに、怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「……ほう、これはまたずいぶんとぬかしよる。ま、噓うそか真まことか、じきにわかろう。せいぜい頑がん張ばるのじゃな、お漏もらし女……行くぞ、ウィル」

「はい、姫ひめ」

　本人としては、ラトラが弱っているのをいい事にいびり倒たおすつもりだったのだろう。

　アテが外れて若じやつ干かんの不ふ機き嫌げんさを覗のぞかせながら、カルドたちの横を通り過ぎるヴェルサ。

　いつものように従順についていくウィルであったが、

「……復帰、おめでとうございます。ただ、あまり無理をなさらぬよう、ご自愛ください」

　去り際にラトラへそう言い残し、ニコリと笑って去っていった。

　彼はロリコンでヴェルサの下げ僕ぼくではあるが、基本は中立。彼女に流されるままイジメに加担するような男ではない。気持ち悪いが、その辺の良識は持った人物である。

　今のウィルの妙みように忠告めいた言葉は気になるが、それより問題はラトラだ。

　取れかけたと思っていた彼女の仮面は健在どころか、さらに強固になっていた。

「おい、ラトラ。今のはどういう……」

　問とい詰つめようとして彼女の顔を覗のぞき見るや、カルドはぎょっと目を見開く。

　ラトラは顔を真っ赤にし、目に涙なみだをいっぱい溜ためてぷるぷる震ふるえていた。

「ねぇっ、ちょっと！　お漏もらし女って何!?　あの時の事、みんなに知しれ渡わたってるの!?　冗じよう談だんでしょ！　もう死ぬしかないじゃない！　死ねと!?　あたしに死ねと!?」

　直後、カルドの胸むなぐらを摑つかみ、半狂きよう乱らんで泣き喚わめくラトラ。

　こっちはこっちで、普ふ段だんをはるかに上回る豹ひよう変へんぶりだった。

「お、落ち着け！　なぁに、オメェがこれから地道に手て柄がらを挙げていけば、そのうちみんな何も言わなくなるさ……！」

「ほんと？」

　その道のりは、かなり険しいだろう。が、現状を打破するにはそれがもっとも確実だ。

　そう言ってやるとラトラはぴたりと泣なき止やみ、彼を解放した。ちょっとしたきっかけで理性を失い、ちょっと機き嫌げんを取ればすぐ静まる……呆あきれるほど極きよく端たんな精神構造だ。

　今の彼女は、完全に心のバランサーがぶっ壊こわれていた。

　前回の失態を経ての久方ぶりの出勤に、彼女は異常なほどプレッシャーを抱かかえていた。

　今度あのような醜しゆう態たいを見せれば、自分はおしまい……心の底でそんな事を考えていたのかもしれない。あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度は、そんな弱い心の裏返しなのだ。

　そして、今の変容ぶりだが、これの原因はおそらくカルド自身である。

　ラトラは態度には出さないが、あれで思った以上にカルドを頼たよりにしていたのだろう。

　今のように過か剰じようなストレスに晒さらされた途と端たん、胸の奥に潜ひそめたその本心が暴走し、極きよく端たんに彼を頼たよる悪あく癖へきがついたのだ。

　大事を見てラトラを外から隔かく離りして庇ひ護ごしていた事が、おおいに裏目に出た形である。

「どうすんだよ、これ……」

　自身の配はい慮りよが結果的に、とんでもないモンスターを生み出してしまった。

　火が消えたようにしゅんと静まり返るラトラを見下ろし、カルドは途と方ほうに暮れる。







　──しかし、こうなってしまった以上、とりあえずだましだましやっていくしかない。

　そう頭を切きり替かえ、カルドはラトラを連れてギルドの集合場所へ向かった。

　ラトラはまた妙みように堅かたくはなっているものの、なんとか平静を取とり戻もどしている。

　だが、彼女にとって真に過か酷こくなのはここからだった。

　集合場所である転送陣じんの周りには、無数の冒ぼう険けん者たちがたむろしていた。

　が、前回の作戦より数が減っている上、顔かお触ぶれも少し変わっているように見える。

　カルドたちの姿を認めると、周りの視線が一いつ斉せいに、彼らに……いや、ラトラに集まった。

　やがて、ひそひそと押し殺した声が聞こえてくる。

『エリート』『高こう慢まんちき』『ポンコツ』『ネズミのエサ』『漏もらした』……

　断だん片ぺん的に聞こえてくる単語を拾うだけで、例の噂うわさを語っているのは明白だった。

　その声や視線は明らかに侮ぶ蔑べつを孕はらんでいる。

　……ラトラ自身、ここに来るまである程度は覚かく悟ごしていたのだろう。

　彼女にも当然、周りの話し声は聞こえているはずだが、また泣き出すような事はしない。

　体を少し震ふるえさせながら、顔に感情が出るのを必死に抑おさえていた。が、それでも耐たえかね、すがるように前を歩くカルドの服をぎゅっと摑つかむ。

「……余計な事に聞き耳を立てるな。周りの顔も見るな……オメェは犯人を捕つかまえる事だけ考えてればいい。みんなが見直すくらい、かっこよくな」

「うん……」

　失った信用を取とり戻もどすには、そうした成果を積み重ねていくほかない。

　ラトラも今はその言葉を寄る辺にするように、こくりと頷うなずく。

　とはいえ、このような針の筵むしろに立たされていれば、いつまでももつまい。

「よう、今回もお前さんらが来てくれたのか」

　そこへ、不意に救いの手が現れた。この作戦を仕切るリーダー、レオヴァルトだ。

　彼が話しかけてきた途と端たん、視線も陰かげ口ぐちもぴたりと止まる。まさに、地じ獄ごくに仏だった。

　もちろん、彼だけではない。後ろには以前と同じく、ケイとリムの姿もある。

「前回に引き続き、パーティーはこのメンツで行くつもりだ。よろしく頼たのむ」

「また世話になるぜ、レオヴァルト」

　レオヴァルトの方は先のラトラの失敗など気にする素そ振ぶりもなく、前と変わらない態度だ。

　一方で、後ろの二人はすっかり軽けい蔑べつしきった目で彼女を見ていた。

　ラトラはラトラでそれを察し、なるべく視線を合わせないようにしている。

「……なんで、またのこのこ来てんだよ。懲こりてないのかよ……」

　ケイが、ぼそりとそんな不満を呟つぶやく。

　おっかないリーダーの目があるにもかかわらず、つい零こぼしてしまったという感じだ。

　もちろん、それはたちまちレオヴァルトの耳に入り、ケイを黙だまらせるようにガシッと彼の頭をその大きな手で鷲わし摑づかみにする。

「くだらねぇ事言ってないで、支し度たくしろ！　そろそろ出るぞ！」

「いでででっ！　はいっ、はいっ！　わかってますぅっ！」

　容よう赦しやのないアイアンクローに、涙なみだ目めになりながら音を上げるケイ。

　ほどなくして彼を解放すると、レオヴァルトはつかつかとこちらへ歩み寄ってきた。

「すまんな、嬢じようちゃん……だが、こうなったのはお前さん自身の責任だ。汚お名めいを返上したいなら、きっちり自分の手でやらないとな……期待しているぜ？」

「は、はい……」

　どうやらレオヴァルトはラトラの現状を把は握あくした上で、彼女を見守る腹積もりらしい。

　厳しくも温かみのある激げき励れいに、それまで気まずげだったラトラはすーっと緊きん張ちようがほどけたように、素す直なおに声を返した。

「悪いが、俺は俺でウチの連中の面めん倒どうを見なきゃならん。嬢じようちゃんの方まで気を回す余よ裕ゆうはない……そっちはお前に任せるぞ、カルド」

「ああ、わかってる……」

　言われるまでもなく、最初からそのつもりだった。

　カルドの返事からその意気を察したように、レオヴァルトはにやりと薄うすく笑う。

　やがて遠ざかっていく彼の背中を、ラトラはぽーっと見つめていた。

「意外といい人なのね、レオヴァルトさんって……冒ぼう険けん者のわりには」

「今いま頃ごろ気づいたのか？」

　相変わらず冒ぼう険けん者に偏へん見けんを持っているようだが、レオヴァルト個人は気に入ったらしい。

　これが、彼女が冒ぼう険けん者に心を開くきっかけになってくれればと、カルドは思う。

　そして間もなく、ギルドによる犯人捕ほ獲かく作戦が始まるのだった……







　──今回も複数のパーティー……前回より減って、四組に分かれての作戦となる。

　新たな犯行が行われたのは、ダンジョンの第四層。

　犯人はどうやら下へ下へと向かいながら、犯行を重ねているようだ。

　もしさらなる犯行を企くわだてているなら、次に現れるのはおそらく第五層……ギルドはその可能性に懸かける事にした。

　第五層の転送ポイントに全員到とう着ちやく後、探たん索さく隊は分散。レオヴァルトが率いる前回同様のパーティーは、転送ポイントから南の方向を目指して、作戦を開始した。

「それにしても、結構減っちまったもんだな……この探たん索さく隊も」

「相手はパーティーだろうと、見境なしに襲おそってくるとわかっちまったからな……本当は前回の半分以上が抜ぬけたんだが、その分キャリアのあるベテラン冒ぼう険けん者で補ほ塡てんした。もっとも、ギルドから多少の褒ほう賞しようが出るとはいえ、実力のある上位攻こう略りやく組にとってはたいした額じゃない。そいつらにはシカトされたよ」

「オメェもその上位組だろうに……それでも、あんだけ集まればたいしたもんだ」

「ま、状じよう況きようが状じよう況きようだ。下手な魔ま獣じゆうより厄やつ介かいな殺人鬼きがうろついてちゃ、おちおち探たん索さくもできないからな……とはいえ、話のわかるヤツも多くはない。もう少し集められてれば、コイツらみたいな駆かけ出だしに、こんな危ない橋を渡わたらせる事もなかったんだがな」

　ふと、レオヴァルトは罪悪感を覗のぞかせた視線を、後ろを歩く少年少女に向ける。

「やめてくださいよ、レオヴァルトさん！　オレたち、望んでここにいるんですから！」

「そうです……！　むしろ、こんな私たちを自分のパーティーに入れてまで、作戦に参加させてくれた事に感謝さえしてるんです！」

　彼の同情を拒こばみ、自らの意思でこの場にいる事を懸けん命めいに訴うつたえるケイとリム。

　若さゆえの正義感……それだけでは測れない、切実とした事情を感じさせる剣けん幕まくだった。

　その事情に、カルドはすぐに見当がついた。が、ラトラはそうはいかない。

「……あんたたち、怖こわくないの？」

　それまで、無言でカルドの後ろに張りつくように歩いていた彼女が、不意に声を零こぼす。

　さっきのカルドとレオヴァルトのフォローで前回よりは落ち着いているが、それでも恐きよう怖ふを押し殺し、会話に入る余よ裕ゆうもなかった彼女が、ここでようやく口を開いたのだ。

「特に……えっと、リムだっけ？　あんたは犯人の標的にされてもおかしくないのに、どうして自分からこんな危険を……？」

「それは……」。

　唐とう突とつな質問に、言いい淀よどむリム。

　レオヴァルトの親切心に触ふれた結果、冒ぼう険けん者への偏へん見けんが薄うすれ、多少は心を開いてきたのだろう。ラトラなりに、冒ぼう険けん者に歩み寄ろうと努めているのかもしれない。

「──しかも、そんな粗そ末まつな装備で」

　が、次に紡つむがれたその一言は余計だった。

　これをきっかけに、困こん惑わくしていた様子のリムがたちまち不快げに眉まゆをひそめる。

　ラトラからすれば、本当に何気のない言葉だったのだろう。

　しかしこれが、彼女に冒ぼう険けん者の現実を思い知らせる結果となる。

「……粗そ末まつな装備？　しょうがないでしょ、私たちにはそれしかお金がないんだから……」

　直後、リムが吐はき出だしたのは悲観と諦てい観かんが入り交じったような、すれた言葉だった。

　彼女に共感するように、ケイは今一度強く、ラトラへ非難を込こめた厳しい視線を送る。

「当たり前に学校に通える金持ちの騎き士しサマにはわかんねぇだろ。オレたちは貧しい村の出でで、学校なんて通う金はないし、将来の見通しも立たない……だから、冒ぼう険けん者になったんだ」

「それって、つまり……お金のためだけってこと？」

「ああ、そのとおりだよ！　粗そ末まつな装備つったな？　オレたちみたいなのは自分の全財産はもちろん、親が工面してくれた支し度たく金をつぎ込んでも、これが精いっぱいなんだよ！」

　──それはこの二人に限った話ではない。

　ほとんどの冒ぼう険けん者は生活に困こん窮きゆうし、一山当てようとダンジョンを訪おとずれた者ばかりなのだ。冒ぼう険けんを楽しむ余よ裕ゆうなど、彼らにはない。

　しかも、ケイたちのような駆かけ出だしは装備もなければ、ギルドでも軽視されパーティーに入れるかどうかも定さだかでない。

　そんな事情から、中にはギルドに入らず、単独での探たん索さくを強行する者もいる。連続殺人の犠ぎ牲せい者のうち最初の三人も、そんな冒ぼう険けん者だったのだ。

「オレたちにとって、今回の仕事はまたとないチャンスなんだ。これに成功すれば、少しはマシな装備が揃そろえられる程度の金が手に入るからな」

「危険は承知の上、むしろ私につられて犯人が出て来るならしめたものよ。だから、あんたは余計な事をしないで……また作戦を中止にされでもしたら困るから」

　……冒ぼう険けん者としての活路を拓ひらくため、命を懸かける覚かく悟ごを覗のぞかせるリム。

　ケイの陰かげに隠かくれてはいるが、彼女のラトラに対する嫌けん悪おは彼以上かもしれない。

　彼女たちから知らされた事実と敵意に、ラトラはすっかり言葉を失っていた。

「……ま、帝てい都との連中が思っているほど、冒ぼう険けん者も自由じゃねぇってわけだ」

　気休めにもならないが、カルドはそれだけ言って、消しよう沈ちんした彼女の肩かたを軽く叩たたく。

　──その時だ。

　先頭を歩いていたレオヴァルトが、ぴたりと足を止める。

「全員、気をつけろ」

　以前の第三層とさして変わらぬ、古代の廃はい墟きよ……そこに、ふと物音が聞こえてきた。

　……魔ま獣じゆうの、ましてや以前のようなネズミがうごめく音ではない。

　次し第だいに大きくなっていく、等とう間かん隔かくで地面を打つ軽快な音……走る人間の足音である。

　──やがて姿を現したのは、一人の少女だった。

　冒ぼう険けん者にしては装備の一つも身に着けていない、簡素ながら黒が基調の粛しゆく然ぜんとした風ふう体ていから、なんとなく修道女のようなイメージを受けた。

　ラトラより少し年下にも見える、およそダンジョンには似つかわしくないその少女は、レオヴァルトの厳いかつい体に身を預けるようにしがみつく。

「助けて……！」

「何……？」

　怯おびえる少女の様子に彼が眉まゆをひそめたのも束つかの間ま、前方で何かが〝灯ともった〟。

　淡あわい光を放つほんの小さな蛍ほたるの光のようなそれは、すーっとこちらへやって来る。

　スピードはそれほどなく、見ていて美しくすらあるが、カルドはすぐに嫌いやな予感がした。

「チィッ」

　直後、カルドは自分のすぐ後ろにいたラトラを光球の進路から遠ざけるように突つき飛とばし、ケイとリムを強ごう引いんに抱だきかかえてなりふり構わず、自らも同じ方向に退たい避ひした。

　それまで一行がいた地点まで近付く光の玉……それが、一気に膨ぼう張ちようして弾はじけた。

　鼓こ膜まくを貫つらぬくような破は裂れつ音、目を焼くような閃せん光こう、肌はだを打つ爆ばく風ふうが辺りを蹂じゆう躙りんした。

　世界の終わりを体感するような衝しよう撃げきは一いつ瞬しゆんのうちに去り、カルドは閉じていた目を開ける。

　両りよう腕うでには、ぐったりと項うな垂だれたケイとリム……

　目の前には、こちらへ尻しりを向けてうずくまったラトラの姿があった。

「いつつ……」

　しばらく意識が飛んでいた彼女だが、やがて我に返り、むくりと上半身を起こす。

「な、なんなの、今の……」

「めちゃくちゃに凝ぎよう縮しゆくされた爆ばく裂れつ魔ま法ほうだよ……！」

　クラクラする頭を押さえながら、ラトラの問いに答えるカルド。

　光の玉を見た瞬しゆん間かん、カルドは肌はだがピリピリするような圧力を感じた。長年戦い慣れた者なら察知できる、高こう濃のう度どの魔ま力りよくに対する第六感に近い感覚だ。

　そのおかげでカルドは、迅じん速そくに手を打つ事ができた。さすがにまったくの無傷とはいかないが、彼も含ふくめて全員、爆ばく風ふうとそれに混ざった石いし礫つぶてに多少体を痛めたくらいだ。

　……少なくとも、目に見える範はん囲いでは。

「おいレオヴァルト、無事か！」

　レオヴァルトも魔ま法ほうには気づいていたはず、ならば彼も回かい避ひしたと思いたいが……

　やがて、辺りを覆おおっていた煙けむりが晴れ、、カルドはその先にうずくまる大きな人ひと影かげを見た。

「レオ……！」

　レオヴァルトは体を丸め、岩のようにそこから動かなかった。

　その腕うでの中には、自らの体で覆おおい隠かくすように抱だきかかえた少女の姿……

「あ、あ……」

　ほどなくして出てきた少女は、自分の盾たてとなるように鎮ちん座ざした男の姿に、言葉を失った。

　爆ばく発はつの瞬しゆん間かん、目の前の少女を庇かばって反応が遅おくれたレオヴァルトは、回かい避ひを放ほう棄き。咄とつ嗟さに少女を抱だきかかえ、自らの背中を壁かべにして爆ばく発はつの衝しよう撃げきから守ったのだ。

　レオヴァルトの鎧よろいは猛もう烈れつな石いし礫つぶてを大量に浴び、背中を中心に亀き裂れつが入っていた。

　……が、爆ばく裂れつ魔ま法ほうそのものが直ちよく撃げきしたわけではない。

　例の光こう弾だんは、相手に着ちやく弾だんする前に自ら破は裂れつ。レオヴァルトの十メートルほど手前に、人一人納まるサイズのクレーターができていた。

「う……」

　幸い息もある。すぐに力ちから尽つきるほどヤワな男ではない。

　しかし、状じよう況きようはちっとも良くなかった。

「──なんだ、小こ娘むすめには当たらなかったのかァ？　殺しちゃなんねぇっつーから、直ちよく撃げきしないようタイミングを調整したんだがなァ……やっぱ、慣れねェ事はするもんじゃねェなァ」

　クレーターの向こうから、ふらふらと幽ゆう鬼きのような挙動で誰だれかがやって来た。

　素す肌はだの上に直接、小こ汚ぎたない布切れのようなローブを纏まとった、非常に瘦やせこけた男だ。

　くたびれた魔ま導どう士しという風ふう貌ぼうの男だが、それにも増して纏まとう雰ふん囲い気きは異様だった。

　口から止めどなく涎よだれを垂れ流し、ぎょろっと開かれた目は真っ赤に充じゆう血けつしている。

「おォ？　なんだテメェら、冒ぼう険けん者か？　ケケ……なら、殺してもかまわねェよなァ？」

　極きわめつけはこの言動……微み塵じんの理性も感じられない、狂きよう気き的な物言いだ。

　正当防衛や誤射ではなく、明確に人を害するつもりで魔ま法ほうを放ったのは間ま違ちがいない。極きわめて殺傷力の高い魔ま法ほうを、だ……この時点で弁解の余地なく、現行犯での立件が可能である。

　そして、この男に対してカルドは一つの疑いを持った。ラトラもそのようである。

「まさか、コイツが……」

「可能性は高いな。こんな魔ま法ほう、誰だれにでもできる芸当じゃねぇ。四件目の被ひ害がい者も、爆ばく裂れつ魔ま法ほうで木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とばされてたしな……あのイカれた態度といい、あの野や郎ろうがまったく無関係ってのは無理のある話だわな」

　ラトラの直感に対し、カルドはより冷静に分ぶん析せきする。よしんば連続殺人に関かん与よしていなかったとしても、あの常じよう軌きを逸いつした振ふる舞まいを見て、ただの一いつ般ぱん人じんだと思う者はいまい。

　──ゆえに、彼らの動きも迷いがなかった。

「テメェが殺人鬼きかァッ！」

「よくもレオヴァルトさんをぉっ！」

　追い求めていた犯人、しかもレオヴァルトがやられた怒いかりも相まって、ケイとリムは衝しよう動どうのままに殺人鬼きへ立ち向かう。

「くらいやがれェッ！」

　まずは牽けん制せい……いや、そのままトドメを刺さす勢いでケイが魔ま法ほうを発動。

　以前見たものより勝まさるほどの爆ばく炎えんが、殺人鬼きを包む。

　それと同時に、リムが近接戦で追つい撃げきすべく、そこに向かって駆かけ出だした。

　……が、

「ケァ───ッ！」

　甲かん高だかい奇き声せいとともに、炎ほのおを振ふり払はらいながら殺人鬼きが再び姿を現した。

　その手は真っ赤な炎ほのおを纏まとっており、これでケイの炎ほのおを相そう殺さいしたのだ。

「あっ……！」

　その光景に意表を突つかれ、リムは思わず足を止めてしまう。

「ケケケケケケケケッ！」

　その隙すきを突つくように、殺人鬼きはリムめがけて突とつ撃げき。

　あっという間に彼女に肉にく薄はくして、その首を力強く摑つかんだ。

「あぐっ……！」

　小こ柄がらな少女とはいえ、その体を瘦やせこけた腕うでで軽々と持ち上げる殺人鬼き。

　表面上、身体的変化はないが、おそらく腕わん力りよく強化系の魔ま法ほうでも使っているのだろう。

　さっきの爆ばく裂れつ魔ま法ほうと同じく、カルドは殺人鬼きの体から濃のう厚こうな魔ま力りよくの気配を察知した。

「チッ……！」

　いつまでも、相手の好きにさせる気はない。

　カルドはすぐさま《魔光銃ワイズマン》を抜ぬき、殺人鬼きに狙ねらいを定める。

　弾だん丸がんは以前にも使った麻ま痺ひ弾だんだ。最悪リムに当たっても、ダメージはない。

「つまんねェ事してんじゃねェよォッ！」

　が、これを察知した相手はすぐさま魔ま法ほうを発動。

「うおおっ!?」

「ひゃあ～～～っ!?」

　突とつ如じよ足元から発生した衝しよう撃げき波はにより、宙高く舞まい上げられるカルド、ケイ、ラトラ。

　それも束つかの間ま、そのまま重力に従い地面に叩たたきつけられた。

「なんでもありかよ、ヤロォッ……！」

　ロクに受け身もとれなかったカルドは、全身を打ちつけられたダメージで、体が言う事を聞かない。ラトラとケイも同様だ。

　それでもカルドがなんとか起き上がろうとしている中、殺人鬼きはもう片方の手の指先に、再びあの蛍ほたるの光を灯ともした……

「ようやく〝探し物〟が見つかったし、ここは盛せい大だいに祝いの花火でも上げるとするかァ……」

　言いながら、殺人鬼きの指先はリムの口に狙ねらいを定める。

「テメェ、何をする気だ……！」

　カルドはなんとか頭だけ上げ、殺人鬼きに叫さけぶ。

　それに対し、かの男はねっとりとした陰いん鬱うつな笑えみを浮うかべ、こちらへ顔を向けた。

「だから花火を上げるんだよォ、この嬢ちゃんでさァ。昨日みたいによォ……！」

「なッ……」

　その言葉に、カルドの脳のう裏りに昨日目もく撃げきした凄せい惨さんな殺害現場がよぎる。

　体内から直接爆ばく破はされたように、粉々になった肉にく塊かい……あれは、殺人鬼きの言う〝花火〟の跡あとだったのだ。そして、あの男はここで再び、あの惨さん劇げきを再現しようとしている。

　……今度は、リムの体を使って。

「あっ、ぎぁっ……ああぁぁっ……！」

　リムは何をされるのかを悟さとり、大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべて、絞しめられた喉のどで必死に叫さけぶ。

　覚かく悟ごは本物だったかもしれないが、死を前に平静でいられる者はめったにいない。

「リムゥッ！」

　ケイも今はまだ動ける状態ではなく、叫さけぶ事しかできなかった。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。カルドは咄とつ嗟さに銃じゆうを殺人鬼きへ向けようとするが、痺しびれたように手は震ふるえ、ロクに動かない。とても照準をつけられる有り様ではなかった。

「くそったれがァ……！」

　そんな自身の体ていたらくと目の前の犯人を呪のろい、慟どう哭こくするカルド。

　その間にも、殺人鬼きはリムの顔を力ずくで固定し、その口に指を伸のばす。

「……すけて！　助けてぇっ！」

　喉のど元もとまで迫せまる死神の鎌かまを前に、リムは理性が弾はじけたように悲鳴を張り上げた。

　その声に応える事は、残念ながらカルドにはできない。

　……が、その瞬しゆん間かん、彼の横を何かが通り過ぎた。

「ぎゅぶげェッ……!?」

　直後、すり潰つぶされたような声を上げ、吹ふき飛とぶ殺人鬼き。

　器用に空中で体を翻ひるがえし、軽かろやかに降り立つ一人の影かげ……その正体は誰だれあろうラトラである。

　さっきまでカルドの傍そばで伸のびていたはずが、彼女は目にも止まらぬ速さで飛び出し、殺人鬼きに疾しつ風ぷうのような跳とび蹴けりを浴びせたのだ。

　殺人鬼きに拘こう束そくされていたリムは解放され、そのまま倒たおれ込む。

　……それは、配属初日に街で酔よった冒ぼう険けん者を打ちのめした時を彷ほう彿ふつとさせる鮮せん烈れつな一幕だった。今度は過か剰じよう介かい入にゆうでも横暴でもない。紛まぎれもなく、〝正義の味方〟の所業である。

　少なくとも、カルドにはそのように見えた。

　一方、殺人鬼きは強きよう烈れつな一いち撃げきを受けたにもかかわらず、存外あっさりと立ち上がる。

　過か剰じよう分ぶん泌ぴつされたアドレナリンによって、痛覚がマヒしているかのようだった。

「デメェァァッ！」

　景気よく鼻血を吹ふき出だしながら、反はん撃げきに転ずる殺人鬼き。

　ありったけの魔ま力りよくを解放した彼の周りに、無数の火か炎えん弾だんが出現。殺人鬼きの身み振ぶり一つで、それらは意思を持ったかのようにラトラへと襲おそい掛かかる。

「こんなものォッ！」

　しかし彼女に動どう揺ようはなく、相手の攻こう撃げきめがけてダッシュ。進路上に殺さつ到とうする火か炎えん弾だんを次々と剣けんで振ふり払はらいながら、猛もう然ぜんと殺人鬼きめがけて駆かけ抜ぬける。

「調子に乗りやがってェ～～ッ！」

　ますます激情に駆かられてさらに火か炎えん弾だんを繰くり出だす殺人鬼きだが、それでもラトラの勢いは衰おとろえない。背後にいるリムを守るため、敵の攻こう撃げきをあえてよけず、すべて剣けんで払はらっていく。

　そして、一いつ瞬しゆんも足を止めずその動作を繰くり返かえしながら、ついに殺人鬼きの眼前へと迫せまった。

「でやあああァァッ！」

　間合いに入った瞬しゆん間かん、一いつ切さいの躊躇ためらいなくラトラは殺人鬼きを強きよう襲しゆう。

　剣けんではなく、もう片方の手に握にぎった鞘さやによる一いち撃げきを浴びせた。

「ぎひィッ……！」

　これに殴なぐり飛とばされ、殺人鬼きはその場に尻しりもちをつく。

　ラトラの目的は、犯人を殺す事ではない。

　ゆえに剣けんは使わず、鞘さやによる殴おう打だだけで相手を行動不能にするつもりなのだ。

「なんなんだ、アイツ……」

　目の前で繰くり広ひろげられる光景に、カルドは目を疑う。

　今のラトラは、これまでとまるで別人……いや、もはや人にん間げん離ばなれしていた。そこに、これまでの訓練で感じた頼たよりなさは微み塵じんもない。

　同時に、カルドは彼女の体内で驚おどろくべき変化が起こっているのを察知していた。

「これで終わりよ……！」

　一方、ラトラは困こん惑わくするカルドに気づかず、殺人鬼きを捕ほ縛ばくするため一歩一歩と詰つめ寄よる。

　その慢まん心しんからか、彼女はここぞとばかりに大おお仰ぎように鞘さやを振ふり上あげる。

　それは、まだ余力のある相手に対してあまりに致ち命めい的なミスだった。

「あ、バカ……！」

　カルドが気づいた時には、もう遅おそかった。

「調ォ子に乗るなァッ、クソバカがァァァッ!!」

「なっ、きゃぁぁっ!?」

　案の定、怒いかりのままに魔ま力りよくを解放した殺人鬼きの反はん撃げきを、ラトラはまともに浴びてしまった。

　白い炎ほのおのようにも見える高こう濃のう度どの魔ま力りよく波……極低温の冷気がたちまち彼女を包む。

　……第二の事件で使用された、相手を氷像同然にまで凍いてつかせる氷結魔ま法ほうだ。

　ラトラが動きを止めるや殺人鬼きは立ち上がり、彼女へと近付く。

　それに対する反応はなく、彼女は全身にすっかり霜しもが降りた状態で静止していた。

　──調子に乗ったところで、敵の意外な反はん撃げきを受ける……

　昨日、カルドが忠告した最悪の展開が、そのまま実現した形となった。

「ケケケ……こうして見るとなかなか上玉だが、オレに歯向かった以上、タダじゃおかねぇ。蘇そ生せいの余地もないくらい、バラバラに砕くだいてやるよォ！」

　クケケケカカカカッ！　と、辺りに殺人鬼きの狂きよう気きと歓かん喜きに満ちた笑い声が響ひびき渡わたる。

　その様を間近で見せつけられているラトラは、表情一つ動かさない……

「──まだ、まだァ……！」

　──はずが、氷が張った唇くちびるを上下させ、明確な怒いかりを吐はき紡つむいだ。

　そのまさかの事態に殺人鬼きが硬こう直ちよくしたのも束つかの間ま、彼の腹に鞘さやがめり込む。

「ゲブゲェェ!?　バダガァッ……！」

　えぐり込むような痛つう烈れつな鞘さやの一いち撃げき。それは確かにラトラの攻こう撃げきだった。

　彼女は全身に霜しもが降りたその状態で、再び動き出したのだ。

「ギヒッ、ヒィィィィィッ!?　そんな、そんなバガなァァァァッッ!?」

　その様に心の底からの恐きよう怖ふを吐はき出だし、逃のがれるようによろよろ後あと退ずさりする殺人鬼き。

　相手の死を確信していた彼からすれば、それは死体が動き出したも同然の衝しよう撃げきであろう。

　実際、ラトラは俯うつむき加減で表情を覗のぞかせず、まるでゾンビのように挙動がぎこちない。

「許ゆるさ、ない……アンタだけは……絶対に……」

　……けれど、止まらない。一歩ずつ一歩ずつ、ゆっくりだが確実に殺人鬼きへと迫せまる。

　凍こおった表皮が振しん動どうでひび割れ、血がにじんでもかまわず、その歩みを止めなかった。

「ぐ、来るなァッ！　来るなァァァッ!!」

　氷のように冷えながら、それでも猛もう火かの闘とう志しをぶつけてくる相手の気き迫はくに圧あつ倒とうされた殺人鬼きはもはや魔ま力りよくを練る余よ裕ゆうもなく、迫せまり来る亡もう者じやの如ごとき騎き士しを前に身動きがとれない。

　その彼を、ラトラはやがて間合い内に捉とらえた。

　許されざる罪つみ人びとに、裁きの剣けんがゆらりと掲かかげられる。

　……そう、剣けんだ。

　今のラトラには、この殺人鬼きに対する憎にくしみを自制するだけの理性は残されていない。

　そんな、文字どおり氷のように冷たい殺意が、今の彼女の姿から感じられた。

「アッ、アアアアアアアアァァァァァァァッ」

　これまで多くの命を刈かり取とりながら、己おのれの命を惜おしむ男の断だん末まつ魔まの叫さけび。

「やめろッ、ラトラァッ！」

　そして、彼女に手を汚よごさせまいとするカルドの叫さけび。

　それらに耳も傾かたむけず、怒いかりの騎き士しの刃やいばが振ふり下ろされる……




　──事はなかった。




「……ア？」

　しばらくして、いまだ自分が無事な事を訝いぶかりながら、目の前を凝ぎよう視しする殺人鬼き。

　彼の脳天の一寸先の位置で、剣けんは止まっていた。

　それを握にぎるラトラは、そのままの姿勢で微び動どうだにしない……

　トドメの瞬しゆん間かん、彼女を蝕むしばんでいた氷の魔ま力りよくはとうとうその全てを凍いてつかせたのだ。

　剣けんを構えたまま、ほのかな冷気に包まれ佇たたずむ、真っ白な氷像。今なお憎にくむべき敵を睨にらむその形相とは裏腹に、そこにはもう勇ゆう猛もうな女騎き士しの意識は感じられなかった。

「な、なんだァ、ようやく一片ぺん残らず凍こおったのかァ……驚おどろかせやがってェ……」

　それを確かく認にんした殺人鬼きに、再び笑えみが戻もどる。もはや彼を脅おびやかす者はいない。

「残念だったなァ、クソ女ァ……今楽にしてやるよォッ!!」

　粉々に砕くだけば、万が一の蘇そ生せいも不可能……宣告どおり、殺人鬼きはラトラの息の根を止めるべく、魔ま法ほうで強化した拳こぶしを振ふり上あげた。

　にっくき騎き士しへの逆ぎやく襲しゆう……彼の意識は、完全にそれにのみ凝こり固かたまっていたのだ。

「ぎぁっ……!?」

　──そんなヤツを仕留めるのは、実に容易たやすかった。

　殺人鬼きは突とつ如じよ、体を痙けい攣れんさせ動けなくなる。カルドが放った麻ま痺ひ弾だんが命中したのだ。

「クソはテメェだよ……」

　冷ややかに吐はき捨すて、カルドは《魔光銃ワイズマン》を下ろす。

　ラトラが奮ふん闘とうしている間、彼女を助けるため冷静に体力の回復を待っていたカルドだが、それが最後の最後で間に合った形だ。

　とはいえ、一時的に行動不能にしただけ。三分もすれば、効果は切れるだろう。

　……もっとも、カルド自身が手を下す必要はもうなかった。

「──よぉ、さっきはずいぶんと熱ねつ烈れつな挨あい拶さつをしてくれたなァ」

　ぬぅっと、ラトラの横から現れる大きな人ひと影かげ……

　──レオヴァルトは怒いかりの形相で首や手をコキコキ鳴らしながら、殺人鬼きを睨にらむ。

「ひ……ひゃ……たしゅけ……」

　その威い容ように、ロクに動かない顔を恐きよう怖ふに歪ゆがめ、許しを乞こう殺人鬼き。

　が、今さらそんなものが通用する道理はない。

「命いのち乞ごいなら夢の中ででもしてろォォッ!!」

「ぶぼォッ!?」

　直後、彼の顔面をレオヴァルトの拳こぶしが穿うがち、その身を盛せい大だいに吹ふっ飛とばした。

　そのまま壁かべに叩たたきつけられ、ぴくりとも動かなくなる殺人鬼き。

　完全に殺しかねない威い力りよくであったが、レオヴァルトが本気なら相手の頭は粉々になっているだろう。あれでも力を抑おさえ、意識だけを一いつ瞬しゆんで刈かり取とるよう加減したのだ……たぶん。

「ケイ、リム、無事か？」

「レ、レオヴァルトさん……！　はい、オレもリムも無事です！」

　レオヴァルトの呼びかけに、涙なみだぐみながら歓かん喜きの声を上げるケイ。体が動くようになると、すぐ駆かけつけたのだろう。その腕うでの中には、リムの姿もあった。

　彼女はすっかり泣きじゃくっていて話す余よ裕ゆうもないが、命に別状はなさそうだった。

「そっちは大だい丈じよう夫ぶそうだな。だが……」

　二人の無事に安あん堵どしたのも束つかの間ま、レオヴァルトは険しい顔で傍かたわらに目をやる。

　それと同時に、カルドも駆かけよった。

　全身を凍こおらされ、一人だけ時を止めたままのラトラのもとへ……

「バカヤロォ……！」

　その様を改めてまざまざと目まの当あたりにし、歯を嚙かみしめるカルド。

　単なる大怪け我が程度なら、すぐ救命に奔ほん走そうするだろう……が、これは問題外だ。

　まだ命はあるかもしれないが、この状態から回復させるには相当強力な治ち癒ゆ魔ま法ほうが必要……

　この場の誰だれ一人ひとり、そんな芸当はできない。

　……ラトラを救う手立ては、もはやない。

「──わたしに、やらせてください」

　が、その不可能に対して名乗りを上げる者がいた。

　いまだ名前も知らない、さっき出会ったばかりのあの少女である。

　彼女は誰だれが止める間もなくラトラの傍そばに歩み寄り、腰こしを下ろした。

　ゆっくり手を組み、恭うやうやしく目を閉じながら顎あごを下げる……その様は、天に祈いのりを捧ささげる修道女そのものだった。

　だが、彼女が始めたのは、無言の祈いのりではない。

　──やがて、歌が聞こえてきた。

　水のように透すきとおり、心に直接響ひびくような清らかな声……

　神への感謝、命の賛美、慈いつくしむ事の尊さを歌ったそれは、修道会の聖歌のようであった。

　美しく、重じゆう厚こうな響ひびきを纏まとった声で歌う彼女の体が、ほのかな光を帯び始める。そして次し第だいに、それはラトラの体をも包つつみ込んだ。
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　──やがて歌が途と切ぎれると、一ひと際きわ眩まばゆい光が辺りを照らす。

　……すぐにそれは収まったが、正直いまだに夢を見ているような気分だった。

「なんてこった……」

　思わず、すっかり力の抜ぬけた声を漏もらすカルド。さっきまでただの氷像と化していたラトラが、氷のひとカケラもない元の姿で目の前に佇たたずんでいたのだ。

　いまだ静止したままではあるが、光を失っていた瞳ひとみにもみるみる生気が戻もどっていく。

「ん……んえっ!?」

　その途と端たん、止まっていた時が動き出したように、ラトラは虚こ空くうに向けて剣けんを振ふりぬき、そのまま勢い余って倒たおれてしまった。

「たた……いったいどうなってんの！　犯人は!?」

　その場にへたり込み、戸と惑まどいながら辺りを見み渡わたすラトラ。

　彼女にしてみれば、突とつ然ぜん目の前から相手がいなくなったのだから、無理もあるまい。

「……犯人なら、そこでのびてるよ」

　そんなラトラに一声掛かけるや、カルドはすぱーんと彼女の頭をはたいた。

「いったぁ～～っ！　何すんのよ、いきなり！」

「うるせぇっ！　こっちの気も知らねぇで能天気に振ふる舞まいやがって！」

　彼女には、死にかけていたという自覚がまるでなかった。

　気が動転するあまりつい手は出たが……それでも、カルドは心の底から安あん堵どしていた。

「よかっ、た……」

　功労者たる少女も安あん堵どの笑えみを浮うかべたと思うと、今のでひどく消しよう耗もうしたのか、その体がふらりとバランスを崩くずしてしまう。

　その身をすかさずレオヴァルトが抱だきかかえる。どうやら、気を失ったようだ。

「いったい、何者なんだこの娘むすめは……俺の傷もこの娘むすめが治してくれたんだが、まさかあんなガチガチに凍こおった人間まで一いつ瞬しゆんで元に戻もどすとはな。とんでもない治ち癒ゆ力の持ち主だ……」

「そうか、オメェもか……」

　であるなら、レオヴァルトがこれだけピンピンしているのも納なつ得とくだ。

　彼もまた、時間を置けば命の保証はできないほどの重傷を負っていたのだから。

「どうする、この娘むすめ……冒ぼう険けん者のようなら、ギルドで預かる事もできるが」

「いや、その娘むすめに関しては気になる事が、山ほどある。一いつ旦たんウチで話を聞きたい……その前に、まずはシミッツにでも診みてもらうかね」

「そうか……ま、アイツのところなら心配はいらんか。こっちの目的は果たせたし、後の事はお前らに任せるさ」

「ラトラ、オメェも一応シミッツに診みてもらえ……オメェはオメェで、腑ふに落ちない事を散々やってくれたからな」

「それよりいったい、何がどうなったのよ！　説明くらいしてよ！」

「ソイツはあとでゆっくり話してやる、今はおとなしくしてろ」

　……曲がりなりにも、ラトラが死にかけていたのは事実だ。状じよう況きようが判然としない今、彼女も安静にしておくのに越こした事はないと思った。

　そうやって彼女をなだめていると、カルドは不意に気まずげな視線を感じる。

　目をやると、落ち着きを取とり戻もどしたケイとリムが、ラトラを見ていた。

「……何よ、またあたしを役立たずだって蔑さげすむつもり？」

　彼らの視線の意図を図はかりかね、ラトラがやや喧けん嘩か腰ごしで応対する。

　被ひ害がい妄もう想そうも甚はなはだしいが、今はツッコまないでおく。

「言いてぇ事があるなら言っとけ、このバカははっきり言われないとわかんねぇぞ？」

　その代わり、カルドは何かを言いあぐねているケイたちにはっぱを掛かけた。

　それにしばらく、言葉を探さぐるようにもじもじと視線を泳がせるケイであったが、やがて意を決したようにこちらを──いや、ラトラをしっかりと見つめる。

「あ、あの……リムを助けてくれて……その、ありがと」

　最後には視線を背そむけてしまったが、それでも彼はようやくその言葉を絞しぼり出だした。

　それに合わせ、リムも言葉にはしないものの、遠えん慮りよがちにぺこりと頭を下げる。

「え……」

　その、思いもよらない感謝の言葉にラトラは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったように呆ほうける。

　ケイの言葉は少し素す直なおではなかったが、それは彼女に初めての感かん慨がいを与あたえたのだろう。

「正義の道も一歩から……最初はこんなもんでいいんじゃねぇか？」

　少し茶化すつもりで、呟つぶやくカルド。ラトラは相変わらずぼけーっとしていたが、自らの成した成果に対して徐じよ々じよに実感がわいたように、うっすらと満足の笑えみを浮うかべた。

　それをカルドも満足げに見ていると、レオヴァルトから不意に笑えみが零こぼれる。

「シミッツが焚たきつけたとは聞いていたが、まるで昔のお前を見ているようだな……そうやって誰だれかの世話を焼いているのを見ると、一いつ緒しよに探たん索さくをしていた頃ころを思い出すよ」

　思い出に浸ひたるような軟やわらかな口調で、そう語るレオヴァルト。

　しかし、その話になった途と端たんカルドはぴくりと表情を強こわ張ばらせた。

「あなたたちが一いつ緒しよに探たん索さく？　なんで？」

「なんでも、なにも……カルドは元冒険者だぞ。聞いていなかったのか？」

　──あまりに唐とう突とつに、その事実は明らかにされた。

　ラトラにとっては、寝ね耳みみに水の話だ。ぱちくりと目を見開き、茫ぼう然ぜんとする。

「カルドが元冒ぼう険けん者……？」

　そんな彼女に対し、カルドはなんとなく気まずくなり、視線を逸そらす。

　……別に隠かくすような事ではなかったが、これまでの状じよう況きようが状じよう況きようだけに進んで言えるような機会がなかったのだ。

　しかし、こうしてバレてしまった以上、シラを切る事はできない。

　何より、カルドは既すでにラトラの過去のおおよそを知っているのだ。

　ならば、自分が何も話さないのはフェアではない……そう思った。

「……知りたいなら、それも道すがら聞かせてやる。行くぞ」

　ややばつが悪そうなレオヴァルトや戸と惑まどうラトラを尻しり目めに、カルドは例の少女を抱だきかかえて歩き出す……新たに得たこの〝相棒〟に、今こそ己おのれの過去を明かす決意を固めて。











第三章　少女と銀ぎん狼ろう









　──気を失った殺人鬼きを確保後、カルドたちはダンジョンから離り脱だつ。

　レオヴァルトたちと別れると、詰つめ所しよで簡単な報告と被ひ疑ぎ者しや拘こう留りゆうの手続きを済ませる。

　あとは元々事件を担当していたヴェルサたちに委ねられ、取り調べが始まるだろう。

　できればそれに立ち会いたいところだが、カルドには他にやる事がある。

　今回保護した少女……あの殺人鬼きに狙ねらわれていた以上、何らかの関係があるに違ちがいない。

　一刻も早く話を聞きたいが、まずは気を失った彼女の容態を調べるため医者に診みせる必要があった。あえてダンジョンの医務室を使わないのは、少女の特とく殊しゆ性ゆえだ。

　瀕ひん死しの人間を一いつ瞬しゆんにして全快させるほどの治ち癒ゆ力……公共の施し設せつを使って、それがむやみに表おもて沙ざ汰たになるような事は避さけたい。

　だから、口の堅かたい裏の人間の方がかえって信しん頼らいできるという判断だ。それはゴートも同意見で、あっさりと許可をくれた。

　特とく殊しゆ性が高いのは、迷めい宮きゆう騎き動どう小隊も同じ。通常の部隊では問題となるような行こう為いも、ここでは珍めずらしい事ではない。帝てい国こく騎き士し団本部のお偉えらいさんにバレないのが前提ではあるが……

　そうして、カルドはいまだ眠ねむる少女を背負い、シミッツの診しん療りよう所へと向かう運びとなった。

　ラトラとはしばらく互たがいに口を閉ざしていたが、おもむろにカルドは口火を切る。

　……さきほど約束したとおり、それはカルド自身の話だった。

「──俺が冒ぼう険けん者になったのは、オメェと同じ十五の頃ころだ……つっても立派な目的はなく、あの駆かけ出だしたちみたいに、生きるため仕方なく冒ぼう険けん者になったってところだ」

　ラトラはいつものように突つっかかる事なく、神しん妙みように話を聞いている。

　当時のカルドはただ生きるのにがむしゃらだった。誰だれかを頼たより、構う余よ裕ゆうもなく、単独で探たん索さくをし続けていたのだ。

　ダンジョンでの探たん索さくは基本、三人以上のパーティーを組むのがセオリー。互たがいにフォローする事を徹てつ底ていしなければ、生き延びる事は難しい。

　しかし、カルドはそのダンジョンで、数年だがたった一人で生き延び続けた。

　生まれながらの狡ずる賢がしこさと悪運の強さに依よるところが大きいだろうが、決死の探たん索さくの中で堅けん実じつに鍛きたえ上あげた身体能力と技量が、突とつ出しゆつした力を持たなかった彼を一流のワンマンアーミーへ変えたのだ。

　過去、様々な地域のダンジョンを渡わたり歩あるき、時折報ほう酬しゆうと引ひき換かえにパーティーに一時参加する傭よう兵へい業のような事までして、日々の食くい扶ぶ持ちを稼かせいでいた。

「そんな荒すさんだ生活が当たり前になっていた俺は、今から五年前、このアンヘルにやって来た……そして、ダンジョンで一人の冒ぼう険けん者と出会ったんだ」

〝彼女〟は、それまでカルドが見てきた冒ぼう険けん者とは、かなり毛色が違ちがっていた。彼女は財宝に目もくれず冒ぼう険けんを楽しみ、ダンジョンを、そして冒ぼう険けん者を愛していたのである。

「……俺も含ふくめ、ダンジョンに入る冒ぼう険けん者はだいたい金が目的だ。普ふ通つうのやり方じゃ生きるのも難しいヤツらが最後に辿たどり着つく、命いのち懸がけの大博打ばくち……それがダンジョン探たん索さくだ。なのに、アイツ……〝いつか、ダンジョンで誰だれも見た事のない最高の景色を見るのが夢〟なんて、のたまいやがった。それまで俺が出会った誰だれ一人ひとりとして見せた事がない、とびっきりの笑え顔がおでな」

　カルドにとって、そんな彼女との出会いは鮮せん烈れつなものだった。

　ダンジョンの知識も豊富で、勝手にカルドについてきては、様々なうんちくを聞かせてくれた。今の彼が持つ知識の大半は、彼女からの受け売りだ。

　最初は目め障ざわりだったが、助けられる事もしばしばあり、いつしかカルドはずっと以前からそうだったように、自然と彼女と一いつ緒しよに探たん索さくをするようになっていた。

　……そして、気づけばカルドも彼女と同じ想おもいを抱いだくようになっていったのだ。

「──いわば、ソイツが俺にとって最初の〝相棒〟だったってとこだ」

　呆あきれるほど陽気で社交的だった彼女に引っ張られる形で、他冒ぼう険けん者との交流も増えていき、行きずりではあるがパーティーを組んで探たん索さくする事もあった。

　レオヴァルト……それに、当時は冒ぼう険けん者だったシミッツもその頃ころからの仲だ。

　彼女に感化され、カルドも冒ぼう険けん者との付き合いに慣れていき、頼たより、構うのに抵てい抗こうがなくなっていった。その頃ころの自分は心の底から冒ぼう険けんを楽しんでいたのだろうと、カルドは思う。

　いまだ持ち続けているあの剣けんも、冒ぼう険けん者時代からの物。だから、手放せないでいた。

　ガラにもなく女め々めしいと、自分でも思うが……

「あんたがなにかと人の世話を焼くのも、その相棒の影えい響きようだったってわけね」

「強きよう烈れつな存在感を持ったヤツだったからな……俺もすっかり染まっちまったってわけだ」

「で、その相棒って今はどうしてるの？」

　これまで思い出に浸ひたるようにつらつら語っていたカルドであったが、ここに及およぶと不意に表情に影かげが差し、口も重くなる。

「……さてな。いろいろあって、もう一いつ緒しよじゃねぇ……」

　現状、彼女に関してカルドから言えるのはそれだけだった。そんな消極的な態度から、ある程度の事情を察したように、ラトラも気を利きかせてそれ以上追つい及きゆうしない。

「ソイツがいなくなってから、どうにも気が抜ぬけちまってな……それまでの日々がまるで夢だったようにレオヴァルトたちとも疎そ遠えんになって、また一人に逆ぎやく戻もどりだ」

　べつに、冒ぼう険けん者やダンジョンに愛あい想そが尽つきたのではない。ただ単純に、彼女なしで自分はどう振ふる舞まうべきなのかわからず、人の輪に入る事ができなかったのだ。

　今から三年前、目的もなくダンジョンを探たん索さくする日々が続いた頃ころ、一人の騎き士しが現れた。

　──現在の上司である、ゴート＝ジヴァルである。

『君が、カルド＝ウォーカーくんだね？　噂うわさはかねがね聞いているよ。だいぶ窮きゆう屈くつにしているようだけど、いっその事、〝迷めい宮きゆう騎き士し〟にでもなってみない？』

　そのオッサンは、今と変わらぬ飄ひよう々ひようとした態度で、いきなりそんな事を言ってきた。

　当時、この街に発ほつ足そくしたての迷めい宮きゆう騎き動どう小隊は、冒ぼう険けん者との連れん携けいを密にすべく、経験豊富で彼らとの橋はし渡わたしもできる人材を探していた。そのために、カルドが見み出いだされたのである。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て、カルドはその話を受ける事にした。

　かつての相棒が愛し、自らも愛着が湧わいていたダンジョン……

　延ひいては冒ぼう険けん者たちへの未練からここを離はなれる事ができないでいた彼にとって、それは悪い話ではなかったのだ。

　迷めい宮きゆう騎き士しになれば冒ぼう険けん者と距きよ離りを置いたまま、彼らを見守り、助ける事ができる。

　そう考え、カルドは騎き士しという第二の人生を歩み出す決意をした。

「そうして、俺は〝名めい誉よ騎き士し〟になった。公おおやけには正騎き士しと名乗っちゃいるがな……ちなみに、ヴェルサもそうだ。ま、アイツがまともな騎き士しだなんてハナから誰だれも思わんだろうが」

　騎き士しは本来、大都市の騎き士し学校や地方訓練所の卒業生のみに与あたえられる資格だ。地方の訓練所にせよ、入るにはそれなりの資産が要いる……小さな村の出身者には縁えんのない話である。

　名めい誉よ騎き士しとは正規の教育を受けていなくても、特例で騎き士しに選ばれた者の事だ。カルドもヴェルサも、その能力を認められて抜ばつ擢てきされ、正騎き士し相当の身分を手に入れたのである。

　──しかし、騎き士しになったものの、カルドには問題があった。

　迷めい宮きゆう騎き士しとしての能力も気き概がいもそれなりにあるし、ダンジョンを悪用する犯罪人たちへの義ぎ憤ふんもあった。しかし、かつての相棒との別れから生じた心の穴は予想以上に大きく、他の誰だれと組んでも心を開けず長続きしなかったのだ。

　まともに仕事もできず、いつしか気楽な立場に甘えるようになっていた。

　が、そんなカルドの前に、どうしても放っておけない新たな〝相棒〟が現れた。

「……アイツ以来だったよ、しばらく傍そばにいたいと思ったヤツは。オメェほど情じよう緒ちよ不安定ではなかったが、アイツはアイツで純じゆん粋すい過ぎてどこか危なっかしかったからな……」

　ラトラと彼女はタイプこそまったく違ちがうが、根っこの部分は非常によく似ていた。

　どちらも、己おのれの信念に向かってひたむきに生きている……そんなまっすぐな姿勢が、昔も今も、カルドの目には眩まばゆく映ったのだ。

「……ただ、俺はアイツの行く先を見届けられなかった。アイツと一いつ緒しよにいれば、いったいどんな最高の景色が見られるのか、わりと期待していたんだがな……」

　いつしか彼女を見守り、手助けする事こそが、当時のカルドの目標になっていたのだ。

　今のアシスト主体の戦術と思考も、その過程で自然と身についた物である。

　その目標を失って数年……彼に今、新たな目標ができた。

「べつに、オメェをアイツの代わりだなんて思ってるわけじゃねぇ。ただ、久々に〝一いつ緒しよに同じ景色を見てみたい〟と思えるヤツに出会った……それだけだ」

　ラトラの行く先……この荒こう唐とう無む稽けいなじゃじゃ馬が正義の騎き士しとなって、何を成すのかを見てみたい。それが、ラトラの夢を聞いた際にカルドの胸の内に芽生えた願望だった。

　その想おもいを誠心誠意伝えるべく、真顔でラトラの顔を見み据すえ、神しん妙みように告げる。

　急に見つめられたからか、ラトラはびくっと震ふるえ、気まずげに顔を逸そらしてしまう。

　その様に、ふと笑えみが零こぼれた……自じ嘲ちようの笑えみだ。

「ま、信じてくれなくてもいいぜ……オメェが嫌きらいな冒ぼう険けん者だった上、こんないいかげんな男の言葉だ。さぞ、胡う散さん臭くさいだろう」

「べつに、そんな事思ってないし……」

　カルドの卑ひ屈くつな言葉に、ラトラは依い然ぜん目を合わせないまま、もじもじとそれだけ漏もらす。

　やがて、腹をくくったようにこちらへ遠えん慮りよがちに振ふり向むいた。

「こっちはむしろスッキリしたわよ、あんたの事が知れて……あんたがいいかげんな男なのは百も承知、でもそれ以上に〝いいヤツ〟だってのは十分わかったつもりよ。冒ぼう険けん者も悪いヤツばかりじゃないのもわかったし……だから、妙みような遠えん慮りよは迷めい惑わく。もっと堂々としなさい！」

　照てれ隠かくしのように最後には説教がましくなり、ぷいっと顔を逸そらしてしまうラトラ。

　彼女にとって精せい一いつ杯ぱいの本音……本人も恥はずかしさからか、耳が真っ赤になっていた。

　これにカルドはふっと口元をゆるめる。今度は安あん堵どの笑えみだ。

「わかったよ、俺もこれでスッキリした……」

　これまで意固地に背負い続けていた重荷を下ろし、ようやく素す直なおな気持ちで歩み寄れた……カルドはそんな手ごたえを感じていた。

　そして、それは今の目標に向かって改めて踏ふみ出だす決意となる。

「さて、じゃ頑がん張ばるとするか。オメェを正義の騎き士しにするために……その糸口も、ようやく見えてきたよ」

「……へ？」

　──先の戦せん闘とうで、カルドはラトラの体に隠かくされた〝秘密〟を垣かい間ま見みた。

　たぶん本人も気づいていまい……彼女は言葉の意図を図はかりかね、ぽかんと口を開けている。

　カルドは自分の考えの確証を得るため、シミッツの元へと急ぐのだった。







　うんざりした顔でカルドたちを出で迎むかえたシミッツだが、話を聞くと行動は迅じん速そくだった。

　少女を直ちに、治ち癒ゆ魔ま法ほうで治ち療りよう。その後も意識は戻もどらないが命に別状はなく、倒たおれた原因はただの過労のようだった。いずれ、目を覚ますそうだ。

　そんな彼女をひとまず診しん察さつ室のベッドに寝ねかせると、次はラトラの番だ。

　少女の隣となりのもう一台のベッドには既すでにラトラが横たわり、検査の準備ができていた。

　シミッツは彼女の腹部を中心に、自身の魔ま力りよくを薄うすく纏まとわせた手をかざして調べていく。

「……何してんの、これ？」

　もう十分近く、黙もく々もくと丹たん念ねんに精査するように、手を動かすシミッツ。

　その沈ちん黙もくに耐たえかねて、ラトラはたまらず口を開く。

「だから、検査だよ。オメェの魔ま力りよくを調べるためのな」

　それに答えたのは、カルドだった。

「あたしの魔ま力りよくを？」

　魔ま力りよく検査自体は、べつに珍めずらしい物ではない。特に国家勤務の戦せん闘とう職に当たる騎き士しにとって、戦せん闘とう力に直結する魔ま力りよくは非常に重要だ。ゆえに、騎き士しを志す者はその過程で例外なく、この検査を何度か受けている。カルドも迷めい宮きゆう騎き士しになる際に、一度受けさせられたくらいだ。

　しかし、今ラトラが受けているのは、一いつ般ぱん的なそれとは違ちがう。

　普ふ通つうは、目で見ただけで相手の体内に秘められた魔ま力りよくを測定できる〝魔ま力りよく視〟の技能を持った魔ま導どう士しが行うものだが、シミッツにそんな技能はない。

　今やっているのは、自らの魔ま力りよくと相手の魔ま力りよくを共きよう振しんさせ、返ってくる波の強弱からその魔ま力りよく量を測定するという検査方法である。

　魔ま力りよく視のような特とく殊しゆ技能がなくとも技量次し第だいで誰だれでもできる検査法ではあるが、繊せん細さいな魔ま力りよく制せい御ぎよとセンスが求められるため、高い精度でこれができるのはシミッツをはじめとした、卓たく越えつした技量を持つ一部の魔ま法ほう医だけである。

　しかし、直接肌はだに触ふれないとはいえ、魔ま力りよくによる接せつ触しよくは他者の内面そのものに触ふれるのと同義。相手には、体の中を直接触さわられるような異様な不快感が付つき纏まとうという。

　ラトラも例外ではなく、なるべく顔には出すまいと我が慢まんしてはいるが、相当のくすぐったさからたまに小さな声を漏もらしていた。

「ん……こんな事までして、あたしの魔ま力りよく調べてどうすんのよ」

「オメェの〝本当の力〟を確かめるんだよ。今日、あの殺人鬼き野や郎ろうを追いつめた、あの力の正体をな……」

　自らの油断から最後は追いつめられたとはいえ、それがなければラトラは確実に、あの強大な魔ま法ほうを操あやつる相手を圧あつ倒とうしていただろう。

　ところが、本人は途と中ちゆうからその自覚がいまいちないらしい。

　火事場のバカ力、或あるいは無む我がの境地……いずれにせよ、カルドはその原因がラトラの魔ま力りよくにあるものと推測し、こうして検査を依い頼らいしたのだ。

　やがてそれも終わり、シミッツは気だるげな息を零こぼしながら、手をどけた。

　よほど難航したのか、彼にしては珍めずらしく、顔に少し疲つかれが見えていた。

「──結論から言おう。普ふ段だんは活性化していないが、君は潜せん在ざい的に常人をはるかに凌しのぐ魔ま力りよく量を持つ特異体質らしい。平均水準の魔ま導どう士し四、五人分……いや、それ以上か」

　それもすぐに消え、その事実はあっさりと告げられた。

「はっ？　四、五人分……？　このあたしに……」

「おいおい、稀き代たいの大魔ま導どう士しレベルじゃねぇか……」

　その事実に本人はもちろん、半ば察しがついていたカルドも改めて衝しよう撃げきを受ける。

　そんな二人の様子を配はい慮りよする事もなく、シミッツはさらにつらつらと続けた。

　彼曰いわく、その潜せん在ざい魔ま力りよくはラトラの精神状態によって、大きく出力を変えるらしい。

　普ふ段だんは常人と変わらぬ量ゆえ、通常の魔ま力りよく検査では発見されず、本人すら気づかずに過ごしてきたのだ。

　シミッツも小さな違い和わ感かんを糸口に、丹たん念ねんに調べた結果辿たどり着ついた事実だった。

「──君はここぞという時、無意識にそれを、〝身体能力の強化〟という形で、発揮してきたのだろう。普ふ通つうの人間でも怒いかりや正義感などの強い感情で多少は魔ま力りよくが上がるものだが、君はその上限が常人とは桁けた違ちがいのようだ……まったく、自分で言っててもデタラメな話だ」

「つまり誰だれかを守ったり、あの殺人鬼きみてぇなド悪党が相手だと、格段に強くなるって事か。まさしく、正義の味方のためにあるようなトンデモ能力だな……」

　最初の酔よっ払ぱらい……そして、殺人鬼きと戦った時、彼女はそれこそ常人離ばなれした動きを見せていた。特に強い怒いかりに駆かられていた後者は、フルパワーに近い状態だったのだろう。

　あの時、カルドはラトラの体内で過か剰じような魔ま力りよくが活性化しているのを察知していた。それが、氷結魔ま法ほうに蝕むしばまれながら戦せん闘とうを続けるという、常じよう軌きを逸いつした行こう為いを可能にしたのだ。

　しかし一方で、精神が動どう揺ようしている時は、常人ほどの出力もできなくなってしまう。

　今、特に精神の振ふれ幅はばが大きいラトラにとっては、非常に危あやうい能力である。

　しかし、その性質こそが彼女を救う鍵かぎにもなると、カルドは睨にらんでいた。

「その力が思いどおりになれば、本当にみんなを守れる正義の騎き士しになれるかもってこった」

「あたしが、本当に……」

　ラトラも最初は理解が追いつかず半信半疑といった様子だったが、徐じよ々じよに自身の力への期待が膨ふくれ上あがり、わくわくするように目を爛らん々らんと輝かがやかせる。

　……まずはこれでいい。ラトラが自身の魔ま力りよくを自由自在に引き出す努力をする事が、彼女の精神的成長を促うながしてくれる。それはやがて、自信にもなるだろう。

　いかなる事でも揺ゆるがない鋼はがねのような自信が、彼女が抱かかえるガラスのような心を守ってくれる。そうすれば、過度な虚きよ勢せいを張ったり、泣きつく事もなくなるかもしれない。

　ラトラの能力の成長が、彼女を理想の達成に導いてくれる……カルドはそう期待していた。

「さて、次はこちらだな……」

　言いながら、シミッツはおもむろにベッドの上の少女へ振ふり向むき、溜ため息いきを零こぼす。

「半分凍こおったまま戦い続けるのも非常識極きわまりない話だが、それを少しの後こう遺い症しようもなく完治させるなど、もはや不条理だな……いよいよ頭がどうにかなりそうだよ」

　少女が発揮した規格外の治ち癒ゆ魔ま法ほうは、凍とう傷しようどころか微び細さいな傷きず跡あとも確かく認にんできないラトラの体を直接見た事で、シミッツも大方把は握あくしている。

　それでも信じがたいとばかりに、彼は眉み間けんを押さえてただただ困こん惑わくする様子だった。

　そうしていると、それまで眠ねむっていた少女がふと目を覚ます。

　むくりと上半身を起こし、虚うつろ気な瞳ひとみであちこちを見み渡わたした。

「ここは……？」

「診しん療りよう所だ」

　目を覚ました少女に対し、即そく座ざに態度を切きり替かえ淡たん々たんと応対するシミッツ。

「診しん療りよう所……もしかして、ダンジョンの外……？」

　その言葉を吞のみ込んだ途と端たん、突とつ然ぜんスイッチが入ったように、少女の双そう眸ぼうがかっと開く。

「いけない……！　早く、ダンジョンに戻もどらなきゃ……！」

　慌あわてふためくようにベッドから降りようとするも、がくっと体勢を崩くずし、そのまま床ゆかに倒たおれ込んでしまう。少女は顔色も悪く、明らかに弱っていた。

「無理をしない方がいい、相当衰すい弱じやくしているようだ。治ち療りようはしたが、あくまで軽い応急処置だ。少々気になる事もある。よければ、少し君の体を検査させてもらいたいのだが……」

「お、お構いなく……わたしは平気ですから……！」

　言葉とは裏腹に立ち上がる余力もなく、シミッツから逃のがれるように床ゆかを這はいずる少女。

　そんな彼女の行く手を、颯さつ爽そうとラトラが封ふう鎖さ。腰こしを下ろし、手を差さし伸のべる。

「そんな体で外に出て、何ができるっての？　まずは、ゆっくり休みなさないな……そうだ、ウチに来なさいよ。狭せまくてロクな物はないけど、ご飯の味だけは保障するわよ？」

「おい」

　とんだ言い草ではあるが、ラトラはいつになく柔にゆう和わな笑えみを浮うかべ、穏おだやかに少女へ語り掛かける。その表情に影かげはなく、心の底から少女を気き遣づかっているようだった。

　それは本人にも伝わり、しばらく様子を窺うかがっていた少女が、ようやくラトラの手を取る。

「あたしは、ラトラ＝ヴァンクス。あなたは？」

「……シェミル。シェミル＝エイジ、です……」

　おどおどする一方で、相手に害意がない事を察して心を許したように、名を呟つぶやく少女。

　それにニコリと笑えみで応えるラトラに、他人に対する過か剰じような虚きよ勢せいはなく、やけに余よ裕ゆうのある様子で自然体に近い。自分より幼げな少女に気を使っているのか……

　とにかく、そんな成り行きでシェミルはひとまずカルドの家で保護する運びとなる。

　本来ならすぐに詰つめ所しよに連れて行って聴ちよう取しゆを開始するところだが、ゴートには事件の参考人を落ち着かせるためのケアとでも言っておけば、話は通るだろう。

　カルドとしても、これは邪じや魔まの入らないところでシェミルから直接話を聞けるチャンスなのだから、むしろ都合がよかった。

　シェミルの特異性を気に掛かけていたシミッツだが、多少の心残りを覗のぞかせながらも家に戻もどる事を了りよう承しよう。

　ラトラたちの診しん療りよう費をしっかりふんだくられた上で、カルドたちは診しん療りよう所を後にした。







　──カルドの家に戻もどってから話を聞くと、シェミルはここしばらくロクに食事もとらず、ずっとダンジョンを潜もぐっていたらしい。そんな状態では、固形物の摂せつ取しゆは厳しい……そこでカルドが振ふる舞まったのは、以前ラトラにも出したミルク粥がゆであった。

　最初は遠えん慮りよ深ぶかげにテーブルとにらめっこしていたシェミルだが、やがて食欲に屈くつし、スプーンを手に取ってゆっくり食事を始める。

　その過程で緊きん張ちようもほぐれ、事情を聞く事ができた。

「ふーん、あなたもやっぱり冒ぼう険けん者なんだ」

「はい、ギルドには入ってませんでしたけど……」

「そんな虫も殺せないようなナリで、冒ぼう険けん者ねぇ……仲間はいないのか？　あの治ち癒ゆ魔ま法ほうはなんだ、どうやって身につけた？」

　この少女に対する疑問は尽つきない。思い付く限りを、カルドは不ぶ躾しつけに口に出した。

　これにシェミルは途と端たんに表情を曇くもらせ、食事もぴたりと止めて黙だまってしまう。

「ちょっと、いきなりそんないっぺんに答えられるわけないでしょ！　まずはちゃんと休ませて、落ち着かせなきゃ……この子は、被ひ害がい者なのよ！」

「やけに肩かたを持つじゃねぇか。そんなに、この娘むすめが気に入ったのかい」

「そんなんじゃないわよ……よく覚えてないとはいえ、この子には命を助けられた恩がある。そんな恩人を無下には扱あつかえない……当然でしょ？」

「ふーん」

　恩人ゆえの厚こう遇ぐう……しかし、それとは別の理由があるように、ラトラは歯切れが悪かった。

「ほらほら、口に汚よごれついてるわよ。もう少し落ち着いて食べなさい」

「す、すみません……」

　それからも、変わらずシェミルの面めん倒どうを甲か斐い甲が斐いしく見るラトラ。

　ハンカチで彼女の口元を優やさしく拭ぬぐうその姿は、まるで妹を世話する姉のように見えた。

　それに思い至ると、ラトラの本心にもなんとなく察しが付く。

「……そういう事か」

　仮にもシェミルは、事件の参考人だ。それに対し情が移るのは問題があるが、私情で動くという点ではカルドも他人の事は言えない。だから、ここは大目に見る事にした。

　やがて食事も終わり、居間と隣となり合あう台所で一人後片付けに入るカルド。

　そうしているとシェミルがやって来て、おもむろに彼の手伝いを始めた。

　いくらか体調が戻もどったらしく、顔色もだいぶいい。

「アイツほど過保護に扱あつかうつもりはねぇが、もう少し休んでろ。手伝ってもらうほどの事じゃない」

「いえ、むしろこうでもしてないと落ち着かなくて……」

　言いながら食器を洗う仕草は、非常に手慣れていた。

　冒ぼう険けん者らしくない小こ奇ぎ麗れいな身なりに違い和わ感かんを抱いだいていたが、実際は家事をするのが当たり前の一いつ般ぱん的な家庭で育った事が窺うかがえる。

「あまり遠えん慮りよしないでよ、シェミル。自分の家だと思って、気軽にくつろいでいいから」

「そういう事は自分の家で言いな」

　一方、シェミルと対極を成すお嬢じよう様さまは居間のソファにふんぞり返り、すっかりリラックスしていた。この家に来てからまだ一週間ほどなのに、えらい馴な染じみようである。

「ねぇシェミル、そんな事より一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入らない？　あなた、ずっとダンジョンにいて体がホコリだらけでしょ。あたしが、洗ってあげる」

　おまけにえらく上じよう機き嫌げんに浮うわついた調子で、気軽にシェミルへそう声を掛かけるラトラ。

　しかし、途と端たんにシェミルの皿洗いの手が止まり、その表情に影かげが差す。

「いえ……お構いなく。気にせず、ラトラさんからお先にどうぞ」

「え、でも……」

「わたしは一人で平気ですから……そこまで、お世話になるわけにはいきません」

「そう……ごめんね」

　逆に気を使わせる結果になってしまった……そう思ったらしく、気落ちした様子で部屋から出ていくラトラ。

　こうまで構われれば嫌いや気けが差すのも当然だが、どうもそういうわけでもないらしい。

　黙もく々もくと作業を再開するシェミルもまた、消しよう沈ちんしたように気を塞ふさいでいた。

　望まずして他者の恩情を無下にしてしまった事に、罪悪感を覚えたように……







　それから全員の入浴が済み、ほどなくして就しゆう寝しんを迎むかえる。

　大捕とり物ものを成なし遂とげたラトラはもちろん、カルドも今日は早めに床とこに就つく事にした。

　今夜のところシェミルはラトラの寝しん室しつ──元は当然カルドの部屋だ──に簡素な床ゆかベッドを用意して寝ねる事となった。

　そうして、家から明かりが消え、夜の静せい寂じやくに包まれる。

　──それからしばらくして、夜が更ふけた頃ころ。

　この時を待っていたかのように、シェミルはむくりと寝ね床どこから起き上がった。

　寝ね息いきを立てて熟じゆく睡すいするラトラに気取られぬよう、こっそりと退室。カルドが眠ねむっているソファがある居間も通とおり抜ぬけ、家の玄げん関かんへ近付く。

　そして、息を吞のみながら恐おそる恐おそるドアへ手を伸のばすが……

「──こんな夜よ更ふけに、どこへ出かけようってんだい？」

「──っ！」

　不意に目に入った人ひと影かげと声に、彼女は悲鳴を上げそうになるのを必死にこらえた。

　声の方から月明かりに照らされながら現れたのは、寝ねていたはずのカルドであった……







　──シェミルが脱だつ走そうを試みる事を、カルドはハナから予想していた。彼女がダンジョンに戻もどりたがっている事は、診しん療りよう所で目を覚ました時の態度を見れば明白だ。

　ゆえにカルドは寝ねたフリをして、シェミルが動き出すのを待っていたのだ。

　言いい逃のがれできない状じよう況きように追い込み、今度こそ洗いざらい話を聞くために。

　シェミルの事となれば、ラトラを蚊か帳やの外に置いておくのも忍しのびない。

　よって寝ねている彼女を叩たたき起おこし、全員居間に集まって話を聞く事になった。

　カルドの目もく論ろ見みどおり、シェミルは素す直なおに事の経けい緯いを話す気になったようだ。

「──わたしは同じ村出身の数人の仲間と一いつ緒しよにパーティーを組んで、ダンジョンを探たん索さくしていました。ある〝夢〟を叶かなえるために……」

「なんだい、その夢ってのは」

「──ダンジョンのどこかにいるという《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》を探す事です」

　カルドの問いに対し、シェミルは一いつ拍ぱくの間をおいて、厳おごそかにそう告げる。

　その名にラトラは首を傾かしげ、カルドも眉まゆをひそめた。

「銀ぎん狼ろうたぁ、聞いた事もねぇタイプだな。その話、どこで聞いた？」

「冒ぼう険けん者になる前、たまたま村を通りかかった冒ぼう険けん者から聞いたんです。それで、もし本当にそんな魔ま獣じゆうがいるなら見てみたいって話になって、それでみんなで冒ぼう険けん者になったんです」

「好こう奇き心旺おう盛せいなもんだ……つーかオメェ、明らかに十五歳以上には見えねぇが、歳としを誤ご魔ま化かして冒ぼう険けん者になったのか？　よく今までバレなかったな」

「す、すみません……他のみんなは年上で、わたしだけ置いて行かれるのが嫌いやだったから」

　年ねん齢れい詐さ称しようは違い法ほうだ。思わぬ前科が露ろ呈ていし、縮こまるシェミル。

　冒ぼう険けん者登録は、各地の役所での書類を介かいした自己申しん告こくで済まされる。担当者も熱心に裏取りをするわけではないため、十五歳未満で冒ぼう険けん者になる者は意外と少なくない。

　カルドもこの期に及およんで、彼女を罪に問おうという気はなかった。

「ま、それはいい……んで、その仲間はどうした？」

　話がこれに及およぶと、シェミルはあからさまに口を固くし、俯うつむいてしまう。

「……殺されました」

　彼女は体を震ふるわせ、声を絞しぼり出だしてやがて呟つぶやいた。

「あの殺人鬼きにか？」

「いえ、突とつ然ぜんマント姿の人たちに襲おそわれたんです……わたし一人だけなんとか逃にげ出だせたんですが、その先であの男の人に見つかったんです。たぶん、最初に襲おそってきた人たちの仲間だったと思います……」

「ダンジョンのどこで襲おそわれた？　オメェの仲間の死体は？」

「……わかりません。みんなで逃にげている最中に、いろんな転送陣じんで移動していたし、わたしはみんなの後を追うので精いっぱいだったから……」

「なぜ、その連中はオメェらを襲おそった？　そもそも、あの殺人鬼きはハナからオメェを殺さず、捕つかまえるのが目的のようだった……なぜだ？」

「わかりません……！　わからないんです、何も……！」

　次々と繰くり出だされる質問に耐たえかね、ついには両手で顔を覆おおって伏ふせるシェミル。

　こうなっては強く出る事もできず、カルドは疲つかれた溜ため息いきを吐つく。

「泣きてぇのはこっちだよ……今の話が本当なら、かなり面めん倒どうな事になるぞ」

「ちょっと！　この子は一方的な被ひ害がい者なのよ、少しは言葉を考えなさいよ！」

　ぼやくカルドから庇かばうようにラトラは彼女に寄より添そい、肩かたを抱だく。

　無断で逃にげ出だそうとしたというのに、それでも彼女はシェミルを責める気はないようだ。

　しかし、その表情はこれまでの浮うわついたものとは少し違ちがった。

「ねぇ、これだけ教えて……あなたは、なんのためにダンジョンに戻もどろうとしたの？　あんな殺人鬼き以外にもヤバイ連中に追われてるのに、なんで……？」

　ラトラもただ私情にかまけて、シェミルを甘やかすばかりではない。彼女の真意を知り、真しん剣けんにその力になろうとしている……そんな思いが、彼女の態度から読み取れた。

　そんなひたむきな思いを覗のぞかせる対応でシェミルの気分も少しは和やわらいだのか、彼女は泣くのをやめてゆっくりと顔を上げた。

「──わたしは、一人でも《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》を探したいと思っています。それが、夢半ばに命を落としてしまったみんなの弔とむらいになると思って……」

「弔とむらいねぇ……」

　その決意の言葉を、カルドは冷ややかに受け取る。

　ラトラの正義の味方になりたいという夢と違ちがって、既すでにこの世にいない他人のためだけに己おのれの身を投げ出そうというシェミルの願いは、カルドにとってどうも白々しかったのだ。

　しかし、この世にはこの手の話が特に効く人種がいる。

「──よし！　ならその魔ま獣じゆう探し、あたしたちも手伝ってあげる！」

「なっ……！」「え……」

　躊ちゆう躇ちよなく下された、ラトラの決断。これにはカルドはおろか、シェミルまで驚おどろかされた。

「待て待て、俺たちにそんな事をしているヒマはねぇぞ！　まだ例の殺人事件も完全に決着がついていないし、コイツの言う事が本当ならダンジョンにはまだヤバイ連中が潜ひそんでるって事だ……俺たちが対処すべきはどう考えてもそっちだろ！」

「だったら、この子は放っておけっての!?　そしたらこの子、一人ででもダンジョンでその魔ま獣じゆうを探し続けるわよ！　あんたにそれを止める事ができるっての!?」

　──それを言われると、ぐうの音も出なかった。

　シェミルがどれほど事件に関わっているのか何もわからない現状、参考人への聴ちよう取しゆという名目だけで何日も身み柄がらを拘こう束そくし続けるのは、法的に難しいだろう。

　年ねん齢れい詐さ称しようの件を突ついて強ごう引いんに拘こう束そくする手はあるが、そんな事はラトラがまず許さないし、カルドもこんな年とし端はもいかない娘むすめに強きよう硬こう手段を打つほど非情にはなれなかった。

　本隊の騎き士しに任せられる話でもない……ダンジョンはあくまで、迷めい宮きゆう騎き士しの管かん轄かつだ。

「……わかったよ」

　他に回答はなく、カルドは渋しぶ々しぶ折れるほかなかった。

　つくづくお人ひと好よしだと、自分の甘さを嘆なげく。

「ただし、探たん索さくは勤務外の時間に限る……その条件なら認めてやるよ」

「それじゃ、ほとんど探たん索さくできないじゃない！」

「うるせぇっ、オメェは正義の味方以前に迷めい宮きゆう騎き士しだろうが！　仕事が優先だ！」

「……て事だけど、どう？」

　反論はないものの不満げにカルドを睨にらんでから、シェミルの反応を窺うかがうラトラ。

　彼女は当事者でありながら勝手に推移する話に置いていかれ、困こん惑わくするばかりであった。

「……すみません、よろしくお願いします」

　しかし、やがて決心がついたように、すっと頭を下げる。

　了りよう承しようを得られた事で、満足げに笑えみを浮うかべるラトラ。

「さてっと、じゃ明日からさっそく探たん索さく開始ね！」

「もう今日だけどな。それに、まずは今回の事件の後始末が先だ……オメェのおかげで、これから忙いそがしくなるぞ。仕事中寝ねたりしたら承知しねぇからな？」

「そ、そんな事しないわよ……」

　いかにも自信がないとばかりに、ばつが悪そうにぼそぼそ答えるラトラ。

　そのやり取りを最後に、一同はようやく再び床とこに就つく。

　カルドの方は、万が一のシェミルの再脱だつ走そうに備え、寝ねながら意識を半分尖とがらせていた。

　が、結局彼女が動き出す事はなく、結果としてカルドは寝ね不ぶ足そくで朝を迎むかえるのだった……







　早朝、カルドたちは騎き動どう小隊の詰つめ所しよへ出勤すべく、家を出る。

　これからは騎き動どう小隊で身み柄がらを保護するべく、シェミルも一いつ緒しよだ。勤務中は、オフィスの隣となりにある騎き動どう小隊用の会議室で過ごしてもらう。

　加えて、もしまた脱だつ走そうを試みたら協力の件は白紙。力ずくでも捕つかまえて監かん禁きんでもなんでもすると釘くぎを刺さして、彼女の動きを封ふうじた。

　そうして、詰つめ所しよのオフィスを訪おとずれたカルドとラトラ。まずすべきは、昨日の事件とギルドとの共同作戦に関する報告書の提出。これは、新人教育の名目でラトラに丸投げする。

　ゴートにはシェミルの事をひととおり話し、件くだんの探たん索さくの許可を一応取った。

　するとゴートは機転を利きかせ、それを事件の重要参考人を警護するための特別勤務と規定し、装備の持ち出しが可能となるよう取りなしてくれた。

　ただし、そのための条件として、ラトラに今日中に報告書をすべて提出する事を厳命。

　結果、彼女は一日中机と向き合い、慣れない書類作業に頭を悩なやませる羽目になった。

　一方、カルドがもっとも気がかりな逮たい捕ほされた殺人鬼きは、昨晩からヴェルサとウィルによる取り調べを受け、オフィスに隣りん接せつする取調室に缶かん詰づめとなっていた。

　手て柄がらを独どく占せんしたがるヴェルサに阻はばまれ、取り調べに立ち会う事もできなかったカルドは、気を紛まぎらわすための野や暮ぼ用と言っては、詰つめ所しよを出たり入ったりを繰くり返かえす。

　そうしていると、やがて小休止のため取調室から出てきたウィルを見かけたので、すかさず彼を捕つかまえ、休きゆう憩けい室で取り調べの成果を聞く事ができた。

　ひとまずわかったのは、被ひ疑ぎ者しやの名前はポルト＝ゾリィ……冒ぼう険けん者だそうだ。

　これはクエストホールに保管された冒ぼう険けん者登録書と照合して、既すでに裏を取っているらしい。

　登録書に不ふ審しんな点はなく、彼は極きわめて平へい凡ぼんな冒ぼう険けん者であったらしいが……

「──それがどうしてあんな凶きよう行こうに走ったのかは、まだわかりません。なにぶん精神が不安定で、曖あい昧まいな供述が多いですから……まぁ、大方の想像はつくんですがね」

　それは、カルドも察しがついていた。だから、今彼が気にするのは別の事だ。

「口を割ったら、ついでに俺たちが保護したシェミルって娘むすめとの関係も聞いといてくれねぇか？　それと、ヤツには他に仲間がいる可能性がある……それもつついてみてくれ」

「わかりました。姫ひめもそろそろ本気を出すそうですから、被ひ疑ぎ者しやが折れるのも時間の問題でしょう。それでは、私は失礼します……そちらの姫ひめにもよろしく」

「どっちも姫ひめってガラかよ……」

　男相手でも、女性に向けるような甘い笑えみを浮うかべるウィルに気持ち悪さを抱いだきながら、彼を見送るカルド。会話自体に支障はないが、サシで話すには少々苦手な男である。

　──カルドがオフィスに戻もどってしばらくすると、

「ぎぇぇぇぇぇぇぇっ」

　などという甲かん高だかい男の悲鳴が、防音効果のある壁かべを貫つらぬくように、取調室から聞こえてきた。考えるまでもなく、ゾリィのものである。

「ちょ、何!?」

　これには、書類作りに没ぼつ頭とうしていたラトラも殴なぐられたように驚おどろき、声のした方を見やる。

　一方で、新聞紙を広げながら彼女を監かん督とくしているゴートも、それにカルドも特に反応する事はなかった。これも、この隊にとってはありふれた日常なのである。

　それを抜ぬきにしても、今さらあの殺人鬼きに向ける情けなど、カルドにはなかった。

「気にするな、ちょっと気合の入った取り調べをしてるだけだろ」

「気合って……まさか、拷ごう問もんじゃないでしょうね？　そんなの違い法ほうでしょ！」

「そんなチャチなモンじゃねぇよ。ま、詳くわしい事は知らずにいた方が身のためだ」

　これこそチャチな脅おどしだ。

　ラトラもそれでは納なつ得とくできず、その後も悲鳴が聞こえるたび、いちいち取調室の方に目をやって仕事にならなかった。

「──ラトラくん？」

「はっ、はい！」

　そのうち、𠮟しつ責せきするようなドスのきいたゴートの声と新聞紙から覗のぞく視線に気け圧おされ、嫌いやでも書類に意識を戻もどされる。

　この仕事をやり遂とげなければ、探たん索さくに出かけられない……ラトラは課題に追われた学生のごとく、がむしゃらになって自らの職務に没ぼつ頭とう。

　その後も悲鳴はしばらく続いたが、彼女が視線を向ける事はついぞなかった。







　──日が沈しずみ始めた頃ころには、取調室は静かになり、ラトラの姿もオフィスにはなかった。

　なんとか報告書を提出し、会議室にいるシェミルの様子を見に行ったのだ。

　ほどなくしてそれと入いれ替かわる形で、ヴェルサたちが取調室から出てきた。

　ゴートはそれを待ちかねたように、新聞紙を畳たたんで彼らを出で迎むかえる。

「ご苦労さん、首しゆ尾びはどうかね？」

「わしがその気になれば、仕損じるはずあるまいて。ヤツめ、泣きながらベラベラと吐はいてくれたわ。しまいには疲つかれ果はててのびてしまったがの、ひゃっひゃっひゃ」

　一仕事終えてよほど上じよう機き嫌げんなのか、上司相手でもお構いなく横おう柄へいに振ふる舞まうヴェルサ。

　相手は非道な殺人鬼きだが、彼女は義ぎ憤ふんに駆かられるようなタイプではない。相手が誰だれであれ、嬉き々きとして追いつめるのが彼女のやり方だ。

　それにはあの狂きよう気きの殺人鬼きも耐たえられず、あらかた吐はいてくれたようだ。

　聞き出した内容は、ウィルからすぐに報告された。

　──ゾリィは本来、何人もの冒ぼう険けん者を惨ざん殺さつできるほどの強力な魔ま法ほうの使い手ではなかった。一度はギルドに入ったものの馴な染じむ事ができず、すぐに出て行ったらしい。

　ギルドに入ったとしても、必ずしも上う手まくやっていけるとは限らない。低すぎる能力、あるいは人格的な問題で加入後に早々と去る冒ぼう険けん者も多い。

　そんな冒ぼう険けん者が、時折迷めい宮きゆう犯罪に手を染めるのだ。

「──それでそのポルト＝ゾリィですが、予想どおり〝例の薬〟を服用していたようです」

「やっぱりねぇ……それなら、無名の冒ぼう険けん者が突とつ如じよにして強力な魔ま法ほうを操あやつる連続殺人鬼きになった事も頷うなずける。やれやれ、面めん倒どうな事になったよ」

「あのイカレようにも納なつ得とくだな」

「もっとも、あれでもまだ初期症しよう状じようらしく、〝例の症しよう状じよう〟は確かく認にんできませんでした」

　ここまで、異議を挟はさむ者は誰だれもおらず、話は進行する。

　この事件の背後に〝あの薬〟がある事は、この場にいる誰だれもが予想していた事だからだ。

　ギルドを出た後、後うしろ盾だてもなく探たん索さくしていたゾリィは〝服用すれば強大な力が手に入る薬〟の噂うわさを耳にし、とある人物と接せつ触しよく……それが薬の売人だった。

「……そこまではいいが、それがなぜ急に連続殺人なんてマネをしやがったんだ？」

「それについては……早い話が〝八つ当たり〟だそうです」

　カルドの質問に、それまで澄すまし面だったウィルが、珍めずらしく眉まゆをひそめる。

　聞いてみるとなるほど、胸むな糞くその悪い話だった。

　何度目かの取引の折、売人は〝一人でダンジョンを探たん索さくする少女〟──シェミルの捕ほ獲かくを依い頼らい。つまり仲間を失った後、一人逃にげた彼女の捜そう索さくを命じたのだ。

　請うけなければ二度と取引しないと言われ、ゾリィはこれを承しよう諾だくしたという。

　そして、ダンジョンを探してそれらしい娘むすめを見つけるたび、別人だと知るや癇かん癪しやくを起こして惨ざん殺さつ……そんな事件を繰くり返かえしていたようだ。

　最初の犯行を皮切りに、秘めていた残ざん虐ぎやく性が呼び覚まされたかのように殺人衝しよう動どうがエスカレート。ついには対象外のパーティーまで襲おそうようになり、事ここに至るというわけだ。

「……その売人が、最初にシェミルを襲おそったっていう黒幕だろうな。おそらくそれなりに数はいると思うが、その売人がアイツを狙ねらう理由については聞き出せたのか？」

「さて……それを聞き出す前に、気を失ってしまったので」

「なぁに、起きたらまた絞しぼり上あげるまでよ。楽しみじゃなぁ、ひゃっひゃっひゃ」

　事態をあまり問題視せず、今後も控ひかえる愉ゆ悦えつに期待を膨ふくらませるお気楽幼女。

「──それには及およばない。貴公らには、この件から手を引いてもらおう」

　そこへ、鼻持ちならない不ふ遜そんな声が割り込み、ヴェルサの笑い声を止めた。

　振ふり向むくと、いつの間にか部屋に仰ぎよう々ぎようしいナリをした二人の男女が入り込んでいた。

　いずれも、その辺の騎き士しや冒ぼう険けん者より上等そうな鎧よろいと白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ騎き士し風の人物……装備や佇たたずまいから、女性──さっきの声の主が階級が上だとなんとなくわかる。

　ショートカットにした銀ぎん髪ぱつに、線の細い美女ながらしたたかな眼まな差ざしを宿した顔……大きく目立つ左目の傷きず跡あとをはじめ、露ろ出しゆつした肌はだのあちこちに過か酷こくな戦いの跡あとを覗のぞかせるその容姿は、カルドをしてただ者ではないと思わせる風格に満ちていた。

「その装しよう束ぞく……もしかして、〝聖堂教団の教団騎き士し〟かな？」

　その素す性じように真っ先に感づいたゴートが、訝いぶかしげに呟つぶやく。

　女性は厳おごそかに頷うなずき、肯こう定ていした。

「私は教団騎き士しのレーシア＝アルトラム……貴公らが現在拘こう留りゆうしている、被ひ疑ぎ者しやの身み柄がらを預かりに参上した。おとなしく、引ひき渡わたしてもらおう」

〝教団騎き士し〟は、教団の手足となって直接動く私設騎き士しだ。教団の影かげに徹てつし、あまり表だって動く事はないため、カルドも直接まみえるのは初めてだった。

「なんで、聖堂教団が……」

　彼女たちがどのような存在かだけはカルドも、嫌いやと言うほど知っている。

〝聖堂教団〟は、古代の魔ま法ほう文明を崇すう拝はいする帝てい国こく最大の宗派だ。独自に魔ま法ほう技術を利用する手段を持ち、政府や皇族に取り入って国内に絶大な影えい響きよう力を持つまでに至ったのである。

　これには帝てい国こく騎き士し団といえども逆らえず、怒いかりを買えばただでは済まない。

　そして、彼らにもっとも苦しめられているのが、冒ぼう険けん者たちである。

　彼らの事を、魔ま法ほう技術の遺産を回収するための手て駒ごま同然に扱あつかう現在の迷めい宮きゆう法の成立には、教団の意向が多分に含ふくまれているともっぱらの噂うわさだ。

　若者を困こん窮きゆうの弱みに付け込むように冒ぼう険けん者に仕立てあげ、ダンジョン探たん索さくに駆かり立たてている元げん凶きようがこの聖堂教団なのである。

　そのためカルドは、迷めい宮きゆう騎き士しになる前から教団に対して憤いきどおりを感じていた。

　この女の高圧的で万ばん人にんを見下すような態度……まさに、いかにもである。

　しかし、これに逆らえば騎き士し団と教団の関係がさらに悪化する事は明らか。ゴートは頭を抱かかえるように思案したあと、やがて白旗を上げるがごとく諦あきらめの息を吐ついた。

「……教団に出てこられた以上、是ぜ非ひもないね。言うとおりにしよう」

「賢けん明めいだな」

　苦く渋じゆうの決断を下す彼を、不敵に見下ろすレーシア。

　すると、部下らしき男に目配せして、ゾリィのいる取調室へと向かわせた。

　その様を、カルドは苦虫をかみつぶす思いで傍ぼう観かんする。

　下手に楯たて突ついても、こちらの立場が悪くなるだけ……ゴートはそう判断したからこそおとなしく従い、カルドもそれは重々に承知していた。

　ヴェルサでさえ、同様に手出しできない様子だ。

　が、二人が内に秘めた隠かくし切れない反はん抗こう心を、かの女騎き士しは見み逃のがさなかった。

「こちらの情報によると、貴公ら二人は確か名めい誉よ騎き士しだったな……ここの迷めい宮きゆう騎き動どう小隊の事はある程度把は握あくしているが、このような躾しつけのなっていない野の良ら犬いぬどもを飼っているとは、聞きしに勝まさる寄せ集め集団だな」

「なんじゃと……！」

　それは見みえ透すいた挑ちよう発はつだった。しかし、ただでさえピリついた空気にこれは効果覿てき面めんで、すぐさまヴェルサが嚙かみつかんばかりの勢いで声を上げる。

　彼女の反応が少しでも遅おくれていたら、カルドが先に声を上げていただろう。

「やめたまえ、ヴェルサくん……教団騎き士し殿どの、僕の部下をむやみに挑ちよう発はつするような言動は控ひかえていただきたい。用が済んだのならお引き取りを」

「フッ、そうさせてもらおう。では、失礼する」

　やがて、気を失ったゾリィに肩かたを貸しながら引きずって来る部下を伴ともない、部屋を出ていくレーシア。が、入口に差さし掛かかったところで、その足がぴたりと止まった。

　──この騒さわぎを聞きつけたらしいラトラが、入り口から中の様子を窺うかがっていたのだ。

　彼女と目が合うや、レーシアは神しん妙みような様子でその顔を見み据すえていた。

「貴公は……」

「え……」

「フン……いや、失礼する」

　直後、彼女から笑えみが零こぼれた。何か一物孕はらんだような、不気味な笑えみだった。

　それも束つかの間ま、レーシアはすぐ興味が失うせたようにあっさりラトラの横を通過。

　そのまま淡たん々たんとした足取りで部屋から出ていった。

「な、なんなのあれ……？」

　相手の意味深な態度に、ラトラは戸と惑まどった様子で部屋へ入って来る。

　そんな彼女を、カルドは不ふ機き嫌げんな顔で出で迎むかえた。

「……聖堂教団の教団騎き士しサマだとよ」

「あれが教団の……そんなのが、なんでまたあの殺人鬼きを？」

「さてね、下手に詮せん索さくしない方がいいよ。帝てい国こくを追われたくなければ、ね……」

　教団の意図を図はかりかねている様子のラトラに、ゴートはやんわりと注意を促うながす。

　今さら考えても仕方がないと、彼はすっかり頭を切きり替かえていた。

「とにかく、これでこの一件はおしまいだ……残念だが、仕方ない」

　そして、ゴートは正式に捜そう査さの終しゆう了りようを宣言した。

　こうして事件は、迷めい宮きゆうよりもさらに深い不ふ可か侵しんの領域へと葬ほうむられる……

　誰だれもが納なつ得とくしきれず、部屋に重苦しい空気が俄にわかに立ち込める。

「──なぁに、〝糸〟はまだ切れちゃいねぇさ」

　そんな中、一人ぽつりと呟つぶやくカルド。

　こちらにはまだ、事件の真相に繫つながるであろう手札が一枚だけ残されている。

　薬の売人たちに狙ねらわれているらしい、あの少女が……

「そういえば、シェミルはどうした。連れて来たんだろ？」

「あの子なら、今の騒さわぎの様子を見るために一いつ緒しよに会議室を出て……あれ？」

　言いながらオフィスの入口付近を見み渡わたすラトラだが、どうやら見当たらないらしい。

　カルドもそれとなく通路に出て、辺りを見み渡わたす。会議室はオフィスの入り口のすぐ向かいにあるドアの向こうだ。そこから一いつ緒しよに出たのなら、はぐれようがないはずだが……

　そうしていると、やがてその会議室のドアが不意に開き、シェミルが姿を現した。

「シェミル！　急にいなくなって心配したじゃない！」

「すみません。部屋に忘れ物をしたので、ちょっと取りに……」

　駆かけ寄よるラトラに対し、ばつが悪そうに謝罪するシェミル。

　端はたから見ると微ほほ笑えましいかもしれないその場面を、カルドは怪け訝げんそうに眺ながめていた。

　忘れ物が本当だとしても、シェミルの性格を考えれば事前に一言あってもいいはずだ。

　出てきたタイミングといい、まるでわざと身を隠かくしていたような意図を感じるが……

「……ま、いいさ。ちょうど時間だ、そろそろ探たん索さくの準備を始めるぞ」

　その疑念をひとまず胸に秘め、オフィスへ戻もどるカルド。

　ゴートに退勤とシェミルとの探たん索さくの許可を取り、本日の勤務を終えるのだった。







　それから間もなく、カルドたち三人は装備を整え、ダンジョンへと潜もぐる。

　転送陣じんを通ってやって来たのは、シェミルと出会った階層のすぐ下の、第六層。

　第五層まではあらかた探たん索さくし尽つくされ、隠かくしエリアなどがある可能性も少ないためだ。

　だが、この第六層以降はまだ手つかずの箇か所しよがいくつかある。

　例の魔ま獣じゆうに関して居場所はおろか具体的な情報の一つもないのだから、可能性のある場所をしらみつぶしに探すしか手がなかった。

　第六層はこれまでの層と違ちがって、大部分が岩の洞どう窟くつで占しめられたエリアだ。

　ダンジョンの壁かべと同じくほのかに輝かがやく岩は、やはり地上にはない未知の物質である。

　ここから先の階層はこのような人工の自然エリアが増えていき、迷めい宮きゆうとしての複雑さも増していく……冒ぼう険けん者にとっては、ここに足を踏ふみ入いれてようやく一人前といったところだ。

　シェミルはもちろん、ラトラもまだまだ探たん索さく能力に不安はあるが、そこは経験豊富なカルドがカバーして、とにかく罠わなや魔ま獣じゆうがいそうな場所を避さけて慎しん重ちように移動する。

　そうして薄うす暗ぐらい洞どう窟くつを進んでいると、やがておもむろに口を開くカルド。

「ところで、シェミルの言う《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》についてだが、そんな大層な見た目の魔ま獣じゆうがいたら、少なからず冒ぼう険けん者に知しれ渡わたっているだろう。が、昼間それとなくレオヴァルトに訊きいてみたら、少なくともギルドでそんな話は聞いた事がないそうだ」

「何よ、この子がデタラメ言っているとでも言いたいわけ？」

「その可能性も捨てちゃいないが、もしいると仮定して、だ……銀ぎん狼ろうなんていう珍めずらしいタイプで、目もく撃げき例もほとんどないとすると、ソイツは〝特異種〟の可能性が高い」

「特異種……？」

　この馴な染じみのない言葉には、ラトラだけでなくシェミルも首を傾かしげた。

「ざっくばらんに言えば、人間並みの知性と理性を持った魔獣だな。個体によっては、人に敵意を持たずダンジョンに潜ひそんでいるらしい……《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》もその類かもしれねぇ」

　──それから注意しなければならないのは、戦せん闘とう力だ。

　サイズは人間の何倍もある大型種ばかりで、その辺の魔ま獣じゆうをはるかに超こえる力を持つ。

　もし討とう伐ばつが必要になった際は、たった一体の相手でも五から十のパーティーを結集させ、命いのち懸がけの総力戦に挑いどまなければならない……そんな規格外の魔ま獣じゆうである。

　もし相手が特異種なら、戦せん闘とうにでもなれば全力を出したラトラでも厳しいかもしれない。

「……シェミル、オメェの目的はあくまでその魔ま獣じゆうを〝見る〟だけなんだな？　相手が俺たちの手に負えないヤツなら、一目見て即そく座ざに逃にげる……それでいいな？」

「……はい、構いません」

　神しん妙みように言い聞かせると、シェミルは粛しゆく々しゆくと頷うなずく。

　ただ一目見るためだけに、命を危険に晒さらそうなど酔すい狂きよう極きわまりない話だ。

　なんだかんだでそれに付き合っている自分にもうんざりし、カルドは溜ため息いきを吐つきながら二人を先導した。

「──あれ、何？」

　かわり映ばえのしない洞どう窟くつをしばらく歩いていると、ラトラが不意に横へ視線を取られた。

　彼女もダンジョンに慣れてきて、それとなく周りを見み渡わたす余よ裕ゆうができたらしい。

　見ると、淡あわい黄緑色に輝かがやく岩がん壁ぺきに、一点だけ小さな赤い光が灯ともっていた。

　近付いて確かく認にんすると、血のように赤い小石が、壁かべに埋うまっていた。

「コイツは〝魔血石ブラデイナ〟だな。原石を見るのは初めてか？」

「これが……意外と小さいのね」

「この辺のはほとんど採取されちまってるはずだからな、コイツはまだ生えたてなんだろ」

「生え……？　魔血石ブラデイナって生えてくるの？」

「この石は魔ま力りよくの結けつ晶しよう体だからな、ダンジョンに魔ま力りよくがある限りいくらでも生えてくるさ」

　この迷めい宮きゆうはそれ自体が、巨きよ大だいな魔ま道どう具ぐと言っていい物だ。

　人体に影えい響きようを及およぼすほどではないが、中には常に魔ま力りよくが充じゆう満まんしている。それがダンジョンを構成する特とく殊しゆな物質と反応して結けつ晶しよう化したのが、魔血石ブラデイナであるとされている。

　いくらでも生えてくるとはいえ、一から結けつ晶しよう化するには膨ぼう大だいな期間を要する……一度採取し尽つくしたら、結局新たな鉱こう床しようを探すほかないのだ。

　冒ぼう険けん者にとっては、遺産より格段に手に入れやすい収入源である。中には、魔血石ブラデイナの採取を専門に探たん索さくする冒ぼう険けん者もいるくらいだ。

「──魔血石ブラデイナ採取だけじゃねぇ。魔ま獣じゆうの死し骸がいだって、物によっては高級素材になる……それを取引するため、魔ま獣じゆう狩がりを専門にする冒ぼう険けん者もいるんだ」

「ほえー……冒ぼう険けん者もわりと手広くやってるもんなのねぇ」

「前に戦ったあのネズミの外がい殻かくも、武具職人にとっちゃなかなかいい素材らしいぜ？」

「う、思い出させないでよ……」

　とってつけたように意地悪く言ってみると、たちまちラトラの顔が青くなる。

　あの一件はいまだ、彼女にとって苦い記き憶おくとして残っているようだ。

「あと魔血石ブラデイナを個人で所有・利用するのは違い法ほうだ。勝手に手を出すんじゃねぇぜ？」

「そんなの言われるまでもないわよ……！」

　ニヤケまじりに忠告してやると、心外とばかりに不ふ機き嫌げんにそっぽを向くラトラ。

　さすがに正義の騎き士しを目標とするだけあって、そうした不正には厳しいらしい。

「──ま、バレなきゃいい話なんだがな」

　ぽつりと呟つぶやき、カルドはふとシェミルに目をやる。

　一歩後ろから魔血石ブラデイナを眺ながめていた彼女の表情は塞ふさぎ、小さく震ふるえているようだった。

「どうした、シェミル？　気分でも悪いのか」

「いえ、そういうわけじゃないんです……心配しないでください」

　言いながら、顔を逸そらすシェミル。その声はやけに細く、弱々しかった。

　が、さっきの表情は確かに、具合が悪いといった感じではない。

　──何かに心を痛めて沈しずんでいる……そんな雰ふん囲い気きを感じた。

　まだ何かを隠かくしているようだが、言げん及きゆうしたところで素す直なおには話してくれまい。

　今は無む駄だを省き、カルドは二人を連れてさらに奥へと歩き出すのだった。







　──ここは、第五層から上の層に比べてまだ探たん索さくする冒ぼう険けん者の数が多い。

　最初の方は時たま別のパーティーと行いき交かう機会があったが、それがやがてぷつりと途と絶だえる。探たん索さくの手が行き届いていない区画へと入ったのだ。

　騎き動どう小隊は、常に最新の情報に更こう新しんされたダンジョンマップを保有しており、カルドはそれを日ごろから頭に叩たたき込んでいた。

　その情報を頼たよりに、冒ぼう険けん者の立ち入りが少ないエリアへと進んでいく。

　やがて洞どう窟くつの幅はばが狭せまくなり、入り組んだ道が多くなる。

　ここからは通路が複雑に枝分かれし、地図にも詳しよう細さいなルートが記き載さいされていなかった。

　そこを長年の経験を頼たよりに、来た道を記き憶おくしながら慎しん重ちように進むカルド。

　さらに、探たん索さくが手て薄うすなエリアを進む上で怖こわいのが、未発動のトラップである。

　後ろをついて来るラトラたちに離はなれないよう注意を促うながし、神経を削けずる思いで用心深く一歩一歩確実に前を歩く。

　やがて、三人はそれまでとは打って変わって広い空くう洞どうへと辿たどり着ついた。

　先は行き止まり……一面に広がる壁かべには、大人一人がギリギリ通れるサイズの横穴が無数にあいていた。

「何、この穴……？」

「チッ、まずいところに来ちまったな……」

　穴を見み渡わたすラトラをよそに、事態の深刻さを察したカルドが苦々しく呟つぶやく。

「ひっ……！」

　そこへシェミルの小さな悲鳴が聞こえ、振ふり向むく二人。

　彼女の視線の先の壁かべ際ぎわには朽くちた無数の人骨が散らばっていた。壁かべ全体を見み渡わたすとあちこちに同じものが転がっている。すべて、死した冒ぼう険けん者の成れの果てだろう。

「な、なんなの、ここ！」

「……〝魔ま獣じゆうの巣〟だよ。しかも、この横穴から察するに……」

　カルドが脳のう裏りに現状考えうる限り最悪の事態を描えがいていると、間もなくそれは現実となる。

　穴の一つからシュコーという呼吸音とともに、何かがゆっくりと姿を現した。

　顔を出したのは、穴の幅はばと同じだけのサイズがある、巨きよ大だいな蛇へびである。

「ぎゃああぁぁぁっ」

　その威い容ように、たまらずラトラがヒステリックな叫さけび声ごえをあげる。

　ぬめりで気味の悪い光こう沢たくを帯びたその体は、穴から覗のぞいた分だけでも五メートルほど……もはや大だい蛇じやと形容するのも生なま温ぬるい、〝怪かい蛇じや〟である。

　怪かい蛇じやは頭を宙に浮うかせ、カルドたちを凝ぎよう視しするような視線でじっと睨にらんでいる。

　……完全に餌えさとして認にん識しきされたようだ。

「こりゃぁ、どう見ても狼おおかみじゃねぇよな……」

「冗じよう談だん言ってる場合!?　どうすんの！」

「どうすんの、って戦うしかねぇだろ」

　相手はこちらを逃にがしてくれる気はない。これほどの魔ま獣じゆうに追いかけ回されれば、他の冒ぼう険けん者まで巻き込む……それだけは避さけねばならなかった。

「なあに、オメェがその気になれば勝てない相手じゃねえ。もっと、自信持て！」

　少々大げさに言ってはみせるが、実際まったくのハッタリではない。

　ラトラが己おのれの力を十全に引き出せれば、本当に大たい概がいの魔ま獣じゆうは敵ではないはずなのだ。

「……うん！」

　この鼓こ舞ぶでラトラも冷静さを取とり戻もどし、力強く頷うなずく。

「シェミル！　オメェはなるべく近付くな、隅すみでじっとしてろ！」

「は、はい……！」

　見るからに戦せん闘とう力のなさそうなシェミルを退たい避ひさせ、各おの々おの得物を抜ぬくカルドたち。

　左右に広く展開する彼らの様子を窺うかがっていた怪かい蛇じやだが、その瞳ひとみをラトラへ向けて光らせる。

「──跳とべ、ラトラッ！　そして、反はん撃げきだ！」

　その行動を先読みしたカルドがラトラに指示を飛ばした数すう瞬しゆん後ご、蛇へびの頭は矢の如ごときスピードと鋭するどさで彼女へと突とつ撃げきする。

　しかし、瞬しゆん時じにカルドの指示を実行していたラトラは、身みの丈たけの倍はあろうという跳ちよう躍やくでこれを回かい避ひ。さらに慣性のまま体を半回転させ、綺き麗れいなフォームで右足を突つき出だす。

　カルドの言葉によって冷静さと闘とう志しを取とり戻もどしたラトラに、もう迷いはない。その意気が、彼女の内なる魔ま力りよくを活性化させ、身体能力を徐じよ々じよに向上させているのだ。

「だあああああっ」

　そのまま自然落下する形で、無防備になった怪かい蛇じやの首のつけ根めがけて降下。

　ラトラの必殺キックが、相手の皮ひ膚ふに突つき刺ささった。が……

「うええええっ!?」

　途と端たんにラトラの体は宙へと跳はね返かえされた。

　怪かい蛇じやの体がぼよよんと大きくしなり、彼女の蹴けりの衝しよう撃げきを反発させたのだ。

「ひっ、ひいいいいぃぃぃっ!?」

　怪かい蛇じやはすかさず、首元まで裂さけるほど大きく口を開けて待ち構える。

　そのまま落ちれば、一気に丸まる吞のみである。

「させるかよッ！」

　それを黙だまって見ているカルドではない。すぐさま《魔光銃ワイズマン》を構え、発はつ砲ぽう。

　炎ほのおの弾だん丸がんは見事命中し、貫かん通つうはしないまでも蛇へびの頭を揺ゆるがせた。

　この攻こう撃げきで相手が動きを止めている間、その目の前をラトラが通過。

「おぐぇっ！」

　丸まる吞のみされかけた恐きよう怖ふから着地に失敗し、顔面から地面に叩たたきつけられてしまう。

「いったぁ～……あ、鼻血……」

「そんなもんに構うなッ、さっさと離はなれろ！」

　蛇へびの間近でグズグズしているラトラを一いつ喝かつしながら、銃じゆう撃げきの手をゆるめないカルド。

　このまま倒たおせるなら、それに越こした事はない……その一心で、弾たまを撃うち続ける。

　……が、どうもおかしい。いくらこの火か炎えん弾だんが低級魔ま法ほうでも、直ちよく撃げきすれば皮ひ膚ふに傷くらいはつけられるはず……なのに、怪かい蛇じやの体はかすり傷一つつく様子もなかった。

　そのうち怪かい蛇じやの動きは、冷静さを取とり戻もどしたように落ち着き始める。

　──さっきのは、突とつ然ぜんの攻こう撃げきにただ驚おどろいていただけ。実のところ、あの蛇へびは魔ま法ほうによるダメージをまったく受けていないのだ。

　カルドがそれに気づいた瞬しゆん間かん、怪かい蛇じやは彼に標的を変えて、すかさず突とつ進しんしてきた。

「うおおおおっと!?」

　それに対し、なりふりかまわず身を投げ出す勢いで、横へダイブするカルド。

　受け身を取りそこなって豪ごう快かいに転てん倒とうするが、なんとか敵の攻こう撃げきを回かい避ひできた。

「つつ……なら、コイツはどうだ！」

　体勢を立て直しながら、カルドはすぐに反はん撃げきに頭を切きり替かえる。

〝魔光銃ワイズマン〟のマガジンを素す早ばやく交こう換かんし、こちらへ再び頭を向けた怪かい蛇じやめがけて即そく座ざに発はつ砲ぽうした。今度は攻こう撃げきではなく動きを止めるための弾だん丸がん……麻ま痺ひ弾だんである。
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　これに対し、怪かい蛇じやは回かい避ひの姿勢も見せず、そのまま顔面に直ちよく撃げき。

　その体が多少は揺ゆらぐが、カルドが思っていたほどの効果はなかった。

　さっきより動きに勢いはなくなったものの、怪かい蛇じやは痺しびれた様子も苦しむ様子もなく、平然としていたのだ。火か炎えん弾だんと同じく、魔ま法ほうそのものの効果が無効化されているようだった。

　敵の動きが落ち着いた隙すきに、カルドは敵と距きよ離りをとっていたラトラと一いつ旦たん合流する。

「ヤロォ、なんつー魔ま法ほう耐たい性せいだ。《魔光銃ワイズマン》ごときの弾たまじゃ歯が立たねぇぞ」

「しかも全身がゴムの塊かたまりみたいで、打だ撃げきも通じない。あんなの、どう倒たおせばいいのよ……」

　体勢を立て直したものの、ラトラが吐はき出だしたのは憔しよう悴すいした弱音だった。

　自身の攻こう撃げきがまったく通じず、打つ手のない相手を前に、すっかり闘とう志しが挫くじけたようだ……この局面で、彼女の心の脆もろさが顔を出してしまった。

　こんな時こそ、カルドは薄うす笑えみを浮うかべ、不敵に振ふる舞まう事に徹てつする。

「バーカ、情けない声出してんじゃねぇ。打だ撃げきがダメでも剣けんでの〝突つき〟なら効果があるはずだ、相手の皮ひ膚ふに穴があくまで何度でも突つき続ければ勝機はある」

「何度でも……？」

「そう、何度でもだ。その間は、俺がヤツの注意を引きつける。オメェに構う暇ひまがないくらい、ありったけの魔ま法ほう弾だんをぶち込んでやるよ。だから、オメェはアイツの体をぶち抜ぬく事だけ考えてりゃいい……みんなを守る正義の騎き士しになるんだろ、それくらいやってみせろ！」

　言いながら《魔光銃ワイズマン》からマガジンを抜ぬき、新たに装そう塡てんするカルド。正直、言うほど勝算があるわけではないが、今のラトラに自分の弱気まで見せるわけにはいかない。

《魔光銃ワイズマン》が通用しない以上、頼たよれるのは本気のラトラが繰くり出だす剣けん技ぎだけなのだ。

　意地を張り、彼女だけでなく自分をも奮い立たせるつもりで、強い言葉を吐はき続けた。

　やがてその意気が伝でん播ぱしたように、ラトラの表情に熱が戻もどり、瞳ひとみに闘とう志しの光が蘇よみがえる。

「わかった……！」

　自分だけでなく、この場の全員を生かすため……この正義の騎き士しを標ひよう榜ぼうする娘むすめは、それを最大のモチベーションに、揺ゆらぎかけた精神を持ち直した。

「それでいい」

　そのひたむきさに心から感心しながら、虚きよ勢せいではない笑えみを浮うかべるカルド。

　そして、いまだこちらの様子を見ている蛇へびが動き出す前に狙ねらいを定め、トリガーを引く。

　今度は火か炎えん弾だんではなく、爆ばく破はの効果を持つ爆ばく裂れつ弾だんだ。

　火か炎えん弾だんより貫かん通つう性は劣おとるが、衝しよう撃げきは格段に上。さらに爆ばく発はつの際の音と光で、怪かい蛇じやの行動を阻そ害がいするくらいはできる。

　カルドはこれで蛇へびの頭を爆ばく撃げきし続け、その場に釘くぎ付づけにする。

「いけェッ、ラトラッ！」

　その最中、彼の指示を実行するためラトラが飛び出す。

「てええぇぇいっ！」

　瞬またたく間まに蛇へびに接近した彼女は、爆ばく発はつの及およばない横腹目め掛がけ、剣けんを突つきつけた。

　一いち撃げき二に撃げき程度では、傷もつくまい……ラトラは一心不乱に相手を突つき続ける。

　一方、カルドも相手を自由にさせまいと、一定の間かん隔かくでトリガーを引き続けた。

　この状態を維い持じするべく、カルドは弾たま切れになった端はしから即そく座ざにマガジンを交こう換かんし、爆ばく撃げきを続ける。そうして、三つ目のマガジンを消費した頃ころ……

「カルドッ！　ちょっとだけど、傷がついた！」

「よし！　そのまま、コイツの体に風穴をあけてやれ！」

「了りよう解かいッ！」

　体に穴でもあけば、倒たおせはせずとも戦せん闘とう意欲を喪そう失しつさせるだけのダメージにはなるはずだ。

　そうすれば、追つい撃げきの心配なく安全に逃にげきれる……ようやく光明が見えてきた。

　しかし、怪かい蛇じやは体に傷をつけられたのをきっかけに、思わぬ行動に出た。

　体全体をうねらせ、じたばたとあがくように暴れだしたのだ。

「あうっ……！」

　至近距きよ離りで勢いよくうねる蛇へびの体に突つき飛とばされ、攻こう撃げきを中断させられるラトラ。

　そんな彼女に食いつこうと、怪かい蛇じやがすかさず頭から突つっ込んでくる。

　不ふ意い討うちに近いタイミングだったものの、ラトラは人にん間げん離ばなれした反応と身体能力を発揮。

　咄とつ嗟さに体を捻ひねり、背中にギリギリかすめる形でこれをかわした。

　が、追つい撃げきはなかった。怪かい蛇じやはそのまま何かに吸い寄せられるように、突つき進すすみ続ける。

　──ラトラをあっさり諦あきらめ、もっと捕ほ食しよくのしやすい別の目標に切きり替かえたのだ。

「シェミル！」

　ラトラもすぐそれに気が付いた。

　カルドの指示どおり離はなれて静せい観かんしていたシェミルを、怪かい蛇じやは見つけたのだ。

　素す早ばやく地面を這はい、魔ま獣じゆうは瞬またたく間まに彼女の目の前まで迫せまった。

「きゃぁぁぁっ……！」

　恐きよう怖ふに慄おののくシェミルの前で、がばっと大口を開ける怪かい蛇じや。

　そこから飛び出した鞭むちのように細長い舌が、たちまち彼女の体を縛しばり上あげる。

「シェミルゥゥッ！」

　シェミルを救いたい一心で、ラトラはすぐさま猛もうダッシュ。その想おもいに応えるように増ぞう幅ふくされた魔ま力りよくが、彼女に数十メートルを一いつ瞬しゆんで駆かけ抜ぬける力を与あたえた。

　たちまちシェミルの元へ駆かけつけるや、彼女を縛しばる舌に摑つかみかかる。

「ラトラさん……！」

「このォッ！　シェミルを離はなしなさいよォッ！」

　力ずくで舌を引きちぎろうとするラトラだが、本体同様ゴムのような伸しん縮しゆく性を持つそれは、どれだけ引っ張ろうとけしてちぎれない。

　そうしていると、やがて二人は怪かい蛇じやの口めがけてズルズルと引きずられていく。

　二人をそのまま吞のみ込もうと、怪かい蛇じやが舌ごと引き寄せているのだ。

「チィッ……！」

　そうはさせまいとカルドが背後から銃じゆう撃げきするが、獲え物ものを目前にした怪かい蛇じやはそれに目もくれず、二人を吞のむ事のみに執しゆう心しんする。

「ラトラさん！　わたしの事はいいから、逃にげて……！」

「そんな事、できるわけないでしょうに……！」

　怪かい蛇じやの口が間近に迫せまってもなお、シェミルを救おうともがくラトラ。

　しかし、怪かい蛇じやが最後のもうひと踏ふん張ばりをきかせたが最後……

「あっ……」

「ラトラッ！　シェミルッ！」

　ラトラの奮ふん闘とうも虚むなしく、二人はあっという間に魔ま獣じゆうの口の中へと消えてしまった。

　──そこから、カルドが目まの当あたりにしたのは異様な光景だった。

　二人を吞のみ込んだ直後から、著いちじるしく形を変える怪かい蛇じやの体……薄うすくて柔じゆう軟なんなゴムのような体からは、その中で暴れるラトラたちの手足の形がはっきり視し認にんでき、果てには押しつけられた体や顔の輪りん郭かくまで浮うき彫ぼりになっていた。

　いずれはその抵てい抗こうも止まり、二人の体は衣服ごと消化液でドロドロに溶よう解かい。最後には排はい出しゆつされ、そこらの人骨の仲間入りとなるだろう……

「──んな事させっかよッ！」

　そんな結末を回かい避ひすべく、再び蛇へびへの爆ばく撃げきを開始するカルド。

　しかし、結果はさっきと同じ。

　カルドの攻こう撃げきには、怪かい蛇じやの気を引く効果すらなかった。

　かゆい程度の攻こう撃げきを我が慢まんし、じっくり消化するためにその場から動かなくなる。

　やがて、もがいていたラトラたちが止まり、ぐったりしているのが皮ひ膚ふ越ごしに見えた。

　もうダメか……カルドの脳のう裏りに諦あきらめの念がよぎる。

　──その最中、内側から何か刺ささったように、怪かい蛇じやの体表の一点が隆りゆう起きした。

　すぐにピンときた。ラトラが体内から剣けんを突つき立たてているのだ。

　彼女はまだ諦あきらめていない……ここが踏ふん張ばりどころだと、カルドも奮起する。

　が、直後に展開されたのは、彼の想像をはるかに超こえる光景だった。

　隆りゆう起きした部分から、淡あわい光が漏もれだしたのも束つかの間ま。そこからレーザーのごとき閃せん光こうが放たれ、辺りを眩まばゆく照らした。光の正体は、膨ぼう大だいな魔ま力りよくの塊かたまりである。

「おおおおおっ!?」

　強きよう烈れつな光から目を守りながら、カルドは驚きよう愕がくの声を張り上げる。

　蛇へびの体内から突つき出でた〝光の剣けん〟ともいうべき魔ま力りよく波は、ほどなくして消失。

　その身に巨きよ大だいな穴をあけられた怪かい蛇じやはその場で苦しみ悶もだえると、穴と口から大量の体液を吐はき出だしたのを最後に、あっけなく地に伏ふした。

　体はピクリとも動かず、その目に魂たましいの輝かがやきはない……魔ま獣じゆうは息絶えていた。

　その顚てん末まつを見たカルドに、勝利の喜びはない。

「……アイツ、今度は何をやったんだ」

　ラトラの能力はあくまで、膨ぼう大だいな魔ま力りよくで身体能力を強化するだけ……今のように、魔ま力りよくそのものを攻こう撃げきエネルギーとして放出するなど、強化の範はん疇ちゆうを超こえている。

「う、うう……」

　状じよう況きようを吞のみ込めず茫ぼう然ぜんとしていると、蛇へびの死し骸がいの中から弱々しくうめく声が聞こえてきた。

　蛇へびの体にあいた穴から、ラトラがぐったりと上半身を覗のぞかせていた。

「ラトラッ！」

　それを見るやカルドは一いつ旦たん考えるのをやめ、すぐに駆かけ寄よる。

　蛇へびの体内からラトラを、次いでシェミルをひと思いに引きずり出した。

「うえぇぇ～～っ、ダンジョンなんてもういやぁぁ～～っ！」

　救出後間もなく、地面にへたり込んだままみっともなく泣き喚わめくラトラ。

　その身は魔ま獣じゆうの体液にどろりとまみれ、見るも悲ひ惨さんな有あり様さまだった。

　それに加え、巨きよ大だいな蛇へびに吞のみこまれたという恐きよう怖ふ体験が、緊きん張ちようの糸が切れた彼女の心を叩たたき折ったのだ。騎き士しメンタル、完全崩ほう壊かいである。

「それより、オメェ何をしやがった。あんな技わざ、いつ覚えたんだよ」

「ぐずっ、知らないわよぉ。無む我が夢む中ちゆうでシェミルにしがみついていたら、なんだか力が溢あふれてくる感覚はあったけど……それからはなんにも覚えてない……ぐすっ」

「……あの魔ま力りよくの発生源は、シェミルだってのか？」

　思案しながら、気を失ったままいまだに起きないシェミルを見やるカルド。

　瀕ひん死しの人間を一いつ瞬しゆんで完治させるほどの治ち癒ゆを可能とする魔ま力りよくであれば、あの威い力りよくも頷うなずける。

　蛇へびに吞のまれていたあの時、シェミルは無意識のうちに自らの魔ま力りよくを体外に放出。

　それを本人が分わけ与あたえたのか、ラトラが自分で吸収したのか……

　どちらも規格外の存在ゆえ、正確なところは図はかりきれないが、いずれにしろあの時のラトラは二人分の魔ま力りよくをその身に宿していたのだ。

　しかしそれは、常人以上のキャパシティを持つラトラでも御ぎよしきれるものではなかった。

　ゆえにラトラは本能でそれを純じゆん粋すいな破は壊かいエネルギーとして、体外に放出。それがあの光の剣けんの正体……と、そんな暴力的な仮説が組み上がる。

　自分でも頭を抱かかえたくなる暴論だが、それ以外導き出せる答えがなかった。

「コイツはいったい……」

　こんなとんでもない光景を見せられると、改めてシェミルの特異性に着目せざるをえない。

　疑ぎ惑わくの視線を彼女に向けるカルドだが、そこである事に気づく。

　蛇へびの消化液で傷いたんで穴だらけになったシェミルの衣服から覗のぞく、白い肌はだ……そこに、深しん紅くの輝かがやきを宿す鉱物を確かく認にんしたのだ。

　……付着しているのではない。まるで皮ひ膚ふの下から直接生えたように、それは彼女の肌はだと一体になっていた。しかも、一点だけではない。

　胸を中心に肩かたや太ふと腿ももに至るまで、ぽつぽつとそれは生えていた。

　これを見た時、カルドの頭の中でいくつかの点が一本の線になる。

「な、なんなのこれ……体から、石が生えてる？」

　やがてそれはラトラの目にも留まり、泣くのも忘れてぎょっと目を剝むく。

「──〝魔血石ブラデイナ〟だよ」

「魔血石ブラデイナ!?　なんでそんなのが……」

　確信に満ちたカルドの答えに、ますます混乱するラトラ。

　無理もない。古今東西、鉱物……しかも、魔血石ブラデイナが人体から発生するという事例は知られていない。が、カルドにとって、これは初めて見る物ではなかった。

「ようやく見えて来たぜ……コイツの正体が」

「どういう、こと……？」

「シェミルは《セイントコール》の使用者……あの殺人鬼きと同じかもしれねぇって事だ」

「セイント、コール……？」

　初めて聞くその名を咀そ嚼しやくするように繰くり返かえすラトラをよそに、カルドはようやくこの事件の核かく心しんが見えてくる思いだった。

　連続殺人……いや、シェミルと彼女を追う一団から端たんを発する、一連の事件の真相が……
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　──怪かい蛇じやとの戦せん闘とう後、カルドたちは気を失ったシェミルを連れてダンジョンを後にした。

　今回彼女を預けるのは、アンヘル中央病院……この街最大の医い療りよう機関だ。

　その中でも、騎き士し団の要よう請せいを受け、負傷した犯罪人や事件関係者が秘密裏りに収容される特別病びよう棟とうへ彼女は搬はん送そうされた。

　搬はん送そう患かん者じやの性質上、ここに勤務する医師は捜そう査さに関する大まかな事情を聞かされているし、監かん視し体制もしっかりしている。カルドたちが目を離はなしても、簡単には抜ぬけ出だせない。

　このような軟なん禁きんまがいの措そ置ちがとられたのは、シェミルに対する警けい戒かい度が上がったからだ。原因はもちろん、彼女を蝕むしばむあの症しよう状じようにほからない。

　シェミルの身を案じ、ラトラはしばらくつき添そう事を希望したが、そんな彼女をカルドは半ば強ごう引いんにとある場所へ連れ出した。

　特別病びよう棟とうの地下一階……具体的にどのような場所なのか公言する事も憚はばかられる、騎き士し団内でも騎き士し長以上の許可がなければ立ち入りできない特別区画だ。

　シェミルの搬はん送そうと一いつ緒しよにゴートから許可を得て、カルドたちはここを訪おとずれた。

　薄うす暗ぐらく、病院にしては清潔感に欠ける殺風景な通路をしばらく進むと、カルドは金庫を思わせる分厚い鉄てつ扉ぴに遮さえぎられた部屋の前で止まる。

「──この施し設せつの事も、今から見る物も他言は無用だぞ。ちょいとヤバめの物なんでな」

　カルドはラトラに一言そう念を押し、両手で重い扉とびらを開ける。

　途と端たん、扉とびらの向こうからひんやりとした冷気が漏もれてくる。

　この部屋は、常に低温で管理されている保存庫だ。すぐに扉とびらを閉め、カルドは奥へ進む。

　彼の粛しゆく々しゆくとした態度を見ていたラトラも緊きん張ちようしながら、慎しん重ちようについて来る。

　ほどなくして、部屋の奥に並べられた異質な物体の前で立ち止まるカルド。

　それに倣ならってラトラも立ち止まり、目の前の物に息を吞のむ。

「何、これ……？」

　人間大ほどのサイズのカプセル……それが無数、佇たたずんでいた。

　カプセルの材質はガラスのように透とう明めいだが、表面が霜しもに覆おおわれていて中がよく見えない。

　その正体を確かめようと、ラトラは一歩前に出て目を凝こらす。

　しかし、直後に「ひっ」と声を漏もらし、後あと退ずさりしてしまう。

　カプセルに入っていたのは、不用意に見るとなかなかショッキングなものだった。

「に、人間……？」

　そう……カプセルに入っていたのは、いずれも冷れい凍とう保存された人間である。

　十五から二は十た歳ちまでの男女が目を閉じ、カプセルに充じゆう満まんする冷気に包まれながら直立不動で眠ねむるように佇たたずんでいるのだ。

　一糸纏まとわぬ姿でカプセルの中にいる彼ら。生気のない肌はだのあちこちには、深しん紅くに輝かがやくあの魔ま石せきが付着……いや、生えていた。

　シェミルと同じ症しよう状じようだ。

「──コイツらは全員、《セイントコール》の使用者だ」

「な、なんなの、その《セイントコール》って……」

「このアンヘルのダンジョンで、二年ほど前から出回っているブースト系の魔ま法ほう薬だよ……ただし、かなりタチの悪い、な」

　服用する事で、一時的に魔ま力りよくや身体能力を強化できる、俗ぞくに〝ブースト系〟と呼ばれる魔ま法ほう薬……それ自体は探たん索さくの必ひつ需じゆ品として市し販はんされ、多くの冒ぼう険けん者が常用している。

　しかし、セイントコールは別だ。国が認める正規の販はん売ばいルートから外れて非合法に取引される魔ま法ほう薬で、その効果も並の魔ま法ほう薬とは一線を画していた。

「飲めば、強大な力が手に入る……その安っぽいフレーズどおり、《セイントコール》は服用した者の魔ま力りよくを無む尽じん蔵ぞうに上げる効果があるらしい。あの殺人鬼き野や郎ろうがあれだけ強力な魔ま法ほうを扱あつかえたのも、この薬のせいだったってわけだ」

「うそでしょ……そんなのがばら撒まかれたら、世界中パニックになるじゃない！」

「ま、今のところはアンヘルの他に、国内数か所のダンジョンでしか確かく認にんされていないらしいがな……それに強力な魔ま法ほうを使えるようになったからって、すぐさま大量殺人に走ろうなんてヤツはそうはいない。あの野や郎ろうが特にイカれてただけだ……」

　大半はゾリィと同じように元は平へい凡ぼんな冒ぼう険けん者で、突とつ如じよとして強大な力を手に入れた者たちだが、少なくとも殺人などという大それた例はほとんどない。

　己おのれの無力さに苦く悩のうした結果、セイントコールに手を出した彼らだが、目的は自らの力を周囲に誇こ示じし、冒ぼう険けん者として名を上げる事……せいぜいそれくらいだった。

「力の使い道はなにも、犯罪だけじゃない。中には、ただ誰だれかの役に立ちたかったってヤツもいる……それこそ、正義の味方になりたかったってな」

　カルドの言葉に、ラトラは思うところがあるように、しゅんと静まり返る。

　自分にもし天性の能力がなければ、今いま頃ごろは……そんな事を思っているのかもしれない。

　しかし、《セイントコール》はただ願いを叶かなえてくれるような夢の薬ではなかった。

　この魔ま法ほう薬には、恐おそるべき副作用があったのだ。

「個人差はあるが、服用し続けていると徐じよ々じよに性格が変容し、正気を保てなくなるようだ。同時に、内側から蝕むしばまれるように体が〝魔血石ブラデイナ〟へと変わっていき、以後魔ま法ほうを使うたびにどんどん侵しん食しよくが拡ひろがっていくらしい」

　重度になると、体内を蝕むしばんでいた魔血石ブラデイナはやがて体外にまで及および、最終的に全身が結けつ晶しようと化す……そうなったら最後、いかなる治ち療りようも受けつけず死に至る。

　このカプセルにいるのは、副作用に耐たえきれず自ら病院に駆かけ込んで来たり、第三者に発見されて運び込まれてきた者たちだ。

　手て遅おくれになる前に凍とう結けつによる仮死状態にして結けつ晶しよう化を抑おさえ、命を繫つなぎとめているのである。

　……もっとも、症しよう状じようを回復させる手段は、今のところ糸口すら見つかっていない。

　もしかすると永久にこのままかも知れないというのが、魔ま法ほう医たちの見解だ。

　禁断の力に手を伸のばした代だい償しようにしても、無残な末路と言うほかない。

　そして、ここにいるのはせいぜい氷山の一角。ダンジョンにはいまだ、副作用に苦しみながら薬の服用を続けている冒ぼう険けん者が少なからずいると推測されていた。

「……シェミルもその中の一人だったって言うの？」

　しばしの沈ちん黙もくを経て、おそるおそる尋たずねるように、ラトラは口を開く。

　俄にわかには信じられず、戸と惑まどっている様子だった。

「服用している可能性は高い……あのバカげた魔ま力りよくはそうでなけりゃ説明がつかないし、体の結けつ晶しよう化っていう証しよう拠こもあるからな」

「でも、あの子は少なくとも正気よ！　あの殺人鬼きより、全然理性的じゃない！」

　──そこは、カルドも気になっていた点だった。

《セイントコール》の使用者は皆みな、症しよう状じようが進むにつれて理性を失って情じよう緒ちよ不安定になったり、暴力的になったり、支し離り滅めつ裂れつな言動が増えていったと聞く。

　しかし、あれだけ症しよう状じようが進行しているシェミルにそんな様子はなかったし、狂きよう暴ぼう性を隠かくすような狡こう猾かつな知性など、あの薬は残してくれまい。

　彼女をセイントコールと関連付ける上では、看過できない相そう違い点だ。

「……ソイツも含ふくめていろいろはっきりさせるために、アイツから話を聞く」

　ようやく見えてきた、今回の連続殺人事件の核かく心しんに迫せまる光明……それが幻まぼろしでない事を確かめるため、カルドはシェミルのもとへ向かう事にした。







　地下の部屋を出て地上階の特別病びよう棟とうに戻もどると、シェミルは既すでに目を覚ましており、担当医から聴ちよう取しゆの許可も得た。

　隔かく離りされた個室のベッドの上で、彼女は神しん妙みような面おも持もちでカルドたちを出で迎むかえる。

　自身の体の事が露ろ見けんした以上、もう逃にげ隠かくれできない……そう悟さとった様子だった。

「──オメェが言ってた話、ありゃほとんどデタラメだな？　一いつ緒しよに冒ぼう険けんしていた仲間なんてのも、最初からいねぇんだろ」

「……すみません」

　実際、カルドの質問に彼女は素す直なおに応答し、俯うつむきながら肯こう定ていと同義の謝罪を零こぼす。

「オメェは、《セイントコール》の使用者だ。オメェを追っていた連中は、その売人。大方、薬の取引で発生したトラブルが原因で追われていた……ってところか？」

「それは……」

　ここまで来たら素す直なおに自供してくれるかと思ったが、そうもいかなかった。

　急に言いい淀よどんで顔を曇くもらせ、視線を泳がせるシェミル。

「……違ちがいます。わたしは薬なんて知りません……あの人たちが、それを売っていたなんて事も、何も……」

　やがて、視線を逸そらしながら慎しん重ちように言葉を選ぶように、それだけ答えた。

「だったら、あのバカげた魔ま力りよくと全身から生えた魔血石ブラデイナはどう説明する？　《セイントコール》でないんだったら、オメェの力と症しよう状じようの正体はなんだ？」

　そう追つい及きゆうするカルドの声は、いつにも増して棘とげがあった。

　ようやく手にしかけた真相の欠片かけらを逃のがしてたまるかと、意地になっていたのだ。

「……言えません」

　その意地も、暖簾のれんに腕うで押おし……シェミルは変わらぬ態度で、頑かたくなに口を閉とざす。

　なるべく穏おん便びんに事を運びたかったが、事態はそうのんびりしていられる状じよう況きようではない。

　無意識のうちに、カルドにイライラが募つのる。

「……例の《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》ってのも出まかせだったって事か。いったいなんのつもりか知らねぇが、俺らはまんまとそれに踊おどらされ、無む駄だな探たん索さくをしてたってわけだ」

　ゆえに、八つ当たりに近い露ろ悪あく的な言葉が、口をついて出てしまった。

　今さら、こんな事をシェミルに言ってもしょうがない……そう思っていた。

「──それは本当です！　《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》はいます！」

　ところが、直後シェミルは凍とう結けつしていた感情が急速解かい凍とうされたように、突とつ然ぜん声を上げた。

　この急激な変化に彼女自身耐たえかねたように、はぁはぁと息を荒あららげる。

　そんな彼女に、冷ややかな視線を向けるカルド。

「今さらそれを信じろって？」

　……その言葉に対する回答はなかった。さっきの言葉は本人も意図しなかったものであるかのように、シェミルは再び口を閉ざしてしまう。

　これ以上追つい及きゆうしても進展はなさそうだ。カルドは行き場のないイライラを紛まぎらわすように、頭をくしゃくしゃと搔かき回まわす。

　そうしていると、それまで息を殺すようにひっそりカルドの背後に突つっ立たっているばかりだったラトラが、不意に彼の横へと踏ふみ出だした。

「……カルド、この子と二人きりで話をさせてくれない？」

　彼女に表情はなく、内心渦うず巻まく動どう揺よう、疑念、失意に苛さいなまれたように声は弱々しい。

　が、そんな中でも何か決意を抱いだいたように、言葉ははっきりしていた。

「……好きにしな、俺は詰つめ所しよに戻もどる」

　それに対し、投げやりに応えて身を翻ひるがえすカルド。この尋じん問もんでますますシェミルの本心がわからなくなったが、彼女がラトラに心を開いている事だけは本当だと思いたかった。

　ゆえにラトラなら、少しでもシェミルの本音を聞き出す事ができるかもしれない……そんな期待が、わずかにあった。それにはおそらく、他の人間は邪じや魔まだろう。

「……あとは頼たのんだぞ」

　そんなそっけない一言とともに、ラトラに一いち縷るの望みを託たくす。

　ここで彼にできる事は何もない。ならば、自分なりにできる事をするまで……

　その冷静な決意でイライラした頭を静め、カルドは病室を後にした。







　──カルドが病室を去ってから、しばらく二人の間に沈ちん黙もくが続いた。

　ラトラは口を固かたく結んだまま相手を見つめ、シェミルはけっして相手と視線を合わせまいと、気まずげに顔を逸そらすだけ。互たがいにとって、息苦しい時間が続いた。が……

「──例の魔ま獣じゆうの事は噓うそじゃないって……あたしは信じるよ」

「え……？」

　やがてラトラがぽつりと零こぼした一言に、シェミルは自然とラトラの方に顔を向ける。

　思ってもない言葉に、体が反射的に動いたという様子だった。

　この時のラトラは普ふ段だんほどの威い勢せいはないものの、多少は心の整理がついて、ほのかに微ほほ笑えみを浮うかべていた。

「今にして思えば、確かに不自然よね。たまたま通りかかった冒ぼう険けん者から聞いた噂うわさ程度で、みんなして命いのち懸がけの探たん索さくに出るなんて……とっさに考えついたのだろうけど、ちょっと無理がある話ね。もっと早く気づくべきだったわ」

　カルドは最初から、あの話に胡う散さん臭くささを感じていたのだろう。

　だから、シェミルに対して懐かい疑ぎ的だったし、警けい戒かいも解かなかったのだ。

　いきなり虚きよ偽ぎを語る人間を信用できないのは、当然である。

　それに気づけなかった自分の未熟さを恥はじる思いで、ラトラは苦笑いを浮うかべる。

　が、ラトラはその自じ嘲ちようを吞のみ込むように、すぐに穏おだやかな表情を取とり戻もどした。

「でも、《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》の事だけは違ちがう……その言葉だけは、デタラメなんかじゃないはっきりとした存在感を覚えたわ。そして、あなたが危険を承知でそれを探そうとしてるのも、噓うそじゃない……そう思ったから、あたしは手伝う気になったのよ」

　けして同情で目が曇くもっていただけではない……そういう言い訳の面も正直ある。

　だがそれ以上に、自分を信じてくれた者を欺あざむいていたという罪悪感から心を閉ざしつつあったシェミルの重荷を取り除くため、今言っておくべき言葉だと思ったのだ。

　……結局同情ね、とまた自じ嘲ちようの笑えみが零こぼれる。

「ごめ……んなさ、い……！」

　絞しぼり出だされた声に気づくと、俯うつむくシェミルの瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだが落ちていた。

　真実を話せない罪悪感と、自分を改めて信じてくれる者への感謝の念……

　それらの感情が込こめられた涙なみだと嗚お咽えつを、我を忘れて吐はき出だす。

「……泣かせるつもりはなかったんだけどな」

　その様を、少し後ろめたい気分で眺ながめるラトラ。だが、同時に少し嬉うれしくもあった。

　シェミルが、ようやく本当の意味で自分に心を開いてくれた。

　彼女の涙なみだはその表れだと……そう思ったのだ。







　それからシェミルが落ち着くと、ラトラは部屋の隅すみにあった椅い子すを持ち出し、ベッドの横に座る。彼女に対して、まだ話したい事があったからだ。

「──正直言うとね、あたし、あなたへちょっと浮うわついた気持ちがあったんだ」

「浮うわついた、ですか……？」

「うん……」

　先ほどより落ち着いたのか、シェミルにこれまでの頑かたくなで遠えん慮りよがちだった態度はなくなり、自然に受け答えするようになっていた。

　さっきの涙なみだで、ラトラとの心の壁かべも洗い流されたかのように。

「……命を救われた恩があるからだなんて、それっぽい事を言ってたけど、あたし本当はあなたの〝お姉ちゃん〟にでもなったつもりでいたんだと思う」

「お姉ちゃん……」

「あたし、家に兄や姉はいるけど弟や妹がいなかったから……ずっといたらいいなって思ってたのね。だから、ついついあなたに余計な世話を焼いちゃって……」

　──おそらく、自分のそんな下心にもカルドは気づいていたのだろうと、ラトラは思う。

　それを汲くんで、シェミルへの干かん渉しようをある程度黙もく認にんしていた節があった。

　これを聞くと、シェミルは不意に笑えみを消し、思うところあるようにまた俯うつむいてしまう。

「ご、ごめん……やっぱ、迷めい惑わくだったよね」

「いえ、そうじゃないんです……ただ、ちょっと昔の事を思い出しちゃって」

「昔の事……？」

　それは、これまでシェミルから語られた作り話ではない……正しよう真しん正しよう銘めい、彼女自身の話だ。

　──シェミルは、〝とある施し設せつ〟に引き取られた孤こ児じだったという。

　……疫えき病びようや治安の悪さが原因で幼くして親を失うというのは、残念ながら帝てい都との外では珍めずらしい話ではない。ラトラも、それくらいは知っていた。

　施し設せつには、彼女と同じ年とし頃ごろで同じ境きよう遇ぐうの娘むすめが大勢いた。あまり幸せな環かん境きようとは言えなかったが、全員が様々な作業を分担して生活を支え、ささやかに暮らしていたという。

　年ねん齢れいに反して妙みように手慣れたシェミルの生活能力は、そんな日々の賜たま物ものだった。

「──みんな本当の姉し妹まいみたいに良くしてくれたんですけど、その中でも特にわたしの面めん倒どうをいろいろ見てくれた子がいたんです……一番頼たよりになるお姉ちゃんみたいだった子が」

「さしずめ、その子が一番上のお姉さんってところかしら。なら、ほっとけないのも無理はないかもね……シェミルって、いかにも一番下の妹って感じするもん」

「そ、そうですか……？」

　ラトラが少し意地悪く言ってみると、シェミルはさっと頰ほおを赤くする。

　自分でもその自覚があり、指し摘てきされて少し恥はずかしいといった様子だが、一方でまんざらでもないように照れ笑いを浮うかべていた。

「確かに、そうかもしれませんね……その子はみんなのまとめ役って感じで、わたしの聖歌の練習にもよく付き合ってくれて、二人でよく一いつ緒しよに歌ってました」

「聖歌……」

　それを聞いた時、ラトラは違い和わ感かんを覚えた。

　やがて思い出した。以前の戦いで、自分がどのようにしてシェミルに救われたかを……

「……あの時の歌、あなただったんだ」

　全身が凍こおりついて意識が途と切ぎれ行く最中、ラトラは〝歌〟を聞いた。

　美しく神聖な旋せん律りつが、死の淵ふちに沈しずみゆく彼女の魂たましいを現世に呼よび戻もどしたのだ。

「……わたし、昔から歌うのが好きだったんです。そのせいか、わたしが〝あの力〟を使う時、歌っているとより強い力が出るようで……」

「聖歌って事は、あなた教会にいたの？　なんか修道女みたいな雰ふん囲い気きだとは思ってたけど」

「はい、一応教会でお仕事をさせていただく事もありました……みんなと一いつ緒しよに」

「ふーん……」

　あまり掘ほり下さげたくない話なのか、教会に関しては少し言葉をぼかした感じで、シェミルの態度もあまりはっきりしない。迂う闊かつに触ふれるべき話でないと、ラトラはなんとなく察した。

　肝かん心じんな事はいまだ隠かくされている感かん触しよくだが、一つだけはっきりした事がある。

　シェミルには、心から信しん頼らいできる〝家族〟がいるのだ。その思い出を語る時だけは、彼女は年相応のあどけなさを見せてくれる。こちらが羨うらやましくなるくらいに……

　ラトラはふと笑えみを消し、神しん妙みような顔でシェミルを見つめる。

「……あなたがたった一人で《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》を探すのは、その子たちと関係があるの？」

　シェミルは〝家族〟を愛し、彼女たちとの生活に幸福を感じていた。

　そんな場所を投げうってまで、一人でダンジョンを探たん索さくするからには理由がある……

　ラトラにこの疑問を投げかけられるとシェミルは消しよう沈ちんし、涙なみだをこらえるような顔で俯うつむく。

「……はい」

　そして、言いい淀よどんでいた答えを絞しぼり出だすように肯こう定ていした。

〝冒ぼう険けん者の仲間〟というのは真っ赤な噓うそだが、誰だれかのために《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》を探そうとしているのは本当だったのだ。

「みんなにもう一度会うために、《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》を見つけたい……それが、わたしの願いです」

　まるで神の御ご前ぜんで懺ざん悔げでもするように、シェミルは顔を上げず粛しゆく々しゆくとそう告げた。

　……これ以上疑問を投げかけるのも憚はばかられる悲ひ壮そう感を、ラトラは感じた。

　その理由が彼女にとってみだりに他人に言えないほど切実であるのは、この態度を見ていればわかる……決断するにはそれで十分だった。

「じゃ、早く魔ま獣じゆうを見つけなくっちゃね！　あなたが、みんなのところに帰れるように」

　──それは、今後もシェミルの手伝いをするという意思表示にほかならない。

　いざとなったらカルドや騎き動どう小隊の仲間たちに頼たよらず、自分一人でも成なし遂とげるという強い意思を込こめ、言葉を吐はいた。

　ラトラの宣言に対して、シェミルは何も言わなかった。

　喜んでいるとは思えないが、少なくとも拒きよ絶ぜつはしていない……ラトラはそう解かい釈しやくする。

「あなたはもうこれ以上無理をしないで……あなたが《セイントコール》を使っていようとなかろうと、魔ま法ほうを使う事が危険なのは変わらない。あなたは、あたしが守るわ……」

　そう言葉を掛かけ、安心させるようにシェミルの肩かたに手を置く。

　ラトラの言葉と行こう為いに一層胸を締しめつけられたように、シェミルの目に再び涙なみだが浮うかんだ。

「なんで、そうまでしてわたしのために……」

「それはあたしが騎き士しだから……それに、正義の味方を目指す身としては、あなたみたいな子を見て見ぬふりなんてできないわよ！」

　そんな彼女の罪悪感を振ふり払はらうため、ラトラは小気味よい笑え顔がおを浮うかべて告げた。

　……少々カッコつけすぎな気はするが、それが自分の本心なのは間ま違ちがいない。

　ゆえに、微み塵じんの躊躇ためらいも気き後おくれもなく、堂々とそう言ってのける。

「正義の、味方……」

　その言葉を、きょとんと繰くり返かえすシェミル。けれど、ラトラの迷いのない顔に徐じよ々じよに気力を与あたえられたように、涙なみだは止まっていた。







　──ラトラが病院にいる間、詰つめ所しよでは大きく事が動こうとしていた……

「──どちらの糸も切れた以上、もうこっちから仕し掛かけるしかねぇ」

　ゴートへシェミルに関する報告を終えると、カルドは最後にそう吐はき捨すてた。

　その意図をすぐさま察し、ゴートはやれやれとばかりに深い息を吐はき落とす。

「……直接、《セイントコール》の売人を捕つかまえようってのかい？」

「どのみち、近々動こうとはしてたんだろ？　そのために、アンタがひそかに他の連中使って薬の出所を探さぐらせていたのは知ってんだ。そうやって蓄たくわえた情報を使わねぇでどうする」

　この騎き動どう小隊にはそれなりの人数がいるが、一堂に会する事はめったにない。

　誰だれもが常に、ゴートの命を受けて何かしらの捜そう査さに動いているからだ。

　その中にはもちろん、《セイントコール》の件も含ふくまれていた。

「しかしねぇ……教団の横よこ槍やりを受けたばかりだというのに、大きく動くのはどうも気が進まないんだよねぇ。あのこわ～い騎き士し殿どのとは、正直何度も顔を合わせたくない」

「アンタの気分なんぞ知るかい。ヤツらが引っ張っていったのは、あくまで殺人鬼きだ……《セイントコール》に関しては何も言ってなかったろ。気にするこたぁねぇよ」

「それはそうなんだがね……」

　むしろこれ以上時間を置いたら、どんな理由でまた茶々を入れてくるかわからない。

　一連の事件が、《セイントコール》に繫つながっているのは明らか……かの薬は、カルドだけでなく、騎き動どう小隊の誰だれもがいずれどうにかしなければと思っていた案件だ。

《セイントコール》は冒ぼう険けん者に害を成し、ダンジョンの秩ちつ序じよを乱す忌いむべき薬である。

　かつての相棒との記き憶おくが、薬に対する人一倍強い怒いかりを、カルドに覚えさせた。

　これ以上、冒ぼう険けん者が犠ぎ牲せいになるのを見過ごす事はできない。放っておけば、再びゾリィのような殺人鬼きを生み出す可能性もある……潰つぶすなら今だ。

　その糸口になるはずだったシェミルから情報を得られなかった事で、カルドは焦あせっていた。

「──面おも白しろい話をしておるのう。わしらも混ぜてくれんか？」

　そうしていると、ふらりとヴェルサが話に入って来る。

　後ろには、取り巻きのウィルが従じゆう僕ぼくのように控ひかえていた。

　二人とも担当していた仕事を教団に掠かすめ取とられた直後とあって、他にやる事もなくここで暇ひまを持て余していたのである。

　ヴェルサは事の詳しよう細さいをすっかり心得たとばかりに、にたりと意地の悪い笑えみを浮うかべていた。この態度が、結果的にゴートを動かす。

「──しょうがないねぇ」

　ついに観念し、降こう伏ふく宣言と同義の言葉を吐はくゴート。

　むやみにやる気を出しているカルドとヴェルサを簡単に止められるとは思えず、無理に押し留とどめて勝手に動かれるよりは……と、そんな思おも惑わくをわかりやすいくらい滲にじませていた。

　いずれにせよ、許可は下りた。カルドはにっと笑えみを浮うかべる。

　──しかしゴートが渋しぶったとおり、これは多大なリスクを伴ともなう作戦だ。

　動く以上、この一手で可能な限りの成果を上げなければならない。

「……ところでヴェルサ、一つ二つ頼たのみがあるんだが」

「あん？」

　そのためにカルドはもう一本、〝危ない橋〟を渡わたろうとしていた。







　話が決まって間もなく、カルドは再び中央病院へ赴おもむく。

　まっすぐシェミルの病室に入ると彼女はまだ起きており、そこにはラトラの姿もあった。

　もう夜も更ふけているが、ずっと二人で談だん笑しようしていたらしい。

　部屋に入った直後、ラトラと話すシェミルの様子を見る限り、これまで纏まとっていた固かたさが薄うすれ、ずいぶんと親し気になったように思える。

　ほんの少し見ない間に、二人には本当の姉し妹まいのような気安さがあった。

　何を話したのかは知らないが、それは後にして、今は他に言うべき事がある。

「──突とつ然ぜんだが、三日後に仕事だ……《セイントコール》の売人どもをとっ捕つかまえる」

「はっ……？」

　急な決定ゆえ、諸もろ々もろの手続きや準備に二日は掛かかるという事だった。

　入室早々その旨むねを伝えると、ラトラは思考停止したように呆ほうけてしまう。

「ちょ、いきなりすぎない……？」

「ぼやぼやしてるヒマはねぇんだ、またいつ教団から横よこ槍やりが入るかわからねぇからな……売人どもと接せつ触しよくするための情報も揃そろっている。急がない手はねぇよ」

「……わかった」

　最初困こん惑わく気味だったラトラも、やがて腹をくくったようにそう決断した。

《セイントコール》の件は、彼女にとってもけして看過できる事ではない。

　今のシェミルから目を離はなす事にやや抵てい抗こうがあるように、さっきから彼女へ視線を送っているが、それでも己おのれのやるべき事は見失っていないようだ。

　一方、シェミルは何か思うところあるように、俯うつむいて沈ちん黙もくしていたが……

「あの人たちと戦うんですか、ラトラさん……？」

　やがてラトラの顔を覗のぞき込むように、顔を上げた。

　心配げに見つめる彼女を安心させるように、ラトラはふと笑えみを浮うかべる。

「戦うかどうかはまだわからないけど、もしその必要があるなら戦うわ。アイツらの薬のせいで、多くの冒ぼう険けん者が不幸になっている……だから、一刻も早くそれを止めなきゃ」

　それはシェミルへの慰なぐさめか、あるいは自分への鼓こ舞ぶか……

　いずれにしろ、ラトラは躊躇ためらいのない毅き然ぜんとした語気で、自らの覚かく悟ごを語った。

　それに対し、シェミルはまた思おもい悩なやむように俯うつむいてしまうが……

「──わたしも連れて行ってください」

　間もなくして、そう言いながら顔を上げた。

　正面を向いた彼女の瞳ひとみには、恐きよう怖ふと同時にそれに抗あらがう意志が宿っていた。

「シェミル……!?」

　この言葉にはカルドも驚おどろかされたが、ラトラの驚おどろきはその比ではない。

　シェミルから思ってもない言葉を聞かされ、すっかり動転していた。

「……本気か？　正直、そうしてくれるなら俺としちゃ都合がいいが、さすがに今のオメェを戦いになるかもしれない現場に連れて行くのはな……」

　一方で、カルドはたちまち冷静さを取とり戻もどし、シェミルの提案を検討する。

　実際、それは自分から切り出そうかどうか迷っていた事だった。

　カルドは依い然ぜんとして、彼女と《セイントコール》、延ひいてはその売人との関係を疑っている。その両者を引き合わせれば、事件の核かく心しんに近付けるかもしれない……そう思っていた。

　とは言え、そのために戦う力を持たない病人のシェミルを売人たちの前にむざむざ晒さらすのは、さすがに彼も躊ちゆう躇ちよしていた。だから、あえて口を閉ざしていたのだが……

「連れて行ってください。その代わり、すべてが終わったら、その時こそお話しします。わたしが知っている、すべてを……！」

　そんなカルドの躊躇ためらいを払ふつ拭しよくするように、シェミルは気き丈じようにそう訴うつたえた。

　今までひたかくしにしていた、事実……それを引ひき換かえにしてでも、シェミルには決着をつけたい何かがある。カルドは、そう感じた。

　これまで白々しくしか聞こえなかったシェミルの言葉が、はじめて彼の胸に響ひびいたのだ。

　もし売人たちを捕つかまえても、彼らが素す直なおに事件の真相を話してくれるとは限らない。

　その時、シェミルから情報を引き出せれば、それは売人たちを追いつめるための格好の材料になるだろう……正直、そんな打算もある。

　しかし、カルドにとってはシェミルの決意こそが一番の決め手になった。

「……決まりだな」

　結果的に、シェミルに根負けしたという形で、カルドはため息交じりに許可する。

「正気!?　向こうはあなたに殺人鬼きまで差し向けるような連中よ！　直接会ったら、何をされるかわからないわよ！」

「ごめんなさい……でも、決めたんです。もう逃にげていられない」

　半ばヒステリックなラトラの反対を受けても、シェミルの決意は変わらない。

　己おのれの恐きよう怖ふに、自分を案ずる者に逆らってでも押し通したいほど、彼女の意思は固かった。

「シェミル……！」

　それを目まの当あたりにし、ラトラもとうとう何も言えなくなった。

　シェミルの決意は彼女にもわかっている。シェミルに無茶をさせたくない一方で、彼女の覚かく悟ごを無下にする事もラトラにはできないのだ。

　その苦く悩のうを汲くんだ上で、カルドはふっと薄うす笑えみを浮うかべる。

「現場には連れて行くが、なにも敵の目の前にシェミルを放り出すわけじゃない。なるべく、危険に晒さらさない方法で作戦を考える……それでいいだろ？」

「……うん」

　それでようやく、ラトラは自分の心に折り合いをつけられたようだ。

「いざとなったら、あたしがシェミルを守る……そう約束したから」

　そして、その決意を胸に、彼女もまた腹をくくるのだった……







　──翌日以降は、ゴートが今回の捜そう査さに関する各種の手続きに追われている中、カルドは詰つめ所しよを行ったり来たりして、今後を見据えた準備を進めた。

　……今回の事件だけではない。ラトラを正義の騎き士しにするという大目標を達成するため、ゆくゆく必要になるであろう物を調達するための仕し込こみである。

　……そうして、決戦の日が訪おとずれた。

「ほれ、カルド。頼たのまれていた物じゃ」

　詰つめ所しよを発たつ直前、ヴェルサがおもむろに渡わたしてきた物を受け取るカルド。

　それは、《魔光銃ワイズマン》用の弾だん丸がんが入ったマガジン数個である。

　カルドが使う魔ま法ほう弾だんは基本的に、魔ま法ほうが使える者から中身を提供してもらう必要がある。

　そのため、もっぱらヴェルサがその役目を担になっているのだ。

　彼女との関係は親密とは言えないが、それでも仲間として最低限の義理はある。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいが目立つが、一方で義理に厚い面もある……ヴェルサはそういう人物だ。

　そんな彼女からは、先日の怪かい蛇じや戦で大量に消費した分の補給……さらに、特別な物を用意してもらった。

　所しよ詮せんは低級魔ま法ほうに過ぎない《魔光銃ワイズマン》の魔ま法ほう弾だんでは、まったく通用しない敵もいる……あの戦いでそれを思い知ったカルドは、とある弾だん丸がんをヴェルサに発注したのだ。

「言われたとおりの物を用意したが、命が惜おしければ使わぬ事じゃな」

「……使わないで済むならいいんだがな」

　カルドも心の底からそう思っている。ヴェルサの言葉は脅おどしではないからだ。

　……もしその時が来れば、命を懸ける必要がある。

　そして、ヴェルサから託たくされたのは弾だん丸がんだけではない。

「それと、例のお守りもな……ちゃんと小こ娘むすめに渡わたしておくのじゃよ？」

「ああ……」

「じゃ、わしらは先に行くぞ。そちらもさっさと準備を済ませるのじゃな。行くぞ、ウィル」

「はい、姫ひめ」

　ヴェルサは話を打ち切り、ウィルを引き連れて詰つめ所しよを後にする。

　今回、彼女たちも一いつ緒しよの捜そう査さには臨のぞむが、作戦の都合上出発は別々となる。

　あの二人の役割も重要だが、この作戦でもっとも重要なのは……

「よし、俺たちも行くぞ」

　カルドは窺うかがうような視線を投げかけ、一人席に腰こしかけていたラトラに声を掛かける。

「……うん」

　彼女はひどく緊きん張ちようした様子で、顔を強こわ張ばらせて頷うなずいた。

　……さきほど、今回の作戦を聞かされてからずっとこの調子だ。

　今度は、戦いだけで解決するような任務ではない。

　自らの役目の特とく殊しゆ性もあって、かなり気負っているのが見て取れる。

「……ま、ビビってるならそれでも構わんがな。むしろ、今回はちょうどいい」

「べ、べつにビビってないから……！」

「どうだか……とりあえず、これでも持っとけ」

　言って、カルドはラトラにある物を投なげ渡わたした。

　それを彼女は危あやうげに両手でキャッチし、まじまじと見下ろす。

　それは中心に宝石がはめこまれた、小さなブローチだった。

「何これ？」

「お守りだよ。今のオメェにはうってつけだろ」

「バカにしないでよ……まぁ、一応もらっておくけどさ」

　態度は素す直なおでないが、心細さからか意外とあっさり受け取るラトラ。

　数度の修しゆ羅ら場ばを乗のり越こえたにもかかわらず、彼女の根っこはまだ変わらない。

　もはや安あん堵どすら覚える相変わらずのやり取りを経て、カルドはラトラを連れて現場へと出動した。







　──それからしばらくして、ラトラは一人ダンジョンを潜もぐっていた。

　別室で待たせていたシェミルと合流後、カルドたちとは一いつ旦たん別れ、ここからはしばらく彼女一人で行動する必要があったのだ。

　今回の目的は、《セイントコール》をダンジョン内にばら撒まく売人グループと接せつ触しよくし、これを検挙する事。そのため、まずは売人を見つけなければならない。

　これまでの調査──使用者からの聴ちよう取しゆや他の冒ぼう険けん者の目もく撃げき談から、売人と思われる人物は特定の時間、決まった場所に現れる事がわかっていた。

　だが、相手とて馬鹿ではない。騎き士しがあからさまに検挙のため動き出せば、それを察知して姿を隠かくしてしまうのは明白。

　それに売人が現れるというのが、もっとも冒ぼう険けん者の出入りが激しい第一層の転送陣じん近く……そこでもし大捕とり物ものにでもなれば、周りの冒ぼう険けん者に被ひ害がいが及およんでしまう。

　そんな事態を避さけるため、まずは穏おん便びんに売人と接せつ触しよくしなければならない。

　それを成すため今回考案されたのは、いわゆる〝囮おとり捜そう査さ〟である。

　その囮おとりに抜ばつ擢てきされたのが、ラトラだ。彼女が一人で一いつ般ぱんの冒ぼう険けん者を装よそおい、売人と接せつ触しよく。薬を買うと見せかけて接近する……というのが、この作戦の要である。

　そのためにラトラはいつもの騎き士し服ではなく、いかにも駆かけ出だし冒ぼう険けん者らしい簡素な着衣と粗そ末まつな革かわ鎧よろいに身を包み、髪かみも下ろしてイメージチェンジ。

　騎き士しとしてのラトラはアンヘルで既すでに噂うわさになってはいるが、変装した彼女を見み抜ぬけるのは、冒ぼう険けん者の中ではパーティーをともにしたレオヴァルトたち三人くらいだろう。

　ラトラは一いつ介かいの冒ぼう険けん者に扮ふんして一人、多くの冒ぼう険けん者が行いき交かう第一層に身を置いていた。

　……近くからカルドたちが様子を見ていると聞かされてはいるが、それとなく探さぐってみても気配はない。誤ご魔ま化かしきれない心細さに、足が重くなる思いだった。

「気張りなさいラトラ……ここが勝負どころよ……」

　そうぼそぼそと呟つぶやき、自らを鼓こ舞ぶする。

　やがて、ほとんどの冒ぼう険けん者が奥へ移動して、転送陣じん付近の人の密度が下がった頃ころにラトラは意を決して移動を開始……そろそろ時間だった。

　彼女が向かうのは転送陣じんがある大部屋の片かた隅すみ……辺りに破損して倒たおれた柱などの瓦が礫れきが散乱し、やや人目につきづらい一画である。そこを、ぎこちない挙動で移動するラトラ。

　今の彼女は思わぬ大役を任され、かなり緊きん張ちようしている。

　おまけに、一人でダンジョンを歩くのはこれが初めてだった。

　その精神的動どう揺ようが能力を著いちじるしく下げ、動き全体がかなり硬かたい。

　端はたから見れば、本当に素しろ人うと冒ぼう険けん者以外の何者でもなかった。

　やがてラトラは、薄うす暗ぐらい壁かべ際ぎわに一人の人物を確かく認にんし、立ち止まる。

　ラトラの前にいるのは、一見目立たない装備を纏まとった平へい凡ぼんな男性冒ぼう険けん者だった。

　しかし、普ふ通つうの冒ぼう険けん者でないのはすぐにわかった。探たん索さくが目的のはずの冒ぼう険けん者が、たった一人でこのような隅すみの区画に突つっ立たっているなど不自然だ。

　別の理由でここにいるのは明白……もっとも、それはお互たがい様だが。

　男の正体を察するにつれ、息苦しさを感じるほどのプレッシャーに襲おそわれるラトラ。

「──い、いい薬を持ってるんですって？」

　それでも思いきって、緊きん張ちようで上ずった声を絞しぼり出だす。

　すると、それまで微び動どうだにしなかった男が、彼女の顔を覗のぞくようにようやく動いた。

「……どのような薬をご所しよ望もうで？」

　ニタリと薄うす気き味み悪わるい笑えみを浮うかべ、脅おどかすようなおどろおどろしい声を返す男。

　……やはり、この男が売人だ。その確信を自信という鎧よろいに変え、己おのれの心を厳しく律する。

「……〝聖者の声が聞こえる〟ってヤツ。持ってるんでしょ？」

　態度を強気に変え、ラトラは打ち合わせどおりのセリフを吐はく。

〝聖者の声が聞こえる〟という言葉こそ、自分が〝あの薬〟を求める客だと示す合言葉らしい。

　即すなわち、聖者の呼び声……《セイントコール》とはよく言ったものである。

　これを聞くと、男は満足げに笑えみを深める。

「力をお望みなのですね……承うけたまわりました、あなたを聖者の国へ誘いざないましょう」

　やたらと芝しば居いがかったセリフとともに、懐ふところへ手を伸のばす男。

　いよいよ、かの薬のお目見えだ。これを確かく認にんし、あとは正体を明かしてこの男を拘こう束そくするだけ……この重責に、ラトラはごくりと喉のどを鳴らす。

　──直後、彼女の頭に衝しよう撃げきが走った。

「あっ……？」

　脳が揺ゆれ、体ごと視界が傾かたむく。

　痛みは感じないが、何者かに後ろから硬かたい棒か何かで殴なぐられたのはかろうじてわかる。

　どうやら、男には仲間がいたらしい……その認にん識しきを最後に、ラトラの意識は途と切ぎれた。







「ん……」

　──闇やみに閉ざされていたラトラの意識が、不意に覚かく醒せいする。

　目を開けるとそこは、さっきまでいたはずのダンジョンとは様子が違ちがっていた。

　辺りを照らすのは、ダンジョンの壁かべ特有の輝かがやきではなく、ぼんやりとしたオレンジの明かり……その光源が、周囲の壁かべや柱に吊つるされたランプである事に気づく。

　周囲を見み渡わたすと、ずいぶん朽くちた建物の中にいるようだ。

　薄うす暗ぐらくてはっきりはしないが、内装が普ふ段だん慣れ親しんだ現代文明の物とはずいぶん違ちがう感覚がした……どうやら、ダンジョン内の廃はい墟きよの一つにいるらしい。

　周囲の情報を吞のみ込むと同時に、体の違い和わ感かんにも気づいた。

　両手両足をロープで縛しばられ、身動きができない状態にされていたのだ。

　突とつ然ぜん置かれた状じよう況きように言葉を失っていると、

「──目を覚ましたようだな」

　不意にラトラの前に一人の人物が現れた。

　最初からいたのだろうか。しかも傍そばには、部下らしい二人の男が控ひかえていた。

　男の一人は、さっきまで話していた売人だ。さらに、その横のもう一人が背後からラトラを襲おそった者と考えるのが妥だ当とうだろう。

　そして、今話しかけてきたのは、全身を黒いマントに包んだ正体不明の怪かい人物だった。

　声からどうやら、女性のようではあるが……

　ラトラは気き後おくれする事なく反はん抗こうの意思を込こめて、その人物を睨にらむ。

「あんたたちが、《セイントコール》の売人どもね……！」

「売人などと、無ぶ粋すいな物言いはやめてもらいたいな。我々は……」

　女は自らの黒マントを摑つかみ、あえて誇こ示じするように仰ぎよう々ぎようしく剝はぎ取とる。

「──救いがたき愚ぐ者しやどもを導く、〝聖者の軍団〟だ」

　そこから現れた姿に、ラトラはぎょっと目を剝むいた。

　それはつい先日、会ったばかりの人物だったからだ。

「あなた、教団の……！」

　──以前、ほんの少しだけ顔を合わせた聖堂教団の教団騎き士し……

　あの時と同じ鎧よろいを纏まとい、相手を侮ぶ蔑べつするように見下す眼まな差ざしと不ふ遜そんな立ち振ふる舞まいは、確かにかの女騎き士しに間ま違ちがいなかった。

　あの後聞いた話によると、名前は確かレーシア＝アルトラム……

「野の良ら犬いぬどもが、いずれはしびれを切らして動くだろうとは思っていたが、存外早かったな……しかも、貴様自ら火中に飛び込んで来てくれたのは実に好都合」

「何を言ってるの……？　それより、どうして教団騎き士しが《セイントコール》なんかをダンジョンにばら撒まいているの!?　まさか、この事件の黒幕は……！」

　混乱する頭で、なんとかその推測を紡つむぎ出すラトラ。

　それが事実だとすれば最悪だ。国政にさえ影えい響きようを与あたえるほどの国内最大勢力が、犯罪行こう為いを主導していた事になるのだから……

「さて、な……それを貴様に話す義理はない」

　レーシアはハナからまともに話す気がないとばかりにはぐらかすが、心証は真っ黒だ。

　聖堂教団なら何をやってもおかしくはない……それだけ得体の知れない組織だし、裏で後ろめたい事を散々やっているという話は、噂うわさレベルも含ふくめて枚挙に暇いとまがない。

　真実味を帯びてきた教団の本ほん性しように、ラトラはうすら寒さを覚え、顔が青くなる。

　そんな彼女を、レーシアの昏くらく冷たい瞳ひとみがさらに凍こごえさせる……顔こそ笑えみを浮うかべているが、まるで相手を人とも思っていないような、一いつ切さいの情を感じない瞳ひとみだった。

「それより、ラトラ＝ヴァンクス……今我々にとって重要なのは、貴様だ。先日初めて会った時、ピンときたよ。貴様が、我々が求める〝素質のある者〟だと……」

「素質……？　それって、あたしの〝力〟の事……？」

「そうだ。私も魔ま力りよくに対しては少々敏びん感かんでな。今まで経験のない異質な波動を感じた。一見、凡ぼん人じん程度に過ぎないと思ってみれば、気を凝こらして探さぐれば探さぐるほど魔ま力りよくが膨ぼう大だいになっていく……ぜひとも我々の手中に収め、じっくり解かい析せきしてみたいものだと思っていたのだ」

「なるほど……そういう事だったのね」

　初対面でレーシアが向けた、あの不気味な笑えみ……その意味するところが今わかった。

　現在も、同じものをレーシアは張りつけている。世にも珍めずらしい珍ちん獣じゆうにでも心を躍おごらせているような顔……要は、最初からラトラを物もの珍めずらしい実験動物としか見ていなかったのだ。

　……この女なら、《セイントコール》で多くの冒ぼう険けん者を弄もてあそぶくらいは平気でやる。

　そう直感した。

「あくまで、〝あの娘むすめ〟を捕とらえるついでに過ぎなかったが、貴様の方からのこのこ出てきてくれて手間が省けたよ」

「あの娘むすめ……もしかして、シェミルの事？」

　レーシアがかの少女の存在を匂におわせた途と端たん、かっと目を見開くラトラ。

　胸のうちからふつふつ沸わき起おこる衝しよう動どうが、萎い縮しゆくしていた心に活を入れた。

「あの子とあんたら、どういう関係なの！　やっぱり、あの子も《セイントコール》を!?」

　自身がもっとも気に掛かけていた事実……それに手を伸のばそうと、ラトラは躍やつ起きになる。

「ともに行動しているのは把は握あくしていたが、ずいぶんと入れ込んでいるようだな」

　そんな彼女の態度に、レーシアは呆あつ気けにとられたように表情を消した。が……

「だが、それを貴様が知る事はない……もう何も考える必要などないのだ」

「え……」

　レーシアのこの言葉をきっかけに、ラトラは自らの異変に気づいた。

　不意に力が抜ぬけ、眠ねむ気けのような倦けん怠たい感が彼女の思考を蝕むしばみ始めたのだ。

　いったい、いつからだろう。ラトラを凝ぎよう視しするレーシアの瞳ひとみには、禍まが々まがしい魔ま力りよくの輝かがやきが宿っていた。それを見ているうち、ラトラは気が遠くなっていく。

「まずはあの娘むすめを取とり戻もどすため、貴様には人形になってもらうとしよう……精神を制せい御ぎよされた自じ我がなき人形にな。どのみち、この先我々の実験体となる貴様には不要な物だ」

「あ、あ……」

　視線を媒ばい介かいとした〝魔ま眼がん〟系の催さい眠みん魔ま法ほう……敵の思わぬ正体と言葉に動どう揺ようし、食い入るようにレーシアの目を直視し続けていたラトラに、もはやこの魔ま法ほうに抗あらがう術はない。

　レーシアがこれ見よがしに顔を晒さらした時点で、ラトラは彼女の術中にはまっていたのだ。

　やがて、心が白く塗ぬり潰つぶされるかのように、意識が朦もう朧ろうとしてくる……

　──その最中、突とつ如じよとしてラトラの目の前で炎ほのおが爆はぜた。

　正確には、レーシアめがけて飛んできた火か炎えん魔ま法ほうが、命中する前に彼女が手の一振ふりで発生させた魔ま法ほう障しよう壁へきに阻はばまれ、弾はじけ飛んだのだ。

　その行動によって、ラトラに注がれていたレーシアの魔ま力りよくが途と切ぎれ、催さい眠みんが中断される。

「チッ……」

　レーシアは忌いま々いまし気に舌打ちし、炎ほのおが飛んできた方向──廃はい墟きよの入り口をぎろりと睨にらむ。

「ほっ、完全に不意を突ついたと思ったが、まさか防ぐとは……存外、やるではないか」

　それに呼応するように、彼女の前方から聞こえてくる幼子の声……

　薄うすれかけた意識の中、ラトラが目を向けると、まるで最初からそこにいたかのように、二人の人物が立っていた。

　ローブ姿の幼女と、その傍かたわらに立つ青年騎き士し……ヴェルサとウィルである。

「……〝気配遮しや断だん〟の魔ま法ほうか。この私が攻こう撃げきされる瞬しゆん間かんまで気づかないとは……なかなかの使い手だ、見た目どおりの子供ではないらしい」

「おかげで、話はあらかた聞かせてもらったぞ。初めに会った時から性しよう根ねの腐くさったにおいがぷんぷんしておったが、案の定というわけじゃ」

　ヴェルサたちが来たところで状じよう況きようは何も変わらない……そう言わんばかりに、レーシアはあくまで不ふ遜そんな態度を崩くずさない。

　一方、ヴェルサの方も今さらそれに腹を立てる事はなく、むしろ小憎にくらしい相手を堂々と成敗できる機会を得て、ウキウキしている様子だった。

「よくも、ここを嗅かぎつけたものだ。野の良ら犬いぬにしては、ずいぶんと鼻が利きくらしい」

「簡単な事じゃ。こんな事もあろうかとそこの小こ娘むすめには、わしお手製の〝お守り〟を持たせておったのじゃ。その魔ま力りよくを辿たどってきたに過ぎんよ。初めから、それが狙ねらいだったのじゃ」

「ど、どういう事……？」

　催さい眠みんの効果が薄うすれて意識がはっきりしてきたところで、ようやく声を出すラトラ。

　どうにも話が見えない。まるで自分が捕つかまる事をあらかじめ想定していたような口ぶりに、戸と惑まどうばかりだった。

「──つまり、この作戦は最初からオメェを囮おとりに、売人グループをアジトごと壊かい滅めつさせるための物だったってわけだ……すまんな、黙だまってて」

　そこへ、言葉とは裏腹に悪びれた感じもない声とともに、新たな人物がヴェルサたちの背後から現れる。

　混乱した頭でもすぐにわかる。ラトラに今回の作戦を説明し、結果としてこうなるよう仕向けた張本人……カルド＝ウォーカーである。







　──早い話、カルドとシェミルは、一人で作戦に臨のぞむラトラを見守ってなどいなかった。

　最初から、ヴェルサたちと行動をともにしていたのである。

　この作戦は敵が取り得る行動を最大限予測し、ラトラが捕つかまる事を想定したものだ。

　むざむざ彼女の近くに身を置いて自分たちまで敵に見つかったら、元も子もない。

　今回の役割に緊きん張ちようしていたラトラが、いかに挙動不ふ審しんであったかは見なくてもわかる……少し勘かんのいい悪党なら、不ふ審しんに思ってとりあえず身み柄がらを押さえるだろうと踏ふんだのである。

　出発前、お守りと称しようしてカルドがラトラに渡わたしたのは、あらかじめヴェルサに制作を依い頼らいしていた魔血石ブラデイナ仕じ込こみの簡単な魔ま道どう具ぐだ。いわば、魔ま力りよくを利用した発信器である。

　それが発する魔ま力りよく波はヴェルサが自ら合成し、彼女だけが感じ取れる特とく殊しゆな波形を持つ。

　どれだけ優すぐれた感知能力を持っていたとしても、彼女以外に捉とらえる事はできない。

　これで、遠くにいながらラトラの動向を監かん視ししていたカルドたちは、彼女が攫さらわれるや発信器の反応を頼たよりに、犯人を追つい跡せき。そして、このアジトを特定し、ヴェルサたちは気配遮しや断だんの魔ま法ほうで一足先に侵しん入にゆうし、ラトラや相手の様子を窺うかがっていた。

　それから少し遅おくれ、カルドも突とつ入にゆう。シェミルはこの廃はい墟きよの近くで待機させてある。

　思いのほか強ごう情じように、この場への同行を求める彼女をなだめるのに少し時間を取られた形だ。

　作戦への参加を許しはしたが、戦いに巻き込むわけにはいかない。

　本人が言ったとおり、すべてが終わるまで、彼女には無事でいてもらわないと困るのだ。

　それに、ラトラを危険に晒さらした挙句、シェミルを守るという彼女の想おもいまで踏ふみにじっては、さすがに合わせる顔がない……そういう気分も正直あった。

　──そうして細心の注意と小細工で挑いどんだのは、相手がそれなりに規模が大きく、狡こう猾かつな敵であると想定しての事だが、実際焙あぶりだされたのはカルドの想像以上の相手だった。

　少し計算違ちがいはあったが、それでもラトラが騙だまされていたという事実だけは変わらない。

「何が〝すまん〟よ、ふざけんな！　そういう事なら先に教えなさいよっ！」

「オメェに教えてたら、態度が見え見えですぐにバレちまうだろうがよ」

　実際、種を明かされて彼女は怒いかり心頭だ。

　しかし一方で、同じく一杯ぱい食わされたはずのレーシアは、依い然ぜんとして平静さを保っていた。

「なるほどな……なかなか小こ賢ざかしい野の良ら犬いぬどもだな」

　多少出だし抜ぬかれた程度で、自分たちの優勢は変わらない。

　そう確信でもしているかのように、相変わらず相手を見下す薄うす笑えみを浮うかべていた。

「で、どうする？　我々を捕とらえるか？」

「それ以外にやる事があるか。もちろん、黙だまって捕つかまる気はないのじゃろう？」

「フン……」

　明らかに交戦の意思を覗のぞかせるヴェルサに対し、レーシアは不敵な笑えみで応答。

　すっと手を上げたのを合図に、周囲に潜ひそんでいたらしい仲間が新たに五人、姿を現した。

　レーシアの傍そばに控ひかえる二人は冒ぼう険けん者の恰かつ好こうをしているものの、大方彼女の部下の教団騎き士しなのだろう。が、この五人は明らかに違ちがった。

　いずれも服装や装備がバラバラの、冒ぼう険けん者風の男たち……共通して目は血走っており、正気を失ったような笑えみを浮うかべている。どうやら全員《セイントコール》の使用者……それも、あの殺人鬼きゾリィと同じく精神に異常をきたしている者たちなのが見て取れた。

　これに、それまでヴェルサに譲ゆずる形で沈ちん黙もくを守っていたウィルが、反応を示す。

「……やはり、ポルト＝ゾリィ以外にも手て駒ごまとしての使用者を飼っていましたか。貴方あなたたちが彼の身み柄がらを押さえたのは、口くち封ふうじのためといったところでしょうか？」

「ま、そんなところだ……もっとも、アレにはまだ使い道があるがな」

　質問に対し、レーシアはあからさまに含ふくみのある笑えみと文言を返す。

「少々誤算はあったが、まぁいい……ところで一つ提案だが、ラトラ＝ヴァンクスと、それに貴様らが保護しているシェミル＝エイジをこちらへ引ひき渡わたす気はないか？　そうすれば、この場は見み逃のがしてやっても構わない」

「見み逃のがしてくれるたぁ、ずいぶんと気前がいいな。こっちは、テメェらにとって都合の悪い話をずいぶんと聞かせてもらったはずなんだが？」

「そんなもの、我々の権力を使えばどうにでもできる。見み逃のがすのはあくまでこの場での命だけだ。その後、妙みような動きを見せれば、その時こそ命の保証はできない」

　要は、カルドたちが何を騒さわいだところで、もみ消すのは容易たやすいという事だろう。

　ここまで手の内を晒さらすのも、その慢まん心しんがあっての事だ。

　最悪、騎き動どう小隊を潰つぶしてでも事態の収しゆう拾しゆうを図はかれると、よほどの自信があるらしい。

「やっぱ、テメェらの行動は教団ぐるみってわけか。わかっちゃいたが、とことん腐くさりきった組織だぜ……！」

「えーい、何をいつまでもぐだぐだと！　こっちは最初からやる気で来たんじゃ！　つまらん脅おどしはなしにして、とっととやろうぞ！」

　臨戦態勢のまま待ちぼうけを食らっていたヴェルサが、とうとうしびれを切らした。

　カルドとしても、これ以上話していて状じよう況きようが変わるとは思っていない。

　ここで尻しつ尾ぽを巻くのは論外だ……ラトラとシェミルを守るためには戦うしかない。

　カルドも腹をくくると、それを察したようにレーシアはフンと鼻を鳴らす。

　こうなる事は、彼女もハナから承知していたのだろう。

「所しよ詮せんは野の良ら犬いぬか……いいだろう、少し遊んでやる」

　レーシアのその言葉を合図に、いつでも襲おそい掛かかれるようにカルドたちを包囲していた敵から、殺意が芽生える。

「やれやれ。雑ざ魚こを差し向けてどうにかしようとは、いかにも小悪党の考えそうな事よの……行くぞ、ウィル！」

「はい、姫ひめ」

　こんな時でもこの二人には、なんの気負いもない。

　ヴェルサは特に構えをとらず、その横でウィルはおもむろに腰こしに提さげた剣けんを構える。

　その辺の市し販はん品とは、明らかに質が違ちがう立派な拵こしらえの長ちよう剣けん……ただし、殺傷力を抑おさえるため鞘さやに入れたまま。刀身は見えずとも、どことなくその辺の剣けんとは異質な感じがした。

　ウィルがそれを構えたのを合図にしたように、戦せん端たんは開かれる。

「ウィルッ、騎き士しどもは任せたぞ！　わしはこのヤク中どもをやる！」

「承知いたしました……ですが、くれぐれも加減を間ま違ちがえないように」

「わかっておる！」

　そんなやり取りを交かわし、ウィルはヴェルサを残して疾しつ走そう。彼を迎げい撃げきするため、敵てき陣じんから突とつ出しゆつして距きよ離りを詰つめてきた二人の教団騎き士しと接敵する。

　一方で、中毒者たちはその場から一歩も動いていなかった。彼らは、《セイントコール》によって強大な魔ま力りよくを得た人間……基本的な戦術は、膨ぼう大だいな魔ま力りよくに物を言わせた魔ま法ほう攻こう撃げきだ。

　中毒者どものうち、先に魔ま力りよくを高めた一人がさっそく先制攻こう撃げきを開始。

「ヒッヒィーッ！　シ……グボァッ!?」

　が、魔ま法ほうを発動するまでもなく、突とつ如じよその身が吹ふき飛とんだ。

　威い力りよくとしては中位ほどに当たる、衝しよう撃げき波はの魔ま法ほうだ。

　その魔ま法ほうの主は他でもない、ヴェルサである。

「本当なら、火か炎えん魔ま法ほうで消し炭にしてやりたいところじゃが……安心せい、命は取らぬ」

　衝しよう撃げき波はで壁かべに叩たたきつけられ、うめく男……意識はあるようだが、ダメージは相当だ。

　これでもヴェルサはまるで本気を出していない。彼女からすれば、子こ供ども騙だましである。

「いくら魔ま力りよくが上がったところで、宝の持もち腐ぐされじゃ。発動に十秒も掛かかる程度の腕うででは相手にもならんぞ、ヤク漬づけの即そく席せき魔ま導どう士しどもが！　年季の違ちがいを見せてくれるわ！」

　ヴェルサの興が乗るとともに、多種多様の属性魔ま法ほうが中毒者たちを襲おそう。

　いずれも、重傷を負わせないよう極力加減された魔ま法ほう攻こう撃げきだ。

　常人の半分以下の速度で魔ま法ほうを発動させ、魔ま法ほうの威い力りよくを自在にコントロールできる飛びぬけた魔ま力りよく制せい御ぎよとセンス……そして、彼女が額や腕うでに装備した装そう飾しよく品型の魔ま道どう具ぐ。

　それらの力が、ヴェルサを騎き動どう小隊随ずい一いちの魔ま導どう士しとして君臨させていた。

　そんな彼女が猛もう威いを振ふるう中、ウィルも危なげなく戦いを進める。

　相手はその辺の冒ぼう険けん者崩くずれではなく、正規の訓練を受けた騎き士し……突とつ出しゆつした能力はないものの、一いつ般ぱん冒ぼう険けん者では手に負えない熟達した剣けんの使い手だった。

　その正規の騎き士したちが繰くり出だす攻こう撃げきを、ウィルはそれ以上に卓たく越えつした動きでさばききっていた。首や体をずらすだけの最小の動きで剣けんを紙一重でかわし、鞘さやに入ったままの剣けんをカウンターで当てる。敵からすれば、まるで木の葉相手に剣けんを振ふるっているような感覚だろう。

　何より厄やつ介かいなのは、この戦いの中ウィルは気き迫はくのカケラもない薄うす笑えみを常に浮うかべ、まったく張り合いがないという点だった。

「コイツ……！」

「何をヘラヘラとッ！」

「これは失礼、生まれつきの性しよう分ぶんなものでして」

　抜ばつ刀とうできないウィルの攻こう撃げき力はたかが知れているが、相手騎き士しは彼に攻こう撃げきを当てる事もできない。その神かみ懸がかり的な攻こう防ぼうを、この青年騎き士しは涼すずしげにやってのけている……そんな状じよう況きようが教団騎き士したちを苛いら立だたせ、理性を奪うばっている事に当の本人たちは気づいていないだろう。

　一方、部下たちが二人に引き付けられた事で、レーシアの周りが手て薄うすになった。

　その隙すきを狙ねらい、カルドは彼女へ《魔光銃ワイズマン》を発はつ砲ぽう。

　しかし、レーシアを狙ねらったそれは、彼女が展開した魔ま法ほう障しよう壁へきによって弾はじかれる。

　──それで構わない。そもそも、カルドは攻こう撃げきを当てる気などなかった。

　レーシアのすぐ近くにはラトラがいる……これは、彼女たちを引ひき離はなすための攻こう撃げきだ。

「チッ……」

　ダメージはないとはいえ、自分を狙ねらい続ける魔ま法ほう弾だんに煩わずらわしさを覚えたように、やがて退たい避ひしていくレーシア。

　目もく論ろみどおり、カルドはすかさずラトラのもとへ駆かけつけた。

「お勤めご苦労さん、ラトラ。オメェのおかげで、作戦は順調だ」

「帰ったら覚えときなさいよ、カルド……！　けど、その前に……」

　ラトラを拘こう束そくするロープをほどき、彼女を解放。

　カルドに対してすっかりご立腹のラトラだったが、怒いかりの矛ほこ先さきは彼だけではなかった。

「あの女だけは逃にがさない！」

　自由になって間もなく、ラトラが零こぼしたのはレーシアへの敵意だった。

　直後、彼女は一いち陣じんの風のような速さで駆かけ出だす。

「お、おいっ！　一人で突つっ走ぱしるな……！」

　カルドの声を聞く暇ひまもなく、ラトラはレーシアめがけて突とつ撃げき。

　相手もそれに反応し、互たがいが抜ぬいた剣けんの刃やいばが火花を散らしてぶつかる。

「あの薬のせいで、いったいどれだけの人が苦しんだと思ってるの！　死人まで出たのよ！　そんな物をばら撒まくなんて、あんたそれでも騎き士し!?」

　拮きつ抗こうしたせめぎ合いの中、獰どう猛もうな剣けん幕まくでレーシアを非難するラトラ。

　カルドは断だん片ぺん的にしか聞いていないが、彼女は直接レーシア……いや、教団の非道な本ほん性しようを聞かされたのだ。それに対する怒いかりが、ラトラを突つき動うごかしていた。

　その猛たけり狂くるう気き迫はくを真正面から受けても、レーシアの不敵な顔色は一いつ切さい乱れない。

「我々教団騎き士しと、貴様ら帝てい国こく騎き士しを一いつ緒しよくたにしてもらっては困る。我らを動かすのは聖堂教団の教義のみ……貴様らが守るべき法と理念の外にいるのだよ、我々は」

「ほざけぇぇぇっ！」

　まったく悪びれないレーシアの言動に、さらに感情を逆立てられるラトラ。

　その激情の赴おもむくまま、何度も剣けんを振ふり下ろす。彼女が今使っているのは、冒ぼう険けん者に偽ぎ装そうするため適当に持たせた二束三文の鉄の剣けん……普ふ段だん使っている物とは格段に質が劣おとるだろう。

　全力で振ふり下ろされるその一いち撃げきを、レーシアは剣けん一本で受け続けていた。

　十字があしらわれた、いかにも上質そうな拵こしらえの剣けんだ。強度も相当のはず。

　それでも押し切れないほど、ラトラの攻こう勢せいは凄すさまじかった。

　絶え間なく繰くり出だされる斬ざん撃げきを、レーシアは剣けんで受けるのが精いっぱいなのだ。

　今のラトラは昂たかぶる気力とともに魔ま力りよくも充じゆう実じつし、身体能力が著いちじるしく上がっている。

　その猛もう攻こうは、カルドが支し援えんする隙すきもないほどであった。

「……なるほど、本気を出すとこれほどとはな。これが〝天然モノ〟とは恐おそれ入いる」

　しかし、明らかに劣れつ勢せいなのに、レーシアにそれを憂うれう様子はない。剣けんの上ではもう挽ばん回かいの余地もなく圧あつ倒とう的てきな差があるはずが、それでも彼女の余よ裕ゆうは崩くずれなかった。

「──不ふ愉ゆ快かいなくらいにな」

　珍めずらしく感情を表して呟つぶやくレーシアから、不意に笑えみが消える。

　同時にカルドは、背後から何者かが駆かけつける気配を感じた。

「──逃にげて、ラトラさんっ！」

「オメェ、なんでここに……！」

　それは、廃はい墟きよの外で待っているはずのシェミルだった。

　彼女は何かを感じ、必死にここまでやって来た……そう感じさせるくらい息を荒あららげ、切せつ迫ぱくした様子だった。

　──しかし、その甲か斐いはなかった。

「え……」

　ラトラの目の前で、刃やいばが宙を舞まう。突とつ如じよとして切断された、彼女の剣けんの刃やいばが……

　その視線の先には、剣けんではなく自らの手刀を振ふり下ろしたレーシアの姿。

　その時、カルドは時間が止まったような感覚を味わった。

　が、それも一いつ瞬しゆんだけ。否いやが応おうでも、時間は動き出す。

　……ラトラの胸から噴ふき出だした鮮せん血けつの飛沫しぶきとともに。

「あ、れ……？」

　本人は、状じよう況きようを吞のみ込めていまい。

　レーシアが相手の剣けんに対して、なんの対たい抗こう手段になろうはずもない手刀を振ふり下ろした瞬しゆん間かん、ラトラの剣けん、さらには鎧よろいをも容易たやすく割り、ついには彼女の肉体にまで貫かん通つうしたのである。

　レーシアの手を、膨ぼう大だいな魔ま力りよくの波動が包んでいるのをカルドは察知した。

　切れ味から見て、真空系の魔ま法ほうだろう。それが、ラトラの左の肩かた口ぐちから右脇わき腹ばらにかけて、心臓ごとばっさりと斬きり裂さいたのである。全力全開のラトラの並外れた魔ま法ほう耐たい性せいがなければ、彼女の体は二つに裂さかれていただろう……それほどの魔ま法ほうだったのだ。

　無論、体が皮一枚でかろうじて繫つながっているというだけで、深手なのは変わりない。

　やがて、力を失ったラトラはがくっと膝ひざから崩くずれ、そのまま前のめりに倒たおれ伏ふした。

　……駆かけ寄よって直視するまでもない。遠目からでも、はっきり認にん識しきできる。




　──ラトラ＝ヴァンクスは、既すでに息絶えていた。
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「……殺してしまったか。ま、これほどの素材なら、死体でも利用価値はあろう」

　血ち溜だまりに倒たおれたラトラを見下ろし、レーシアは事もなげに吐はき捨すてた。

　カルドの方へ顔を向けたラトラは、最後まで何が起こったのかわからず茫ぼう然ぜんと目を見開いたまま、微び動どうだにしない。その瞳ひとみに、光はなかった。

　……その様が物語るのは、彼女の死以外の何ものでもなかった。

「ラトラ……」

　それを眺ながめるカルドも、正直状じよう況きようを吞のみ込めてはいなかった。

　ラトラが死んだ……その事実を本当に理解できているのか、自分でも疑わしい。

　理性を手放したいほどの精神的負ふ荷かが、カルドの思考を蝕むしばむ。

「いや……」

　しかし、ふと耳に入った小さな声が、彼の心の均きん衡こうをギリギリ繫つなぎとめた。

　気づくとボロボロと涙なみだを流し、顔を苦く悶もんに歪ゆがめているシェミルが傍かたわらに歩み寄っていた。

　──この光景に怯おびえているのではない。それよりも強い衝しよう動どうが、今まさに彼女の全身を駆かけ抜ぬけていた。

「いやああああああ───っ!!」

　カルドが気づいた瞬しゆん間かん、シェミルは初めて見せる必死な顔でラトラのもとへ駆かけ出だした。ほかのもの……自分を狙ねらっているはずの者たちすら、今の彼女の視界にはないようだった。

　そしてシェミルは、血の気が失うせ青白くなっていくラトラの体に身を寄せる。

　──その瞬しゆん間かん、二人の体を白い光が包んだ。

　眩まばゆい光とともに響ひびき渡わたる、けたたましい少女の悲鳴。それは歌と呼べるものではなかったが、目の前に繰くり広ひろげられる光景は、以前ラトラを救った時と同じだった。

　──この時、カルドはようやく悟さとった。シェミルが懸けん命めいにこの作戦への同行を望んだのは、この最悪の状じよう況きようを予見していたからこそなのだ。

　慈じ悲ひも慈じ愛あいも神への祈いのりもない、ひとえに目の前の者を失いたくないという彼女の激しい感情が、その声から感じとれる。

　やがて声が途と絶だえるとともに、光は収まっていく。

　眩くらんだ目に活を入れてカルドが前を凝ぎよう視しすると、再び〝奇き跡せき〟が起こった事を確かく認にんする。

「ん、んん……」

　完全に事切れていたはずのラトラがあっさり意識を取とり戻もどし、起き上がったのだ。

　地面を濡ぬらす大量の血はそのまま……鎧よろいはぱっかり割れ、下の衣服もざっくりと裂さけていたが、肌はだにはもう傷一つなかった。

　氷漬づけになり凍とう死ししかけていた人間を一いつ瞬しゆんで元に戻もどしたのにも驚おどろかされたが、今回はカルドをしても奇き跡せきという陳ちん腐ぷな言い回ししか思おもい浮うかばない所業である。

「え、ちょ……どういう事!?」

　ラトラにはもちろん、生き返ったという自覚などない。

　自分が致ち命めい傷しようを受けたという自覚はあるはずだ。しかし、裂さかれた服の隙すき間まから覗のぞく胸には痣あざの一つも見当たらず、彼女はすっかり混乱していた。

「ラトラさ……よか……」

　その常識外の現象を現実としたシェミルは安あん堵どの言葉を言いきる事もできず力ちから尽つき、ラトラの傍かたわらに倒たおれ込んだ。それを見て、彼女も察しがついたようだ。

「シェミル、まさかまたあの力を……！」

「──困った事をしてくれたものだ」

「あっ!?」

　不意にもたらされた声にラトラが振ふり向むいた瞬しゆん間かん、彼女の体は吹ふき飛とばされた。

　傍そばで一部始終を見ていたレーシアが、唐とう突とつに彼女を蹴けり飛ばしたのである。

　その辺のゴミでも払はらいのけるかのように無造作に、冷れい徹てつに。

「ラトラッ！」

　そうなってようやく、カルドは呪じゆ縛ばくから解き放たれたように体が動き、駆かけつける。

　そんな彼らなど眼中にもなく、レーシアは淡たん々たんとシェミルの体を抱だき上あげた。

「まさか、完全に息の根を止めたはずの人間を、あそこまで完かん璧ぺきに蘇そ生せいさせるとはな。時間を巻まき戻もどすに等しい行こう為いだ……〝聖女〟の中でも、この娘むすめの力は飛とび抜ぬけているようだな」

「聖女……？」

　独り言のように呟つぶやくレーシアの言葉に、カルドに抱だきかかえられながらラトラが反応する。

　これまでの余よ裕ゆうぶった態度から一転して、どこか忌いま々いましさを孕はらんだ鬱うつ屈くつとした声……それが紡つむいだ、〝聖女〟という言葉にただならぬ気配を感じたのだ。

　そんな彼女へ、おもむろに振ふり向むくレーシア。

　相手を威い圧あつするような刺とげ々とげしい視線が、彼女とカルドを睨にらむ。

「貴様たちは大方、この娘むすめが事件に巻き込まれた哀あわれな被ひ害がい者か、あるいは《セイントコール》の使用者だとでも思って匿かくまっていたのだろうな……この娘むすめの正体も知らず」

「そのどちらでもないと言わんばかりだな。ソイツは何者なんだ……？」

　蘇そ生せいしたてで本調子でないラトラを庇かばうように強く抱かかえ、カルドは自らの疑問を示す。

　事件の真相と同じくらい、シェミルの事は彼の頭に引っかかっていた大きな疑念だ。

　このような状じよう況きようでも、それが紐ひも解とけるなら知りたいと思った。

　そんなカルドを、レーシアはすっかり興味を失ったような冷たい目で眺ながめる。

「こうなった以上、計画を早める必要があるしな……べつに、教えてやっても構わんか」

　やがて、仕方ないと言わんばかりの諦てい観かんめいたため息を零こぼした。

「いいか、よく聞け……！　そして、こんなモノを守っていた自分たちの無知を恥はじろ！」

　そこから一転。まるで憂うさでも晴らすかのように、レーシアは猛たけ々だけしく声を張り上げた。

「教団はかねてより、特別な魔ま力りよくの資質を持つ人間を秘密裏りに集めていた。ほとんどが、身寄りのない孤こ児じ……コレもその実験体の一人だ！　体内に直接魔血石ブラデイナを埋うめ込まれ、常人をはるかに超こえる魔ま力りよくを手に入れた〝人の形をした魔ま獣じゆう〟なのだよ！　政治利用のため、教団では聖女などと呼んで持もて囃はやしているがな……！」

「体に、魔血石ブラデイナ……？」

「……なんてこった」

　高らかに叫さけばれたこの事実に、ラトラは理解しがたいとばかりに茫ぼう然ぜんとする。

　一方でカルドはかろうじてその意味を理解したが、ゆえに衝しよう撃げきもひと入しおだった。

　魔ま法ほう文明の遺産を含ふくめた、この世に存在する魔ま法ほう技術の原動力として使われる魔ま力りよくの結けつ晶しよう体……それを人体に投とう与よするなど、考え付くのも恐おそろしい所業だ。

　高度な技術によって精製された魔ま道どう具ぐをもってして、ようやく制せい御ぎよできるほどの魔ま力りよくを、そう簡単に人が操あやつりきれる道理はない。

　当然、そこには大きなリスクが存在する……それが、あの結けつ晶しよう化だったのだ。

「特別な素質を持った聖女といえど、魔血石ブラデイナが生み出す膨ぼう大だいな魔ま力りよくの負ふ荷かにはいつまでも耐たえられない。魔ま力りよくはやがて逆流し、魔血石ブラデイナは本人の魔ま力りよくを肉体ごと取り込む形で増ぞう殖しよく……最終的には全身結けつ晶しようと化して死に至る。それが、聖女どもの末路だ」

「あれは本来、聖女とやらの副作用というわけか。それと同じ症しよう状じようが表れるという事は、まさか《セイントコール》にも……！」

「無論、魔血石ブラデイナが含ふくまれている。ほんの微び量りようだがな……あれは元々、聖女の劣れつ化か品を造るための物だ。先天的に高い適合力を持つ者から選ばれた聖女に比べ、普ふ通つうの人間は精神に異常をきたす上すぐに限界を迎むかえてしまうが、使い捨ての駒こまを量産するにはちょうどいい……それに比べ、シェミル＝エイジはずいぶんともったが、もう長くはないようだ」

　おぞましい話を顔色一つ変えず語っていたレーシアが、不意に視線を腕うでに抱だいたシェミルに向ける。それに倣ならって、カルドたちも目を向けると、その変わり様に言葉を失った。

　……人一人を蘇よみがえらせた代だい償しようは、あまりに重かったようだ。

　今まで抑おさえていた物が一気に溢あふれ出だしたように体の結けつ晶しよう化は爆ばく発はつ的に進み、ついに首や手首など服では隠かくしきれないほどまで達していた。

「が、今死なれては困る。コレにはまだ、やってもらう事があるからな……多少の延命治ち療りようをしてでも、生き延びてもらわんとな」

　シェミルを見下ろしながら、あくまで利己的で冷れい淡たんな物言いで呟つぶやくと、レーシアの体を光が包む。何らかの魔ま法ほうを発動しようとしているのだ。

　それを合図にしたように、ウィルの計略でじわじわと体力と精神を削けずられる一方だった二名の騎き士しがあっさり戦いを放ほう棄きし、レーシアのもとへ駆かけつける。

　が、その後に続く者はいなかった。教団が率いていた《セイントコール》の中毒者たちは、既すでにヴェルサによってまともに動ける者は一人としていなかったからだ。

「ひとまずの目的は遂とげた。できればラトラ＝ヴァンクスの身み柄がらも押さえたかったが、これ以上貴様らの相手をするのも煩わずらわしい……これで失礼するとしよう」

　この動き……どうやら、レーシアは〝転移魔ま法ほう〟か何かでシェミルや部下もろともこの場から退散しようとしているらしい。

　ダンジョンの転送陣じんにも使われている、〝古代魔ま法ほう〟とも呼ばれる高等魔ま法ほうの一つ……それを人の身で使える者など、世界でも数えられるほどしかいないと聞く。

　一いつ介かいの教団騎き士しが使えるような魔ま法ほうではない。加えて肌はだがビリビリするほどに感じる、強大な魔ま力りよく量……ただならぬ圧力に脅きよう威いを覚え、カルドは思わず《魔光銃ワイズマン》を構える。

「その冗じよう談だんみてぇな魔ま力りよく……アンタも《セイントコール》を使ってやがるのか！」

「あのような粗そ悪あくな劣れつ化か品と一いつ緒しよにするな」

「なら、聖女ってヤツか？　はっ、つまりはアンタも実験体ってわけか」

　半ば苦くるし紛まぎれに、そんな挑ちよう発はつを吐はいてみせる。

　が、本人が意図しないほどこれが効いたらしく、レーシアは途と端たんに激情に駆かられたが如ごとく、かっと双そう眸ぼうを見開いた。

「黙だまれ！　聖女など、所しよ詮せんは己おのれの命を捧ささげる事でしか役に立てない消しよう耗もう品……私は違ちがう！」

　いつもの侮ぶ蔑べつではなく、憤ふん怒ぬを孕はらんだ声を吐はき捨すてながら、光の中に消えていくレーシア。

　その光は左右に並んだ部下たちをも巻き込んで、肥大化していった。

　もはや止める術はないだろうが、それでも諦あきらめきれず、ラトラは手を伸のばす。

「待って！　シェミルを……その子をいったいどうするつもりなの!?」

「こいつから聞いていないか？　《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》……我々もアレに用がある」

「《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》だと？　ソイツがいったい、シェミルやアンタらとどう関係がある！」

　シェミルが追い求め、自分たちも探していたいまだ秘密のベールに包まれた魔ま獣じゆう……その名が思わぬ局面で出てきたとあって、すぐさま食いつくカルド。

　が、レーシアの興味は既すでに彼らにはなかった。

「貴様たちが知る必要はない。命が惜おしければ、これ以上首を突つっこまない事だな」

　さっきまでの感情の昂たかぶりはなく、再び尊大な態度を取とり戻もどしたレーシア。

　その言葉を最後に、彼女たちの姿は光ごとあっという間に消失した。

　……もう、この階層にはいまい。転移魔ま法ほうを使われたとあっては、追つい跡せきも不可能だ。

「守るって約束した、のに……シェミル……！」

　立ち上がる余力もなく、カルドの腕うでの中でぐったりと項うな垂だれるラトラ。

　それを慰なぐさめる余よ裕ゆうは、今のカルドにはなかった。

　リスクを軽視したのでも、準備を怠おこたったのでもない。ただ、敵の強大さを読みきれなかった……その隙すきがこの事態を招いたのだ。

「……逸はやった結果がこのザマかよ、クソッタレが……！」

　カルドは拳こぶしを握にぎり締しめ、失意のままに自らへの罵ば倒とうを零こぼす。

　今回の作戦は、二人にとっては手痛い敗北となった……







　──それから間もなく、カルドたちはダンジョンから帰き還かん。

　ラトラはすぐさま医務室に運ばれ、多少体力は消しよう耗もうしているものの、やはり体にはなんの異常もないとの診しん断だんが下った。

　また、ヴェルサが捕ほ縛ばくした中毒者も連行され、負傷を治ち療りようしたあと、ただちに取り調べが行われた。全員から話を聞き、カルドも自ら聴ちよう取しゆしたが、薬で理性を失って要領を得ない状態の彼らから得られた情報は皆かい無むに等しい。

　なんとか得た情報を整理するに、薬を得た経けい緯いはゾリィと同じで、安定した供給と引ひき換かえにレーシアの兵隊をしていたようだ。ゾリィより薬の服用期間は長いらしく、全員が副作用の結けつ晶しよう化を既すでに発はつ症しようしていたため、用が済み次し第だい中央病院に搬はん送そうする手て筈はずを整えた。

　一連の手続きを経てカルドが詰つめ所しよに戻もどってくると、

「──教団は放っておけ!?　正気ですか！」

　ラトラが鬼おにのような形相で、ゴートの机に詰つめ寄よっているのを目もく撃げきする。

　彼女はしばらく医務室で休ませていたが、カルドが出で払はらっている間に戻もどっていたらしい。

「そんなにおかしな事を言ったかい、僕は？」

　その鬼き気き迫せまるラトラに対し、ゴートは顔色一つ変えず飄ひよう々ひようとそう言ってのける。

　これに彼女はむしろ恐おそろしささえ感じたように、びくっと気け圧おされた。

「教団を怒おこらせたら、僕らはひとたまりもない……それだけの力があるんだよ、彼らには」

「だからって、アイツらの非道を黙だまって見過ごせって言うんですか!?　あんな年とし端はも行かない子の体に魔血石ブラデイナを埋うめ込む人体実験、それに《セイントコール》の売買……それらを公表すれば、アイツらを……！」

「それらは教団内部やダンジョンの中で行われた事……物証がなく、君たちの証言だけじゃ立件なんて到とう底てい無理さ。例の騎き士し殿どのが君たちや薬の使用者たちを生かして帰したのも、簡単に握にぎり潰つぶせる力を持っているからだよ。どんな手を使ってでも、ね……」

「そんな……」

「幸い、あのシェミルという少女に関して、上にはただ事件に巻きこまれた一いつ般ぱん人じんを保護したとしか報告していない。教団の手のうちにある以上、彼女の存在が表に出る事はもうあるまい……この一件そのものがなかった事になるんだから、我々の失態にはならないよ」

「そういう問題じゃないでしょう！　あたしたちが動かなきゃ、あの子の命が……！」

　ゴートが言葉を重ねるほど感情を逆なでられ、激情を過熱させるラトラ。

「──ラトラくん」

　が、不意に突つきつけられた一声で、それがぴたりと止まった。

　……ゴートからいつもの笑えみが消え、生まれながらの恐おそろしい人相で彼女を見つめていた。

「我々、迷めい宮きゆう騎き動どう小隊が教団に真っ向から楯たて突つけば、その代だい償しようは我々だけに留まる物ではない。教団はかねてより、帝てい国こく騎き士し団内の迷めい宮きゆう騎き士しを快く思っていない。我々の活動がダンジョン探たん索さくを阻そ害がいすると、前々から文句を言っていたからね……下手をすると、教団が帝てい国こく上層部へ圧力を掛かけ、迷めい宮きゆう騎き士しそのものが解体される可能性もある。君の行動一つで、数百の騎き士しの首が飛ぶんだ。わかっているのかね？」

「でも……」

「君は責任ある帝てい国こく騎き士しの一人なんだよ。君個人が正義の味方を気取るのは構わないが、それに組織を巻き込むのは断じて許される事ではない……聞き分けたまえ」

「ッ……！」

　温情の一つもない、歴然たる𠮟しつ責せきの言葉……それが決め手となり、ラトラの気勢は完全に殺そがれた。反論の一つも思おもい浮うかばず、沈ちん黙もくせざるを得ないだろう。
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　その様を神しん妙みように眺ながめていたカルドに、ふとゴートが視線を向ける。

「……というわけだ。異論はあるか、カルド？」

「………」

　その言葉に、カルドは何も答えない。

　異論はあった……が、ラトラのようにそれを訴うつたえるほどの血気は、彼にはない。

　ゴートの言う事は、至し極ごく当たり前の論理だ。組織人の観点から見れば、イカれているのはむしろラトラの方である。

　彼女自身も理性の上ではそれがわかっているからこそ、口を閉ざしたのだ。

　そうして迷めい宮きゆう騎き動どう小隊は、正式にこの一連の件から手を引く事が決定された……







　──が、それでも彼女は諦あきらめがつかないようだった。

　ゴートとの会話からしばらく自分の席で項うな垂だれていたラトラが、何かを思い立ったように不意に席を立ったのだ。

「どこへ行くんだ、ラトラ？」

　問いかけはしたものの、見当はついていた。

「──あたし一人でも、シェミルを助けに行く」

　案の定、彼女は迷いない毅き然ぜんとした態度でそう告げた。

　ひどく思おもい悩なやんだように黙だまっていたが、それは自らの無力さを嘆なげいていたのではなく、自分がこれからどうするべきかを考えていたに過ぎなかったようだ。

　そして、彼女は答えを出したのである。

　これにカルドは、さもありなんとばかりにため息をつき、彼女へ歩み寄る。

「……話を聞いてなかったのか？　オメェが連中にこれ以上ちょっかいを出せば最悪、俺たち全員……いや、国中の迷めい宮きゆう騎き士しが職を失うんだぜ？　そうなったら、誰だれがダンジョンの治安を守る？　それを契けい機きに、教団はさらに冒ぼう険けん者に好き勝手し始めるだろうぜ」

「わかってる、みんなに迷めい惑わくは掛かけない。こうなったら、騎き士しを辞やめてでも……」

　そう言いかけたラトラの口を、カルドは咄とつ嗟さに手で塞ふさいだ。

　……思い立ったらこんな事も平気で言い出すから、この娘むすめは放っておけないのだ。

「そのセリフは取っておけ……少なくとも、こんなところでわざわざ言う事じゃねぇよ」

「もご……」

　突とつ然ぜん口に手を押し当てられ、ラトラは気き恥はずかしさからか顔に少々熱が帯びる。

　そんな彼女をよそに、カルドはふと視線をゴートの席へ向けた。

　彼は新聞紙を広げたまま、動く気配はない……今のは確実に聞こえていたはずだが、どうやらだんまりを決め込むらしい。

　彼の腹積もりはなんとなく察していたが、やはりそうなのだろうとカルドは確信した。

　ひとまず大っぴらに彼に聞かせるような話でもないため、ラトラの口を片手で塞ふさいだまま彼女の腕うでを取り、引きずる形で詰つめ所しよの出入り口付近へと移動する。

　そこで、やっと彼女の拘こう束そくを解除した。

「本当にわかってんのか？　教団に直接楯たて突ついたら、どのみち騎き士しを続けられなくなる。そうなったら夢も叶かなえられない……オメェの、これまでの人生すべてが無む駄だになるんだぞ？」

　改めてそう念を押すと、ラトラは再び自問するように静まり返る。

　正義の騎き士しになる……そのために彼女は、心を壊こわすほどの努力を続けてきたのだ。

　そして、それを叶かなえられるかもしれない力もある。が、騎き士しという職を失えば夢半ばに、実家に連れ戻もどされるだろう。高貴な家いえ柄がらとなれば、その家名に傷をつけた罪は重い……二度と社会に出してもらえず、家の中に一生閉じ込められるかもしれない。

　しかし、それも聖堂教団に歯向かって無事でいられればの話だ。

　どう転んでも、彼女の人生は閉ざされる……だが、そんな事は本人も散々考えた事だろう。

　ほんの少しよぎった躊躇ためらいを振ふり払はらい、ラトラは変わらぬ決意を表情に浮うかべた。

「どっちみちシェミルを見殺しにしたら、あたしはもう騎き士しじゃいられない。この目に映る誰だれかを救いたい……その信念を失ったら、あたしはきっと生きてすらいけない」

「……かもな」

　実際、その危険性は十分にある。ラトラもどうやら、自身の脆ぜい弱じやく性について多少の自覚を持ってきたようだ……それを受け入れるだけの強さが、今の彼女にはある。

　だからこそ、その答えに辿たどり着つけたのだろう。

「進むも地じ獄ごく、退くも地じ獄ごくなら、あたしはあの子を救うための道を選ぶわ。それが、今のあたしが出せる唯ゆい一いつの答え……苦しむあの子を見捨てたりしたら、それこそ正義の騎き士しなんて名乗れないから」

　そんな、芝しば居いでしか聞かないようなそら寒いセリフを、ラトラは大真面目に言いきった。

　自分に酔よっているわけではない。本当に己おのれの身命を懸かけた熱が、その言葉には宿っていた。

　それが本心かどうかなど、疑うのは愚ぐの骨頂だ。カルドは既すでにこれに勝まさるセリフを聞いているのだから。正義の味方になりたいなどと言う、それこそ絵空事のような大たい望もうを……

「やれやれ……つくづく困ったヤツだよ。オメェみたいな手の掛かかるヤツは、関わったらロクな目に遭あわないとはわかっちゃいるんだがな……」

　それを聞かされた時の感かん慨がいを思い出し、薄うす笑えみを浮うかべながら独りごちるカルド。

「……ほんとよく似てるよ、アイツとオメェは」

「え……？」

　突とつ然ぜん口走ったカルドの言葉の意図を図はかりかね、訝いぶかるラトラ。

　そんな彼女を置き去りに、カルドはすっかり納なつ得とくしていた。

　だからこそ自分は、今ラトラとともにいるのだろう。

　かつて胸に抱いだいていた、〝夢の続き〟を見るために……

「……騎き士しを辞やめるかどうかはともかく俺も付き合うぜ、オメェの無茶に」

　そのためならたとえ苦難の道でも、ラトラとともに歩む事を、カルドは改めて決意した。

「いいの……？」

「何度も言わせるな。放っておけねぇんだよ、オメェは……ここで見捨てるようなら、とっくに愛あい想そ尽つかしてるさ」

「カルド……」

　一人でも行くと息巻いていた一方で、やはり心細さはあったのだろう。

　カルドの意思表明を聞いて、ラトラはほっとしたように強こわ張ばっていた顔をゆるめた。

　……そんな本心を察していたからというのもあるが、それだけではない。

「気にするな……シェミルが攫さらわれちまったのは、俺にも責任がある。そもそも、現場に連れて行かなきゃこんな事にはならなかったんだ……自分のケツは自分で拭ふくさ」

　その決意を汲くみ取とり、ラトラはこくりと頷うなずく。

　教団からシェミルを救う……それが、このコンビの現状最大の共通意識だった。

「──その企たくらみ、わしも乗ってやってもよいぞ？」

　そうしていると不意に、後ろから小生意気な声が聞こえてきた。

　振ふり返かえると、いたのは前回一人だけ活かつ躍やくしていた大魔ま導どう士し、ヴェルサである。

　いつの間にやって来たのか。遊び──もとい取り調べを終えて来たらしい。

　傍かたわらにウィルの姿はなく、珍めずらしく一人での登場だった。

「協力してくれるっていうの……？　あんたが、あたしに……？」

　彼女の言葉に、ラトラは信じがたいとばかりに啞あ然ぜんとしていた。

　その驚おどろきたるや、以前の分厚い仮面を被かぶるのも忘れるほどである。

「勘かん違ちがいするなよ、小こ娘むすめ。きさまの目的など、わしにはどうでもいい……ただ、あの教団どもに一泡あわ吹ふかせたいだけじゃ。これ以上、ヤツらにダンジョンを荒あらされるのも癪しやくじゃしの」

　この利己的極きわまりない動機に、ラトラは物言いたげにむっと唇くちびるを尖とがらせるが、カルドはこんな時でも一いつ切さい自分を曲げない彼女の態度に、頼たのもしささえ覚えていた。

　実際、ヴェルサの言動に二心などあるまい。本当に、自分の事しか考えていないのだ。

　ゆえに、教団にダンジョンを好きにさせたくないというのも本心……

　その想おもいはカルドも同じだ。だから、鬱うつ陶とうしくは思っても嫌きらいにはなれない。

「せっかく手伝ってくれるっていうんだ、ありがたく頼たよっておきな」

「……うん」

　カルドに言われ、渋しぶ々しぶ了りよう承しようするラトラ。事の重大性は彼女も承知している。

　自分の最大の流ワガ儀ママを押し通すのだ。個人的な嫌けん悪お感を優先している場合ではない。

「……して、どうする？　さっそく乗り込むかの？」

「もちろん！」

「アホ、そうは行くか。だいたい、俺たちゃ連中が今どこにいるのかもわかんねぇんだ」

「アイツらは《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》を探してるんでしょ！　だったら、それを探せば……」

「だからよ、ソイツはどこにいるってんだ？　いいから落ち着け」

　冷ややかに言ってやると、たちまち理性を取とり戻もどし、しゅんと静まるラトラ。

《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》……今にして思えば、真しん剣けんに探しておくべきだったと少し後こう悔かいする。

　今回の件とシェミル、それに教団を結びつける中心……それは《セイントコール》などでなく、かの魔ま獣じゆうだったのだ。その可能性を考えもしなかったのが、悔くやまれる。

「……焦あせってむやみに仕し掛かけたら今回の二にの舞まいだ。ヤツらはシェミルと例の魔ま獣じゆうを使って何かを企たくらんでいる……けど、アイツの体はそろそろ限界が近いらしい。何をするにしても、チャンスはおそらく一回きり……連中も準備にはそれなりに慎しん重ちようになるはずだ。その間に、こっちもできる限りの用意をする」

「……もし、アテが外れて向こうの動きが早かったら？」

「その時は仕方ねぇ、腹くくって間に合わせの戦力でどうにかするしかねぇさ」

　教団がどれだけ念入りに準備してくれるか、それが頼たのみの綱つなだ。

　幸い、時間さえあれば戦力を補強できるアテはあった。

「だいたい、今のままあのレーシア＝アルトラムに挑いどんだところで、また斬きり捨すてられるのがオチだ。もうシェミルは頼たよれねぇ、今度やられたら本当に死ぬぞ」

「う……」

　カルドがその事実を突つきつけると、ラトラも返す言葉がなかった。

「聖女とかいったか……自分は違ちがうとか言っていたが、少なくともあの女の力はシェミルと同等か、それ以上のようだ。死人を蘇よみがえらせるほどの魔ま力りよくを攻こう撃げきに使われるなんざ、たまったもんじゃねぇ。真しん剣けんに対策しねぇとやべぇぞ」

　あの時のラトラは、これまでにない怒いかりをみなぎらせ、間ま違ちがいなく全力全開だった。

　それでも、あのレーシアに一いつ瞬しゆんで殺されてしまったのだ……はっきりとした力の差は、本人もわかっているだろう。

「なんなら、わしが相手してやろうか？　多少飛とび抜ぬけた魔ま力りよくを持ってはいるようじゃが、わしが本気でやれば、つりが来るじゃろ。ひゃっひゃっひゃっ」

「それができればありがたいが、オメェには《セイントコール》の中毒者どもを相手してもらわにゃならん。おそらく、まだいるだろう……どれほどの数かは知らんが、あれだけの魔ま法ほう使つかいを束で相手できるのはオメェくらいだ」

「フン。あんなヤツら、いくら来たところで物の数でないわ」

　ヴェルサはそう息巻くものの、油断はできない。今回は相手の戦力を見誤ったために敗北を喫きつしたのだ。また、同じ轍てつを踏ふむわけにはいかない。

「とにかく、アテにできる戦力は多いに越こした事はねぇ。ラトラ、オメェは感情が昂たかぶれば昂たかぶるほど攻こう撃げき力が増す……だが、そのせいで思考が攻こう撃げきに偏かたより、他の動きが雑になっちまう。だから、あんなあっさりやられちまうんだ」

「じゃあ、どうするのよ……冷静になってちゃ、パワーは上がらないじゃない」

「べつに常にフルパワーを出す必要なんかねぇ、ここぞという時まで取っとけばいいんだ。あと、オメェの動きはどうも直線的すぎる。もう少し、器用に動けるようになればいいんだが」

　それは、かねてより懸け念ねんしていた事だ。彼女の動きはとにかく大おお雑ざつ把ぱなのである。

　気力が向上するほど力が上がる反面、判断力と精密さが失われ、おかげで想定外の事態に襲おそわれて瞬またたく間まに逆境に陥おちいるパターンがほとんどだ。そこを改善できれば……

「とはいえ、今から戦法を改善するなんざできるわけねぇしな……」

　思案するカルドだが、実のところアテはあった。

　──やっぱ、〝アレ〟に期待するっきゃねぇか……

　これまで行ってきたラトラとの訓練で彼女の弱点に気づいてから、カルドはある物を考案していた。ラトラの弱点を補うための……

　そして、レーシアにも有効かもしれない、彼女専用の〝切り札〟を……







　──結局、教団の動きが摑つかめないまま、二日が経過。

　レーシアと対決したカルドたちはあれ以降、ロクな仕事もあてがわれず、ダンジョンへの立ち入りすら禁止されていた。

　ゴート曰いわく、教団にマークされているかもしれない彼らを、当分はダンジョンで大っぴらに行動させるわけにいかないという、謹きん慎しん同然の処分だが……

　いずれにせよ、思いもよらず手に入った時間で決戦に向けた準備は着々と進んでいる。

　そして今日。その総仕上げとして、カルドは不意にラトラを街へ連れ出した。

　たくさんの人で賑にぎわう表通りを離はなれ、その裏道を進んでいく。

「なんなのよ、急に連れ出して……こんな状じよう況きようで詰つめ所しよを離はなれてていいの？」

「こんな状じよう況きようだからこそ、必要なんだよ。とにかく、黙だまってついて来い」

　要領を得ず首を傾かしげるラトラを、構わず先へ先へと導くカルド。

　やがて辿たどり着ついたのは、シミッツの診しん療りよう所がある区画と同じ、小さな店や家屋がまばらに佇たたずむ裏通りの一画。

　その内、やけにくたびれた見た目の、小さな倉庫のような建物の前にやって来た。

「なんなの、ここ……？　倉庫？」

「武具の工こう房ぼうだよ。わりと長くひいきにしている職人の、な」

「工こう房ぼう、ねぇ……」

　とはいえ、見た目はただの見すぼらしい古小屋同然の建物。

　怪け訝げんに眺ながめるラトラを連れて、カルドは門の前に向かった。

「おーい、アラムー！　いるかー？」

「──あー、待ってたよー！　こっち来てー！」

　固く閉ざされた錆さびた鉄てつ扉ぴを叩たたき、大声で呼よび掛かけると、すぐにそこから声が返ってきた。

　底そこ抜ぬけに明るい性格を一発で表現したような声……間ま違ちがいなく、本人のものだ。

「行くぞ、ラトラ。オメェに見せたい物がある」

「見せたい物……？」

　それこそが、ラトラをここに連れて来た理由だ。

　いまいちピンと来ていない様子の彼女を引き連れ、カルドは扉とびらを開ける。

　中は工具や作りかけの武具が乱雑に転ぶ、見た目よりは工こう房ぼうらしい光景だった。

　その中心で、カルドたちを迎むかえるように佇たたずむ人物が一人……

「やーやー、さっそく連れてきてくれたんだね！　これで作業も捗はかどるよー！」

　陽気な口ぶりで彼らを迎むかえたのは、ラトラより少し上の年とし頃ごろでツナギ姿の若者だった。

　赤茶色の短い髪かみに、浅黒い褐かつ色しよくの肌はだ……帝てい国こく人と比べるとずいぶん感じが違ちがう、異国出身のようである。その風ふう貌ぼうに、ラトラはずいぶん驚おどろいた様子で口を半開きにしていた。

「まさか、この子がここの職人……？」

　職人というからには、もっと年季が入ったオッサンでも想像していたのだろう。

　全身に金属カスやオイルのシミを纏まとった不潔そうな風ふう体ていであるが、体は華きや奢しやでよく見れば顔も整っている。初対面の人間からすれば、職人というにはギャップがある容姿であろう。

「はじめまして！　オイラ、アラム＝スール！　君がラトラちゃんだね、カルドから話は聞いてるよ！　やー、思ってたとおりのべっぴんさんだー！」

「あ、ありがと……？」

　おまけに人ひと懐なつっこい。初対面同士の気負いなど皆かい無むにぐいぐい来るアラムに対し、褒ほめられて悪い気はしていないのか、困こん惑わく気味ながら笑えみを返すラトラ。

　しかし、そんな顔も長くは続かなかった。

「じゃ、さっそくだけどちょっと失敬」

「へ？　ちょ、なっ……!?」

　微ほほ笑えましい挨あい拶さつを交かわしたのも束つかの間ま、ラトラに歩み寄るアラム。

　直後、躊ちゆう躇ちよなく両手を伸のばし、脇わきからさらには胸……体を物色するようにまさぐった。

「な、何すんのよ、変態っ！」

「うおっと」

　あまりに自然な流れで行われたセクハラ行こう為いに耐たえかね、相手を突つき飛とばすラトラ。

　アラムの方は彼女の態度が腑ふに落ちないとばかりに、きょとんとしていた。

「何って、体のサイズを調べさせてもらってたんだよ？　大まかなスタイルは聞かせてもらってたけど、やっぱ正確に測るなら直接触さわるのが一番かなって」

「はぁっ!?」

　それはそれで、イカれた発想だった。ラトラは無論納なつ得とくできず、さらに怒いかりを燃やす。

　見ていられず、カルドはため息まじりに両者の間に入る。

「せめて一言言ってからやる事やれよ、アラム……あと、ラトラ。オメェも体触さわられたくらいでそんなにカッカすんな……女同士だろ」

「……女？」

　この言葉に、ラトラはそれまでの怒いかりが急にどこかへ吹ふっ飛とんだように固まる。

　その態度を見て、カルドもようやく得心がいった。

「この子、女ぁっ!?」

「うん！　オイラ、女のコ！」

　この事実に目を剝むくラトラに対し、てへっと舌を出しわざとらしく笑ってみせるアラム。

　この口調と見た目では、確かに初見だと少年にしか見えまい。カルドもそうであった。

「そういうわけだから、続きを……」

「そういう問題じゃない！　女同士だからって、好き勝手に触さわっていいわけないでしょ！」

「そりゃそうだ。おい、アラム……いいから、まずは〝アレ〟を見せてやれ」

「ちぇー……」

　楽しみを邪じや魔まされ、アラムは口くち惜おし気にしながらカルドたちを工こう房ぼうの奥に案内する。

　そこには大きな作業台があり……そして、横には異質な物が飾かざられていた。

「何、これ……？」

　それを、ラトラは神しん妙みように見入る。

　鎧よろい立てに直立する、深しん紅くの全身鎧プレートアーマー。甲かつ冑ちゆうというには線が細く、胸むな元もとがずいぶんと膨ふくらんでいる。明らかに女性用……それも、誰だれかを彷ほう彿ふつとさせるスタイルである。

「ソイツは《魔甲鎧タリスマン》……オメェ用に造らせていた特別製の鎧よろいだよ」

「タリス、マン？　あたしの鎧よろい……？」

　その威い容ように恐おそれ……いや、魅み入いられたように茫ぼう然ぜんと眺ながめるラトラ。

　その鎧よろいは、一いつ般ぱんに出回っているような物とはまるで別物だった。宝石のように艶あでやかな紅の輝かがやきを宿し、プロポーションを損そこなう武骨さもない非常に美しい鎧よろいだ。

「まったくさー、これほどの物を大至急仕上げろなんて、無茶を言ってくれるもんだよぉ。ま、なんとかここまで形にはしたけどね……おかげで、こっちは寝ね不ぶ足そくだよ～」

　カルドが最初にこの鎧よろいの制作を持もち掛かけたのは、今から一週間ほど前……そして二日前、ようやく着手したばかりのこれを急いで完成させるよう、改めて依い頼らいしたのである。

「無理を言って悪かったな……だいぶできているようだが、コイツはもう使えるのか？」

「やー、とんでもない。これでもまだ完成率七割ほど……おまけにサイズの微び修正や、ラトラちゃんの魔ま力りよくとのマッチング作業もしなきゃならいし、実戦投入にはほど遠いよぉ」

「魔ま力りよくのマッチング……？　これ、もしかして魔ま道どう具ぐ？」

「そそ。カルドの《魔光銃ワイズマン》と同じく、中ちゆう枢すうに上質な魔血石ブラデイナを使った特別製さ。あ、ちなみにあの鉄てつ砲ぽう造ったのもオイラね！」

「魔血石ブラデイナ……？　え、ちょっと待って……」

　得意げに作品を解説するアラムだが、ラトラはその中の聞き捨てならないワードに反応。

　やはり気づいたか、とカルドは内心舌打ちした。

　……魔血石ブラデイナはダンジョンからの無許可の持ち出しと個人的な所有を、迷めい宮きゆう保有法によって固く禁じられている。

　即すなわち、ここにあってはならない物なのだ。

「魔血石ブラデイナを使って個人で魔ま道どう具ぐを造るなんて、完全にアウトじゃない！　犯罪よ犯罪！」

「文句あるならカルドに言いなよぉ。オイラはただ、彼からもらった魔血石ブラデイナや素材を使って、頼たのまれた物を造っただけなんだからさぁ」

「なんですって!?」

　投げやりなアラムの言い分を聞くや、ラトラは目の色を変え、すぐさまカルドを睨にらむ。

　彼女にしてみれば、衝しよう撃げきの汚お職しよく発覚といったところである。

「まあ、落ち着け……確かに世間から見れば違い法ほうだが、少なくともコイツの事はゴートのオッサンも承知している。言ってみりゃ、ウチの表おもて沙ざ汰たにはできない協力者ってヤツだ」

「やっぱり違い法ほうじゃない！　ていうか、魔血石ブラデイナなんていつの間にくすねてたのよ！」

　ラトラの言う事はまこと正論だし、言いい逃のがれする気もない。

　が、迷めい宮きゆう騎き士しにはあえて非合法に手を染めざるを得ない理由があるのだ。

「こちとら、なにかと厄やつ介かいなダンジョンを相手にしてるんだ……ウチはそのために、コイツみたいな外部協力者を何人か秘密裏りに雇やとっている。日々凶きよう悪あく化する迷めい宮きゆう犯罪に対たい抗こうするため、上のお偉えら方がたもある程度認めている超ちよう法規的措そ置ちってヤツだ」

「だからって……！」

「今回のレーシアもそうだが……ダンジョンにはまだまだ、正規の人員と装備じゃ手に負えねぇような犯罪や魔ま獣じゆうが潜ひそんでいる。オメェだって、それはもう十分に味わっているはずだ……ソイツらと渡わたり合あうためには、普ふ通つうのやり方じゃダメなんだよ」

「……」

　迷めい宮きゆう騎き動どう小隊に、カルドやヴェルサのような名めい誉よ騎き士しが配属されているのも同じ理由だ。

　ダンジョンを利用した迷めい宮きゆう犯罪となれば、今回のように外の常識が一いつ切さい通じない物も珍めずらしくはない。訓練学校を経ただけの騎き士しでは、到とう底てい太た刀ち打うちできない。

　それらに対たい抗こうするため経歴や素行を問わず、ダンジョンに精通し、各能力、技能に長たけたスペシャリストたちを集めたのが、アンヘルの騎き動どう小隊なのである。

　ここまで話すと、やがてラトラから諦てい観かんめいた、疲つかれを帯びた溜ため息いきが零こぼれる。

「……まったくとんでもない部署ね。今さらだけど」

　やがて、ラトラは自じ嘲ちようしているようにも見える苦笑いを浮うかべた。

　彼女なりに、迷めい宮きゆう騎き士しが有する〝必要悪〟というものを理解したのだろう。

　……ラトラが額がく面めんどおりのエリートだったら、こうはいくまい。

　本人はたまたまこのアンヘルに配属されたと言っているが、おそらく偶ぐう然ぜんではない。

　ゴートは最初に言っていた……期待の新人を手配した、と。

　どういう手段を取ったかは知りたくもないが、彼が帝てい国こく騎き士し団本部に手を回し、ラトラがここへ配属されるよう仕組んだのは想像に難かたくない。

　実際、ラトラはアンヘル騎き動どう小隊にはお似合いの、型破りな騎き士しだ。

　さらにあの男の事だから、彼女に隠かくされた能力がある事すら薄うす々うす気づいていたとしても、不思議ではない。

　曲くせ者ものぞろいの小隊の中にあって、彼がもっとも油断のならない男なのだから……

「じゃ、話がまとまったところで、さっそく着き替がえてもらおっかな！」

「へ？」

　カルドとラトラの折り合いがついて早々、何気なく言葉を挟はさむアラム。

「向こうの部屋にこの鎧よろい用のインナースーツがあるから、着き替がえてほしいのさ。まずは、そっちの着き心ごこ地ちを試ためしてみてよ！」

「インナー？　わざわざ自分で作ったの？　そんなの、べつに市し販はんのでもいいんじゃ……」

「ダメダメ、《魔甲鎧タリスマン》はそのインナーとセットで性能を発揮するんだよ！　だから早く着き替がえておいでよ、きっと気に入ると思うからさ！　うへへ……」

　最後に漏もれ出た不ふ穏おんな薄うすら笑いが少々引っかかるが、アラムの押しの強さに負ける形で渋しぶ々しぶ彼女に従うラトラ。

　それから別室に籠こもり、しばらく経たつと……

「何よこれ……！　ほとんど裸はだかじゃない！」

　顔を真っ赤にした抗こう議ぎとともに、彼女は戻もどってきた。

　その身に纏まとっているのは、肌はだに張り付くようにぴっちりと体を覆おおう、やけに艶なまめかしい光こう沢たくを放つ特とく殊しゆスーツである。それが首から上、両手首以外を余す事なく包んでいる……本人が言うとおり、体のラインがくっきりと出たその姿は裸はだかと大差なかった。

　しかも、これが彼女に与あたえる不快感はそれだけではない。

「ていうか、なんなのこの感かん触しよく……ひんやり冷たいし、しっとりするし気持ち悪い。なんか、あまり思い出したくない感かん触しよくに似てるような……」

「ほう、察しがいいな。オメェは前にも一度、ソイツを着てるんだぜ。ま、着たっつーより、正確には吞みこまれてた、だがな」

「ちょ、まさか……」

　ここまで言われ、ラトラもすぐに確信したようだ。彼女の顔が、たちまち青くなる。

「そうさ、前に戦ったあの蛇……アイツのムクロを加工して作ってもらったスーツだよ」

　最後にそうダメ押しすると、ラトラの顔は青を通とおり越こして白くなってしまった。

　あの戦せん闘とう後、カルドは倒たおした怪かい蛇じやの死し骸がいを密ひそかに冒ぼう険けん者ギルドに提供していた。

　その見返りに、解体された素材の一部を分けてもらったのだ。

　あの厄やつ介かいな柔じゆう軟なん性せいと魔ま法ほう防ぼう御ぎよを持つ体は、武具の素材として最適だと思ったからである。

　そして、今回の装備製造に使われたのは、あの蛇へびだけではなかった。

「それとあの鎧よろい……アレの装そう甲こうの素材として使われてるのは、オメェが最初に戦ったクロガネネズミだ。アレも、戦いの後レオヴァルトに言っていくつか譲ゆずってもらった」

「やー、今回もいい素材をありがとさんね！　特にあの蛇へび、素材としては最高級と言っていいよ。遠くないうちに乱らん獲かくが始まって、一いつ般ぱんの市場にも出て来るだろうね。ま、上う手まく加工できる職人はそうはいないだろうけど！」

　暗に自らの実力をひけらかし、上じよう機き嫌げんにのたまうアラム。

　実際、彼女の腕うでは本物だ。でなければこんな厄やつ介かい事、ハナから依い頼らいはしない。

「……こうも簡単に魔ま道どう具ぐを造っちゃうなんて、あなた何者？」

「これでも、キャリアはそこそこあるからね！　前はダンジョンに潜もぐって自分で素材を集めて造ってたもんだけど、一度捕つかまっちゃってね……それ以来、カルドたちからの依い頼らいを受けてしか、魔ま道どう具ぐを造れなくなっちゃった」

「捕つかまった……？」

「コイツは、元々俺が検挙した迷めい宮きゆう犯罪人なんだよ。魔血石ブラデイナの違い法ほう所持に加え、国に無許可で魔ま道どう具ぐを造っていやがったからな……んで、腕うでのいい職人だったんで投とう獄ごくを免めん除じよする代わりに、ウチで使ってるってわけだ。もちろん監かん視し付きだし、迷めい宮きゆう騎き士し二名以上が同行しないと外にも出られない。牢ろう獄ごくよりは多少マシだろうが、まったくの自由ってわけじゃない」

「へへへ、その節はお世話になりましたよ、ダンナ～……ってね」

　つまりは司法取引だ。騎き動どう小隊が雇やとっている協力者全員が、そのような類の傷持ちである。

　この事実にラトラは物言いたげに口をパクパクさせるが、

「……もういいわ」

　ほどなくして大きなため息とともに、がっくり項うな垂だれる。

　騎き動どう小隊の荒こう唐とう無む稽けいっぷりに、ツッコむのも疲つかれたのだろう。

「さて、じゃあアラム、鎧よろいができるまでソイツを預ける。サイズ計測だろうがマッチングだろうが雑用だろうが、なんにでも使って明日にでも《魔甲鎧タリスマン》を仕上げてくれ」

「え、待って……！」

「りょーかい！　ふへへへへ、腕うでが鳴るねぇ！」

　いったい、何に対して腕うでが鳴るのか。許しを得た途と端たん、アラムは両手をワキワキさせ、涎よだれを垂らしながらラトラに迫せまる。

　ラトラはそんな彼女から後あと退ずさりしながら、助けを乞こう視線をカルドへ送るが、それに応じる事なく彼は工こう房ぼうを後にする。

　これで、ラトラに関しては目め処どが立った。あとは、教団の出方を待つだけである。

「いやああぁぁ～～～～っ」

　工こう房ぼうの方から響ひびくラトラの叫さけびを背に受け、カルドは黙もく々もくと店を去るのだった。







　──翌日の昼下がり。その時は唐とう突とつにやって来た。

　騎き動どう小隊詰つめ所しよの騎き士し専用無線を通して受けたのは、予想どおりの連れん絡らくだった。

「──わかった。それと、悪いが……じゃあ、あとは手て筈はずどおりにな」

　短いやり取りを経て、通信を切るカルド。

　振ふり向むくとそこには、薄うす笑えみを浮うかべたヴェルサが立っていた。

「ヤツらめ、ようやく動きおったか……意外と待たせてくれたの」

「ああ、俺たちも動くぞ」

「あの小こ娘むすめ、結局戻もどってこなんだな……置いていくのかえ？」

「ちゃんと迎むかえは手配した。準備ができたら、すっ飛んで来るさ」

　思ったより、《魔甲鎧タリスマン》の仕上げに手間取っているらしい。どのみち迎むかえが来れば、不完全でも駆かけつけて来るだろう……なるべく、万ばん全ぜんの状態で来てほしいものだが。

「よし、ではゆこうか」

　息巻いてそう言うヴェルサにカルドは頷うなずく。

　あとはラトラたちを信じて待つしかない……その希望を胸に、カルドは詰つめ所しよを後にした。







　二人が詰つめ所しよを出ていったのを確かく認にんしてから、一部始終を見ていたゴートは嘆たん息そくを漏もらす。

「やれやれ、僕の目があるのも気にせず、堂々と命令違い反はんを働くとはねぇ……ナメられてるんだか、アテにされてるんだか」

「フフ、今回はいつもの〝これは命令だ〟がなかったですからね。特に命令を受けていない以上、こうなるのは自明の理では？」

　ゴートのぼやきに対し、近くの席に腰こしかけていたウィルは微び笑しよう交じりに一言挟はさんだ。

「なるほど、そうか……うっかりしていたよ」

　そう苦く笑しようするゴートだが、その言動は実にわざとらしかった。

　この食えない上司は、部下たちの独断専行を黙もく認にんと言う形で許したのだ。

　ゴートの意図は、カルドとヴェルサも承知しているだろう。

　結局、ヴェルサは相棒たるウィルに一ひと言こと掛かける事なく、行ってしまった。

　彼女はあれで、非常に義ぎ理り堅がたい面がある。自分のワガママで、騎き士しとしてそれなりに地位のある相棒を巻き込みたくなかったのかもしれない。

　だからこそ、ウィルにとって彼女は愛おしい存在なのである……放ってなどおけない。

「では、私も行ってまいります……どこへとは言いませんが」

「はい、行っといで……どこへとは聞かないけど」

　互たがいに含ふくみのある笑えみを交かわし、ウィルは席を立った。

「……んじゃ、僕も僕の仕事をやろうかね」

　ウィルは去り際にゴートがそう漏もらしたのを小耳に挟はさみながら、愛するヴェルサを追いかけるべく急いで詰つめ所しよを出るのだった。











第六章　彼女たちが辿り着いた場所









　レーシアがシェミルの身み柄がらを確保してから、三日後。

　彼女率いる教団騎き士し隊が向かったのは、ダンジョンの第九層……あちこちに尖とがった石が生え、天てん井じようから常に水が滴したたり落おちる鍾しよう乳にゆう洞どうのようなこのエリアに、かの魔ま獣じゆうはいる。

　洞どう窟くつを進むレーシアの傍かたわらには、新たに補ほ充じゆうした五人を含ふくむ七名の教団騎き士したち。

　そのさらに周囲には、現在教団が保有する《セイントコール》の兵隊の中でも、特に強力な者が十数名、レーシアを警護する形で厳おごそかに歩を進める。

　そして、その精せい鋭えいたちの中心で、とぼとぼと歩く少女……シェミル。

　四方を囲まれているとはいえ彼女に叛はん意いの気配はまるでなく、寝ねながら歩いているかのようなぼんやりとした足取りで、レーシアの傍かたわらを離はなれずついていく。

　その瞳ひとみに、自じ我がの光はない……シェミルはレーシアの催さい眠みん魔ま法ほうによって思考を奪うばわれ、今は彼女の命令にだけ従う生きた人形と化しているのだ。

　おとなしくレーシアに従う兵隊たちも、本来なら制せい御ぎよもできないほど精神に異常をきたした者たちばかり。それを魔ま法ほうで精神を抑よく制せいし、従順な兵士に仕立て上げているのである。

「初めから、こうしていればよかったな。もっと早くに私自ら出向いていれば、ここまで手間を掛かける事もなかった。この娘むすめの行動力を侮あなどった結果か……」

　そんな少女へ目を配り、忌いま々いましげに息を吐つくレーシア。

　──そもそも今回の一件は、ある目的のために聖堂教団上層部の命で、シェミルをこのダンジョンへ送り込んだ事に端たんを発する。その当時、同行していたのは二名の騎き士しのみ。

　聖女がどれだけ重要な〝生体兵器〟であるかをロクに理解していなかったその愚おろかな騎き士したちは、案の定些さ細さいな不注意からシェミルを逃にがしてしまったのだ。

　その後、彼女は一人でダンジョンを彷徨さまよった。ただちに追手が放たれ、速すみやかに計画を修正するべく、責任者であるレーシアがじきじきに現場へ赴おもむいたのである。

　小こ賢ざかしい迷めい宮きゆう騎き士したちの介かい入にゆうはあったものの、あのような末まつ端たん組織は教団の力の前には障害にもならない。それでも彼らのおかげで、余計な時間を取られたのは事実だ。

　シェミルを捕つかまえたあとは、洗脳と延命処置、さらに失った手て駒ごまの補ほ充じゆう……計画はこうして最終段階を迎むかえたが、レーシアのイライラは募つのる一方だった。

「……まぁ、いい。この娘むすめをあの忌々しいケダモノと引き合わせれば、この不ふ愉ゆ快かいな任務も終わりだ。もうじき、カタがつく」

　そうなればこの娘むすめとも、この薄うす汚ぎたないダンジョンともようやくお別れだ。

　そう思ったレーシアは幾いく分ぶんか気分も晴れ、第九層の奥へ奥へと進んでいく。

　しかし、不意に彼女は足を止め、部下たちに手を向けて止まるよう指示。

　しばらく周りに注意を向け、ふっと口から笑えみを零こぼす。

「……まさか、この期に及およんで我々を阻はばもうとは。やはり御ぎよしがたいな、野の良ら犬いぬというのは」

　そんな他愛もない挑ちよう発はつをくれてやると、それまで希き薄はくだった気配が大きくなるのを感じる。

　この辺りは教団の一部の者のみが知る、秘密のルート……他の人間の姿はない。

　……はずだった。

「──二度目となると、やはり効果は薄うすいか。それとも、警けい戒かいしておったのかえ？」

　またしても、あの気配遮しや断だんの魔ま法ほうで姿を隠かくしていたらしい。

「どうでもいいさ。ハナから隠かくれきれるとも思ってねぇよ」

　そんな呟つぶやき声とともに、傍そばの岩の陰かげからおもむろに出て来る二つの人ひと影かげ……

　そろそろ見み飽あきてきた、お馴な染じみの名めい誉よ騎き士しどもである。

「よお、教団騎き士し殿どの。お行ぎよう儀ぎの悪い野の良ら犬いぬらしく、テメェらを一嚙かみしに来たぜ？」

　何か策があるのか、それとも自ヤ棄ケになっているのか……男の方──カルド＝ウォーカーは、不敵な笑えみを浮うかべながら親指を下に突つき向けて、したたかに宣言した。







　──やはり、レーシアたちは今日ですべてを終わらせる腹積もりらしい。

　カルドたちの前に立ち並ぶのは、レーシアとその部下の騎き士したち。それに、これまでの中毒者とは明らかに気配が違ちがう不気味な男たち……数だけで言えば、小隊規模だ。

　これで見み掛かけ倒だおしという事もあるまい。

「たったそれだけの数で出て来るとは、蛮ばん勇ゆうにもほどがあるな。もっとも、我々に楯たて突つこうという騎き士しなど、他にはおるまいが……しかし、よくここがわかったな」

　軍勢ともいうべき戦力を引き連れ、傲ごう慢まんにカルドたちを見下すレーシア。

　それに対し、カルドはあくまで余よ裕ゆうの態度で、ニッと笑えみを浮うかべた。

「ウチには、腕うで利ききのメンバーと協力者がいるんでな……アイツらにとってこのダンジョンは庭だ。テメェらみたいな浮ういた連中を見つけ出すなんざ、造作もねぇんだよ」

　この件は、《セイントコール》の売人を一いち網もう打だ尽じんにするチャンスでもある。よって、あの薬について捜そう査さしていた騎き動どう小隊隊員も、水面下でカルドたちをサポートしていたのだ。

　ただ、いずれのメンバーも我が強いため、彼の要よう請せいには消極的だった。

　そんな仲間たちを動かすため、カルドもずいぶんとホネを折った。

　使える時間を最大限に使って、冒ぼう険けん者たちからここ最近ダンジョンをうろつく怪あやしい人物の目もく撃げき談を収集。それを教団関係者と踏ふんで、彼らの行動範はん囲いを可能な限り絞しぼり込んだのだ。

　そうして得た情報をもとに、捜そう索さくのための綿密なプランを作成。

　それを提供した事で、乗り気でなかった仲間たちも渋しぶ々しぶながら付き合ってくれた。

　騎き動どう小隊隊員は個人主義者が多いゆえ、仕事でもないのに教団に逆らうというリスクを冒おかす者は他にいない。が、一方でカルドの熱意を買い、多少の力を貸すくらいはしてくれた。

　癖くせは強いが、意外と義ぎ理り堅がたい……ヴェルサ同様、迷めい宮きゆう騎き士しはそういう連中なのだ。

「ところで、二人ほど見当たらないが、ヴァンクスの小こ娘むすめはどうした？　一度殺されたとあって、さすがの奴やつも怖おじ気けづいて今いま頃ごろはベッドで震ふるえているか？」

　多分に挑ちよう発はつを含ふくめた物言いなのだろうが、ばかばかしくて逆に笑いが込み上げる。

　……だからそれに乗せられて、わざわざラトラの動向を教えてやるような愚ぐは冒おかさない。

「さて、どうだかな……今はアイツより、俺らの相手が先じゃないかい？」

　多勢に無勢であっても気け圧おされず、笑えみを浮うかべて戦せん闘とう態勢に入るカルドとヴェルサ。

　カルドが《魔光銃ワイズマン》を構えると、不意にヴェルサがこちらへ視線を向ける。

「……例の弾丸、使うならくれぐれも機を見誤るでないぞ？」

「そんなに心配してくれるたぁずいぶん殊しゆ勝しようだな、ウィルがいなくて心細いのか？」

「たわけ！　勝つために、きさまに簡単にくたばってもらっては困るというだけじゃ！」

　ぷりぷりと怒おこるヴェルサに、頰ほおをつり上げて応えた。

　わざわざ言われずとも、そうするつもりだ。使わずに済むなら、それに越こした事もない。

「フン、貴様たちから仕し掛かけてきたとなれば、これは教団が迷めい宮きゆう騎き士し制度を糾きゆう弾だんするための格好の材料になる……その事は重々理解しているな？」

「きさまらをここで全員とっ捕つかまえればいいだけの話じゃ、上に報告なぞさせんわ！」

「……ま、そういう事だな」

　ヴェルサの物言いは粗そ暴ぼうもいいところだが、大おお枠わくは間ま違ちがっていない。

　レーシアたちをここで一人残らず拘こう束そくすれば、少なくとも当面は教団の追つい及きゆうを免まぬがれる事ができる……その後は、あの食えない上司の仕事次し第だいだ。

　カルドたちに迷いはなく、逸はやる気持ちを心の奥に秘め、静かに構える。

　それに対しレーシアは、くっくっと露ろ悪あく的な本ほん性しようを覗のぞかせた、卑いやしい笑えみを鳴らす。

「勇ましい事だ。よかろう……貴様らが足あ搔がいたところで、計画は間もなく完かん遂すいされる。少しくらい付き合ってやろう」

　そう不敵に漏もらしレーシアが手を上げるや、彼女とシェミルを除いた教団の軍勢が一いつ斉せいに前に出る。当の本人はあくまで余よ裕ゆうを気取り、傍ぼう観かんの姿勢をとるようだ。

　数では、カルドたちが圧あつ倒とう的てきに不利。慢まん心しんするのも当然だ。

「ほんじゃ……」

　が、カルドは躊ちゆう躇ちよなく、この多勢に対し銃じゆうを向けた。

「おっぱじめるぞォッ、クソッタレどもがァッ！」

　そして、魔ま法ほう弾だんの連発をもって開戦の狼煙のろしを上げた。

　前方に展開していた騎き士したちが、あっという間に火か炎えん弾だんに晒さらされる。

　が、彼らはそれに耐たえ、微び動どうだにしない。彼らが纏まとう鎧よろいは質がかなり良いいうえ、耐たい魔ま力りよく効果も付ふ与よされているらしい。しかも、同じ素材であろう分厚い盾たてまで装備している。

「チッ、厄やつ介かいなモン着てやがる……さすがは、現代魔ま法ほう技術の総本山てかッ！」

　思わぬ高性能の装備に、ついそんな詮せんない愚ぐ痴ちを漏もらしてしまう。

　……《魔光銃ワイズマン》では鎧よろいの上からダメージを与あたえる事はできないが、足止め程度にはなる。

　教団騎き士したちに動く隙すきを与あたえず、カルドは魔ま法ほう弾だんをぶち込み続けた。

　開戦と同時に後衛の兵隊たちも魔ま法ほうの発動に掛かかるが、ヴェルサからすれば遅おそすぎる。

「きさまらの相手はわしじゃぁっ！」

　無数の兵隊の誰だれよりも先んじて、魔ま法ほうを発動するヴェルサ。彼女の手から、数発の大たい砲ほうの弾たまに等しいサイズの火の玉が放たれた。

「ぐげっ」「おぐっ」

　その一発一発が、魔ま法ほうの発動に気を取られていた兵士たちを一人、また一人と襲おそう。

　が、今回は数が数……一人二人倒たおした程度では、相手の戦力は揺ゆるがない。

　攻こう撃げきを免まぬがれた残りの兵隊が、すかさず魔ま法ほうを発動。

　ヴェルサが放った火か炎えん弾だんよりサイズは劣おとるが、スピードとキレのある光こう弾だんを発射する。

「なんのぉっ！」

　ヴェルサは攻こう撃げきから即そく座ざに防ぼう御ぎよに切きり替かえ、両手に纏まとった爆ばく炎えんでこれを相そう殺さい。

「うおっと！」

　一方で同じく攻こう撃げきに晒さらされたカルドは、やむなく射しや撃げきを中止して回かい避ひに移る。

　攻こう撃げきはかわせたが、銃じゆう撃げきを絶やしたために教団騎き士したちの進しん撃げきを許す事になってしまう。

「ちくしょうがぁっ」

　可能な限り迅じん速そくに体勢を立て直して再度銃じゆう撃げきするが、相手に盾たてを構える隙すきを与あたえてしまったのは失敗だった。騎き士したちは防ぼう御ぎよを固めながら、敢かん然ぜんと押し寄せて来る。

「この小こ娘むすめがッ……！」

「もう好きにはさせんぞ！」

　前衛を務める七人の騎き士しはカルドの攻こう撃げきは脅きよう威いではないと判断し、迷う事なくヴェルサの方に殺さつ到とう。ヴェルサはただちに、両手に纏まとった炎ほのおをそのまま攻こう撃げきに転用した近接戦で彼らの剣けんに対たい抗こうするが、もともと遠えん距きよ離り戦を得意とする彼女の腕うで前まえは芳かんばしくない。

「うぬぅぅっ」

　見た目どおり、大の男の腕わん力りよくに抗あらがうほどの力はなく、体の小ささとすばしっこさでどうにか致ち命めい傷しようを受けないよう防戦に徹てつするのが精いっぱいだった。

　彼女を支し援えんするためカルドは弾たま切れのマガジンを交こう換かんして騎き士したちに発はつ砲ぽうするが、彼らの内五人が盾たてを前に出し、壁かべとなってこれを遮しや断だん。

　残る二人は絶えず、ヴェルサを攻せめたてる。

　そのうち、彼女が最初に倒たおした兵隊たちも戦線に復帰。彼らの耐たい魔ま力りよくとタフさは、これまでの中毒者の比ではない。二人はあっという間に、防戦一方へと追おい込まれた。

　カルドは傍そばの岩いわ陰かげに隠かくれて敵の魔ま法ほう攻こう撃げきをやり過ごしながら、申し訳程度に応戦するのが精いっぱい。ヴェルサも魔ま法ほうを回かい避ひしながら、次々攻せめて来る騎き士したち相手に渡わたり合あっているが、徐じよ々じよに押されているのは明白だった。

　かろうじて保たれていたその均きん衡こうも、やがてあっけなく崩くずれる。

　器用に立ち回っていたヴェルサの挙動が、突とつ如じよ鈍にぶくなったのだ。

　……魔ま法ほうでは大人顔負けの彼女も、体力だけは見た目相応だった。

　彼女が息を切らした隙すきを狙ねらい撃うつように、敵の光こう弾だんが襲おそい掛かかる。

「うあぁっ!?」

　防ぼう御ぎよも間に合わず、ヴェルサは被ひ弾だん。類まれなる耐たい魔ま力りよくで負傷は軽けい微びで済んだが、魔ま法ほうが持つ衝しよう撃げきまでは殺しきれず、その小さな体はあっけなく吹ふき飛とばされてしまう。

「ヴェルサッ！」

　あえなく地に倒たおれ伏ふすヴェルサ。すぐさま起き上がろうとするが、そこへすかさず騎き士したちが猛もう然ぜんと斬きりかかる。

　さしものヴェルサもどうしようもなく、顔が青くなる。

　──その彼女の体を突とつ如じよ、巨きよ大だいな氷柱が包つつみ込んだ。

　その氷柱が分厚い壁かべとなって敵が振ふり下ろした剣けんを弾はじき、ヴェルサを守る。

「な、なんだこれは……！」

　刃はも通さないほど強固な氷に阻はばまれ、困こん惑わくする騎き士したち。

　無論、これはヴェルサの仕業ではない。彼女は成す術なく氷の中で静止していた。

　やがて、どこからともなく飛び出してきた何者かが、狼ろう狽ばいする騎き士したちをすれ違ちがいざまの斬ざん撃げきで牽けん制せいしながら、軽々と敵てき陣じんを突とつ破ぱ。

　たちまち、氷漬づけのヴェルサの前に立ちはだかる。

「へっ、ずいぶん遅おそかったじゃねぇか。真っ先にすっ飛んで来ると思ってたんだが……」

　劣れつ勢せいの中で一筋の光明を見み出いだし、笑えみを零こぼすカルド。

　そこに立っていたのは、お決まりの涼すずし気な微び笑しようを顔に張りつけた青年騎き士し──ウィリアムド＝セルセンである。

「失敬、野暮用で少々遅おくれました」

　彼は一言カルドにそう告げるや、手に持った愛用の剣けん──美しい煌きらめきを纏まといながら、どこか禍まが々まがしさも感じさせる刀身を晒さらしたそれを、氷に向かって一振ふり。

　その瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな氷は一いつ瞬しゆんで細かな粒りゆう子しとなって消えた。

「ぶはぁっ！　殺す気か、きさま！」

「ご冗じよう談だんを、そんなヤワではないでしょう。これは、忠実な従じゆう僕ぼくを蚊か帳やの外に置いた主に対する、ささやかな抗こう議ぎとお思いください」

「ふん……！」

　氷から解放されて早々、元気に喚わめきたてるヴェルサの剣けん幕まくを、飄ひよう々ひようと受け流すウィル。

　ヴェルサは彼の態度に毒気を抜ぬかれたように、不満げながらあっさり引き下がる。

　彼女なりに彼を置いてきた負い目、それに駆かけつけてくれた安あん堵どがあるのかもしれない。

「まぁ、来てしまったものは仕方あるまい！　この邪じや魔まな騎き士しどもは任せるぞ、ウィル！」

「かしこまりました、姫ひめ」

　最後にはいつものやりとりを経て、ヴェルサは戦せん闘とうを再開する。敵の近接戦力の脅きよう威いから解放され、のびのびと兵隊たちの対処に当たる。

　その背中を託たくされる形で、ウィルはさっきまでヴェルサを追いつめていた騎き士し二人と対たい峙じ。

　残りの騎き士し五人はカルドが、倒たおせずとも何とか足止めに努める。

　装よそおいは異なるが、ウィルと対たい峙じするのは奇くしくも前回剣けんを交えたあの二人だった。

「あの時のヘラヘラした騎き士しか！」

「今度はあんなふざけた真ま似ね、できると思うなよ！」

　因いん縁ねんの相手にいきり立つ二人に、ニコリと微ほほ笑えむウィル。

「ええ、もちろんです」

　──同時に彼が剣けんを構えた瞬しゆん間かん、騎き士したちを強きよう烈れつな冷気が包つつみ込んだ。

「前回は、あの得体のしれない女騎き士し殿どのにみだりにこちらの手の内を見せるのはどうかと思い、力を温存していただけの事。ただ、その判断は誤りでした。これでもね、後こう悔かいしてるんですよ……あなたたちまで逃にがしてしまった事」

　静かな怒いかりを表すように、どんどん重くなるウィルの声に呼応するように、彼の持つ剣けんが妖あやしい光を纏まとっていく。

　ウィルが持つのは、ただの剣けんではない。

　それ自体が大魔ま導どう士し級の魔ま力りよくを持つ、〝魔ま剣けん〟と呼ばれる宝具……先々代の皇こう帝ていから下か賜しされ、彼の家に伝わるというダンジョンから発はつ掘くつされた魔ま法ほう文明遺産の一つなのだ。

「──なりふり構わず、あの時に仕留めておくべきでした。この、《凍コキ獄ユー刃トス》でね」

「こ、これは……うおおおおおおっ!?」

　騎き士したちを包んでいた冷気は、瞬またたく間まに凝ぎよう結けつ。

　彼らをさっきのヴェルサと同じように、分厚い氷の中に閉じ込めてしまった。

《凍コキ獄ユー刃トス》は冷気を操あやつる特性を持った魔ま剣けん。ウィル自身はたいした魔ま法ほうの使い手ではないが、彼に代わって剣けんそのものが、強大な魔ま法ほうを発動できるのである。

　氷雪系魔ま法ほうに限れば、普ふ段だんのヴェルサを凌りよう駕がする力の持ち主なのだ。

「私以外が姫ひめに触ふれようなど許しがたき事……しばらく、そこで頭を冷やしていてください」

　ウィルからは既すでに笑えみが消えていた。いつも薄うすら笑いを浮うかべていた目は鋭するどく開かれ、動かぬ騎き士したちを冷れい徹てつな怒いかりをもって睨にらむ。

　それもほどなくしてふっと失われ、元どおりの笑えみを浮うかべて残りの騎き士したちへ振ふり返かえる。

「ま、魔ま剣けん使いだと……！　どうして、こんな奴やつが迷めい宮きゆう騎き士しなどに！」

「狼狽うろたえるな！　強敵といえどたかが二人、この数に太た刀ち打うちできるものか！」

　ウィルの静かなる気き迫はくに一いつ瞬しゆん怯おびえる騎き士したちだが、すぐに体勢を立て直す。

「俺は無視かよ……！」

　教団騎き士したちの物言いに腹を立てるカルドだが、彼にできるのは依い然ぜんとして、相手に対する牽けん制せいくらい……それに実際、戦せん況きようはまだ教団側に分がある。

　ヴェルサが攻こう勢せいに転じたとはいえ、尋じん常じようでないしぶとさを持つ兵隊相手に決め手を欠き、このまま続けば先に力ちから尽つきるのは目に見えていた。

　が、その状じよう況きようを吞のみ込んだ上で、ウィルから笑えみが消える事はなかった。

「──ここに駆かけつけて来たのが、私だけとでも？」

「何……？」

　ウィルの言葉に教団騎き士しの一人が怪け訝げんな声を零こぼしたのも束つかの間ま、

「ウオオオオオオオオオッ」

　野太い雄お叫たけびと激しい足音が、この区域へ向かって来るのを誰だれもが察知した。

　一人や二人ではない……かくして現れたのは、十数人の冒ぼう険けん者たちだった。

　ウィルが遅おくれたのは、彼らをこの地に導いていたためだったのだ。

　彼らは突とつ如じよ乱入するや教団勢力を敵と定めて攻こう撃げき開始、カルドたち騎き動どう小隊を支し援えんする。

「よお、カルド！　待たせたな！」

「来てくれたか、レオ……！」

　乱戦の中、カルドに声を掛かけてきたのはレオヴァルトだった。

　カルドは少しでも戦力を集めるため、冒ぼう険けん者ギルドにも協力を呼よび掛かけていたのだ。

　が、それは個人の頼たのみ事であり、儲もうけのない善意の協力者という形にするほかなかった。

　正直、来るのはレオヴァルト一人だと思っていたが……

「声を掛かけたら、とりあえずあれだけ集まった。ほとんどが、《セイントコール》が原因で仲間や友を失ったヤツらだ。数は少ないが、みんな喜んで参戦してくれたよ」

「そうか……」

　──その《セイントコール》の大元であり、戦っているのがかの聖堂教団である事は、レオヴァルトにも知らせていない。彼らをこの件に深入りさせたくなかったからだ。

　教団騎き士しの秘ひ匿とく性の高さが幸いして、彼らの容よう貌ぼうを知る冒ぼう険けん者はいない。カルドたち迷めい宮きゆう騎き士しさえ、先日初めて見たくらいなのだから。レオヴァルトは薄うす々うす感づいているかもしれないが、それをわざわざ口に出すほど浅はかな男ではない。

「それと、お前さんとあの嬢じようちゃんに恩があるヤツらもな……」

　そう言って彼が視線を向けた先には、あのケイとリムの姿があった。

　冒ぼう険けん者としての義ぎ憤ふんか、それともラトラへの恩返しのつもりか……彼らにこの戦いは正直荷が重いが、それでも他の冒ぼう険けん者の支し援えん役として必死に戦っている。

　かつてのポンコツ騎き士しが結んだこの縁えんに、カルドは妙みような感かん慨がいを抱いだいて笑えみを浮うかべる。

「ところで、嬢じようちゃんはどうした？　来てないのか？」

「ソイツは心配ねぇ。それより……」

　カルドはこの嬉うれしい誤算にゆるみかけた心を律し、レーシアに注意を向ける。

　冒ぼう険けん者の参戦で、戦せん況きようはこちら側に傾かたむきつつある……いいかげん動くはずだ。

「……これまでだな、やむを得まい」

　遺い憾かんの態度でそう呟つぶやくや、彼女はシェミルの手を摑つかみ、魔ま法ほうを発動。

　以前にも使った、転移魔ま法ほうだ。それにより、二人はあっという間にここから姿を消した。

　撤てつ退たいではあるまい。レーシアは戦いを放ほう棄きし、本来の目的地へ直行したのだ。

「レオヴァルト、ここは任せる！　俺はヤツを追う！」

「一人で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　……確かに、カルド一人であのレーシアに挑いどもうなど無む謀ぼうもいいところだ。

　しかし、彼には恐おそれなどなかった。

「一人じゃねぇさ……俺には相棒がいるんだぜ？」

　一いつ切さいの疑いなく言い放つと、それを茫ぼう然ぜんと受けるレオヴァルト。

　が、すぐにカルドの中にある確信を理解し、ふっと口元をゆるめる。

「そうか……わかった！　カタをつけてこいッ！」

「おうッ！」

　レオヴァルトの声を背中に受け、駆かけ出だすカルド。

　レーシアの姿はとうに見えないが、悠ゆう長ちように思案している暇ひまなどない。

　今はただ動く事だけを考え、カルドはがむしゃらに最初教団たちが進んでいた洞どう窟くつの奥へ走はしり抜ぬけていった。







　戦場から一転。そこから遠く離はなれた通路に、レーシアたちは一いつ瞬しゆんで姿を現した。

「──まさか、冒ぼう険けん者どもが出て来るとは……！　おのれェ……！」

　この展開は、彼女にとってあまりに許しがたいものだった。

　盤ばん石じやくの布ふ陣じんを敷しいたにもかかわらず、冒ぼう険けん者ごときの介かい入にゆうで瓦が解かいするなど……教団騎き士しとして恥はじるべき醜しゆう態たいに、はらわたが煮にえくり返かえる思いだった。

　もはや取とり繕つくろう術もない激情にとり憑つかれるまま、シェミルの手を引っ張って先へ進むと、やがてレーシアは足を止める。

　……のっしのっしという重い足音、そして微かすかに聞こえる低いうなり声を感知したのだ。

　この先は、これまでより少々間かん隔かくの狭せまい一本道となっている。

　……間ま違ちがいない、ヤツだ。レーシアの胸のうちの怒いかりが、高こう揚ように変わった。

　やがて、薄うす暗ぐらい通路の奥から〝それ〟は現れた。

　ダンジョンの壁かべが放つ光を浴びながらも、それを跳はね返かえすほどの輝かがやきを纏まとう白銀の体毛。

　人をゆうに見下ろせるほどの巨きよ体たいに、太くしなやかに発達した四し肢しを持つ獣けもの……

　そこにいたのは紛まぎれもなく、《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》と形容するに相応ふさわしい存在だった。

　これと対たい峙じし、レーシアはたちまち笑えみを浮うかべた。

「我々の接近を感知して出てきたか、会いたかったぞ……！」

　深い笑えみを称たたえて呼よび掛かけるものの、レーシアにこの魔ま獣じゆうに対する親愛の念などはない。

　それを察知したのか、銀ぎん狼ろうは警けい戒かいの唸うなりを上げる。その身から溢あふれ出でるのは殺気……隙すきを見せれば、あっという間に嚙かみ砕くだかれそうな威い圧あつ感を放っていた。

　この銀ぎん狼ろうは、目の前の女が己おのれにとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である事を認にん識しきしているのだ。

「フ、そんな姿になっても、私がわかるのか……ならば、こいつも当然わかるな？」

　不敵に笑い、レーシアは後ろにいたシェミルの手を引いて、その身を狼おおかみの前に晒さらした。

　恐おそろしい魔ま獣じゆうに対しても、無感情にそれを見上げる少女。

　その姿を認めるや、魔ま獣じゆうが身に纏まとっていた殺気が急速に収まっていく。

　さらには明らかに動どう揺ようしたように後あと退ずさりし、動きを乱し始めた。

　レーシアはその様子を確かく認にんし、にたぁっと嗜し虐ぎやく心まみれの醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべる。

「やはりな！　こいつがいては手を出せまい、このケダモノがぁっ！」

　直後、彼女の手から無数の光の矢が放たれた。

　それはまっすぐ銀ぎん狼ろうへと向かい、その巨きよ体たいを射い抜ぬく。

　魔ま獣じゆうへの殺意とともに溢あふれ出だすかのような膨ぼう大だいな魔ま力りよくを圧縮した、高密度の魔ま法ほう攻こう撃げき……それは、魔ま獣じゆうの耐たい魔ま力りよく防ぼう御ぎよもないかの如ごとく、軽々と貫かん通つうしていった。

　人間のそれよりも鮮あざやかな深しん紅くの血液を吹ふき出だし、咆ほう哮こうする銀ぎん狼ろう。

「貴様さえいなくなれば……！」

　レーシアの表情はさらに残ざん虐ぎやく性を深め、絶えず魔ま獣じゆうをいたぶり続ける。

　痛みによって凶きよう暴ぼう性が刺し激げきされる間も与あたえぬため、攻こう撃げきの手をゆるめない。

　戦いに参加せずできる限り温存してきた魔ま力りよくを、遠えん慮りよなく魔ま獣じゆうにぶつけた。

「ウオォォーン……」

　やがて銀ぎん狼ろうは弱々しくも遠くまで響ひびき渡わたるような悲鳴を最後に、その場に倒たおれ伏ふす。

　体から舞まい散ちる血の飛沫しぶきが、終始茫ぼう然ぜんと佇たたずんでいたシェミルを朱しゆに染めた。

　それでも、彼女は微び動どうだにしない。そんな少女を、銀ぎん狼ろうは苦しみながら見つめる。

　その瞳ひとみにあるのは、怒いかりでも殺意でもない。己おのれの最さい期ごを悟さとりながら、それでも目の前の少女を思いやるような穏おだやかな眼まな差ざしを向けていた。

「あ……」

　すると、どうした事だろうか。視線を交かわすうち、微び動どうだにしなかったシェミルの体が息を吹ふき返かえしたように反応する。

「フン！　未練がましいケダモノめ、もはや目に入れるのも不ふ愉ゆ快かい！」

　その様子を憎にく々にくしげに見ていたレーシアは、一ひと際きわ強大な魔ま力りよくを結集し、必殺の一いち撃げきを用意。

「これでトドメだッ！」

　──そして、その魔ま法ほうが放たれようとした瞬しゆん間かん、銀ぎん狼ろうの前に一つの影かげが立ちはだかった。

「やめてっ……！」

　シェミルである。

　恐きよう怖ふを押し殺して、それでも必死に両手を広げ銀ぎん狼ろうを庇かばうその様は、思考を失った人形ではない。その瞳ひとみには、魔ま獣じゆうを守ろうとする強い意思が輝かがやいていた。

「無理やり魔ま法ほうを解いたか……まぁいい。どのみち、お前にももう用はない！　大事な体だ……余計な傷がつかないよう、そのケダモノの前に一いち撃げきで楽にしてやる！」

　その本物の〝聖女〟のような輝かがやきと行いにも、レーシアは微み塵じんも心を動かされない。

　むしろこれがカンに障さわり、躊ちゆう躇ちよなくその手をシェミルへとかざした。

　──が、

「くおぉっ!?」

　レーシアが攻こう撃げきを放つ前に、彼女の背中で炎ほのおが爆はぜた。

　何者かによる魔ま法ほう攻こう撃げきだ。

「──何をそんなに興奮してやがる。おかげで、後ろがガラ空きだぜ？」

「ぐっ、貴様……！」

　そんなイヤミったらしい声とともに、背中のダメージに膝ひざを突つく彼女の背後からにじり寄る気配……その姿を視し認にんするや、シェミルは涙なみだを蓄たくわえながら表情をぱっと咲さかせた。

「カルドさん……！」

「カルド＝ウォーカー……ッ！」

　忌いま々いましげに自身へ振ふり向むくレーシアの前に、その男は悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。







　──カルドをここまで導いたのは、レーシアたちを探して奔ほん走そうする最中、突とつ如じよとして聞こえてきた獣けものの咆ほう哮こうだった。

　魔ま獣じゆうにしては、まるで助けを求めるかのような切実な色を孕はらんだ悲鳴……その声がした方向を頼たよりに、彼はここへと辿たどり着ついたのだ。

　カルドは銃じゆうを構えたまま、レーシアの奥のシェミルたちを一いち瞥べつ。

　その傍かたわらに横たわる異形を見み据すえ、自分をここへ呼んだ者の正体を察した。

「ソイツが例の魔ま獣じゆうか……ずいぶんとまぁ、徹てつ底てい的てきにいためつけてくれたもんだ。よほど、ソイツに恨うらみがあるのかい？」

「……貴様には関係ない事だ。相手をするのも煩わずらわしい、命が惜おしければさっさと失うせろ！」

　のらりくらりとするカルドに、これまでになくピリピリとした態度で返すレーシア。

　魔ま法ほう弾だんは確実に直ちよく撃げきしたはずだが、彼女はやや苦く悶もんに顔を歪ゆがめながら、それでも大した事はないと言わんばかりに事も無げに立ち上がった。

　完全な不意打ちだったはずだが、レーシアが無意識に体に張はり巡めぐらせている耐たい魔ま力りよく防ぼう御ぎよにさえ、カルドの魔ま法ほう弾だんはほとんど効果がなかったのだ。

　化け物め……と焦しよう燥そうに駆かられる心を、カルドはハッタリの笑えみで覆おおい隠かくす。

「ま、アンタ個人の思おも惑わくはどうあれ、アンタがここに来た理由……そんで、その魔ま獣じゆうがなんでそんな目に遭あっているのかは、だいたい察しがつくぜ」

「何……？」

「そもそも、聖堂教団が《セイントコール》をダンジョンにばら撒まいているのは、最終的には〝魔血石ブラデイナ〟を手に入れるための企たくらみだな？」

　レーシアが眉まゆをひそめたのをきっかけに、カルドは推理を展開。

　相手の顔が徐じよ々じよに動どう揺ようの色を帯びてきた事で、彼の確信は深まる。

《セイントコール》の特性と、魔ま法ほう技術の独どく占せんを企たくらむ聖堂教団の性質を鑑かんがみれば、その両者の裏に隠かくされた思おも惑わくは自おのずと見えてくるというものだ。

「ほんのひとカケラ投とう与よしただけで、最終的には人体すべてが魔血石ブラデイナに変わるんだ。これは裏を返すと、人間一人使うだけで大量の魔血石ブラデイナを精製できるって事になる。こんなイカれた発想、まともなヤツなら誰だれもしないだろうがな……まったく、反へ吐どが出るぜ」

　古代文明の遺産を利用し、それを権力の基き盤ばんにしている教団にとって、魔ま道どう具ぐをはじめとした魔ま法ほう技術の根幹たる魔血石ブラデイナは、いくらあっても足りない重要な物。

　それを継けい続ぞく的に手に入れるため、冒ぼう険けん者を利用しているのだが、それでも限度はある。

　魔ま法ほう技術の狂きよう信しん者集団である聖堂教団が、やがて独自に魔血石ブラデイナを安定して手に入れられる手段を模も索さくするのは、当然の成り行きであろう。

　そして例の聖女を使った実験の過程で、人体の結けつ晶しよう化という副作用を知った教団は、これを魔血石ブラデイナの大量採取に利用する事を思い付いた……

《セイントコール》は使い潰つぶしの駒こまを手に入れると同時に、その亡なき骸がらを大量の〝魔血石ブラデイナ〟に変えるため造り出された〝死の薬〟なのだ。

　教団はわざと魔血石ブラデイナの侵しん食しよくに耐たえられない人間にこれを与あたえ、便利な道具として散々利用した挙げ句、副作用で全身が結けつ晶しよう化した彼らを丸ごと採取していたのである。

　これが、カルドが知る限りの教団の性質と、前回レーシアからもたらされた情報の断だん片ぺんを照らし合わせ、彼なりに組み立てたおおよその推理だ。

「──問題はその魔血石ブラデイナをどこに保管しているかだが……ま、そんなのこのダンジョンのどこか以外にはねぇよな。都合の悪い物を隠かくすのに、ここほどうってつけの場所はねぇ」

　今カルドたちがいるここがそうであるように、ダンジョンにはいまだ迷めい宮きゆう騎き士しや冒ぼう険けん者には知られていないルートが数多く存在する。

　探たん索さく済みのルートにしても、そうと知しれ渡わたったら好きこのんで近付く者はそうはいない……ダンジョンとは、そんな区域ばかりだ。

　レーシアたちも、そんな見捨てられた場所に潜せん伏ぷくし、これまで暗あん躍やくしてきたのだろう。

「大方、この先にあるんだろ？　全身が結けつ晶しよう化した人間を保管している隠かくし部屋かなんかが……そう考えると、アンタらがその魔ま獣じゆうを排はい除じよしたがる理由も限られてくる。こんなヤツに保管庫の前をうろつかれちゃ、危なくて近寄れないからな」

　特異種かどうかはともかく、この銀ぎん狼ろうがかなりの高等魔ま獣じゆうなのは見ればわかる。

　いくら教団といえども、本来なら簡単には排はい除じよできない難敵だ。だが今、こうして魔ま獣じゆうは瀕ひん死しでレーシアの前に平ひれ伏ふしている……

　それを可能としたのが、シェミルの存在だろう。

「ソイツらの関係は俺にはわからんが、この様子を見る限り目もく論ろ見みどおり事は運んだようだな……とまぁ、こんなところだ。この前ずいぶんとヒントをもらったから、だいぶ真相には近いはずだ。調子に乗って喋しやべり過ぎたのが仇あだになったな、教団騎き士し殿どの？」

　そう煽あおるようにありったけの嫌いやみを込こめた締しめをもって、推理を終えるカルド。

　これを黙だまって聞いていたレーシアだが、やがてくつくつと昏くらい笑えみを零こぼす。

「──野の良ら犬いぬにしてはよく考えたものだ、おおよそ正解だと言っておこう。だが、おかげで貴様を生かしておけなくなった……その小こ賢ざかしい頭と、よく回る舌を呪のろうんだな」

　怒いかりを通とおり越こして、もはや笑うしかない……

　そんな、激情と紙一重の危あやうい微び笑しようを浮うかべ、レーシアはカルドに対し剣けんを抜ぬく。

「ま、そうなるわな……最後に一つだけ、礼でも言っておこうか」

「何……？」

　この期に及およんでも、カルドの表情から余よ裕ゆうの色は消えていない。

　その言動を不ふ審しんに思い、眉まゆをひそめるレーシア。

「──こっちの時じ間かん稼かせぎに長々と付き合ってくれて、どうもありがとよ」

　そんな彼女に、カルドは嘲あざけりを多分に含ふくんだ笑えみをくれてやる。

　途と端たん、彼女もすべてを察したように目を見開くが、もう遅おそい。

　──あえて挑ちよう発はつじみた推理を聞かせ、レーシアをここに釘くぎ付づけにしたのは、今まさにここに向かっているであろう〝彼女〟を待つため……

　そして、その目もく論ろ見みは今達成された。

「レーシアァァァァ───ッ！」

　仇きゆう敵てきへの猛もう烈れつな敵意を孕はらんだ怒ど号ごうとともに、深しん紅くの影かげがカルドの後方から飛来。

　それは彼の頭上で腰こしの剣けんを抜ぬき、跳ちよう躍やくの勢いのままレーシアへ斬きりかかる。

「ぐっ……！」

　着地と同時にそれが振ふり下ろした剣けんを、自らの剣けんで受け止めるレーシア。

「待たせたわね、カルド！」

「まったくだ、遅おせぇんだよ……」

　他の者ならぱっと見判別つかない全身鎧フルプレートアーマー姿でも、カルドには一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「貴様、まさか……！」

「ラトラさん!?」

　すっかり様変わりした姿に困こん惑わくしていたシェミルたちも、今ようやく確信したようだ。

　剣けんこそ愛用の物を使っているが、その身に纏まとうのは頭から両手両足先まで装そう甲こうに覆おおわれた全身鎧フルプレートアーマー──《魔甲鎧タリスマン》。今のラトラはまさに、紅あかい鋼はがねの騎き士しと化していた。

「なんだ、その鎧よろいは？　そんな物を纏まとったくらいで、私に勝てるとでも思っているのか？」

　その威い容ように最初は吞のまれていたレーシアだが、すぐに冷静さを取とり戻もどし、ニヤリと笑う。

「その浅はかさと、ここにのこのこ現れた事……後こう悔かいさせてやるッ！」

　レーシアは魔ま法ほうで自らの腕わん力りよくを上げているのか……ラトラが次々繰くり出だす力強い斬ざん撃げきを、片手一本で受け続ける。

　拮きつ抗こうした鍔つば迫ぜり合あいに、ラトラの意識は相手に力負けしない事のみに釘くぎ付づけになっていた。

　その意識の隙すきを突つく形で、レーシアはもう一方の手に魔ま力りよくを凝ぎよう縮しゆく。それを纏まとった手刀を、すっかり注意が離はなれているラトラの胴どう体たいめがけて振ふり下ろした。

　それに対しラトラは反応できず、手刀は彼女の命を奪うばった時と同じ軌き道どうを描えがく……しかし。

「──な、に!?」

　再びラトラの心臓を切きり裂さくかと思われたレーシアの一いち撃げきは、鎧よろいに阻はばまれて肉体に触ふれる事すらかなわない。

　その理解しがたい衝しよう撃げきがレーシアの思考を阻そ害がいし、彼女の動きをも止めた。

「隙すきありィッ！」

「ぐふぅっ」

　その無防備な腹に、ラトラの鋼はがねの拳こぶしが突つき刺ささる。

　その重さに耐たえられず、たまらず後退するレーシア。耐たい魔ま力りよく防ぼう御ぎよではどうしようもない物理攻こう撃げきは確実に彼女へダメージを与あたえたはずだが、それでもその戦意は折れない。

「グッ、くそォッ！」

　腹を押さえた苦くるし紛まぎれの体勢から咄とつ嗟さに片手を突つき出だし、光の矢を発射するレーシア。

　彼女が狙ねらうのは鎧よろいの構造上、装そう甲こうに覆おおわれていない関節部。そこなら、間ま違ちがいなくダメージは通ると踏ふんだのだ。

　……が、左さ腕わんめがけて放たれたその攻こう撃げきを、ラトラはまるで読んでいたかのように、少し体を傾かたむけただけの最小限の動きで紙一重にかわす。

「バカな！　バカな！」

　これに焦あせりを募つのらせ、レーシアは策もなく同じ攻こう撃げきを繰くり返かえす。

　ラトラはそれをことごとく回かい避ひ、あるいは籠こ手てに覆おおわれた腕うでの一振ふりで容易たやすく弾はじいた。

「バカなバカなバカなバカなバカなバカなバカなバカなバカなバカなバカな!!」

　それに愕がく然ぜんとしながら、レーシアはありったけの魔ま力りよくを投じて、大量の弾だん幕まくを張る。

　さすがに今のラトラの動きをもってしてもさばききれる量ではないが、ようやく直ちよく撃げきした攻こう撃げきも、《魔甲鎧タリスマン》の装そう甲こうに弾はじかれ無効化された。

「バカ──」

　半狂きよう乱らんに攻こう撃げきを続けるレーシアだが、気がつけばラトラは既すでに彼女の目の前。

　次の攻こう撃げきを繰くり出だす前に、その横よこっ面つらに鋼はがねのパンチが炸さく裂れつ。レーシアの体をボールのように軽々と突つき飛とばした。

　その様を、カルドは啞あ然ぜんと眺ながめていた。

　──《魔甲鎧タリスマン》はべつに、レーシア戦のみを考こう慮りよして発注した装備ではない。

　魔血石ブラデイナと魔ま獣じゆうの素材を使おうとは最初から考えていた。魔ま獣じゆうは魔ま力りよくをエネルギー源に活動する魔ま法ほう生物だ。その体には、魔ま力りよくを非常に効率的に伝達させる特性がある。

　さらに、魔血石ブラデイナはラトラの魔ま力りよくをも増ぞう幅ふく。強化された彼女の耐たい魔ま力りよくは、石を介かいしてあの鎧よろいに本来の堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ力に加え、強力な魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力まで付加しているのだ。

　さっきの教団騎き士したちが身に着けていた鎧よろいも基本的には似たような物だが、その強度は桁けた違ちがい……実際、レーシアの魔ま法ほうですら、今のラトラには歯が立たないのだから。

　しかし、今のラトラの動きを説明できる能力は、あの鎧よろいにはない。

　最小限の動きで最大限の成果を上げる……今の彼女は、カルドが期待する理想の動きを体現していたのだ。

　直接の原因は、《魔甲鎧タリスマン》の重さである。

　あの鎧よろいは単純に言うと、クロガネネズミ約十匹ぴき分の質量があり、常人では立っているのもままならないほどの負ふ荷かが掛かかっていた。

　それゆえ、ラトラはいつものように動こうと思っても動けず、慎しん重ちような動作を強しいられる。

　その力加減が、あの絶ぜつ妙みような回かい避ひ運動を生み出しているのだ。

　動きだけ見ればかなり余よ裕ゆうがあるが、本人からすればいつも以上に必死であろう。

　ある程度期待していた効果だが、カルドの予想以上にそれはハマりにハマっていた。

　相手の攻こう撃げきをものともせず、ラトラは肉にく弾だん戦で確実にレーシアにダメージを与あたえる。

「おのれェェェッ！」

　レーシアが何発目かのパンチに吹ふき飛とばされるが、体勢を立て直して反はん撃げきに転じる。

　自らの魔ま力りよくを剣けんに纏まとわせ、光の刃やいばを形成。それを構えながら、ラトラへと突とつ撃げきした。

　自身の体を弾だん丸がんのように変えた、鋭するどい突とつ進しん。鎧よろいを着たラトラではよけきれない。

　あっという間にラトラの懐ふところ深く肉にく薄はくしたレーシアはそのままの勢いで、剣けんを突つき出だした。

　──さっきの手刀より何倍もの威い力りよくがあろう、高密度の魔ま力りよくに包まれた剣けん。

　それに対し、、ラトラは反射的に装そう甲こうを盾たて代わりにするよう、自らの腕うでを差し出す。

「ぐぅっ……！」

　だが、レーシアの剣けんは装そう甲こうを穿うがち、初めて彼女の皮ひ膚ふまで貫かん通つうした。

　極大の魔ま力りよくを纏まとった剣けんの一ひと突つきに、《魔甲鎧タリスマン》の魔ま法ほう防ぼう御ぎよも耐たえられなかったのだ。

「くうぅぅぅ………っ」

　しかし、鎧よろいの防ぼう御ぎよ力に威い力りよくを著いちじるしく削けずられたため深手ではない。痛みに耐たえ、体勢を崩くずす事なくその場に踏ふみ留まるラトラ。

　そして、もう一方の手で相手の剣けんを真っ二つに叩たたき折る。

「何ぃっ」

　ありったけの魔ま力りよくを注いだ剣けんを容易たやすく叩たたき折られ、動どう揺ようするレーシア。

　その隙すきを、ラトラは見み逃のがさなかった。

「だああああぁぁぁ───っ!!」

　すかさずレーシアの懐ふところに潜もぐり込んだラトラの渾こん身しんのアッパーカットが、彼女の顎あごに炸さく裂れつ。

「がっ……」

　宙高く打ち上げられたレーシアは、ほどなくして無防備に地面に叩たたきつけられる。

　しばらくその場で身を震ふるわせるが、やがてぐったりと力ちから尽つきたようにおとなしくなった。

　常人なら一いち撃げきで気絶するであろうほどの攻こう撃げきを立て続けに受け、とうとう立ち上がる余力も失ったようだ。

　ラトラの目的はあくまで、敵を殺さず捕つかまえる事……ゆえに相手を斬きり捨すてるのではなく、打ちのめす事でその戦せん闘とう力を奪うばうに留とどめたのである。

「はぁ、はぁ……！」

　地に伏ふせるレーシアを見届け、息を荒あららげながら臨戦の構えを解くラトラ。

　通常の全身鎧フルプレートアーマーを凌りよう駕がする重量の《魔甲鎧タリスマン》を纏まといながらの全力戦せん闘とうは、彼女の体力を著いちじるしく奪うばっていた。

　さらに、防ぼう御ぎよ力と引ひき換かえに通気性が劣れつ悪あくなインナーと鎧よろいによる不快感は、想像を絶する。はたで見るより、ずっと過か酷こくな状態だろう。

「なぜ、だ……なぜ、私がこんな……！」

　一安心していたところへ不意に零こぼれたレーシアの声に、カルドたちは振ふり向むく。

　もう、その身に戦う力がないのは、誰だれの目から見ても明らか。それでも彼女は、いまだ衰おとろえぬ戦意を糧かてに体を起こそうとしていた。

「まだ終われるものか……私は、あの利用されるだけの惨みじめな聖女とは違ちがうのだ……私は！」

「それ、シェミルの事を言ってるの？　だったら、そうね……あの子とあんたは違ちがう」

　そこに、冷ややかな声を投げつけるラトラ。それは、けっして擁よう護ごの言葉ではなかった。

「シェミルは、二度も命いのち懸がけであたしを助けてくれた……聖女だとか、なんの目的で生み出されたとか関係ない。ちょっと危なっかしいけど、紛まぎれもなく自分の意思で、誰だれかのために命を投げ出せる強くて優やさしい心を持った子なのよ」

　……それはラトラも同じだ。そんな感かん慨がいを胸の奥に潜ひそめ、口元をゆるめるカルド。

　まっすぐなセリフを恥はずかしげもなく吐はきながら、ラトラはふとシェミルに視線を向けた。

「シェミル……遅おそくなったけど、あたしを助けてくれてありがと」

「ラトラさん……」

　その言葉を紡つむぐラトラの声こわ色いろは、戦いの高こう揚ようなどカケラもない穏おだやかなものだった。

　今この瞬しゆん間かんだけは、騎き士しではなく一人の人間として、恩人に感謝しているのだ。

　それを受け、嬉うれしさと安あん堵どが入りまじった感情を訴うつたえるように、涙なみだを浮うかべるシェミル。

　……聖女としてではなく、シェミル＝エイジという個人として肯こう定ていされ、誰だれかから感謝される。そこから沸わき起おこる、万ばん感かんの思いに涙なみだをこらえきれない……そんな顔だった。

　そんな彼女に微ほほ笑えみ返すと、ラトラは視線をレーシアへと戻もどす。

「それに比べ、あんたは教団に命じられるまま、誰だれかを苦しめる事でしか力を使えない……そんなヤツにこの子を侮ぶ辱じよくする資格はない！　惨みじめなのは、あんたの方よッ！」

　そして、許しがたい怨おん敵てきを厳然とそう断じた。

　その厳おごそかな声にはもう、さっきまでの戦いを忘れた穏おだやかさはなかった。

　これにレーシアは火に油を注がれたように、その形相をより激しく燃やす。

「ふざけるな……！　ふざけるなッ！　貴様ごときが、知ったような口を叩たたくなッ！」

　煮にえたぎる怒いかりを原動力に彼女は起き上がり、ラトラを睨にらむ。

　当初の自信に満ちた女騎き士しの顔は既すでになく、焦しよう燥そうと憤ふん怒ぬに凝こり固かたまった面を張りつけ、ふーっふーっと息を立てる手負いの獣けもののような女がそこにいた。

「聖女の力も、結けつ晶しよう化も完全に制せい御ぎよしているこの私が、あの小こ娘むすめに劣おとっているわけがない！　諦あきらめと失意の中、自分の命を使い潰つぶす事しかできない他の聖女どもとは違ちがう！　私は私の意思で体内の魔血石ブラデイナを捻ねじ伏ふせ、実験体としての運命を屈くつ服ぷくさせた！　そして、教団に取り立てられ騎き士しの座を与あたえられた！　この力で、私は己おのれのあるべき運命を摑つかみ取とったのだ！」

　……〝元聖女〟の教団騎き士し。それが、レーシア＝アルトラムの正体だった。

　本来の出自は、シェミルと同じく教団に拾われた孤こ児じだろう。

　しかし、レーシアには他の聖女にはない、常じよう軌きを逸いつした上じよう昇しよう志向と生への執しゆう着ちやくがあった。

　そんな意思によって強きよう靭じんとなった魔ま力りよくが魔血石ブラデイナの侵しん食しよくに抗あらがい、逆に支配したのだ。

　その特異性を買われ、彼女は教団内で今の地位にまで上のぼり詰つめたのだろう。

　他のすべてを蔑ないがしろにしてでも、より良いい未来を手に入れんとするレーシアの姿勢に、カルドは少しだけかつての自分の姿を見た気がした。

　誰だれにも手を差さし伸のべず、頼たよらず、たった一人で歩み続ける修しゆ羅らの道……彼が途と中ちゆうで引き返したその先に、レーシアは到とう達たつしてしまったのだ。

「──そして、これからも教団でありとあらゆる権けん威いと栄光を摑つかみ続ける！　その私が、こんなところで終われるはずがないッ！」

　その欲望と執しゆう念ねんが、満まん身しん創そう痍いのレーシアをなおも突つき動うごかす。

「終わってたまるかアアアァァァッ！」

　──猛たけり狂くるった叫さけびとともに彼女の感情が爆ばく発はつした時、その体を光が包んだ。

「ちょっ、何!?」

「なんかヤベェ、みんな離はなれろッ！」

　その光から禍まが々まがしい魔ま力りよくの波動を感知したカルドは、危機感に動かされるまま飛とび退のいた。

　どんどん大きくなった光はやがて拡散し、その向こうから、〝それ〟は姿を現した。

「殺す！　殺す！　殺すッ！　私の輝かがやかしい未来を阻はばむ者は、皆みな殺ごろしだァァァァッ!!」

　我を失ったように呪のろいの声を吐はき散らすレーシア。その身は今の衝しよう撃げきですべての衣類がちぎれ飛んでいた。露あらわになった肌はだの大半を、深しん紅くの結けつ晶しよう体──魔血石ブラデイナが包んでいる。

　ただの副作用ではあるまい。彼女の変化はそれだけではなかったからだ。

「魔ま獣じゆう……!?」

　レーシアを愕がく然ぜんと見上げながら、ラトラは咄とつ嗟さにそう叫さけぶ。

　それは一見して、カルドたちの二倍、三倍はあろう巨きよ体たいの〝竜りゆう〟を思わせる異形だった。

　岩のように硬こう質しつ的な四し肢しで地を踏ふみしめ、穴だらけの醜みにくく朽くちた翼つばさを広げた巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るい型の魔ま獣じゆう……その本来の頭部に代わる形で、レーシアの上半身が首の付け根から生えていた。

　彼女は人間でも魔ま獣じゆうでもない、まったく異質な存在へと変わり果てたのだ。

「──〝財宝を求めた騎き士しは、その欲望で邪じや悪あくな竜りゆうに変じる〟……そんな昔話だかがあったっけな。ったく、冗じよう談だんじゃねぇぜ……！」

　そんな軽口の一つでも吐はいてみせねば、平静を保てない状じよう況きようだった。

　まさしく邪じや竜りゆうと一体と化した風ふう貌ぼうのレーシアは、彼ら──とりわけラトラを殺意に固まった魔ま獣じゆう同然の形相で見下ろしている。そして、その巨きよ体たいが動き出した。

「まずい……！」

　このままでは、近くにいるシェミルを巻き込む。いち早くそう察したラトラはレーシアを自分一人に引き付けるため、とっさにその場を離はなれた。

「オオオオオォォォォ───ッ！」

　そんな彼女に狙ねらいを定め、獰どう猛もうな叫さけびとともに前片足で地面を踏ふみしめるレーシア。

　その足元が光を発し、地面を走る光こう刃じんとなってラトラへと襲おそい掛かかる。

「ぐぅぅぅっ……！」

　鎧よろいの重さから咄とつ嗟さの回かい避ひも間に合わず、両りよう腕うでを盾たてにそれに耐たえるラトラ。

　そこへ、レーシアが突とつ進しん。太く鋭するどい爪つめを生やした前足を彼女へ突つき出だした。

「あああぁぁっ」

　それは、光こう刃じんに動きを封ふうじられていたラトラに激げき突とつ。彼女の体を、ダンジョンの壁かべまで吹ふき飛とばした。

「ラトラッ！」

　分厚い岩がん壁ぺきに叩たたきつけられ、力が抜ぬけたようにズルズルと崩くずれ落おちるラトラ。

　その身に纏まとう装そう甲こうには、夥おびただしい数の亀き裂れつが入っていた。

　増大したレーシアの今の力と魔ま力りよくは、《魔甲鎧タリスマン》の許容範はん囲いを軽く超こえるほどだったのだ。

「意識が飛んでる暇ひまなんぞねェッ！　動けラトラァッ！」

「──ッ！」

　鎧よろいの損傷は甚じん大だいだが、下のインナースーツが衝しよう撃げきを吸収して、ラトラ自身へのダメージはたいした事はないはずだ。

　カルドの声を受け、そのままなりふりかまわず横へと転ころがり込むラトラ。

　その直後、彼女が寄より掛かかっていた壁かべが爆はぜ、巨きよ大だいな裂さけ目めが刻まれた。

　レーシアが光こう刃じんで追つい撃げきしていたのだ。気づくのが遅おそければ、直ちよく撃げきしていた。

「コイツを暴れっぱなしにさせとくわけにゃいかねぇッ！　こっちもとにかく攻こう撃げきして、相手の攻こう勢せいを殺そぐんだ！」

「わかった……！」

　指示を受け、剣けんを手にレーシアへ突とつ撃げきするラトラ。カルドもそれを支し援えんするべく、レーシアへ《魔光銃ワイズマン》を向ける。

　見るからに頑がん丈じようそうな魔ま獣じゆう体には、攻こう撃げきするだけ無む駄だだろう。

　よって、カルドは生身をむき出しにしたレーシア本体へ向け、魔ま法ほう弾だんを撃うちまくる。

「ウオオオオォォォォッ」

　大量の爆ばく裂れつ弾だんの衝しよう撃げきに晒さらされるレーシアの体……ダメージは多少でもあるはずだ。

　が、これによって下の魔ま獣じゆう体の動きはより活発になり、ラトラの接近を阻そ止しするべく四本の脚あしを目まぐるしく躍やく動どうさせる。

「くっ……！」

　彼女の力をもってしても、この巨きよ体たいが繰くり出だす重い攻こう撃げきは受けるので精いっぱい。攻こう撃げきを仕し掛かける隙すきがない……正せい攻こう法ほうでは、ラトラの剣けんは相手に届きすらしないだろう。

「チィッ……！」

　少しでも注意を逸そらすべく、レーシア本体へ発はつ砲ぽうを続けるカルド。

　しかし、早くも順応した彼女は魔ま力りよくを纏まとった両手で迎げい撃げき。理性は失われているように見えるが、彼女自身の魔ま力りよくと戦せん闘とうセンスは健在だった。

　普ふ通つうに撃うっているだけではもう、レーシアを怯ひるませる事もできそうにない。

「クソッタレがッ！　なら……！」

　これを悟さとったカルドは、方針を転てん換かん。レーシアの頭上へ向けて発はつ砲ぽうした。

　ここは鍾しよう乳にゆう洞どうを再現したエリア……よって天てん井じようには、鋭するどく尖とがった鍾しよう乳にゆう石せきがびっしり生えていた。カルドの狙ねらいはそこを爆ばく破はし、鍾しよう乳にゆう石せきをレーシアに叩たたき落おとす事だ。

　かくして目もく論ろ見みどおり事は成され、魔ま獣じゆう体の上の彼女の体にそれは襲おそい掛かかる。

「グアァッ」

　都合よく串くし刺ざしとはいかないが、鍾しよう乳にゆう石せきが頭に激げき突とつしたレーシアが悲鳴を上げる。

　この一いち撃げきが彼女の意識を揺ゆるがせ、魔ま獣じゆう体の動きをも止めた。

「今だ、ラトラッ！」

「了りよう解かいッ！」

　このチャンスにラトラは停止した魔ま獣じゆうの体を足あし蹴げに跳ちよう躍やく。一気にレーシア本体に接近する。

「たああああああっ！」

　頭上から飛来し、彼女へ剣けんを振ふり下ろすラトラ。

　──が、その攻こう撃げきが目標を捉とらえる前に魔ま獣じゆう体が思わぬ行動に出た。

　突とつ如じよ両の翼つばさを広げ、大きく上下させたのだ。

「おおおぉぉぉっ!?」

「きゃぁぁぁっ」

　それによって生じた突とつ風ぷうがカルドを怯ひるませ、遠くから見守っていたシェミルをも脅おびやかす。

「うぁっ……！」

　宙に浮ういていたラトラもこれを受け、その身がぐらりと揺ゆらいだ。

　その瞬しゆん間かんを狙ねらうように、魔ま獣じゆう体の背後から飛び出した何かが、ラトラを襲おそう。

「あああああああっ」

　──尻しつ尾ぽだ。大木のように巨きよ大だいな竜りゆうの尾おが、自ら意思を持つかのように機き敏びんに動き、滞たい空くうしたラトラの胴どう体たいを強打したのだ。

　結果、彼女はそのまま壁かべ際ぎわまで叩たたき飛ばされてしまう。

　──今の当たりはマズイ。カルドは最悪の事態を覚かく悟ごしながら、彼女の元へ駆かけ寄よる。

「おい、ラトラ！　生きてるかッ!?」

　倒たおれ伏ふしたラトラの状態を確かく認にんすると、ダメージは深刻だった。

　今の一いち撃げきによって、彼女の生命線だった《魔甲鎧タリスマン》は両手首と腰こしから下を残して粉々になっていた。もう鎧よろいとしての防ぼう御ぎよ力は見み込こめまい。

　インナースーツもところどころに小さな穴が開き、機能は半減といったところだろう。

「う、う……っ」

　しかし、それらが盾たてとなってくれたおかげで、ラトラは致ち命めい傷しようを免まぬがれた。

　体を強く打ちつけられてはいるが、なんとかまだ動ける程度らしい。彼女はすぐに意識を回復させ、起き上がる。

　……が、状じよう況きようはかなり厳しい。《魔甲鎧タリスマン》が機能を失った今、もうラトラは迂う闊かつに近接攻こう撃げきを仕し掛かけられない。次に敵の攻こう撃げきをくらえば、今度こそ即そく死しだ。

　しかも、致ち命めい的な問題はそれだけではなかった。

「あ……」

　不意にラトラは、自身が握にぎっていた剣けんの状態に気づく。それは刀身の大半を失い、既すでに剣けんとしての形を失っていた。さっきの一いち撃げきで鎧よろいごと叩たたき折られたのだ。

「け、剣けんが……これじゃ戦えない」

　剣けんとともに闘とう志しまで折れたように、消しよう沈ちんするラトラ。

　ただでさえ強大な敵を前に、愛用の剣けんを失ったのだ……無理もあるまい。

　今のラトラに決定打を与あたえられる攻こう撃げき力はなかった。

　ここで強い言葉を掛かけて彼女を振ふるい立たせるのがカルドの役目だが、今度ばかりは無責任な鼓こ舞ぶの文句も思おもい浮うかばない。それだけ、相手も状じよう況きようも悪かった。

　……であるなら、今のカルドにできる事は一つ。

「──そろそろ俺も体を張る時かね」

　カルドは観念し、一ひと際きわ深いため息を吐つき落とす。

　そして、項うな垂だれるラトラの頭を撫なでるように、手を置いた。

「ラトラ……これから俺が、ヤツの決定的な隙すきを作る。そこを狙ねらってヤツを討うち取とれ」

「そんな事……それに剣けんが……」

　はるかに戦せん闘とう力が劣おとるカルドが今さらそんな事を言っても、ラトラの闘とう志しは蘇よみがえらない。

　そもそも、今の彼女には闘とう志しの拠よりどころになる物もなかった。

　しかし、そんな彼女に与あたえられる物が一つだけ、カルドの手にはある。

「剣けんならコイツを使え」

　言って、腰こしの鞘さやに納められた自らの剣けんを抜ぬく。ラトラの前で初めて刀身を露あらわにした、カルドの剣けん……それを、茫ぼう然ぜんとしているラトラの手に握にぎらせる。

「……いいの？　これ、あんたがずっと持ち続けてるほど大事な剣けんじゃ……」

　カルドが冒ぼう険けん者時代から手放せずにいた、思い出深い品。

　これまで折られたら……そんな恐おそれを抱いだくように、彼女は心細げにカルドの顔を窺うかがう。

　その弱気を笑い飛ばすように、カルドは薄うす笑えみを浮うかべた。

「俺がコイツを振ふり回まわしたところで、あの化け物にゃ傷一つつけられまい……オメェにやるよ。使わなくなったとはいえ、手入れは欠かしていなかった……切れ味は保障するぜ？」

　どのみち、この剣けんが折れた時は、即すなわちカルドたちの全ぜん滅めつを意味する。

　ゆえに、これをラトラに託たくす事に、なんの躊躇ためらいもなかった。

　だが、それでもラトラは踏ふん切ぎりがつかないように、その場から動かない。

　そうしているうちに、カルドはレーシアが動き出したのを察知。

　これまでラトラに執しゆう着ちやくしていたものの、もはや彼女は脅きよう威いではないと判断したのか、本来の標的である銀ぎん狼ろう……そして、銀ぎん狼ろうを庇かばいに入ったシェミルへと狙ねらいを変えたのだ。

　──もう一刻の猶ゆう予よもない。ラトラを焚たきつけるためには、自ら動かなくては……

「じゃ、任せたぜッ！」

　その覚かく悟ごを決め、ラトラの決心を見届ける間もなく、駆かけ出だすカルド。

「どこ見てやがる、この化け物がァァッ！　テメェの相手は俺だァァッ！」

　罵ば倒とうを浴びせながら、無防備に晒さらされたレーシアの背中を爆ばく撃げきし、突とつ撃げき。

「貴様ァ……！」

　やがて本体がこちらへ振ふり向むき、敵意をみなぎらせる。

　今までのように遠くから撃うっているだけでは、敵の体勢一つ崩くずせまい。

　ならば、距きよ離りを詰つめるのみ……レーシアを銃じゆう撃げきしながら、足を止めず疾しつ走そうする。

「ヌアアアアアアァァァッ」

　もちろん、ただで近付かせてくれるような相手ではない。

　レーシアはカルドに向かって一本の脚あしで地を踏ふみつけ、光こう刃じんを発射。

「なんのォォッ！」

　その攻こう撃げきパターンは、完全に頭に入っている。

　レーシアが地を踏ふみしめたタイミングで、カルドは横へ転がり込んで敵の正面から退たい避ひ。攻こう撃げきをなんとかやり過ごし、再び走り出す。

　しかし、こんな破れかぶれの回かい避ひを続けていては、いずれ致ち命めい的な隙すきを作りかねない。

　そう考えたカルドは相手に的を絞しぼらせないため、一いつ瞬しゆんとて同じ射線上に留まらないよう、ジグザグに走る。

　あの攻こう撃げきは、地面を強く踏ふみしめる事で発動する……よって、小刻みには繰くり出だせないはず。その推測通り、標的の変則的な動きにレーシアは打つ手を失い、動きを止めた。

　知略を振ふり絞しぼり、人じん智ちを超こえた相手になんとか対たい抗こうするカルド。

　誰だれからのフォローもない、たった一人の攻こう防ぼう戦……敵との距きよ離りが果てしなく遠く感じる。

　孤こ独どくな冒ぼう険けんをやめてから、久しく経験していない戦いだった。

「……俺もずいぶん日ひ和よってたもんだ」

　決死の特とつ攻こうの中、不意にそんな自じ嘲ちようの笑えみが零こぼれる。

　かつて、一人でがむしゃらに探たん索さくに明け暮れていた冒ぼう険けん者時代……

　その頃ころの感覚を今一度呼び覚まし、果か敢かんに敵へ立ち向かうカルド。

「おのれェェェェェェッ！」

　ちょこまか動き回る相手に業ごうを煮にやしたレーシアが、ここで大きく動く。

　後うしろ脚あしと尻しつ尾ぽに全体重を預ける形で、天変地異の如ごとき唸うなりを上げて傾かたむく巨きよ体たい。

　直後、宙に浮ういた前足を二本まとめて地面に叩たたきつけた。

　それによって生じたのは、これまでより長大な地を裂さく光こう刃じん……しかもそれが無数、カルドに向かって放たれた。範はん囲いが広く、回かい避ひも間に合わない。

「──ッ！」

　が、カルドは止まらず、眼前から迫せまり来る死神の鎌かまに猛もう然ぜんと突つっ込む。

　その攻こう撃げきに彼は、ほんの一筋の活路を見み出いだしていた。

　地を裂さく刃やいばと刃やいばの間、そこに人一人かろうじて通とおり抜ぬけられそうな隙すき間まがあったのだ。

「うあああああァァァァッ！」

　次の瞬しゆん間かん自身の体が跡あと形かたもなく蒸発するのも覚かく悟ごのうえで、一思いに飛び込むカルド。

　結果、両りよう肩かたの皮ひ膚ふを鎧よろいごと削けずられながら、カルドはこの死神の鎌かまを突とつ破ぱした。

　痛みはあるが、それに構っている猶ゆう予よはない。

　既すでにレーシアは目の前……カルドはマガジンを交こう換かんし、最後の攻こう撃げきを仕し掛かける。

「おらあああァァァァッ!!」

　弾たまはこれまでと同じ爆ばく裂れつ弾だん……距きよ離りが近いため、確実にレーシアの巨きよ体たいを揺ゆるがす。

　が、やはりこれでは決め手にはならない。相手は動きを止めるも、その肉体はカケラ一つ零こぼさなかった。

　──そんな事は、カルドもハナから織おり込み済み。本命は別にある。

　このマガジンには一発だけ、〝とびっきりの弾だん丸がん〟が入っているのだ。

　この爆ばく撃げきは、それを銃じゆう身しんに送り込むための準備段階に過ぎない。

　──命が惜おしければ使わぬ事じゃな……

　そう言って弾だん丸がんを託たくした、ヴェルサの声が脳のう裏りによぎった。

　それに導かれるように、引き金を引き続けるカルドは、やがて直感する。

　──そろそろ、本命の弾たまが来る。その感覚に、冷ひや汗あせまじりの笑えみを浮うかべた。

「死なばもろともってなァッ！　くらいやがれェェェェェッ!!」

　この距きよ離りなら、外しようがない……死を覚かく悟ごする間も惜おしみ、一思いに引き金を引いた。

　──瞬しゆん間かん、カルドの目の前が紅あかく染まった。

　この弾だん丸がんに入っていたのは、従来の弾だん丸がんの数倍の威い力りよくを持った爆ばく炎えん魔ま法ほうだったのだ。

　ヴェルサには彼女が使える魔ま法ほうの中でも、特に威い力りよくの高い物を注文した。カルドはそれを、只ただ人びとの身で放ったのである。

「グギャアアアアァァァァァァッ」

　制せい御ぎよもされていないそれは、触ふれた物を燃やし尽つくす業ごう火かとしてレーシアを包んだ。

　同時に、カルドは《魔光銃ワイズマン》が粉々に砕くだけていくのを目まの当あたりにする。

　──これほどの魔ま法ほうに、銃じゆうが耐たえられるはずがなかったのだ。

　耐たい久きゆう範はん囲いを超こえる魔ま法ほうを撃うてば、最悪使用者ごと吹ふき飛とぶ……既すでに覚かく悟ごしていた。

　その反動に体を投げ出されるカルド。しかし、意識ははっきりとしていた。

　どうやら、即そく死しは免まぬがれたらしい。が、指の感覚はなかった。

《魔光銃ワイズマン》ごと、吹ふき飛とんだのかもしれない……手だけで済んだなら、むしろ幸運だ。

　ぼーっと宙を仰あおぎながら、束つかの間まの浮ふ遊ゆう感に身を委ねる。

　──その視界の先を飛ひ翔しようする、一つの影かげを目もく撃げきした。

　──行け……

「行けェェェッ！　ラトラァァァ────ッ!!」

　その様に笑えみを浮うかべたのも一いつ瞬しゆん、カルドはありったけの声をぶつけた。

　彼の必死の奮ふん闘とうを目まの当あたりにし、今のラトラはたぎりにたぎっている。

　怒いかりや憎ぞう悪おを超こえた、ひとえに熱い衝しよう動どうに身を焦こがして……

　それが彼女の魔ま力りよくをこれまでになく爆ばく発はつさせ、その身は《魔甲鎧タリスマン》を纏まとっている時以上に、深しん紅くに輝かがやいていた。

　スーツに付着していた魔血石ブラデイナに残留した魔ま力りよくを、すべて解放しているのだ。

　その魔ま力りよくがラトラの体を重力から解放し、流星の如ごとくレーシアのもとへと運ぶ。

　今の彼女の魔ま力りよく総量はおそらく、以前シェミルから魔ま力りよくを分わけ与あたえられた時と同等。

　ならば……

「これでえええぇぇぇぇぇ───」

　炎ほのおに焼かれて身動きが取れないレーシアを正面にし、剣けんを両手で握にぎりしめるラトラ。

　彼女の意思をそのまま形にするように、全身の魔ま力りよくが刃やいばに収束。以前にも増して鮮せん烈れつな紅に輝かがやく〝光の剣けん〟を形成し、これを振ふりぬく。

「───終わりよおおおぉぉぉぉ───ッ!!」

「アアアアアアァァァァ────ッ」
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　苦くるし紛まぎれにありったけの光こう弾だんを放つレーシア本体だが、そのすべてを吞のみ込み、より巨きよ大だいになった閃せん光こうが彼女を吞のみ込む。

　──そして、人と魔まを分かつが如ごとく、レーシア本体の腰こしが真っ二つに両断された。

「──ガッ……フ……」

　宙に舞まい上げられるレーシアの体。

　本体を失い、魔ま獣じゆう体はしばらく持ちこたえるように体を震ふるわせながら状態を維い持じしていたものの、やがて糸が切れたようにガクリと倒たおれ伏ふした。

　首を失った竜りゆうの如ごとく横たわる軀むくろの前に、降り立つラトラ。

　すっかり光を失った剣けんを持ったまま、何かを感じ入るように茫ぼう然ぜんと佇たたずむ。

　そこへ、さきほどの衝しよう撃げきによるダメージを負った体を引きずって、カルドが歩み寄る。

「カルド、それ……」

　振ふり返かえったラトラがまず目を取られたのは、彼の手だ。

　奇き跡せき的に指は健在だが、血みどろで重傷には違ちがいない。

　握にぎったままの《魔光銃ワイズマン》も、ほとんどグリップだけを残して大破していた。

　その様を、心を抉えぐられたような悲痛な面おも持もちで見下ろすラトラ。

「気にするな、こっちは粉々になるのも覚かく悟ごしてたんだ……むしろ上出来だろ？」

　そんな彼女の罪悪感を和やわらげるため、カルドは痛みに耐たえて笑えみを浮うかべる。

　これはすべて自分自身の決断だ……ラトラを責める気はないし、後こう悔かいもなかった。

「うん……」

　そんな彼の思いを汲くみ、ラトラも気き丈じように泣き顔を押さえて応えた……







　──下半身を失い、地に叩たたきつけられたレーシアだが、まだ息はあった。

　これだけの重傷ながら、彼女の体からは血が一滴てきたりとも流れていない。

　なぜなら、増ぞう殖しよくする魔血石ブラデイナが傷口をはじめ、彼女の体すべてを包みつつあったからだ。

　力のすべてを失ったレーシアの体は限界を迎むかえ、今その命を終えようとしていた。

　ほとんどが結けつ晶しよう化した彼女の顔は、恐きよう怖ふと苦痛でくしゃくしゃになっていた。

「嫌いやだ……嫌いやだぁ……死にたくない！　死にたくない……！」

　もはや逃のがれられない死……それを前に、荒あらい息と嗚お咽えつを吐はき散らし、慟どう哭こくするレーシア。

　その様を、カルドたちは神しん妙みように見下ろしていた。

　相手はこれまで数多あまたの人間を道具とし、不条理に命を奪うばってきた最悪の仇きゆう敵てきだ。

　その最さい期ごに立ち合っているというのに、その惨みじめな姿にざまぁみろの一言も出ない。

　むしろ、早く楽にしてやろうと情が湧わくくらいだ。

　しかし、その必要はなかった。

　カルドたちが無言で佇たたずむ中、不意にレーシアの元へ歩み寄るシェミル。

　彼女はそのまま地に膝ひざを下ろし、動けぬレーシアの体を優やさしく抱だいた。

　……その様には少なくとも、憎にくしみといった感情は見えない。

「あ……」

　シェミルに身を委ねるように嗚お咽えつを止め、何か言いたげに口を開くレーシア。

　だが、それは言葉にならず、彼女はその身すべてを紅あかい結けつ晶しように変えた。

　……彼女が最さい期ごに何を思い、何を言おうとしたのか。それはもうわからない。

　その亡なき骸がらを下ろし、祈いのりを捧ささげるように目を閉じるシェミル。

　やがて立ち上がり、瀕ひん死しのまま今なお命を繫つなぎとめて横たわる銀ぎん狼ろうの元へ向かう。

　息を荒あららげながら、じっと自分を見つめる狼おおかみの前で、彼女は立ち止まる。

　……しばらく見つめ合う最中、その目から不意に一筋の涙なみだが落ちた。

「……やっと会えたね、お姉ちゃん」

「お姉、ちゃん……？」

　シェミルの言葉にラトラは首を傾かしげるが、すぐ何かに思い当たったように目を見開く。

「まさか、昔面めん倒どうを見てもらってたっていう、お姉さん代わりの……」

　その言葉を聞くとシェミルはこちらへ振ふり返かえり、こくりと頷うなずく。

「孤こ児じだったわたしは、聖堂教団に引き取られ、実験体として魔血石ブラデイナを埋うめこまれた後、同じ境きよう遇ぐうの子たちが暮らしている教会の一つへと連れて来られました……〝彼女〟もその一人で、みんなのお姉ちゃんのような存在だったんです」

　──それからシェミルたちは、たまに聖女として皇族や政府高官とその関係者などの治ち療りようを秘密裏りに行いながら、普ふ段だんは修道女として教会で慎つつましく生活する日々を送っていた。

　一見穏おだやかだが、実際は常に死と隣となり合あわせの鳥とり籠かごの生活……その中で飼い殺しにされた少女たちは次々と副作用に倒たおれ、教会から姿を消していった。

　……件くだんの聖女もある日突とつ然ぜん、シェミルの前から姿を消したのだ。

「……それから半年ほど経たって、あの人……レーシア＝アルトラムが突とつ然ぜんやって来ました。ある目的のため、わたしにこのダンジョンへ来いと……わたしに選せん択たく肢しはなく、理由もわからずここへ連れて来られました」

　そして道中、レーシアに代わって遣つかわされた騎き士したちがうっかり口を滑すべらせたそうだ。

　例の聖女が突とつ如じよ魔ま獣じゆうに身を変え、魔血石ブラデイナの保管庫の一つに居い座すわっていると……

「──捕つかまった後、あの人から改めて聞かされました。魔血石ブラデイナに取りこまれた人間は全身が結けつ晶しよう化する過程で、稀まれに魔ま力りよくが暴走して魔ま獣じゆうに変化する事があるって……」

「レーシアも、そうやって魔ま獣じゆう化かしたのか……」

　ただ、彼女の場合は意識的に魔ま力りよくを暴走させた節がある。ゆえに、完全な魔ま獣じゆうとは言えない歪いびつな存在となり、銀ぎん狼ろうと違ちがって理性もなくなっていたのだ。

　そうやって、自分が慕したっていた〝姉〟の話を聞いたシェミルは隙すきを見て逃とう亡ぼう。彼女に会うため、ダンジョンを奔ほん走そうした。

「──それが、ラトラさんたちと出会うまでの経けい緯いです。お二人のおかげで、ようやくわたしは目的の一つを成なし遂とげる事ができました」

「一つ……？　ほかに目的があるの？」

　疑問を唱えるラトラだが、シェミルはそれに答えず、再び銀ぎん狼ろうへ向き直る。

　そして、それへ歩み寄り、その大きな顔に身を寄せた。

　──ほどなくして、歌が聞こえてきた。

　かつて消えゆくラトラの命を救ったのと同じ、慈じ愛あいに満ちた聖なる歌だ。

　それとともに、狼おおかみの体は白い光に包まれた……シェミルが聖女の力で、死の淵ふちにいる魔ま獣じゆうを救おうとしているのだ。

「シェミルっ！　そんな事したら……！」

　その意味をいち早く察したラトラが叫さけぶも、歌は止まらない。

　その光の粒りゆう子しはこちらにまで及および、カルドはふと手に感じていた痛みが消えていく事に気づいた。シェミルの治ち癒ゆ力の余波が彼の傷はもちろん、ラトラの体も癒いやしていたのだ。

　ほどなくして歌は止やみ、光も消えていく。やがて、銀ぎん狼ろうが立ち上がった。

　その身にはもう傷はなく、消えかけていた命の灯火を取とり戻もどしたように、気高く佇たたずむ。

　それと引ひき換かえに、シェミルはがくっと膝ひざを折り、その場にしゃがみ込んでしまった。

　そこへすかさずラトラが駆かけつけ、彼女の体を抱だき支える。

「シェミル、なんて事を！　あなたはもう……！」

　シェミルの体は、とうに限界に近付いていた。

　教団の手で多少は延命されたようだが、力に耐たえられるほどではあるまい。

　おそらく、あれが最後の……

　本人もそれを承知しているように、疲ひ労ろうして青ざめた顔で、懸けん命めいにラトラへ微ほほ笑えみかけた。

　その身は再び魔血石ブラデイナの侵しん食しよくが始まり、服の隙すき間まから徐じよ々じよに結けつ晶しようが覗のぞいていた。

「いいんです、これで……もうじき、わたしの願いが叶かなう……」

「え……」

「行こう、お姉ちゃん……みんなのところへ……三人で」

　ラトラの腕うでの中から自身を見つめるシェミルの呼びかけに応じ、銀ぎん狼ろうはゆっくりと歩み出した。既すでに結けつ晶しようの塊かたまりとなったレーシアをくわえ、通路の奥へ向かって進み始める。

　それに続こうとシェミルも立ち上がるが、体を支える力も残っていないように、間もなくその場で倒たおれてしまった。

　そこへラトラが手を差さし伸のべる前に、カルドがシェミルの体をひょいっと抱だきかかえる。

「カルドさん……」

「……こんくらい手伝わせろよ。傷を治してくれた礼だ」

　きょとんと仰あおぎ見みるシェミルへぶっきらぼうに吐はき捨すて、狼おおかみの後を追って歩き出す……

　ここまで来た以上、この一件の顚てん末まつを最後まで見届けたい。そういう思いもあった。

　躊躇ためらいがちだったラトラもやがて同じ決意を抱いだいたように、後へ続く。

　そうしてカルドたちは銀ぎん狼ろうに導かれ、事件の結末へと足を踏ふみ入いれるのだった……







　銀ぎん狼ろうの巨きよ体たいがようやく通とおり抜ぬけられる、これまでより細い一本道。

　そこを黙もく々もくと進んでいたカルドたちはやがて、拓ひらけた〝部屋〟へ辿たどり着つく。

　ここが、この区画の終点……そして、終しゆう焉えんの地だった。

　そこは、一面が紅に彩いろどられていた。その源は、部屋いっぱいの魔血石ブラデイナである。

　そのすべてが人の……少女の形をしていた。ここで死を迎むかえた、聖女の成れの果てだ。

　ほとんどが無傷の状態だが、中には採取されて手足や頭を失った物もある……

　細かな人相は判別できない結けつ晶しようの塊かたまりであるが、もがきながら天てん井じようを仰あおいだり、悲観したように地面にうずくまっていたり、あるいはぐったり壁かべに寄より添そっている……いずれも、命が終わった瞬しゆん間かんの苦しみを訴うつたえるように、儚はかなく佇たたずんでいた。

「これ、みんな……」

「……聖女の墓場、か」

　口を覆おおいながらラトラは愕がく然ぜんと呟つぶやき、カルドは物もの憂うげに吐はき捨すてる。

　やがて、中央に移動した銀ぎん狼ろうによって、レーシアの亡なき骸がらがここへ加えられる。

　彼女も一人の聖女として、ここに迎むかえられたのだ。

　あの臨終の間ま際ぎわ、シェミルはレーシアを仲間として受け入れたのである。

　そして……シェミルも、おもむろにそこへと歩み寄った。

「オメェは最初から、ここに来る事が目的だったんだな。《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》はその道先案内人……いや、〝番人〟だったってところか」

《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》は、言葉は話せずとも、人間だった頃ころの自じ我がをおおよそ持っているようだ。

〝彼女〟が聖女たちの姉役だった事を鑑かんがみれば、その行動の理由もわかる。

　彼女は魔ま獣じゆうに身を変えて以降、ずっとここにいる聖女たちを守っていたのである……

　そう確信したカルドの言葉を受け、シェミルはほのかに笑えみを浮うかべる。

「最初に言いましたよね。わたしは、〝仲間を弔とむらうために魔ま獣じゆうを探している〟と……あれも、本当の事だったんですよ」

「……みたいだな」

　そう、彼女には仲間がいた。でっち上げの冒ぼう険けん者ではなく、ともに暮らした家族が……

　それを頭ごなしに否定した自分を諫いさめる思いで、苦笑いを浮うかべるカルド。

　そんな彼を許すように微ほほ笑えみを返すと、シェミルは不意に深々と頭を下げる。

「ラトラさん、カルドさん……二人のおかげで、わたしはようやくここへ辿たどり着つけました。わたしが、帰るべき場所に……今まで、ありがとうございました」

　それは二人への感謝の礼であり、そして……別れの言葉だった。

　こうしている間も、彼女の肌はだはみるみる結けつ晶しように覆おおわれ、最さい期ごの時は確実に近付いていた。

　もう、止める術はない。

　やがて顔を上げたシェミルの双そう眸ぼうには、涙なみだが滲にじんでいた。

　その瞳ひとみが、ラトラへと向けられる。

「さようなら……この街で出会った、もう一人のお姉ちゃん……正義の味方に、きっとなってね……」

　そして、濡ぬれたような声でそう告げた。

「ッ……」

　その言葉にラトラの瞳ひとみも涙なみだを浮うかべ、潤うるむ。

　しかし、すんでのところで耐たえるように、その頰ほおを涙なみだが伝う事はなかった。

　……自分に対して、シェミルの口から初めて聞かされた〝お姉ちゃん〟という言葉。

　それがラトラの中に押し込められた、万ばん感かんの想おもいを呼び覚ますものだったのは間違ちがいない。

　それでも、彼女は泣くのを我が慢まんした。

　自分を姉と呼んでくれた〝妹〟に、涙なみだは見せられない。何より、正義の味方はどんな時でも強くあらねば……そう自身に言い聞かせるように。

「さよう、なら……シェミル……！」

　だから、涙なみだの代わりに精いっぱいの微ほほ笑えみを、妹に送る。

　互たがいに目元を真っ赤にしながら、笑えみを交かわすシェミルとラトラ……

　それを最後にシェミルは身を翻ひるがえし、仲間たちのもとへと歩み寄る。

「……ただいま、みんな。わたしも今そこへいくね。でも、その前に……」

　言いながら、彼女はおもむろにするすると着衣を脱ぬぎ始めた。

　まるで、己おのれの身を神に捧ささげる聖者のように……露あらわになった彼女の肌はだは、既すでに大部分が結けつ晶しよう化し、その身を紅に染めていた。

　その所作に目を奪うばわれるカルドたちをよそに、シェミルは両りよう膝ひざを下ろす。

「──聖女たちに、安らかな眠ねむりを……」

　そして、手を組み祈いのりを捧ささげ、再び歌う……

　これまでより粛しゆく然ぜんとし、どこか物悲しく聞こえる旋せん律りつ。

　それは、死者の安あん寧ねいを祈いのり願う鎮ちん魂こんの歌だった。

　ここにいる聖女たちは皆みな、最さい期ごまでその命を教団に利用され、恐きよう怖ふと絶望の中、結けつ晶しように身を変えていったのだろう。

　その苦しみと無念を癒いやし、穏おだやかな眠ねむりにいざなう事がシェミルの願いだったのだ。

　同時にそれは、彼女自身への鎮ちん魂こん歌かでもあった。

　徐じよ々じよに声は途と切ぎれ途と切ぎれになり、やがて空気に溶とけるように歌声は消えていた。

　……その時既すでに、シェミルは動かなくなっていた。

　その瞬しゆん間かんまで、体が死を迎むかえる痛みと恐きよう怖ふはあったはずだ。

　それでも彼女は祈いのりの姿勢も表情も崩くずさず、穏おだやかに最さい期ごを迎むかえた。

　カルドたちの前に佇たたずんでいるのは、紅の結けつ晶しようで形作られた一体の聖女像……そこにもう魂たましいはなく、彼女は今、家族の元へと還かえっていった。

　──シェミルの旅立ちを見届けたラトラには、言葉も嗚お咽えつもなかった。

　荒あれ狂くるう感情を表に出すまいと、こらえているのだ。涙なみだを流さないように……

　妹を涙なみだではなく、笑え顔がおで送りたい……そのために、彼女は今また仮面を被かぶっているのだ。

　その呆あきれんばかりの意固地さに、カルドは敬意すら抱いだく思いだった。

　やがて、彼はふとシェミルの元へ歩み寄り、その傍そばにある物を添そえる。

　……さっきの戦いで大破した《魔光銃ワイズマン》の、唯ゆい一いつ残ったグリップ部分だ。

「ついでだ、ここに弔とむらわせてもらうぜ……コイツも一いつ緒しよに戦った相棒なんでな」

　一応シェミルに、断りの一言を入れる。

　付き合いは短いが、この銃じゆうには世話になった……ただ廃はい棄きするのも忍しのびなかったのだ。

　それを見ていたラトラも、ふと思い立ったように銃じゆうの横に、刀身が折れた剣けんを弔とむらう。

「……今までありがとう」

　カルドの目を盗ぬすむように、ぽつりとそう呟つぶやくのが聞こえた。

　彼女も、あの剣けんにはそれなりの愛着があったのだろう。

　だからこそ、折れたその場で捨てず、今まで持っていたのだ。

　そうして、シェミルとそれぞれの相棒に別れを告げたカルドたちは、部屋を後にした。

　──それからほどなくして、背後から轟とどろく爆ばく発はつ音に二人はぎょっと振ふり返かえる。

　部屋の入口は、岩の瓦が礫れきによって完全に塞ふさがれていた。

　おそらく、《銀ぎん狼ろうの魔ま獣じゆう》が魔ま法ほうか何かで爆ばく破はしたのだろう。

　そうする事で、魔ま獣じゆうはあの部屋を外部から隠かくしたのだ。

　あそこは、聖女たちが眠ねむる墓……〝彼女〟はこれからも、その眠ねむりを守る番人として、あの部屋で過ごしていくのだろう。

「……行くぞ」

　名残なごり惜おしげに眺ながめるラトラにそう促うながし、カルドはシェミルたちへ別れを告げた……







　二人がヴェルサたちの元に戻もどって来くると、戦いは既すでに終わっていた。

　迷めい宮きゆう騎き士し二名とレオヴァルトたち冒ぼう険けん者の奮ふん闘とうで、教団部隊は壊かい滅めつ。教団騎き士し七名と中毒者の兵隊十数名は気を失ったまま、拘こう束そくされていた。

　騎き士しはともかく、中毒者はヴェルサの魔ま法ほうでも瞬しゆん殺さつできないほどのしぶとさを持つ難敵……強い耐たい魔ま力りよくを持つために、ウィルの剣けんの効果も薄うすく、全員を戦せん闘とう不能にするのに相当手間取ったようだ。優勢かと思われたが、冒ぼう険けん者側にも若じやつ干かんの負傷者が出ていた。

　そんな戦いを乗のり越こえた冒ぼう険けん者たちが、カルドたちが戻もどってきた事で自分たちの完全勝利を知り、一いつ斉せいに歓かん声せいを上げる。

　ほとんどが、《セイントコール》を憎にくみ、薬を斡あつ旋せんする組織の壊かい滅めつを願っていた者たちだ。

　それが達成され、憚はばかられる事なく無む邪じや気きに勝利を喜び、互たがいの健けん闘とうを労ねぎらう。

「よお、カルド。こっちは見てのとおりだ……そっちも終わったんだな」

「ああ……」

　その中から声を掛かけてきたレオヴァルトに、そっけなく返事するカルド。

　この勝利に、レオヴァルトも多少ながら高こう揚ようしているようだ。

　そんな中、一部の冒ぼう険けん者の視線がふと、カルドの後ろに佇たたずむラトラへ向けられる。

　その視線に、以前の敵意や嫌けん悪お感はなく、むしろ後ろめたさのような物が感じられた。

　……半はん壊かいした鎧よろいを見れば、彼女がどれだけこの戦いに全力を尽つくし、貢こう献けんしたかは誰だれでもわかるだろう。本当なら彼女も労ねぎらいたいが、気まずくてできない……そういう感じだった。

　ケイとリムもなんと声を掛かけたらいいか戸と惑まどう様子で、じっとラトラを見ている。

　ラトラ本人も、今はその視線を気にする余よ裕ゆうも、気を張る余力もなく黙だまり込んでいた。

　そこへ、周りの空気を配はい慮りよする事もなく、ヴェルサがてくてくと歩み寄って来る。

　次いで、いつもの意地の悪い笑えみを浮うかべ、ラトラの顔を見上げた。

「やれやれ、せっかくの一いつ張ちよう羅らが台無しじゃのう……何があったのかはあえて聞かんが、そんなボロボロになるまで戦たたかい抜ぬいた事は、まぁ褒ほめてやらんでもない。よくやったな、小こ娘むすめ」

　ここにレーシアやシェミルの姿がない事から、ヴェルサもおおよその事は察したようだ。

　そして、ラトラの傷心も……

　このひねくれた賛辞は、ヴェルサなりの最大限の気き遣づかいなのだろう。

　それを受け、きょとんとしていたラトラだが、

「……ありがと」

　ふと小さな笑えみを返した。傷心と疲つかれが見て取れるか細い笑え顔がおだが、ヴェルサの不器用な姿勢に多少は気が和やわらいだらしい。

「……すまんレオヴァルト。俺たちは先に上がる。ラトラも疲つかれているようだからな……」

「ああ……」

「あと、ヴェルサとウィル。捕つかまえた連中の事はオメェらに任せる。コイツを落ち着かせたら、俺も応おう援えんに行くからよ」

「ええ、お任せください」

　……この一日で、ラトラは途と方ほうもない傷を心と体に受けた。一刻も早い休息が必要だ。

　一人にしておくのは少々心配なため、しばらくは付つき添そいが必要だろう。

　それをレオヴァルトたちも察し、深く詮せん索さくする事なくカルドの言葉に応じた。

　そうして彼らに見送られながら、ラトラとともにゆっくりと歩を進める。

「カルドォ、落ち着いたら今回の打ち上げをやる！　お前さんらも顔出せよぉっ！」

　そう呼びかけるレオヴァルトに軽く手を振ふりながら、カルドはこの場を後にする。

　こうして、聖女と《セイントコール》を巡めぐる戦いは、一人の少女騎き士しの心に影かげを落とす形で幕を閉じるのだった……







　──アンヘルダンジョンを舞ぶ台たいとした、《セイントコール》及および聖堂教団の陰いん謀ぼうを巡めぐる戦いにより、主犯格のレーシア＝アルトラムは死亡。この時捕とらえられた他の教団騎き士しの供述から、事件の真相と教団の企たくらみが明らかにされた。

　アンヘル迷めい宮きゆう騎き動どう小隊隊長ゴートは、ただちにこれを帝てい都との騎き士し団本部へと報告。

　長く聖堂教団に煮にえ湯ゆを飲まされていた本部は水を得た魚のように、今回に限らず教団がこれまで犯おかしたあらゆる悪事を追つい及きゆうするため、本格的に動き出したのだった。

　以降、その手はダンジョンにも及および、本部の騎き士しによって教団が結けつ晶しよう化した者を閉じ込めていた、魔血石ブラデイナの保管場所が数か所発見された。

　同時に、結けつ晶しよう化による死亡が確かく認にんされた者は数十名……その中には、レーシアに身み柄がらを引ひき渡わたされてから安否不明だったポルト＝ゾリィも含ふくまれていた。

　しかし、第九層……聖女たちがいるあの一画だけは、騎き士し団の目に触ふれてはいない。

　あそこの存在だけは、カルドたちが本部どころかゴートにすら報告していないからだ。

　あの場所は聖女たちが静かに眠ねむる墓……誰だれにも知られず、そっとしておきたかった。

　これで、かの教団の本ほん性しようは国中の知るところとなり、壊かい滅めつに追いやられる……

　少なくとも、ラトラはそんな結末を期待していたのだろう。

　しかし、戦いから一週間後……彼女が聞かされた結末は、信じがたいものだった。

「──今回の事は、明るみにならない……？」

　詰つめ所しよで、ゴートから事の顚てん末まつを聞かされたラトラは、頭の中が真っ白になったように表情を失い、茫ぼう然ぜんとしていた。

　が、すぐに一転。

　頭に血が上った様子で、向き合うゴートの机に両手を叩たたきつけた。

「なぜですっ！　本部の捜そう査さで、アイツらがやってきた事のすべてが明らかになったんでしょう!?　今回の《セイントコール》や聖女の実験に限らず、強権を用いてのダンジョンひいては迷めい宮きゆう保有法の私物化！　それ以外にも、叩たたけば叩たたいただけホコリが出て来るような連中です！　それらすべてを世間に公表すれば、いくら聖堂教団とはいえひとたまりも……！」

「……公表はされない。よって、教団を叩たたき潰つぶす事もできない……そういう事だ」

「なぜ!?」

　興奮するままひとしきり吼ほえるラトラに対し、ゴートはあくまで平静さを崩くずさない。

　それどころか、彼女の態度に呆あきれたように、溜ため息いきまで吐ついてみせた。

「……ラトラくん。聖堂教団は、帝てい国こくに多大な影えい響きようを与あたえる〝影かげの支配者〟だ。支し援えん者の中には、皇族関係者や政府高官らも多く含ふくまれる……教団のすべてを摘てき発はつすれば、彼らの中からも少なくない数の逮たい捕ほ者が出るだろう。そうなれば帝てい国こくの内政は破は綻たん、未み曽ぞ有うの恐きよう慌こうと混乱に見み舞まわれる……それがわからないほど、本部は愚おろかではない。君はどうだね？」

「う……」

　顔色一つ変えないゴートから、淡たん々たんと繰くり出だされるあまりに冷静かつ当然の理り屈くつ。

　それに、ラトラはたちまち冷や水を掛かけられたように、押し黙だまる。

　彼女も帝てい国こくに仕える騎き士しの一人として、この論理を否定する事はできなかった。

　でも……と物言いたげに俯うつむくラトラ。

　それに対し、それまで厳格に表情を消していたゴートは、ふっと柔にゆう和わな笑えみを浮うかべる。

「なにも、教団をまったくの野放しにしようって話じゃない。本部は政府と連れん携けいして影えい響きようの少ない範はん囲いから、教団の解体に着手するそうだよ……幹部の逮たい捕ほや迷めい宮きゆう保有法の即そく時じ改正とまではいかなくても、帝てい国こく騎き士し団への過か剰じような介かい入にゆうや《セイントコール》の売買をはじめとしたダンジョンでの暗あん躍やくは止められるだろう。それを足あし掛がかりに今後十数年かけ、じわじわと聖堂教団の息の根を止める……それが、帝てい国こく騎き士し団本部の決定だ」

「十数年……」

　……それは、裁きというにはゆるやかで遠大な期間だった。当面行われるのは、帝てい都との外における教団の悪事の追つい及きゆう……肝かん心じんの教団中ちゆう枢すうは、事実上の現状維い持じに等しい処しよ遇ぐうだ。

　そこに隠かくされた真の闇やみが明らかにされるのがいつになるか、知れたものではない。

　それが、帝てい国こくの平へい穏おんを守るため帝てい国こく騎き士し団が講じた苦肉の策。

　国の事を考えればもっとも理性的な決断であり、ラトラも否定する事はできない。が、それでも到とう底てい納なつ得とくのいくものではないだろう。

　そんな本心を彼女は口にせず、気落ちした足取りでオフィスから出て行ってしまった。

　ゴートはあえてそれを止めず、溜ため息いきまじりに見送る。

　……そして、カルドも何も言わずその小さく弱った背中を見送った。

「……まだ〝世界〟を知らない、まっすぐな若者には少々酷こくな話だったかな？」

　ほどなくして、はっきりとした声でそんな事を嘯うそぶくゴート。

　それは、傍そばにいるカルドへ向けた言葉のようであった。

　これに、彼は何も答えない。

　……こうなる事は、ハナから想像できていたからだ。

　国を守るという事は、奇き麗れい事ごとだけでは済まされない。

　誰だれかの願いを踏ふみにじるのと引ひき換かえに、千、万の民たみを守る……そうした行こう為いの数々で、この国は回っているのだ。

　ラトラが騎き士しとして社会に出た時点で、遠からず直面する現実だった。特に、途と方ほうもない大たい望もうを抱いだく彼女が正しくその道を歩むためには、大事な通過儀ぎ礼れいである。

　ゆえに、カルドは騎き士し団の決定になんの文句もなかった。が……

「今回の件、ずいぶんと本部の動きが早かったな……アンタ、ずっと前からこの時のために、あちこちに手を回してただろ？」

　ゴートからの報告を受けたその日のうちに、本部は教団に対する強行捜そう査さに踏ふみ切きった。

　帝てい国こく騎き士し団すら安易に逆らえない、帝てい国こくの影かげの支配者と言われる巨きよ大だいな権力……

　そこに本部は、たかが辺境の一部署の報告だけで踏ふみ込んだのだ。まるで、あらかじめゴートからの報告を合図と決めていたかのような動きである。

　この指し摘てきを受け、ゴートはニヤリと底意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「聖堂教団は帝てい国こく騎き士し団にとって、もっとも厄やつ介かいな目の上のタンコブ……それを排はい除じよする機会を、本部はずっと待っていたのさ。今回の一件は、そのきっかけとするのに十分だった」

　どうやらゴートは、早期より《セイントコール》の出所が教団である可能性に気づいていたらしい。だからこそ、秘密裏りにその調査を進めていたのだ。

　レーシアによる捜そう査さ妨ぼう害がいを受け、あっさり引き下がったと思えば、その裏で虎こ視し眈たん々たんと教団を追いつめる材料が揃そろうのを待っていたのである。

「俺たちはいわば、ヤツらに対する囮おとり……俺たちが派手に暴れて目を引き付けている間、アンタは本部と連れん携けいして水面下で教団に攻せめ入いる算段をつけていたわけだ」

「不服かい？　君たちがやりたい事をやっている間、僕も僕でやるべき事をやっていただけなんだがね。おかげで、誰だれの首も飛ばずに済んだ……いい仕事しただろ？」

　確かに、騎き士し団や迷めい宮きゆう騎き士しの利益だけを考えれば、ゴートは最高の仕事をしたと言える。

　そのために利用されたのは癪しやくだが、こうまで悪びれもない態度をとられると、文句を言う気き概がいもなくなってくる……カルドは溜ため息いきを最後に、身を翻ひるがえした。

「……今後もラトラくんをよろしく頼たのむよ、カルド。できればもう少し融ゆう通づうが利きくよう、彼女を教育してくれると助かるんだがね」

　カルドが部屋を出ようとすると、その目的を見み透すかした上で、そんな事をのたまうゴート。

　それは彼なりに、切実な願いではあるのだろう。

「アイツを思いどおりにしたいなら、まずアンタのその性しよう根ねをどうにかするんだな……あんまりあくどい事やってると、そのうち本当にアイツを敵に回しかねないぜ？」

　そんなゴートに、立ち止まって一つだけ忠告をくれてやる。ちょっとした仕返しだ。

「──なんせアイツは、正義の味方だからな」

　最後に薄うす笑えみ交じりにそう加えて、カルドは再び歩き出した。

　ゴートから返事はない。苦笑いか、あるいはいつもの微び笑しようを浮うかべているのだろう。

　こんなもので釘くぎを刺させたとは思えないが、ゴートが少なからずラトラを買っている以上、めったな真ま似ねはしまい……そんな彼の慎しん重ちようさだけは信用できた。

　……次なる問題は、その正義の味方だ。

　ラトラの姿を求めて詰つめ所しよを出ると、ほど近い通路の片かた隅すみに彼女は立っていた。

　やけに弱りきったように見えるその背中にあえて何も語り掛かけず、神しん妙みように彼女の傍かたわらへと歩み寄る。

　──ラトラは泣いていた……

　シェミルとの別れから今日に至るまで、一粒つぶも流さなかった涙なみだがボロボロと溢あふれていた。

　そのぐしゃぐしゃに濡ぬれた顔を隠かくしもせず、ラトラはカルドの胸にしがみつく。

「こんなの……こんなのってない……！　あんまりだよぉぉ～～～っ！」

　カルドの顔を見て張はり詰つめていた緊きん張ちようが解けたのか、ラトラは声を張り上げて泣なき叫さけんだ。

　……彼女にとって、聖堂教団の解体は一つの悪を滅ほろぼす以上の意味があったのだろう。

　すべての元げん凶きようである教団が壊かい滅めつすれば、今も彼らの手の中にいるであろう聖女や他の実験の被ひ害がい者が解放され、シェミルたちも浮うかばれる……そんな事を考えていたのかもしれない。

　その願いを他でもない帝てい国こく騎き士し団に握にぎり潰つぶされた失意とショックが、妹にけっして涙なみだは見せまいと必死にかぶり続けていたラトラの仮面を引ひき剝はがしてしまったのだ。

　……少なくとも、今は掛かける言葉がない。

　今ぐらいは、気が晴れるだけ泣かせてやろう……そう思い、カルドはラトラの体を軽く抱だく形で、震ふるえる肩かたに手を置くだけに留とどめた。

　そうしてしばらくすると、ラトラの嗚お咽えつも徐じよ々じよに小さくなり、落ち着いていく。

　それを見計らい、カルドは神しん妙みように口を開いた。

「……今晩出かけるぞ」

「え？」

「オメェを少しだけスッキリさせてやる。昔っから、冒ぼう険けん者の間で慣れ親しまれてきた〝伝統の方法〟でな」

　首を傾かしげるラトラに対し、やや意地の悪い笑えみを浮うかべるカルド。

　どのみち、いずれは誘さそおうと思っていた事だ。最初に比べ、冒ぼう険けん者に対する偏へん見けんや嫌けん悪おがだいぶ薄うすれたラトラだが、それでも彼女はまだ冒ぼう険けん者のほんの一面しか知らない。

　それを知ってもらう機会としても、ちょうどいいと思った。

　そして、それが少しでも彼女の気晴らしになれば、と……











終章　そして、彼と彼女が目指す場所









　──日にち没ぼつ頃ころ、カルドがラトラを連れて来たのは、アンヘル中央通りだった。

　この時間帯になると、ここは飲食店を中心に俄にわかに活気付く。一日の冒ぼう険けんを終えた冒ぼう険けん者……それに勤務を終えた騎き士したちがこぞって、腹を満たしたり疲つかれを癒いやしたりしに来るからだ。

　これまで、ラトラを連れて歩くのは主に裏通りばかりで、こうして夜の中央通りを見せる事はあまりなかった。

　……仕事が終われば、冒ぼう険けん者も騎き士しも関係ない。互たがいが同じ店でいがみ合う事なく飲み食いし、時には仲良く連れ立っている姿も見かける。

　確かに、互たがいに敵視する者も少なくはないが、それ以上に互たがいに蟠わだかまりを持たず共存している者たちも多い……アンヘルはそういう街なのだ。そんな光景を初めて見るであろうラトラは、きょろきょろと物もの珍めずらし気に周りを見み渡わたしながら、カルドの後ろをついて来ていた。

「……意外か？　冒ぼう険けん者もまんざら悪いもんじゃないって思ってる騎き士しは、案外たくさんいるんだぜ。この街にはな」

　……アンヘルだけが特別ではない。大きなダンジョンを持ち、冒ぼう険けん者の出入りが激しい地域はみんなこんなものである。その真の姿にラトラはただ圧あつ倒とうされながら、呆ほうけて見ていた。

　やがて、二人はとある店の前までやって来る。

　中央通りでは、冒ぼう険けん者御ご用よう達たしの酒場がいくつも営業している。ここも、その一つだ。

　カルドが向かうまま、店に入ったラトラだが、その瞬しゆん間かんぎょっと目を剝むいた。

　それほど広くはない店の席を、冒ぼう険けん者らしき風ふう体ていの人々が埋うめ尽つくしていたのだ。

　みんなガヤガヤと、楽しげに語らっている……ダンジョンではまず見ない光景だ。

　その様を眺ながめていると、席に着いていた一人の冒ぼう険けん者がふとこちらへ手を振ふった。

　もはやお馴な染じみの、レオヴァルトである。

「おー、来たか、二人とも！　こっち来い！」

　その声に導かれ、カルドたちは席の間の狭せまい通路を抜ぬけ、レオヴァルトの元へ移動。

　彼が座るテーブルには、意図して空けていたかのように、二人分の空席がある。

　それに、同じテーブルにはケイとリム……それに、シミッツの姿まであった。

「なんだ、オメェも来ていたのか。珍めずらしい事もあるもんだ」

「……来たくて来たわけじゃない。レオヴァルトに無理やり連れて来られたんだ」

「久々に三人で飲む良いい機会だと思ってな、いいから付き合えよ」

「フン……」

　レオヴァルトとシミッツ……久々に揃そろった旧友とのやりとりを経て、席に着くカルド。

　一方で、ラトラはそれに倣ならって席に着きながら困こん惑わくしていた。

「もしかして、ここにいるのみんなギルドの冒ぼう険けん者？　……どういう事？」

「なんだカルド、何も言わずに連れて来ちまったのか？」

「事前に言ったら変に構えちまって、腰こしが重くなると思ったんでな」

「ま、それもそうだな……じゃ、はじめるか」

　やがて、カルドたちにも飲み物が配られたのを合図に、レオヴァルトは立ち上がる。

「みんな、今夜はよく集まってくれた！　先日の戦いで、妙みような薬をばら撒まいてダンジョンの秩ちつ序じよを乱していた輩やからは一いつ掃そうされた！　俺たち冒ぼう険けん者と……それに、俺たち以上に奮ふん闘とうしてくれた迷めい宮きゆう騎き士したちの勝利だ！」

　店中に響ひびくような雄お々おしい声を上げる最中、ふとこちらへ目を配るレオヴァルト。

　薄うす笑えみ交じりのその視線は主に、隣となりの少女騎き士しへと注がれていた。

　それに気づき、緊きん張ちようでさらに固くなるラトラ。

「それを祝し、ささやかな打ち上げの会を開く！　みんな楽しんでいってくれ！　乾かん杯ぱい！」

「カンパーイ！」

　レオヴァルトの音おん頭どをきっかけに、けたたましい歓かん声せいとともに、一いつ斉せいに掲かかげられるグラス。

　ラトラはこの雰ふん囲い気きに吞のまれながらも、少し遅おくれてグラスを掲かかげる。

　……と、そこへこつんと遠えん慮りよがちに当てられる二つのグラス。ケイとリムだ。

「あんたたち……」

　ラトラが視線を合わせると、二人は気まずそうに視線を泳がせ、

「──今さらだけど……あの時、助けてくれてありがとう」

「……こないだの戦いで、一応借りは返したつもりだぞ」

　そのままそっけなく、それだけ言うリムとケイ。

　二人が教団との戦いに参戦した事は、ラトラも聞いていた。

　まだまだ彼女に対して蟠わだかまりはあるものの、以前ほど嫌きらっている様子はない。

　以前の恩に加え、その後ラトラの活かつ躍やくを伝え聞いて、多少は彼女を見直しているようだ。

　だからこそ、教団との戦いでも命を懸かけて駆かけつけてきたのだろう。

　……それでも、正面きって打ち解けるには、もう少し時間が掛かかるらしい。

「……あなたたちが来てくれたおかげで、こっちも助かったわ。ありがと……」

　そんな二人の本心を察したように、ラトラは照れながらぎこちなく返す。

　こっちもこっちで、まだ素す直なおにはなりきれないようだ。

　そのやり取りをきっかけにしたように、どっと店中が沸わいた。

「聞いたぜ、嬢じようちゃん！　あの連続殺人の犯人退治で大だい活かつ躍やくしたんだってなぁ！」

「今回の親玉も、一人で片付けたようなもんらしいじゃねぇか！」

「それだけじゃねぇ！　こないだ素材提供されたバカでけぇ蛇へびの魔ま獣じゆうも、嬢じようちゃんが倒たおしたらしいぜ！　たいしたもんだ！」

　──と、そんな歓かん声せいがあちこちから飛び込んできた。

　当人からすればとんだ手の平返しだが、そこに他意はない。彼らなりに葛かつ藤とうし、ラトラの活かつ躍やくを認めた上で、こうして称しよう賛さんするきっかけを待っていたようだ。

　……この会は最初から、それを察したレオヴァルトによって用意されたものなのである。

　明らかに、教団との決戦に駆かけつけた以上の冒ぼう険けん者が集まっているが、それも彼があえて制限しなかったのだろう。この場でようやく、ラトラへ心を開く事ができた者たちも、こうしているのだから……

「……調子のいい連中ね、冒ぼう険けん者って。あんだけ態度でかいだの、漏もらしただのって影かげ口ぐち叩たたいてたくせに……」

　それに対し、そんなことを言っているラトラだが、実際は言葉ほど澄すました余よ裕ゆうはない。

　よほど嬉うれしいのか、顔を真っ赤にして涙なみだまで浮うかべていた……仮面をかぶろうにも、それでは隠かくしきれないほどの感情が表情に押し寄せているようだった。

　それを察し、カルドは苦笑いを浮うかべるだけで、野や暮ぼなツッコミは入れない事にする。

「ま、そう言うな。これくらい素す直なおでないと、冒ぼう険けん者はやっていけないのさ。ダンジョンでは時には見ず知らずの赤の他人にも、命を預けなきゃならない局面がある……だから、〝コイツは信用できる〟と思ったら迷わず手を取り合うのが、長生きするためのコツだ」

「──〝冒ぼう険けん者に嫌きらわれるようなヤツは、ダンジョンじゃ長生きできない〟、か……最初にあんたが言ってたセリフ、今ならなんとなくわかるわ」

「そうかい、ソイツは結構だ……」

　そう、国に利用されている立場と言えども、ダンジョンの中は冒ぼう険けん者たちの庭だ。そこで活動する以上、冒ぼう険けん者に頼たよらなければならない局面が必ず来る。

　今回、騎き動どう小隊が勝利できたのも冒ぼう険けん者の救きゆう援えんがあればこそだし、逆に殺人鬼きゾリィや聖堂教団が破は滅めつに追いこまれたのも、彼らを敵に回したゆえの末路である。

　一連の事件を通して、ラトラもその言葉の意味がようやくわかってきたようだ。

　その成長に少し小気味よさを抱いだきながら、グラスに注がれた麦酒ビールを吞のむカルド。

　すると、ふとラトラがじーっとこちらを見つめているのに気づいた。

「……ねぇ、それちょっともらえない？」

「あ？」

　どうやら、ラトラはアルコールが欲ほしいらしい。

　彼女やケイとリムに配られたのは、ノンアルコールの果実ジュース……法的には既すでに飲酒が認められているとはいえ、健康上まだアルコールは控ひかえた方がいい年ねん齢れいだからだ。

「なんだオメェ、酒の味が気になるのか？　ガキかよ……」

「そんなんじゃないわよ……ただ、さっきから恥はずかしくてシラフじゃやってらんないのよ」

　そう言われて、少しは納なつ得とくする。

　周りは早くもできあがり、すっかり盛り上がっていた。中には、ラトラへの称しよう賛さんを高らかに続けている者もいる。当の本人としては、かなり居い心ごこ地ちが悪いだろう。

　元々、彼女を元気づけるために呼んだのだ。満まん喫きつできないではばつが悪い。

「……わかったよ、ちょっとだけだぞ？」

「うん」

　ため息まじりにラトラにグラスを手て渡わたすカルド。

　それを彼女は躊ちゆう躇ちよするようにしばらく見つめた後、一思いに口に運んだ。

　ぐびりと、力強く一飲み。さらに、勢いがついたようにぐびぐびと、どんどん煽あおる。

「あっ、オメェ……！」

　結局、半分近く吞のんで、ラトラはようやくグラスをテーブルに置いた。

「ぷはぁーっ」

　最後に、酒気を帯びた息を豪ごう快かいに吐はくラトラ。間ま違ちがいなくはじめての飲酒であろうが、貫かん禄ろくすら窺うかがえる気がする吞のみっぷりであった。

　が、彼女の顔は赤みを帯び、目はとろんとしている……アルコールよりまず雰ふん囲い気きに吞のまれたのか、早くも酔よいが回ったようだ。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？　いきなり、そんな吞のみ方するヤツがあるか！」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ！　あたしをスッキリさせるために、ここへ連れて来たんでしょ？　おかげさまで、ようやくスッキリしたわ！」

　酔よって気が大きくなっているのか、さっきまでの恥はじらいの様子はなく、すっかり態度がでかくなっていた。

「ま、それならいいんだがな……」

　本人が満足ならそれでいい……やや投げやりに、カルドはそう納なつ得とくする事にした。

　そうして主しゆ賓ひんの興も乗り、宴うたげは盛り上がっていくのだった……







「う～ん……」

　──結果として、ラトラは全然大だい丈じよう夫ぶではなかった。

　あれから極度に興奮したのも手伝い、しばらくして酔よいに負けてダウン。

　保護者ともども、途と中ちゆうで店を出る羽目になったのだ。

　カルドとしてはもう少しゆっくりしたかったが、この酔よっ払ぱらいを放っておいては楽しめるものも楽しめない……仕方なく、彼女をおぶって帰路につく事にした。

「あづい～……ぬぎた～い……」

「バカ言ってねぇで、おとなしくしてろ！」

　当の酔よっ払ぱらいは、さっきからずっとこの調子だ。

　暑い暑い言い出して、店で人目も憚はばからず脱ぬごうとしたため強制退去となった次し第だいである。

　実際、ラトラは体中が茹ゆで蛸だこのように真っ赤になっており、体温もかなり高かった。

　幸い、外気は涼すずしいし、しばらく夜風に当たっていればそのうち落ち着くだろう。

　そう思い、少しゆっくりとした歩調で、家へと向かう。

「おい、酔よっ払ぱらい」

「酔よっ払ぱらいゆーな……何よ」

「……少しは気が楽になったか？」

　黙もく々もくと歩く最中、不意にそんな事を確かく認にんしたくなった。

　……今回の一件は、新人にはかなり苦い結末であったろう。

　妹のように想おもっていた者を失い、その原因となった巨きよ悪あくにも手が出せない……

　これまで経験した事のない、悲しみと無力感を彼女は抱かかえていただろう。

　それを少しでも紛まぎらわそうと、今回の宴うたげに誘さそったのだが……

「──あんなつらい事、そう簡単に割りきれるわけないじゃない……」

　カルドの問いに返ってきたのは、一転してか細く消しよう沈ちんした声。

　やはり、酔よいの勢いで誤ご魔ま化かせるほど、浅い傷ではないようだ。が……

「でも、少なくとも……何もかも投げ出したいなんて事は思わないわ。割りきれない事はあっても、それでも前に進むしかない……迷めい宮きゆう騎き士しを続けていく以上は」

「まあ、な……」

「それに、やたら世話焼きのセンパイや、あんだけ騒さわがしい冒ぼう険けん者たちと付き合っているうちは、何があっても悠ゆう長ちように落ち込んでる暇ひまなんてなさそうだし」

「……ま、それもそうだな」

　これには、カルドも苦笑いで返す。

　本人が言うとおり、今回の悲しみはそう簡単に払ふつ拭しよくできるものではない。それでもラトラは悲ひ嘆たんに暮れず、前へ進み続ける事を決意していた。

　そのきっかけが今回の打ち上げであるなら、誘さそって無む駄だという事はなかったようだ。

　ひとまず安あん堵どし、薄うすく笑えみを浮うかべるカルド。

　そこへ……

「……カルド、ありがと」

　と、ぼそりと呟つぶやく一声。普ふ段だんは恥はずかしくて言えないものを、熱に浮うかされるまま吐はき捨すてたような、そんなさりげない一言だった。

「……ああ」

　彼女なりの不器用な誠意が感じられたので、少しこそばゆいが茶化す気にはなれない。

　カルドもあえて短い返事で済ませ、それとは裏腹に小気味のいい感かん慨がいに笑えみを深める。

　そうしてしばらく歩いていると、やがて背中から小さな寝ね息いきが聞こえてきた。

　……酔よい疲つかれて、ラトラは眠ねむってしまったようだ。

「ったく、なんだかんだで一人だけ満まん喫きつしやがって……」

　溜ため息いきまじりにそんな小言を吐はくも、実際のところ悪い気分ではない。

　何事にも猪ちよ突とつ猛もう進しん、喜き怒ど哀あい楽らくすべてを全力で出す彼女に現状かなり振ふり回まわされているし、これからも振ふり回まわされ続けるのだろうという予感はあるが、それでも嫌きらいではない。

　……少なくとも、一人でいるよりは張り合いがあるというものだ。

　ふと、夜空を見上げる。

　既すでにカルドの足は中央通りを抜ぬけ、家のある裏通りに入っていた。

　そこは明かりが少なく、ゆえに空に瞬まばたく星々がよく見えた……

　今夜は特に、自然と目が吸い寄せられるような星空だった。帝てい都とではまず見ることができない光景だ。またそのうち、ラトラにも見せたいと思えるほどに……

　そして、自分と彼女のこれからに思いを馳はせる。

「オメェがこの先俺にどんな景色を見せてくれるのか、楽しみにしてるぜ……呆あきれるほど世話の掛かかる難題騎き士しさんよ」

　その願いを星空に託たくし、我が家への帰路を行く。

　ひと時の安息に心をほどいた眠ねむれる騎き士しを、その背に抱だいて……
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　はじめまして、或あるいはお久しぶり。川かわ石いし折おり夫おです。

　ぱっと見読み方に困る名前ですが、『オリオ』と覚えておくと簡単です（持ちネタ）。

　前作の発売から一年半近く、世間の様相はすっかり変わってしまいました。自分の状じよう況きようもいろいろ変わり、語りたい事はたくさんありますが、今回はページの都合で手短に……

　まず、前作『解げ術じゆつ師しアーベントの禁きん術じゆつ講こう義ぎ』でお世話になった担当編集・山やま口ぐちさんに代わりまして、今回共に作品を作ってくれた新担当編集・田た端ばたさん。誠まことにお世話になりました。

　さらに、本作に素す晴ばらしく美び麗れいなイラストを添そえていただいたカット先生をはじめ、今回も多くの方のお世話になりました。

　この作品に携たずさわってくれたすべての皆みな様さま、ありがとうございました。

　そして、本書を手に取っていただいた皆みな様さま、誠まことにありがとうございます。

　まだまだ多くの変化と苦労があるであろうこの新しい日常で、本書が少しでも皆みな様さまの心の潤うるおいになれるなら、それが一番の喜びです。お買い上げありがとうございました。

　作品の裏話、苦労話などは機会があれば作者のツイッター（ほぼ趣しゆ味みアカ）で語るかもしれませんので、よければご閲えつ覧らんください。それではいずれ、またの機会に！
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